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新しい年







〝サトゥーです。子供の頃ころは正月と言えばイベント目白押しでしたが、社会人になってからは年末進行で大おお晦みそ日かまで仕事の事も多い為ため、元がん旦たんは眠っている内に終わる事が多い気がします。〟






「お待たせしました。お蕎そ麦ばができましたよー」

　艶つややかな黒髪を翻して王都邸の食堂に入ってきたのは、傾けい城せいという言葉では言い表せないほどの美び貌ぼうをした和風美少女のルルだ。エプロン姿が清せい楚そな彼女によく似合っている。

　ルルに続いて部屋に入ってきた屋敷のメイド達が、鰹かつおダシの良い匂においをさせながらテーブルの上に蕎麦の入った器を並べていく。ツユの色と香りからして今日の蕎麦は関西風らしい。

「待ってました！　やっぱ、大晦日の夜は年とし越こし蕎麦よね！」

　指を鳴らすポーズをしたのは、ルルの異母妹で転生者の幼女アリサだ。普段は金色のカツラに隠されている淡い紫色の髪が、アリサの動きに合わせて軽やかに揺れる。

「ん、大事」

　こくりと頷うなずいてアリサに同意したのはミーアだ。ツインテールに結った淡い青緑色の髪の間から、エルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞいている。

　彼女の故郷であるボルエナンの森では、何百年か前に当時の勇者ダイサクが日本文化を広めていたそうなので、「年越し蕎麦」という風習も珍しくないようだ。

「具がシンプルだと報告します」

　特徴的な言い方で、刻みネギだけが載せられた蕎麦を覗き込むのは金髪巨乳美女のナナだ。

　魔法的な人造生命体ホムンクルスである彼女は、生後一年ほどでありながら高校生くらいの外見をしている。

「トッピングは別のようですよ」

　鰹ダシの香りに目を細めていたリザが、メイド達が運んでくる次のワゴンに視線を向けた。

　朱色の髪をした橙とう鱗りん族のリザは首元と手首に橙だいだい色いろをした蜥蜴とかげのような鱗うろこを持ち、その腰からは細く長い同色の鱗に覆われた尻しつ尾ぽが生えている。

「肉なのです！」

　甘あま塩じよっぱく煮た薄切り肉がこんもりと載った深皿を指さして目をキラキラと輝かせたのは、茶色い髪をボブカットにした犬耳犬尻尾の幼女ポチだ。

「エビ天もビッグ～？」

　ポチの横では白い髪をショートにした猫耳猫尻尾の幼女タマが、肉皿の横に並んだエビ天やかき揚げの皿を見てニパッと笑みを浮かべる。

「トッピングは自由に選んでくださいね」

　ルルがそう言って、何本かのトングを皿の横に並べた。

「ぐれいと～？」

「ポチは肉がいいのです！」

　蕎麦の上にこんもりと肉を載せてやると、タマとポチが踊り出しそうなくらい嬉うれしそうな顔になった。タマの尻尾がピンッと立ち、ポチの尻尾が千切れそうなくらい左右に揺れる。

「リザも肉でいい？」

「はい、ありがとうございます」

　リザは肉蕎麦をおすまし顔で受け取ったが、彼女の尻尾は彼女の内心を表すかのようにリズミカルに揺れていた。尻尾は正直だ。

「わたしはオーソドックスにエビ天にしよーっと」

「キノコたっぷり野菜かき揚げ」

　アリサとミーアが天ぷらを蕎麦に載せる。

「オレもベタなのにしておくかな？」

「それじゃ私もそうします」

　オレがエビ天を選ぶと、ルルも嬉しそうに同じのを選んだ。

「ナナは何がいい？」

「私はデフォルトにします」

「最初の刻みネギだけって事か？」

「イエス・マスター。小さなネギが可愛かわいいと告げます」

　なるほど、小さくて可愛いモノが好きなナナらしい。

「それじゃ、ご主人様。一言、どうぞ」

　アリサが突然スピーチを要求してきた。なんとなくのノリで思いついたに違いない。

「皆みんな、お疲れ様。今年は魔族の作った迷宮に巻き込まれたり、魔王と戦ったり色々あったけど──」

　極めつけは今日の昼にあった「魔神の落とし子」との激戦だ。

　大晦日に行われる魔禍払いの儀式を悪用したパリオン神国のホーズナス枢すう機き卿きようが、よりにもよって「魔神の落とし子」や魔族の軍勢を召喚し、シガ王国の王都を壊滅させようとしたのだ。

　仲間達の活躍で魔族の軍勢は撃退され、三体の「魔神の落とし子」も居合わせた王祖ヤマトと天竜の協力のもと退治できた。

　その後始末と救助活動でさっきまで王城にいたのだが、要救助者は全すべて助けたし主要道路を塞ふさいでいた瓦が礫れきは取り除いたので、後は公的機関に任せて帰ってきたのだ。

「──こうして大きな怪け我がや病気もなく年を越せて良かったと思う。来年も健康に留意して楽しい日々を過ごそう」

　オレが簡単にスピーチを終えると、リザを始めとした仲間達が「はい」と元気良く答えた。

「さあ、食べよう。せっかくの蕎麦が伸びたら勿もつ体たいないからね」

　オレはそう言って皆を促し、いつものようにアリサの「いただきます」の合図で食べ始める。

「麵めんの人は落ち着きがないのです」

「つるつるる～？」

　上う手まく蕎麦が箸はしで摘つまめないポチとタマが悪戦苦闘している。箸の扱いが上手くなってきたポチとタマだが、細くて滑る蕎麦はまだまだ難しいらしい。

「ポチちゃん、タマちゃん、フォークもあるわよ」

「ダメなのです。それは敗北なのです」
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「勝つまで戦う～？」

　見かねたルルが肉球マークのフォークを差し出すも、二人は箸で蕎麦と格闘する事を選んだようだ。なんとか持ち上げた蕎麦に横から齧かじり付くせいか、二人の髪が蕎麦のツユに浸つかってしまっていた。

　後でお風ふ呂ろに入れてやろう。

　そんな事を考えつつ、オレも蕎麦に箸を付ける。

「うん、美う味まい」

　蕎麦の風味が口に広がる。

　サクサクのエビ天もいいが、蕎麦のツユで柔らかくなったエビ天も独特の旨うまみと食感がある。

　ほぐれたエビ天の衣と温かいツユを一緒に飲むと身体からだの芯しんから温まる感じがするんだよね。

「今日は給仕はいいから、君達も食べなさい」

　壁際で待機していたメイド達にも、蕎麦を勧める。

　メイド長は固辞していたが、今日は特別だと言って折れてもらった。なんといっても、王都が滅亡の危機に晒さらされた状況でも屋敷の留守を守ってくれていたんだし、一緒に美お味いしい蕎麦を食べるくらいはしても良いと思う。

「──王都に麵文化がなかったのはこれが理由かもね」

　おっかなびっくり蕎麦を食べるメイド達を見て、アリサがオレに耳打ちした。

　どうも、ずるずると蕎麦を啜すするのに抵抗があるようで、フォークに絡めたり蕎麦ツユごと飲み込んだりして食べている。

　蕎麦の器が空になり、皿の上に盛られたトッピングも獣娘達やメイド達のお腹なかに消えた頃──。

「りんごん～？」

　遠くから聞こえる時報の鐘の音を、タマが耳みみ聡ざとく拾う。

「リザさん、窓開けて」

　アリサに頼まれてリザが窓を開けると、聞き耳スキルを使わなくても鐘の音が聞こえるようになった。

「音の印象がちょっと洋風だけど、これもまあ『除夜の鐘』よね」

　アリサがお腹をさすりながら鐘の音に耳を傾ける。

「あけましておめでとう！　今年も宜よろしくね！」

「あけけけておめでとう、なのです」

「ことよろ～？」

　アリサがオレや仲間達に挨あい拶さつすると、仲間達も「あけまして」の意味が分からないなりに新年の挨拶を返す。アリサが前置きなく日本文化を発信するのはいつもの事なので、皆耐性ができたようだ。

「ご主人様、せっかくだし初はつ詣もうでしましょ！」

「初詣～？」

「神社にお参りするのよ」

　首を傾かしげるタマにアリサが答える。

「シガ王国にも初詣なんて習慣があるのか？」

「ハツモウデというのは知りませんが、年越しの際に神殿で祈りを捧ささげるのは、セーリュー市でも行われていたようです」

　参加した事はありませんが、とリザが付け加えた。

「それじゃ、皆で初詣に行こうか」

　ここからだとパリオン神殿が一番近いけど、マップを見る限り、枢機卿絡みで衛兵や騎士達が包囲して調査中みたいだ。

　少し遠めだけど、テニオン神殿に行くのがいいだろう。

「おっと、その前に──」

　オレは胸元からポチ袋を取り出す。

「もしかして、お年玉?!」

「そうだよ」

「中身はお餅もちじゃないわよね？」

「そんな手の込んだ事はしないよ」

　お年玉の起源はお餅だったらしいけど、わざわざその為に餅を搗つくほど暇じゃない。

　ポチとタマが「お餅は美味しいのですよ？」「美味～？」と言ってアリサに抗議していた。

　それはともかく、皆にお年玉を配っていく。

「感謝～？」

「やったー、なのです！」

「マスター、感謝と告げます」

　仲間達が異口同音に礼を言ってお年玉を手に取る。

　中身は金貨一枚とメッセージカードだ。少し恥ずかしいが、お金だけよりいいかと思って付けてみた。

　メッセージカードを読んだ仲間達の口元が綻ほころぶ。

　うん、付けて良かった。

「あ、あの、私達にもですか？」

「皆の働きに対する感謝の印だから、遠慮なく受け取ってほしい」

　メイド達にもお年玉を配る。中身の金額は仲間達と一緒だ。メイド長だけは少し多めかな。

「「「ありがとうございます、旦だん那な様」」」

　メイド達が勢いよく頭を下げて礼を言う。

　こっそりとポチ袋の中身を見たメイド達が、嬉しそうな悲鳴を上げてメイド長に叱しかられていた。メイド長自身も口元が綻んでいつもの厳しい顔が崩れていたので、たぶんメイド達と同じ気持ちだったに違いない。

　今日は宿直は不要だとメイド長に告げ、メイド達の帰宅を許可した。

　もちろん、夜道は危険なので、希望する者は客間に泊まる事を許可してある。

　メイド長を含め半数ほどが泊まるそうなので屋敷の留守を彼女達に任せ、オレは仲間達と初詣に出かけた。





◆






「けっこう歩いている人が多いわね」

　アリサが言うように、通りにはランタンや燭しよく台だいを持った人達が歩いている。

　今日は「赤縄の魔物」騒動でそこかしこの路面がボコボコなので、オレ達を含めて馬車に乗っている人はいない。

「うん、皆、神殿に向かっているみたい」

「きっと、不安なのでしょう」

　ルルとリザがそんな会話を交わす。

　到着したテニオン神殿の入り口前には、不安そうな顔をした人々が行列を作っていた。

　若い神官達が行列に並ぶ人達に声を掛け、すがりつく人達に「祝福ブレス」や「慈愛アフエクシヨン」といった神聖魔法を掛けて落ち着かせている。

　ここは貴族街にあるせいか、行列を作っているのは貴族家の使用人達やオレと同じ名誉士爵といった下級貴族家の人達だった。裕福そうな永代貴族やその家族は、列に並ばずに礼拝堂に入れるようだ。

「良い匂におい～？」

「お蕎そ麦ばの香りがするのです」

「ははは、振るまいの蕎麦がきは礼拝堂の向こう側で配っているから、もうしばらくの我慢だ」

　鼻をスンスンするタマとポチの呟つぶやきを聞いた前に並ぶ人が、笑いながら教えてくれた。

　これも「年とし越こし蕎麦」の一種かな？

「おっと順番だ」

　前の人が入り口の神官が持つ箱に賤せん貨かや銅貨を入れて中に入っていく。

「すみません、新年の礼拝は初めてなのですが、これは？」

　よく分からなかったので素直に聞いてみた。

「サイスェーンです。王祖ヤマト様がお始めになったシガ王国にしかない風習ですから、ご存じないかもしれませんね」

　サイスェーン──賽さい銭せんか。

　王都ではパリオン神殿でしか寄付していなかったので、金貨が二〇枚ほど入った小袋を神官の持つ箱に入れる。

　ちょっと多めだけど、昼間の事件で神殿も炊き出しや復興支援で物入りだろうからね。

「こ、これはっ！　失礼いたしました。特別礼拝をご希望の方でしたか？」

　繻しゆ子すの小袋だったせいか、神官がオレ達が特別待遇を希望したと誤解してしまった。

　オレ達は「いいえ、普通の礼拝で十分です」と告げて、礼拝堂の中に入る。

　中の造りは公都のテニオン神殿とほぼ同じだ。礼拝堂の奥にある聖印の前にはたくさんの人達が跪ひざまずいて熱心な祈りを捧げていた。

　昼間の事件で魔族の軍勢やら「魔神の落とし子」やらが王都の空を覆い尽くした後だから、神にすがりたくなる気持ちはよく分かる。

　オレ達もその中に交ざって祈りを捧げ、入ってきたのとは別の扉から出る。

「ご主人様はどんな願掛けしたの？」

「皆みんなの健康や家内安全かな。アリサは？」

「ご主人様とイチャラブできますように──」

　その予定はないので、「そうか」と軽く流して他ほかの子達のを聞いてみる。

　アリサが後ろで「その塩対応が癖になる～」とか馬ば鹿かな事を言っていたが、構うと喜びそうなので聞こえないフリをした。

「ポチはお肉がいっぱい食べられるようにお願いしたのです！」

「タマも～」

「私はたくさんの幼生体と触れ合いたいと願ったと報告します」

「私は皆の健康と──あとは秘密です」

「私もそんな感じです」

　ポチ、タマ、ナナは予想通りだったが、ルルとリザは頰ほおを染めて誤ご魔ま化かした。

　アリサが「気になる～」と言って二人に秘密の開示を迫っている。「内緒にするから！」という言葉は、守られない約束のフラグな気がする。

「ミーアは？」

「何も」

「えー、本当に何も願わなかったの？」

「ん」

　アリサの問いにミーアが首肯する。

「神は願いを叶かなえる存在じゃないの。違うのよ？　幸せな日々を過ごせる感謝を伝えるの。ありがとうって。本当よ？」

　ミーアが長文で語る。

　エルフ達にとって神は願いを叶える存在じゃなくて、見守る存在って事かな？

「ご主人様、こっち、なのです！」

「はりあ～？」

　ポチとタマがぶんぶん手を振っている。

　中庭に立つ二人の向こうでは、温かいスープを配っているようだ。

「スイトン？」

「蕎麦がきをスープに入れてあるのね」

　スイトンの団子を蕎麦がきにした感じの料理だ。蕎麦がき汁と呼ばれる料理に近い。

　さっき年越し蕎麦を食べたばかりだけど、せっかくの振るまい品の縁起物だし、皆と一緒にご相伴に与あずかる事にした。





◆






「良い桜だ」

　初詣から戻り、仲間達を寝かしつけた後、なんとなく寝付けなかったオレは、中庭で酒杯を傾けながら夜桜見物と洒落しやれ込んでいた。

　庭の桜も見事だが、遠くに見えるライトアップされた王桜は幻想的な美しさがある。

「──ん？」

　なんとはなしに本日の戦闘ログをチェックしていると気になる表示を見つけた。





＞特殊能力アビリテイ「ユニット配置」が有効化アクテイベートされました。






　メニューを開いて確認する。

　今までグレーアウトされて選択できなかった「ユニット配置」が選べるようになっていた。

　特殊能力アビリテイ──ユニークスキルだ。

　急に有効化された理由は、普通に考えて「魔神の落とし子」を倒した事に違いない。

　一瞬だけ、神剣の神気に侵された黒い左腕の事を思い出したが、さすがにアレがトリガーだとは思いたくない。もしそうなら、「右腕を神気に侵されたら『ユニット作成』まで解放できるんじゃないか」なんて危険な考えに至りそうだしね。

「ご主人様、お眠りにならないのですか？」

　一人で夜桜を肴さかなに酒杯を傾けていると、リザが声を掛けてきた。

　オレはメニューを閉じて、リザに酒杯を掲げてみせる。

「もう少し花見を楽しんだら寝るよ」

　何もないとは思うが、あれだけの事件を起こした連中がまだ何か企たくらんでいるかもしれないし。

　もう少し、監視という名目で銘酒と夜桜を堪たん能のうしたい。

「リザもどうだい？」

　リザは酔うと寝る癖があるので外では酒を勧められないが、ここならオレがベッドまで運んでやれるので誘ってみた。

「いただきます」

　槍やりを置いたリザがオレの横に腰掛ける。

　リザがオレから受け取った酒杯を、美お味いしそうに飲み干す。

「もう一杯いくかい？」

「はい」

　リザとシガ酒を酌み交わしながら、今後の事を少し話した。

　爵位の話、立身出世の話、奴隷からの解放の話、将来の希望。素面しらふだとなかなかできない話をアルコールの助けを借りて本音で語り合う。

「私の槍はご主人様の為ためにあります。許されるならば、この身果てるまで私の忠誠と魂はご主人様と共に──」

　酒に弱いリザはそれだけ語り終わると、オレの答えも聞かずに酒杯を手にしたまま眠ってしまった。

　おやすみ、リザ。これからも宜よろしく。
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「さて、ここなら検証しても大丈夫だろう」

　リザをベッドに運んだ後、「ユニット配置」の検証をする為に王都近くに作った秘密基地にやってきていた。

　メニューの備考欄には「ユニット配置：自陣のユニットを自領域に再配置する」と書かれてあった。説明がシンプルすぎる。

「とりあえず、ゴーレムからかな？」

　オレは土魔法の「地従者作製クリエート・アース・サーバント」でデフォルトのゴーレムを作った。

「ユニット配置──」

　そう言いながら念じると、ゴーレムがすぐ横に転移した。

　魔力の消費はなし。特に疲れた感じもない。

　ゴーレムで何度か試した後、今度は召喚魔法「蝙蝠召喚サモン・バツト」で小さな蝙蝠こうもりを「ユニット配置」で転移させてみたが、問題なく転移できた。生き物でもゴーレムと変わらない感じだ。

「自分自身も転移できるかな──できた」

　帰還転移リターンとは違って、魔力の流れを感じないし、空間をねじ曲げる独特の感じもしない。

　ドライアドの「妖精の輪フエアリー・リング」や秘密基地の転移鏡なんかは帰還転移と同じ感じだったから、ユニット配置は空間魔法とは違った方式で転移をしているようだ。
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「それに、ちょっとタイムラグがあるかな？」

　慣れていないせいか、転移するまでに僅わずかなラグがある。今のところ近距離なら縮地や閃せん駆くの方が使えそうだ。障害物の多い場所なら重宝するかな？

「マップ選択での移動も可能か──」

　オレは同マップ内を移動してみた。

「問題なし、と。別マップも行けるかな？」

　マップを切り替えてチェックする。

「ふむ……移動できる場所は限定されているみたいだな」

　移動可能な場所をチェックする。

　近場からだと、今いるマップ全域、王都屋敷、各地にある転移ポイントの大部分、迷宮都市の屋敷や養護院、探索者学校、蔦つたの館やかた、セリビーラの迷宮内にある別荘や温泉、大砂漠の大部分、ボルエナンの森の樹家、「竜の谷」全域といった感じだ。南洋のラクエン島は入っていなかった。

　自領域として判定されるルールがだいたい分かってきた。

　源泉を支配しているマップ全域と自分が所有する建造物が対象のようだ。

　転移ポイントのうち、石製構造物ストーン・オブジエクトなどで建物を作っていない王城の東あずま屋やや迷宮内の細々とした場所などが、全すべて対象外だった事からして間違いないだろう。

　王都に移動してから試したところ、王都邸とエチゴヤ商会の建物以外には移動できなかったので、同マップでも支配領域以外は対象外らしい。

　目視範囲での転移は支配領域外のマップでも問題なかった。

「長距離移動は大丈夫かな？」

　オレは王都邸から大砂漠の西端へ「ユニット配置」で移動してみた。

　一瞬で視界が夜の砂丘へと変わる。

「ふむ、経過時間はなしで魔力消費もなし──便利すぎないか？」

　疲れてもいない。長距離移動に関しては、このユニークスキルだけで十分すぎる。

　自領域という条件があるものの、「石製構造物」や「家作製クリエート・ハウス」で適当な建造物を作ればＯＫだし、この世界には所有者のいない空き地が幾らでもある。実質、一度行った場所なら、ほぼ無制限に移動できそうだ。

「問題は──」

　本当に代償がないのか、だ。

　同じユニークスキルの「メニュー」には何のリスクもないけど、アリサ達転生者のユニークスキルには使いすぎると「魂の器」が傷付き、最終的に魔王に至るという危険性がある。

　迷宮下層に隠れ住む転生者のユイカやムクロの話だと、パッシブスキルよりアクティブスキル、アクティブスキルより一撃必殺系や限界突破系のユニークスキルが危ないという話だった。

　パッシブスキルといえる「メニュー」と違って、「ユニット配置」は間違いなくアクティブスキルだ。

　あまり楽観しない方がいいだろう。

　万が一、魔王サトゥーが爆誕したら、それこそ世界の破滅だ。

　少しでも異変を感じた時点で検証を終了しよう。

「最後に、もう一つ実験してから帰るか」

　オレは頭を振って眠気を振り払い、大砂漠の西端から一番遠い場所にある「竜の谷」へとユニット配置してみた。

　視界が夜明けの荒野に変わる。

「ここは久しぶり──ぅぉおおおおおおおお」

　呟つぶやきの途中で、オレの身体からだに膨大な魔力が流れ込んできた。

　なんだこれは。

　視界が虹にじ色いろに染まる。

　まずい、このままだと身体が内側から壊れ──。




「──ご主人様！　ご主人様ってば！」

　ブラックアウトしていた視界が不意に戻った。

　涙をボロボロ流すアリサが映る。

「アリサ、どうした」

　声がガラガラだ。

　まだ頭がはっきりしない。

「ここは？」

「秘密基地！　ご主人様が朝になっても戻らないから捜しに来たら倒れてたの！　揺すっても起きないから、死んでるのかと思ったんだから！」

　オレの身体にすがりつくアリサの背を摩さする。

　そうしていると、だんだん意識が明めい瞭りようになってきた。

　ユニット配置の実験で「竜の谷」に転移したら、莫ばく大だいな魔力が流れ込んできてヤバイと思ったところで記憶が途切れている。

　意識を失う直前に、ユニット配置でここに移動したようだ。

　ここを選んだのは万一の場合に被害が少ない場所で、仲間達が来てくれる可能性がある場所だったからだと思う。

「悪い。転移系のユニークスキルが使えるようになったから実験してたんだ」

　オレからどんなスキルか聞いたアリサが、涙目のまま怒髪天を衝つく勢いで怒りだした。

「使用回数制限の分からないアクティブ系のユニークスキルを使いまくるなんて何考えているのよ！」

「すまない。反省している」

　便利すぎるスキルに、ちょっと浮かれていたのは事実なので、素直に詫わびた。

　アリサを宥なだめつつ、ＡＲ表示されるログに目を通す。

　ログを見た限りでは、「竜の谷」で何者かに攻撃された形跡はない。

　なぜか「魔神の落とし子」を倒した後に手に入れていた空白スキルが有効化されたというログがあった。

　魔力が流れ込んで苦しんでいる時に、混乱した意識に反応したメニューがパタパタと開いたり閉じたりしていたから、その時に誤操作で有効化してしまったに違いない。

　メニューのスキル一覧最下部に空白スキルが増えていたので、すぐに機能をオフに切り替えておいた。

「もう、ほんとーに注意してよ！　何か実験する時はわたしから『魂殻花環』を借りていってよね」

「ああ、そうするよ」

　ユニット配置の濫用はしないとアリサと約束して、二人で王都邸へと戻った。




　オレは王都邸の私室で礼服に着替えながら、「竜の谷」で起こった事について考察する。

　ユニット配置で「竜の谷」に転移するなり、莫大な魔力が流れ込んできた。

　死の危険を感じる出来事だったが、ログを読む限り攻撃された形跡はなかった。

　ユニット配置は魔力を消費しないし、その使いすぎが原因という可能性は低いだろう。

　ならば、あれは攻撃ではなく、「竜の谷」の源泉から流入した莫大な魔力を御しきれなかっただけの可能性が高い。

　だが、オレがこの世界に来た当初、「竜の谷」の源泉を支配した直後は普通だった。

　一年近く放置して莫大な魔力が溜たまっていたせいで、あんな目に遭ったのかもしれないが、それを確認に行く気はない。あらかじめ心構えがあれば御せるのかもしれないが、身体が内側から引き裂かれそうな感触をもう一度味わいたいとは思えないからだ。

　よほど必要としない限り、「竜の谷」へ行くのは止やめておこう。
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「「「新年の言こと祝ほぎを申し上げます」」」

　新年用に用意していた礼服に着替えて居間に行くと、整列したメイド達が揃そろって挨あい拶さつをしてきた。

　これがこの国の新年の挨拶らしい。

「皆様にも良き年が訪れるようにお祈りいたします」

　なんと答えればいいか分からないでいると、リザが代わりに答えてくれた。オレも彼女の答えをマネしてメイド達を労ねぎらう。

「リザさん、こんな所にいた！　ご主人様、朝食はもうちょっと待ってね」

　ドタバタと飛び込んできたアリサが、リザを連れて出ていく。

　遠くで賑にぎやかな声が聞こえてくる。

　しばらく待つと、着替えを終えた仲間達が部屋に入ってきた。

「じゃじゃーん！」

「ちんとんしゃん～？」

「ふりふりなドレスなのです！」

「振ふり袖そで」

「うん、皆みんな可愛かわいいよ」

　アリサ、タマ、ポチの三人が振り袖でポーズを決め、正月番組でよく聞く楽曲をミーアが手にした愛用のリュートで奏でる。

　振り袖の柄はアリサが薔ば薇ら、ミーアが百ゆ合り、ポチとタマは桜にこっそり肉球マークが交ざっている。生地の色はそれぞれのパーソナルカラーに準じたらしい。

「ご主人様、変じゃありませんか？」

「どこも変じゃないよ。よく似合っている」

　ルルは白鳥をあしらった柄を選んだようだ。醜いアヒルの子からの連想だろうか？

「私がこのような派手な装いをしても宜よろしいのでしょうか？」

「もちろんだよ。いつもの凜り々りしい服装も似合っているけど、こういう華やかな服も似合うから、どんどん着るといい」

　リザは牡ぼ丹たん柄の振り袖だ。少し恥ずかしそうだが、嫌がってはいないようだ。

「マスター、褒めてほしいと嘆願します」

「とても綺き麗れいだよ。どこかのお嬢様みたいだ」

　ヒヨコをあしらった振り袖のナナがシャラリと髪飾りを揺らす。

　仲間達の振り袖姿を一通り褒め終わった後、朝食を摂とりに食堂へ移動した。




「おう、あめーじんぐ～？」

「ご馳ち走そう！　なのです！」

　食堂に並べられたお節料理を見て仲間達がテンションを上げる。

　エルフの里やオーユゴック公爵領の食いしん坊貴族のロイド侯爵とホーエン伯爵に提供してもらったレシピを元に、ルルが再現したお節料理の数々だ。

　オレは忙しさにかまけてほとんど手伝えなかったので、どんな味になっているのか楽しみにしている。

「鯛たいの尾頭付きまであるなんて分かってるじゃない！」

「それはホーエン伯爵様のレシピに書いてあったの。縁起物なんだって」

　手を叩たたいて喜ぶアリサに、ルルも笑顔で答える。

「こちらの大エビは刺身なのですね」

「それは大きかったから。もう少し小さいのは焼きエビにしてあるの」

　伊い勢せエビの三倍くらいある新鮮なエビだったから、普通に焼くのが勿もつ体たいなかったのだろう。

　いつものように、アリサの「いただきます」の合図でお節料理に挑戦する。

「ハムハムハム～？」

「厚切りローストビーフ大明神も素敵なのです」

　タマとポチは安定の肉攻めらしい。

　オレは口を湿らそうと、白しろ味み噌そのお雑煮を口に運ぶ。

「うん、美う味まい」

　丁寧に取ったダシがお雑煮の味を引き立ててくれている。

　ほどよい柔らかさに煮られた里芋のねっとりとした旨うまみや、咀そ嚼しやくするとほろりと崩れるダイコンやニンジンも味が染みていて実に美味い。

　一個だけ入っていた丸まる餅もちは、雑煮で溶けないように何日か前に搗ついたヤツを使っているようだ。

「サトゥー。椎しい茸たけ、クワイ、黒豆、美味」

　ミーアがオレの口に料理を突っ込んでくる。

　オタマジャクシみたいな形をしたクワイは正月にしか見た事がない。ちょっと固い独特の食感をしているんだよね。

　ミーアに「美お味いしいよ」と感想を告げた後、ルルに尋ねる。

「クワイなんてよくあったね」

「それはネーアさんからいただいたんです」

　料理人エルフのネーアさんなら、こんな珍しい野菜を手に入れる伝つ手てを持っていても不思議じゃない。

「マスター、甘い栗くりキントンも美味しいと告げます」

「本当だ。サツマイモを使わずに、全部栗で作ってあるんだね」

「はい、レシピにそう書いてあったので──もしかして、サツマイモで作る方が美味しいんですか？」

「いや、地方によって違うから良いいんじゃないかな？」

　料理漫画で読んだだけで、詳しくは知らないのでそんな感じに誤ご魔ま化かした。

「ボーダラは調理前のモノの方が歯ごたえがいいですね。味は調理後の方が美味なので難しいところです」

　戻す前の棒ダラは冗談みたいに固かったはずだが、リザの強きよう靱じんな歯や顎あごの前には膝ひざを屈するらしい。
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「昆布巻きや尾頭付きの鯛を食べてると正月ーって気がするわ」

　アリサは色々な料理を食べてご満悦だ。

　オレも全種類を制覇しようと順番に料理を食べ進め、最後に激戦区のハム・ローストビーフ戦線へと突撃した。焼け野原のような空っぽの皿に箸はしが止まったが、すぐにメイド達によって補充されたので、全種類制覇の野望を達する事ができた。

　お節料理のお重に入っているハムやローストビーフって、なぜか好きなんだよね。




「美味しかった～？」

「大満足、だったのです！」

　仲間達が満足の吐息を漏らす。

「ええ、素晴らしく手の込んだ料理の数々でした。ありがとうございます、ルル」

「感謝～？」

「ありがとなのです！」

　リザがルルに礼を言うと獣娘達を先頭に、皆が次々に礼を口にする。

「オレからも礼を言うよ。ルル、美味しい食事をありがとう」

「えへへ、喜んでもらえて良かったです」

　ルルが恥ずかしそうに微笑ほほえむ。

「でも、美味しすぎて、危なく食べ過ぎちゃうところだったわ」

　アリサが帯の上からお腹なかをポンポンと叩く。

「あれ？　リザさんはあんまり食べなかったの？」

　アリサがリザのスリムなお腹を見て尋ねる。

「いいえ、たくさんいただきました」

「だよね？　いっぱい食べてたはずよね……なんで、そんなにお腹周りがスリムなの？」

「気合いです」

　リザがそう言った後、アリサの訝いぶかしげな顔を見て言葉を付け加えた。

「お腹に力を入れて胃の内容物を圧縮するのですよ」

「マ？　マジで？」

「はい、頑張ればアリサにもできるようになりますよ」

「マジか……びっくり人間コンテストがあったら引ひっ張ぱり凧だこね」

　アリサが呆あきれ顔でコメントした。

「ポチやタマはできないの？」

　幸せそうな顔でポッコリお腹をさするタマとポチに尋ねる。

「にゅ～？」

「できるけど、しないのです。しゃ～わせ～な満腹が消えちゃうのは勿体ないのですよ」

　ポチの主張に「ういうい」とタマが頷うなずく。実にポチやタマらしい。

「ご主人様、今日は何時くらいに出かけるの？」

　アリサの矛先がこちらを向いた。

「王城で行われる『大だい謁えつ見けんの儀』は昼からだけど、もう少ししたらムーノ男爵邸に行こう」

　年始の挨拶をした後に、男爵達と一緒に「大謁見の儀」に行けばいいだろう。この「大謁見の儀」は領主達や王都周辺の貴族家当主達が一堂に会するそうだ。オレ達の陞しよう爵しやくや叙爵も、この儀式の最中に行われる。

「おっけー、それじゃ、とりま皆、着替えましょう」

「振り袖で行くんじゃないのか？」

「うーん、振り袖もいいんだけど、『大謁見の儀』で目立ちすぎるとバカ貴族に絡まれそうだから普通のドレスにするわ」

　それもそうか。

　この「大謁見の儀」の後には王城にある広場の一つで成人式が開かれ、新成人の貴族や平民達が参加する。

　日本でも成人式といえば目立ちたい青年が自己主張を激しくしている場だし、成人年齢が思春期まっただ中の一五歳なシガ王国では、それが更に酷ひどそうだ。

　エチゴヤ商会でも派手な飾りや装身具が爆売れしたらしいし、振り袖なんて珍しい格好で行ったら、アリサが言うように絡まれてしまうだろう。

「お待たせ」

　そんな事を考えているとアリサ達が着替えを終えて戻ってきた。

　ナチュラルな感じだが、薄らと化粧もしているようだ。

「さあ、ルル！　美少女パワーでご主人をメロメロにするのよ！」

「ちょ、ちょっと、アリサ！　押さないで──」

　──おおっ。

　ガラス細工の芸術品のような繊細な美がそこにあった。

　といっても冷たい印象はない。水すい蜜みつ桃とうのようなという表現が似合う瑞みず々みずしい美び貌ぼうだ。

　さっきの振り袖姿も可愛かわいかったけど、アリサの本気メイクに妖よう精せい絹の白いドレスも相まって、ルルの美貌がワンランクアップしている。

　流行のドレスの中でも清せい楚そ系の大人おとなしいヤツを見本に作ったのだが、今日はルルの成人式の日でもあるし、もう少し大人向けのでも良かったかもしれない。

「ちょっとご主人様、見み惚とれるのもいいけど、ルルが不安がっているから早く褒めてあげてよ」

「ああ、悪い。──綺麗だよ、ルル。今までに見たどんなモデルやアイドルより綺麗だ」

　口説き文句みたいな感じにならないように、無難な感想に留とどめた。

「ありがとうございます！　ご主人様に褒めていただけて嬉うれしいです」

　ルルが太陽のように輝く笑顔で答えた。

　今日の成人式が記憶に残る良い日になるといいね。
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「「「新年の言祝ぎを申し上げます」」」

「皆にも良き年が訪れるように祈る」

　新年の挨あい拶さつの為ためにムーノ男爵の王都邸を訪れると、ピナやエリーナを始めとした男爵家の使用人達がシガ王国風の新年の挨拶で出迎えてくれたので、オレも覚えたばかりの慣用句で返す。

「エリーナ達も新しいエプロンドレスかい？」

「はいっす！　あ、でも、新しいのはエプロン部分だけっすけどね」

「エリーナさん！　それは言わなくていいんですよ」

　エリーナの失言を新人ちゃんが小声で注意する。

「士爵様、男爵様がお待ちですので──」

「ああ、すまない。すぐ行くよ」

　オレはエリーナ達と別れ、侍女の先導で男爵達が待つ応接間へと移動する。

「あけおめ～？」

「ことよろ、なのです」

　ムーノ男爵の姿を見つけたタマとポチが、アリサから教えてもらったばかりのフランクな挨拶をしてしまった。

「それは勇者の国でする新年の挨拶だね」

　男爵はそう言って二人の頭を撫なで、「あけましておめでとう」と続けた。

　さすがは勇者研究の第一人者だけはある。

「あけおめ、って言うのかい？　今年も宜しく頼むよ」

「あけましておめでとうございます。こちらこそ今年も宜しくお願いいたします」

　ムーノ男爵の向かいに座っていたニナ・ロットル執政官が、立ち上がってその場をオレ達に譲り、自分は男爵の並びに座り直した。

「アリサ達も、いつにも増してめかし込んでるね」

「わたし達は授爵だし、ルルは成人式もあるから気合いを入れてみたの」

　ニナ女史の質問にアリサがポーズを付けながら答える。

「カリナは～？」

「今、奥の部屋で着付けをしているよ」

　首を傾かしげるタマの質問に男爵が答えた。

　レーダーに映るカリナ嬢の光点が近付いてくる。着付けは終わったようだ。

　開いたままのドアからドレスアップしたカリナ嬢が入ってくる。

　魔乳という表現がよく似合う彼女の胸元には、鉄壁の防御を誇る「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」のラカが蒼あおい輝きを湛たたえて鎮座している。

「新年の言こと祝ほぎを申し上げます」

　朱色のドレスが彼女の縦ロールにした豪ごう奢しやな金髪によく似合う。

　あのドレスは王都の職人に作らせた新しいモノだろう。ドレスに使っている布はオレが提供したララギ産の朱絹だ。

　彼女の身を飾る装飾品や宝石類も見覚えがある。愛用してくれているようで嬉しいね。

「びゅ～てぃふる～？」

「とってもとっても綺き麗れいなのです！」

　タマとポチがカリナ嬢の周りを飛び跳ねながら喜ぶ。

　頰ほおを紅潮させたカリナ嬢が、何かを期待したような瞳ひとみでオレを見つめる。

「新しいドレスも良くお似合いです。『大謁見の儀』で紳士達の視線を独り占めしそうですね」

　オレはそう告げながら、彼女の髪についていた糸くずを摘つまみ取る。

「そ、そそそ──そんな事ありませんわ！」

　当たり障りのない社交辞令のつもりだったのだが、カリナ嬢が真まっ赤かになって部屋を飛び出していった。

　距離が近くて、カリナ嬢を恥ずかしがらせてしまったらしい。

「カリナ～？」

「待って、なのです！」

　カリナ嬢を心配したタマとポチが追いかけていく。

「近すぎ」

「まったくよ！　口説くんならアリサちゃんからにしてよね！」

　ミーアとアリサが抗議する。

「カリナ殿を口説くんなら大歓迎だよ」

「うむ、サトゥー君なら安心してカリナを任せられるよ」

　いえ、その予定はありません。

　オレは二人の言葉を曖あい昧まいな笑みで流し、話題を「大謁見の儀」に変えた。

「謁見式にはカリナ様やニナさんも行かれるのですか？」

「ああ、基本的に貴族家当主の正妻と嫡男なんかの実子は参加する。あたしは明日からの王国会議本番に備えて休みたかったけど、名誉子爵の爵位持ちだから参加しろって言われててね」

　これも宮仕えの辛つらいところだよ、とニナ女史が続けた。

「王国会議に参加してみたいなら、執政官補佐って事で連れていってやるよ？」

「いえ、遠慮します」

「そうかい？　あんたが子爵まで陞爵したら強制参加だから、今のうちに経験しておくのも勉強になると思うんだけどねぇ」

　上級貴族の場合、国の重要な役職に就いていなくても王国会議の投票権が発生するので、領地の運営を有利にする為に参加するのが普通らしい。

「そんな心配は不要です。今回の陞爵で打ち止めでしょう」

「そうかねぇ。あんたなら二、三年もあれば子爵あたりまで陞爵しそうな気がするよ」

　ニナ女史は自信ありそうだが、永代貴族への陞爵はよほどの事がない限りありえない。

　准男爵や男爵への陞爵ならともかく、どこの馬の骨ともしれないオレが、上級貴族に分類される子爵への陞爵はさすがにないだろう。

「そういえばオリオン様は王都においでではないのですか？」

　王都で成人式をすると言っていたはずのオリオン君の姿がないので、ムーノ男爵に尋ねてみた。

「オリオンは公都で成人式をする事になったんだよ」

「公都を発たつ飛空艇が空力機関の故障で出発が二日ほど延期になったって聞いた時は、『巡り合わせの悪い子だね』なんて思ったもんだが、昨日きのうのあの事件が起こった時には真逆の感想を抱いたよ」

　昨日の大事件があったせいで、王都へ向かっていた飛空艇が公都へ引き返してしまったそうだ。

　ニナ女史が「オリオン殿は強運の下に生まれているのかもしれないね」と続けた。

　そろそろ時間だと侍女が呼びに来たので、皆みんなでエントランスに向かう。

「行きましょ、ご主人様！」

　アリサがオレの腕を引く。

「あー、もうすぐ『ご主人様』も呼び納めか～」

「どして～？」

「だって、授爵したら奴隷じゃなくなっちゃうでしょ？　『旦だん那な様』とかに呼び方を変えないといけないんじゃない？」

　アリサの言葉を聞いて、獣娘達がショックを受けた顔になる。

「がーん～？」

「ど、どうしても、ダメなのです？」

　タマとポチが助けを求めるように周囲を見回す。

「ニナさん、そこのところはどうなんでしょう？」

「うん？　呼び方かい？　好きにすりゃいいと思うけど、『旦那様』呼びは止やめておきな。その家の使用人と間違われちまうよ」

　そういえば自宅のメイドさん達は、オレの事を「旦那様」って呼んでたっけ。

「それじゃ、なんて呼ぶのが普通なの？」

「サトゥーなら『士爵様』か『ペンドラゴン様』あたりだろ？」

「えー、なんだか他人行儀だわ」

　確かによそよそしい印象を受ける。

「なら、『ご主人様』呼びのままにすりゃあいいんじゃないか？」

「へ？　いいの？」

「ああ、解放奴隷が主あるじの事を『ご主人様』って呼び続けるのは、よくある事だ。元奴隷だってのを隠す気がないなら、そのままでも構わないよ」

　ニナ女史の発言を聞いた獣娘達の表情が明るくなる。

「やった～？」

「ポチはそれがいいのです！」

「ご主人様、これからも『ご主人様』とお呼びしてもいいですか？」

　真剣な顔のリザに「そう呼びたいなら構わないよ」と許可を出す。

「アリサとルルはどうしますか？」

「もちろん、『ご主人様』のままでいいわ。そのうち娶めとってもらって『あなた』か『ダーリン』って呼ぶ予定だから」

　ダーリンは止めてくれ。

　惑星の運命を賭かけて鬼ごっこをするはめになりそうだ。

「私も皆と同じがいいです」

　最後にルルがそう言った。

　どうやら、オレの呼び方はこのままのようだ。

　和わ気き藹あい々あいと幾台かの馬車に分乗し、ムーノ男爵達と一緒に王城へと出発する。





◆






「ずいぶん蛇行するのね」

「石畳がマシな場所を選んで走っているからだよ」

　歩いた方が速そうな速度だが、登城するのに徒歩はマズいので、我慢して馬車で移動だ。

　窓からは土魔法使いが壁や道路を修復し、ゴーレム達が瓦が礫れきを運搬するのを見かける。

「ふわふわ～？」

「あれは魔法なのです」

　タマとポチが浮遊する岩を見て目を輝かせている。

　岩の手前に長ちよう杖じようを持った魔法使いがいるところを見ると、術理魔法の「理力の腕マジツク・アーム」あたりで瓦礫撤去の補佐をしているようだ。

　他ほかにも神官らしき人達が、浄化魔法を掛ける姿を見かけた。

　もちろん、魔法使いや神官ばかりではなく、兵士や人足が作業している場所もある。

「新年だってのに、みんな働き者ねぇ～」

　アリサが感心したように呟つぶやいた。

　人命救助や大雑把な瓦礫撤去は昨晩の内に終わらせたけど、王都が元の状態に復旧するのはもうしばらくかかりそうだ。




「凄すごい行列ですね」

　ルルが言うように、王城の正門へ到着したオレ達の前には、馬車の行列ができていた。

　ムーノ男爵と一緒に行列の後ろに並んでさほど経たたないうちに、オレ達の馬車が列から離れ前へと進んだ。

「領主様とその家臣だから特別扱いなのかしら？」

　アリサが首を傾かしげる。

　オレも疑問に思ったので、マップで調べてみたところ、列に並んでいるのは成人式に参列する下級貴族や富裕層らしき名士達だと分かった。

　正午から行われる「大だい謁えつ見けんの儀」に参加する者は、二つほど先の城門の奥にある馬車で乗り入れられるエントランスで降車するようだ。

　到着したエントランスでは、煌きらびやかなドレスや宝飾品で着飾った貴婦人達や無数の勲章を胸元に下げた紳士達が歓談し、キラキラとした空間を作り出していた。

「ムーノ男爵閣下でございますね。待合室にご案内いたします」

　降車すると幾人もの侍女を引き連れたベテランの老侍女が現れ、ムーノ男爵率いるオレ達を待合室という名の超豪華な大部屋へと案内してくれた。五〇人くらいがくつろげそうな広さだ。

　マップによると、同じような待合室は五〇部屋ほどあり、まだ三割も埋まっていない。

「領主は普通、家族や家臣を引き連れてくるからね」

　ニナ女史の説明を聞きながら、王城のメイド達が運んできてくれた爽さわやかな果実水で喉のどを潤す。

　しばらく部屋で雑談しながら待っていると、さっきの侍女が現れた。

「授爵される皆様を会場にご案内いたします」

　階級の低い者達から入場する決まりらしい。

「ペンドラゴン士爵様はムーノ男爵閣下とご一緒に入場してください」

　オレも仲間達と一緒に行こうとすると、そう言って引き留められた。

　永代の准男爵への陞しよう爵しやく予定だから別なのかもしれない。

　さらに三〇分ほど待たされた後、オレ達は会場へと案内された。

　──おおっ。

　広大な謁見の間には、そこを埋め尽くすほど大勢の貴族達が席に着いていた。

　リザ達が座るのは会場の端の方だったが、目め敏ざとくオレを見つけたポチが大きく手を振って、横にいたリザに叱しかられていた。

　オレは皆の方に小さく手を振って進む。

　一代爵の名誉貴族達の列が終わると、次は永代貴族の家族達が並び、その前に貴族家当主達が並んでいる。家族を伴っているのは上級貴族達だけらしい。

　家族席の最前列にムーノ男爵家の場所があり、ニナ女史とカリナ嬢とはそこで別れる。

　ニナ女史が家族席なのは、カリナ嬢が一人は嫌だとニナ女史に訴えたからだ。

　本来なら名誉貴族達の列に並ぶはずのオレも、ムーノ男爵と一緒に領主達や公爵が並ぶ最前列へと並ぶ。驚いた事に、貴族の中ではオレ達が最後だ。

　最前列の端にはミスリルの探索者である「紅の貴公子」ジェリル・モサッド准男爵がいた。

　どうやら、ここは永代貴族に陞爵予定の者が並ぶ場所らしい。

　オレは彼に軽く会釈してから、誘導役の文官が案内してくれた席に座る。男爵との並びだ。

　なんだか、ジェリル氏が驚いた顔でオレを見ていたが、特に何かを話す間もなく、宮廷楽団が荘厳な曲を奏で始めた。

　王族が入場し、最後に宰相とシガ八剣の筆頭であるジュレバーグ氏を連れて登場した国王が玉座に着き、「大謁見の儀」が始まった。

　偉い人の話が長いのは異世界でも同じようで、新年の挨あい拶さつから始まった国王の話は延々一〇分以上も続く。個人的には勇者ナナシを絶賛する国王の褒め言葉が少し照れくさい。

「──それでは陞爵および授爵の儀を執り行う」

　開始から一時間ほど経って、オレ達の陞爵の儀式が始まった。

「レオン・ムーノ、御前に」

　緊張した面持ちで、ムーノ男爵が国王の前に進み出て跪ひざまずく。

　途中で何度か転びそうになったのはご愛あい敬きようだ。

「レオンよ。荒廃した領地を復興し、真なる領主となったそなたを誇らしく思う。幾多の魔族による陰謀を打ち払い、魔族が率いる魔物の大軍団を寡勢で討ち果たした武勲、新たな産業を興し内政に尽力する姿は陞爵に値する」

　国王が慈愛に満ちた声で褒め称たたえる。

　その言葉に感動したのか、ムーノ男爵が滂ぼう沱だの涙を流した。

「領主、レオン・ムーノを伯爵に陞爵する」

「謹んで拝命いたします」

　シガ国語でのやり取りの後に、サファイアでできたような王おう錫しやくを持った国王が詠唱する。

「■■　陞爵コンバート・ピレージ」

　聞いた事のない合言葉コマンドワードだ。

　国王の詠唱が終わると、ムーノ男爵と国王の周りに青い光の環わが現れ、外周が繫つながって無限記号のような形を作る。

　しばらく光の環が周囲を照らす。

　やがて光の環が蒸発するように天と地に消えると、ムーノ男爵の称号や階級が「伯爵」へと変わった。

　儀式が終了し、ムーノ伯爵が国王に一礼して席に戻る。

　そういう規則なのか拍手や歓声などは起こらなかった。その代わりというわけでもないのだろうが、楽団が盛り上がるような荘厳な曲を流してくれていた。

　続いて故レッセウ伯爵の嫡男が「襲しゆう爵しやく」の儀式を経て、新しいレッセウ伯爵になった。

　レッセウ伯爵の儀式が行われている間、聞き耳スキルが「相応ふさわしくない」とか「降格ではないのか？」といった不満の声を拾ってきた。

　どうやら、魔族の襲撃で領都を失い、領軍の大半を失った者は領主に相応しくないと考える貴族は多いらしい。若いレッセウ伯爵の道行きはなかなか険しそうだ。

「サトゥー・ペンドラゴン士爵、御前へ」

　オレの名前が呼ばれると、上級貴族達の間からどよめきが起こる。

　てっきり、爵位順に呼ばれると思ったのだが、准男爵位を持つジェリル氏よりも先に呼び出されてしまった。

　オレは少し嫌な予感を覚えながら国王の前に跪く。

「サトゥー・ペンドラゴン士爵、ムーノ領での数々の功績、オーユゴック公爵領および迷宮都市セリビーラ、そして王都における幾度もの魔族討伐の功績、セリビーラの迷宮では配下を率い『階層の主フロア・マスター』を討伐し、さらには昨さく日じつ王都を襲った強大な魔物の討伐でシガ八剣に並ぶ武威を示した。他にも砂糖航路の諸外国から、航路を荒らす海賊を討伐したと感状も届いている」

　国王がオレの功績を読み上げると、どよめきが下級貴族の方へと広がっていく。

「その功績は奏上にあった男爵位では不足と言えよう」

　そんな事ありません。

「ゆえに、サトゥー・ペンドラゴン士爵を子爵に陞爵する」

　マジか……。

　ムーノ伯爵やレッセウ伯爵の時のような意思確認もなく、国王の詠唱が始まる。

「■■　陞爵コンバート・ピレージ」

　国王の詠唱と共に光の粒子がふわふわと振りかかってきた。

　さっきの伯爵達の時とはエフェクトが違う。





＞称号「シガ王国子爵」を得た。

＞階級「貴族（子爵）」を得た。






　一代限りの名誉士爵と上級貴族に分類される永代貴族の子爵じゃ、町内会の会長と国会議員くらい違う。

　この慣例破りの四階級特進は貴族達にも意外だったらしく、下級上級を問わず貴族達の間からざわめきが溢あふれている。中には小声で悪態を吐ついている門閥貴族もいるようだ。

　気持ちは分かるが、文句は国王に言ってほしい。

　それにしても、名誉男爵か准男爵あたりに内定していたはずなのに、どうしてこうなった。想定外もいいところだ。

　オレが内心で困っている間に、ジェリル氏が准男爵から男爵へ陞爵し、続けて数名の貴族が永代准男爵や永代士爵の門地を継ぐ襲爵の儀式が行われた。

　次は一代限りの名誉貴族達の陞爵や授爵だ。

　長年勤め上げた上級文官が名誉男爵位へと陞爵し、同じくロマンスグレーな上級武官が名誉准男爵へと陞爵する。

　続いてミスリルの探索者達の内、名誉士爵だった者達が名誉准男爵へと陞爵した。

「ムーノ伯爵領、ペンドラゴン家奴隷、リザ」

　シガ八剣筆頭のジュレバーグ氏に勝ったせいか、名誉士爵への叙爵はリザが一番のようだ。

　騎士服を正装に選んだリザが、緊張した面持ちで国王の前に歩んでいく。

「ペンドラゴン家の奴隷リザを、奴隷の身分から解放し、キシュレシガルザの家名を与え、名誉女准男爵に叙爵する」

　──名誉女准男爵バロネテス？

「■■　叙コンフアリング爵・ピレージ」

　国王の詠唱が終わり、リザの名前が「リザ・キシュレシガルザ」に変わる。

　キシュレシガルザはリザの氏族の名前だ。そしてリザの傍そばにＡＲ表示されるステータスから「サトゥーの奴隷」という称号と階級「奴隷」が消え、「ペンドラゴン家、家臣」「シガ王国女准男爵」の称号と階級「貴族（女准男爵）」が新たに増えた。

「リザ・キシュレシガルザ名誉女准男爵よ、その無双の槍そう術じゆつで民草を守れ」

「御意」

　国王の言葉にリザが最敬礼で応こたえる。

　振り返ったリザと目があったので、オレは誇らしげな気持ちで「おめでとう」と口の動きで伝えた。

　ちゃんと伝わったようで、リザが嬉うれしそうに目を細める。

　続けて、ナナ、ルル、アリサ、タマ、ポチの順で「名誉士爵」の位を授かった。

　ただし、アリサとルルの階級は「奴隷」のままだ。事前にニナ女史を介して宰相に陳情し、特例として認めてもらってある。

　王都での休養が終わったら、アリサとルルを「奴隷」の身分に縛っている「強制ギアス」を解く為ために行動を開始する予定だ。

　なお、ミーアはエルフの掟おきてで他国の貴族になってはいけないそうなので、「授じゆ爵しやく」を辞退している。

　もっとも、エルフというだけで国賓並みの扱いを受けられるそうなので、本人もあまり気にしていなかった。今もアリサ達の並びに、当たり前の顔で座っているしね。




　爵位の昇格や授与が終わり、降格や廃爵される貴族が発表された。

　魔王信奉集団「自由の光」と関かかわり合った貴族達が主だが、さすがに昨日の今日で犯人が見つかったわけではなく、赤縄事件より前のオレが勇者ナナシとして摘発に協力した件に関連した者達だ。

　なお、一番罪が重い貴族は反逆罪を適用されて一族郎党が処分されるそうだ。

　一〇歳未満の子供達は処刑ではなく、フジサン山脈の麓ふもとにある修道院に送られるらしい。異世界の刑罰は相変わらずヘビーだ。

　昨日の枢すう機き卿きようの件関連ではパリオン神殿とパリオン神国の関係者、それに赤縄事件の調査中に幾度か名前が出ていたマークレ家が捜査対象になっていると、周囲の貴族達の雑談から知った。

　そんな重苦しい雰囲気を払う為か、勲章授与式が執り行われた。

　この時にオーユゴック公爵領滞在中に勇者ハヤトと行った黒竜ヘイロンをルモォーク王国から退去させた功績で、シガ王国退竜勲章というのを貰もらった。すっかり忘れていたけど、そういえば国からも勲章や報奨金が貰えるって話だったっけ。

　続いて省庁の新設や高官の人事が発表された。

　宰相が大臣を兼任する「観光省」という部署ができるとの事だ。

　どう考えても「外務省」と業務が被かぶる上に、宰相直属のスパイ組織の隠かくれ蓑みのにする為に作ったとしか思えない胡う散さん臭くささがある。省の名称には惹ひかれるが、なるべく近寄らないようにしよう。

　シガ八剣の欠員三名の補充は、今月中に決定すると発表があった。

　なんとなく、宰相の視線がオレの方に来た気がするが、きっと気のせいに違いない。隣に座るシガ八剣候補のジェリル氏を見たのだろう。きっとそうに違いない。





◆






「結構長かったわね」

「ああ、少し疲れたよ」

　儀式が終了し、オレ達は領主達とサロンに向かったムーノ伯爵と別れ、仲間達と一緒にルルの成人式会場へと移動する。

　ムーノ伯爵達と別れる時に、子爵に陞爵したのだから明日からの王国会議に出席するようにとニナ女史に念を押された。

「それにしてもご主人様が子爵になるなんてびっくりしたわ！　前もって言ってくれてたら良かったのに」

「オレも本番でいきなり教えられたんだよ」

　サプライズのつもりだったのかもしれないけど、せめて内示くらいしてほしかった。

　もしかしたら、打診したらオレが断る事を知っている誰だれかの策だったのかも。

　ま、済んだ事はいいか。

　今更辞退できるモノでもないだろうしね。

　王都が一望できる回廊を歩いていると、王都の上空に国王の姿が投影されるのが見えた。

『親愛なる国民よ──』

　天から国王の声が降ってくる。内容は新年の祝辞のようだ。

　回廊の前後を歩いていた貴族が足を止め、その場で臣下の礼を取って頭こうべを垂れたので、オレ達も場の空気を読んで同じようにする。

　周りで貴族達が交わす言葉によると、国王を空に投影しているのは都市核シテイ・コアの力ではなく、「コゥホウの間」という王城の魔法設備によるモノとの事だ。日本語っぽい「コゥホウ」は広報の事だろう。

　祝辞が終わると、昨日きのうの事件に話題が移り、勇者ナナシやシガ王国を守護するフジサン山脈の天竜の活躍によって、魔族の軍勢が撃退されたと伝えられ、最後は「公民一致団結して王都の復興に尽力する事を望む」という言葉で締めくくられた。




「──新成人の方はこちらにお並びください。招待状をお持ちの方、貴族家の嫡子の方はこちらにお越しください」

　成人式会場に来ると、幾人もの係員が大声を上げて大勢の新成人達に列を作らせていた。

「私はどこに並べばいいんでしょう？」

「ルルの場合はワタリ士爵家の当主だから、『貴族家嫡子』の方へ並べばいいと思うよ」

　貴族家の当主が成人というパターンは非常にレアだから、案内の人達もわざわざ言及していないのだろう。そもそも紳士録に登録してあったら、招待状が届くだろうしね。

　ルルの場合は招待状が発送された後に、新規の貴族家が興ったので漏れたに違いない。

「ペンドラゴン卿きよう、陞爵をお祝いいたしますわ」

「ありがとうございます、レーテル様。新年の言こと祝ほぎを申し上げます」

「ペンドラゴン卿に良き年が訪れる事を祈ります」

　ルルを送り出した直後に、迷宮都市セリビーラの太守夫人であるレーテル・アシネン侯爵夫人と出会った。

「レーテル様はゲリッツ殿の成人式ですか？」

　太守夫人の三男の名前を挙げて尋ねてみた。

「ええ、そうよ。でも、王都に着くなり、あの騒動でしょう？　デュケリ家のように迷宮都市で略式の成人式をさせれば良かったと後悔しましたわ」

「それは災難でしたね」

「うふふ、あなたも王都にいたくせに、他ひ人と事ごとのように言うのね」

　太守夫人が微笑ほほえむ。

　彼女の夫である太守は、迷宮都市での成人式を執行する為に王都には来ていないそうだ。

「成人式が終わったら迷宮都市に戻られるのですか？」

「いいえ、オークションまではいるわ」

「何か落札したいモノでも？」

「ええ、ポプテマの為にエリクサーを落札するの」

　太守夫人の口から懐かしい名前が出てきた。

　ざます口調の緑貴族ことポプテマ前伯爵は、緑の上級魔族に操られ迷宮都市で色々と問題行動を起こしていた人物だが、太守夫人の腹心で迷宮都市セリビーラの防ぼう諜ちようの要かなめを担っていた重要人物でもある。

　今は魔族ルダマン騒動の時に失った半身を補う為に、迷宮都市にある生命維持の魔法装置に繫つないで命を長らえているはずだ。

　オレの持つ上級魔法薬でも部位欠損は修復できるのだが、内臓の半分を失った状態のポプテマを復活させるには少し心こころ許もとない。下へ手たをしたら老齢で衰弱しているポプテマを死なす事になりかねないからだ。

　オレが作ったレッサーエリクサーなら問題なく治ると思うが、出所を追及されると困るので、提供するのを少し躊躇ためらっていた。

「見ろよ、何が『後ろ姿から推察するに絶世の美女に違いない』だよ。すげぇブスじゃん！」

「まあ、間違いは誰にでもあるさ──うん？　奴隷じゃないか！　どうしてこんな場所に奴隷が？」

「え、えっと、それは──」

「理由なんて別にいいじゃん。衛兵に突き出して、こいつの主人を土下座させようぜ」

　お調子者達の声に紛れてルルの声を聞き耳スキルが拾ってきた。

　まずい、ルルがピンチだ。

「失礼、少し外します」

　オレは太守夫人にそう告げて、人ひと混ごみの向こうにいるルルの下へと急ぐ。

「──こんなヤツを庇かばうのかよ！」

　人混みを抜けると、既にルルの前に数人の少年の姿があった。

「勘違いするな。無知なお前らを助けてやったのだ」

「そうだそうだ！　ゲリッツ様の言う通りだ！」

　太守三男のゲリッツ君、その友人のトケ男爵家のルラム君、発言していない少年達の残り二人は名前を忘れたけど顔に見覚えがある。彼らもゲリッツ君のグループだったはずだ。

「待てよバリー。彼はアシネン侯爵家のゲリッツ殿だ。事を構えるのは賢くないぞ」

「ちっ、行くぞ」

　友人に耳打ちされた暴言少年が舌打ちして去っていこうとする。

「待て、彼女への謝罪を忘れているぞ」

「そうそう、魔族みたいにぶん投げられたいのか?!」

　ぽっちゃりとした外見からは想像できない素早い動きで、ゲリッツ君とルラム君が暴言少年達の前に回り込む。迷宮都市の探索者学校で訓練した成果が出ているようだ。

「魔族を投げる？　──まさか、噂うわさのメイド王か！」

　暴言少年が驚いた声を出した。

　どうやら、ルルの二つ名やエピソードは思ったよりも有名らしい。

「まずい、まずいぞ。彼女があのメイド王なら、その主人は『傷知らず』だ。鎧よろいも着ずに中級魔族に斬きりかかる戦闘狂だぞ」

　戦闘狂なんて失礼な。風評被害もいいところだ。

「す、すまなかった。先ほどの無礼は謝罪する」

「どうか、この事は『傷知らず』殿にはご内密に」

　暴言少年とその友人達がルルに頭を下げた。

「え、えっと、あの──」

「謝罪を受け入れるなら『許す』と言えばいい。謝り方が気に入らないなら、決闘を挑む事もできるよ」

　ゲリッツ君の友人の一人がルルに助言する。

「奴隷が決闘？」

「君は情報が古いね。彼女はさっき国王陛下から爵位を授与された。今はワタリ士爵家の当主だよ」

　暴言少年の不思議そうな言葉に、さきほどルルに助言した少年が答える。

「決闘なんて！　──ゆ、許します。だから頭を上げてください」

　ルルが許した事で、暴言少年達が逃げ出していく。

「ゲリッツ殿、それに皆さんも、ルルの窮地を救ってくださって感謝します」

　オレはゲリッツ君達に礼を言い、大だい謁えつ見けんの儀に出席する為ために外していた認識阻害の髪飾りをルルに着けてやる。

「気にするな──いや、お気になさらずに。ペンドラゴン子爵には世話になっている」

　言い直したわりに敬語になりきれていない言葉遣いでゲリッツ君が答える。

「そういえばミーティア様やメリーアン殿は来ておられないのですね」

「メリーアンは父君の方針で迷宮都市の成人式に出るんだってさ。殿下はメリーアンに付き合って残ったよ」

　デュケリ准男爵令嬢のメリーアンやロリロリした外見のノロォーク王国のミーティア王女は、迷宮都市で成人式らしい。

　そんな話をしていると成人式が始まる時間になったので、オレは皆みんなが待つ保護者席へと戻る。

　成人式自体は日本とさほど変わらず、国王や大臣達からの長々とした祝辞があった後、親の爵位が一番高い貴族子弟──今回はゲリッツ君だった──が答辞をした。

　やがて国歌斉唱で成人式が終わり、ルルが戻ってくる。

「えへへ、なんだかちょっと大人になった気分です」

　ルルが笑顔で言う。

「近くの令嬢と話が弾んでたみたいだけど、何話してたの？」

「ご主人様が作ってくれたドレスやアクセサリーの話よ。皆、褒めてくれたの！」

　アリサの質問に、ルルが輝くような笑顔で答える。

　ルルの美び貌ぼうに見劣りしない品を意識したから、令嬢達の反応は少し嬉うれしい。

　今度はルルの美貌を引き立てられるような品を目指して精進しよう。

「──ペンドラゴン卿」

　人混みを割って現れたのはシガ八剣のヘルミーナ嬢だ。

　彼女の後ろで、シガ八剣のヘイム氏がオレを見て軽く手を上げた。

「ちょっと付き合ってくれない？」

　さて、正月早々、どこに連れていかれるのやら──。
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「ペンドラゴン卿！」

「お久しぶりです、ゴウエン様」

　シガ八剣の二人に案内されて行った場所は、ビスタール公爵邸の襲撃事件で碧へき領りよう送りが確定しているゴウエン氏が幽閉された離宮だった。

「感謝する、ペンドラゴン卿。お前のお陰で俺は主人殺しをせずにすんだ」

　差し出されたゴウエン氏の手を固く握る。

「私からもお礼を。あなたのお陰で、主人ともう一度過ごす事ができました」

　ゴウエン氏の後ろから現れた線の細い小柄な女性が、儚はかなげな笑顔で礼を言う。

　まだギリギリ二〇代のせいか、ゴウエン氏の娘と言われても信じそうだ。

「シェリン、メリラ、あなた達も」

「はい、母様。父様を助けてくれてありがとうございます」

「お兄ちゃん、ありがとう」

　母親に促されて、ゴウエン氏の後ろに隠れていた小学生くらいの女児二人が、真まっ赤かな顔でオレにぺこりと頭を下げた。ゴウエン氏の娘さん達は内気なようだ。

「お陰で、碧領に行くまで家族と過ごす事ができる」

　ゴウエン氏の言葉に姉のシェリン嬢が反応した。

「父様、私達も父様と一緒に行きたいです」

「ダメだ、シェリン。碧領は過酷な場所だ。ギラギラと照りつける太陽に、不快な湿気、さらに毒虫や疫病が待っている。そんな場所に幼いお前達やリシェラを連れていくわけにはいかん。分かってくれ、シェリン」

　娘の訴えをゴウエン氏が苦渋の表情で退ける。

　碧領の住環境改善は計画しているけど、それをこの場で言うわけにはいかない。内心に忸じく怩じたるものを抱えつつ、オレは親子の会話を見守った。

「──だったら、強くなります！　父様や母様を支えられるくらいに」

　シェリン嬢の見た目は母親似だけど、内面の熱量は父親似だったようだ。

　オレ達はしばらくゴウエン親子と交流した後、離宮の監督官の指示でお暇いとまする事になった。





◆






「これが王祖様の物語で描写があったオスェチ料理なのね」

「ふむ、初めて食べたが、美う味まいな」

　ゴウエン氏一家との面会後、オレはヘルミーナ嬢やヘイム氏を自宅に誘って、一緒にお節料理を食べていた。

「ヘーム大先生、こっちのローストビーフも美お味いしいのですよ」

「ハムとイセエビもうみゃ～？」

　ポチとタマがヘイム氏の左右で接待している。

「このシガ酒、まろやかで美味しいわね」

「ええ、『王桜』の百年モノです」

　オレの答えを聞いたヘルミーナ嬢がゴホッと咳せき込んだ。

「ちょっと、気軽に出さないでよ。一杯で金貨何十枚もするような銘酒じゃない」

「これが一番、お節料理に合うんですよ」

　美味しいは正義だ。

「サトゥー殿！　来たぞ！」

「むむむ、キリクの娘とヘイム殿も来ておったか！」

　案内のメイドより先に部屋に入ってきたのは、オーユゴック公爵領の食いしん坊貴族ことロイド侯爵とホーエン伯爵の二人だ。

「ようこそ、すぐに用意させますので、こちらの席に」

　二人にはお節料理の秘蔵レシピを提供してもらったので、特等席にご案内だ。

「ペンドラゴン卿きよう、子爵への陞しよう爵しやくを祝福する」

　ロイド侯爵とホーエン伯爵に少し遅れて、シーメン子爵が現れた。

　二人のストッパー役としてだけじゃなく、オレの陞爵のお祝いを言いに来てくれたようだ。

「これはトルマから。こちらは私からだ」

　シーメン子爵が彼の弟でオレの友人であるトルマ氏から預かったという公都で流行の小説を何冊かと、巻物工房の倉庫で見つけたという古びた巻物をオレに手渡してくれた。

　古びた巻物は迷宮産の品で、かなり傷んでいたが問題なく使えそうだ。

　丁度良いので、なかなかタイミングが合わずに頼めなかった巻物──既存のモノ六種とオリジナル四種を発注させてもらった。

「ルル殿、この料理は？」

「それはカモ茄な子すの味み噌そ田楽と言います」

「先ほどのダテ巻きも良いが、このカモ茄子の味噌田楽とやらも実に美味い」

「しかり、しかり！　オーミィー牛のしぐれ煮やクジラの大和煮とやらも美味だ」

　ルルに料理の説明を聞きながら、食いしん坊貴族の二人が舌鼓を打つ。

　幸い、二人から「クジラ」がどんな生き物かという質問はなかった。

　オレはシーメン子爵やヘルミーナ嬢の相手をしつつ、元日の賑にぎやかな夜を楽しんだ。








ヒカル







〝サトゥーです。幼い頃ころの思い出は、自分でも思わぬうちに事実から遷移している事があります。久々に幼なじみと会うと、思い出話に食い違いがあってびっくりするんですよね。〟






「昨日きのうと違って馬車が少なめね」

「ん、同意」

　王城へと登城する馬車の窓から外を眺めていたアリサとミーアが感想を呟つぶやいた。

　今日はシスティーナ王女から王城に招かれているのだ。例によって、朝一に届いた召喚獣によるお誘いだったので、ちょっと慌ただしかった。

「今日は王国会議に参加する貴族達くらいしか、この道を使わないからだよ」

　昨日の「大謁見の儀」で子爵になってしまったので、オレも王国会議に出席する必要がある。

　オレはアリサとミーアをシスティーナ王女の部屋に届けた後、すぐに王国会議の議事堂へと移動する予定だ。

　王国会議は今日から一月五日まで開かれる。

　──ＰＹＷＥＥＥＥ！

　遠くから猛もう禽きん類るいっぽい鳴き声が聞こえてきた。

「むぅ？　鷲わし？」

「王城で飼われているのかしら？」

「王桜もあるし、勝手に住み着いているのかもね」

　そんな会話をしていると、馬が激しくいななき、馬車が揺れた。

「のわっ」

「むむぅ」

　悲鳴を上げるアリサとミーアを抱き寄せる間に、馬車が横転し路肩の斜面を滑り落ちた。

　魔法的な念動力サイコキネシスである「理力の手マジツク・ハンド」で二人の身体からだを保持したので、二人に怪け我がはない。もちろん、オレもだ。

「アリサ、ミーア、大丈夫か？」

「う、うん」

　頰ほおをペシペシと叩たたくとアリサの目が焦点を取り戻した。

　ミーアは目を回したのか、「きゅう」と可愛かわいい声を上げて倒れたままだ。

「な、何があったの？」

「馬が暴れて馬車が横転したみたいだ」

　オレは抱きかかえていた二人を降ろし、真上にある扉を押し開けて外に出る。

　斜面を滑落した馬車はオレ達の他ほかにも何台かあり、横転している馬車や路肩に突っ込んだ馬車はもっとあるようだった。

「いったい何が──」

　不審な光点が見あたらないレーダーを閉じ、マップを開こうとメニューを操作する。

　その時、ゴウッと木立の上をソイツが飛び過ぎた。

　──ＰＹＷＥＥＥＥ！

　木立の向こう、たくさんの馬車が横転する上空を旋回する姿が目に映る。

　鷲の上半身に獅し子しの下半身。

　天空の覇者にして空の幻獣──グリフォン。

　オレが幾つか読んだ本には「その姿を見たものは『逃げる』以外の選択肢を選べない」と書かれてあった。

　──ＰＹＷＥＥＥＥ！

　地上を見下ろすグリフォンが鳴く。

「グリフォンなら『グルゥ』でしょ！」

　鳴き声を聞いたアリサが叫ぶ。

　グリフォンを相棒にする小説からの連想だろう。

「──ん？　あれは……」

「ねぇ、あれ！　グリフォンの背中に誰だれか乗ってない？」

　オレが見つけたモノをアリサが同時に見つけた。

　グリフォンの背中にしがみつくのは、長い黒髪に白い長ちよう衣いを着た女性のようだ。

　望遠スキルを使って、詳細を確認する。

「──あのバカッ」

　それが誰か分かった瞬間、思わず悪態を吐ついてしまった。

「ご主人様？」

「アリサ、ミーアが起きたら、倒れている馬車のフォローを頼む」

「え、ちょ、ちょっと」

　戸惑うアリサを残して、オレは王城の東あずま屋やへと帰リ還タ転ー移ンし、物陰で勇者ナナシの姿に変わってグリフォンの下へと飛ひ翔しようした。

「グリ君ってば！　大人しくしてよ！」

　グリフォンに近寄ると、その背にしがみつく女性の叫び声を聞き耳スキルが拾ってきた。

「ミト！」

　女性の名を呼ぶオレにグリフォンが、ピュイと一声鳴いて風の刃やいばを放ってきた。

　オレは閃せん駆くで回避しつつ、拳こぶしに出した魔力鎧よろいで風の刃を砕く。

「大人しくしろ！」

　オレはグリフォンの背に飛び乗り、騎乗スキルや調教スキルの助けを借りて暴走を収める。

「キ、キミは──勇者ナナシ」

　間近な距離から見るその顔は、やはりオレの知る幼なじみの顔だ。

　元の世界で田舎いなかの神社を継いだはずの彼女が、何百年も前にサガ帝国で勇者召喚されていたのが不思議でしかたない。世界間で時間の流れが大きく違うのだろうか？

「ヒカル、オレだ」

　オレは仮面とその下に付けた変装マスクを引き剝はがし、ミトに素顔を晒さらす。

「──イ、イチロー兄ぃ！！！」

　オレの素顔を見たミトが、目を見開いてオレの本名を口にした。

　やはり、彼女の正体はオレの幼なじみのヒカルで間違いなかったようだ。
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「イチロー兄ぃ、イチロー兄ぃ、イチロー兄ぃ、イチロー兄ぃ──」

　ヒカルが凄すごい勢いで抱きついてきた。

　オレの名に篭こめられた奔流のような感情を、華きや奢しやな身体と一緒に抱きしめてやる。

　子供のように泣くヒカルの髪を優しく撫なで、落ち着くまで好きなだけ泣かせてやる事にした。オレにとっては一年前だが、こいつにとっては長い年月が経たっているはずなのだから。

「ようやく会えた！」

　涙に濡ぬれた瞳ひとみで、ヒカルがオレの胸元から見上げる。

　オレの記憶にある彼女よりも年を重ねているが、異世界に来る前のオレよりは若い感じだ。

　彼女の本名は高たか杯つき光みつ子こ。彼女のヒカルという呼び名は渾あだ名なだ。光子という名前がお洒落しやれじゃないからと、幼い頃に自分で付けていた。

「祭神様が言った通りだったよ」

　そう言ってヒカルが、もう一度オレの胸元に顔を埋うずめる。

「──祭神？　ヒカルの家の神社で祀まつられていた神様か？」

「うん、天あま之の水みず花はな比ひ売め。役目を終えてパリオン様に送還してもらう途中で、祭神様が元の世界に戻ってもイチロー兄ぃには会えないって教えてくれたんだ」

[image: ]

　だから、送還をキャンセルして、祭神のアドバイス通り魔術的なコールドスリープで現代まで眠っていたそうだ。

「天之水花比売か──」

　──その名は嫌いなのじゃ。外とつ国くにから来たわらわの力を畏おそれた天神どもが、わらわを龍りゆう神じんではなく水神として鎮める為ために付けた名なのじゃ。

　オレの脳裏に幼い日の記憶が蘇よみがえる。

　幼い頃のヒカルが祭神を降ろした風を装ってそんな事を言っていたっけ。

　あの時はヒカルの真に迫った演技力を楽しんでいたけど、今回の話を聞いてしまうと、本当に神様が憑ひよう依いしていたんじゃないかと思えてしまう。

「うん、最愛の人と死別した逸話のある神様だから、イチロー兄ぃと離ればなれになった私に同情してくれたのかも」

　──知ってる、一郎君？

　ヒカルの声に誰かの声が交ざる。

『この神社の祭神の天之水花比売はね。昔一人の人間の若者と結婚していたの。でも相手は人間だから先に死んでしまうのよ。彼は死ぬ時に水花比売に約束したの。「いつか再び生まれ変わって貴方あなたの下に帰ってきます」って。ロマンチックだと思わない？』

　大人っぽい相手だった記憶があるから、ヒカルのお母さんか叔母さんあたりだと思う。

『生まれ変わりなんてあるのかな？』と聞いた幼い日のオレに、彼女は首肯し、『神と人では寿命が違うから生まれ変わるだけじゃ、また離ればなれになってしまう』と寂しそうに言った。

『好きな人を神様にしちゃえばいいんじゃない？』

『好きに神格を与えられるほど神様も万能じゃないのよ』

　そんな会話をした記憶がある。

「イチロー兄ぃ？」

　ヒカルがオレの顔を覗のぞき込む。

　想い出に浸ってしまっていたようだ。




「ヒカル、場所を変えるぞ」

　王城の一角から飛竜騎士ワイバーン・ライダーが発進してきたのが見えたので、グリフォンごと魔物の領域に作った秘密基地へと移動する。

　濫用しないとアリサに約束したが、グリフォンごとだと刻印板を置いた場所に入りきらないので、帰還転移ではなくユニット配置を使用した。

「転移──の魔法じゃないよね？　空間魔法独特の感じがなかったからイチロー兄ぃのユニークスキル？」

「ああ、そうだ」

「やっぱり、イチロー兄ぃは凄いね。私なんか色んな子と仲良くなるチカラしかなかったのに」

　ヒカルがそう言って微笑ほほえんだ。




「そうだ、イチロー兄ぃ。会社の皆みんなは大丈夫だった？」

　移動後、もう一度お互いに再会を祝った後、ヒカルがそんな事を切り出した。

「会社？」

　──なんの話だ？

「急に勇者召喚されちゃったから、デスマーチ中のＦＦＬを投げ出してきちゃったでしょ？　ずっと気になってたんだ」

「お前がどうして開発中のＦＦＬの事を？」

　それは失しつ踪そうした後輩氏に代わって、異世界に来る前に仕上げたゲームのタイトルだ。

「どうして、って。あのゲームのメインプログラマーをしてたから、だよ？」

　ヒカルが小首を傾かしげる。

「いや、あれは後輩氏が──」

「うん、だから、私」

　ヒカルが自分を指さす。

　オレの認識が確かなら、後輩氏はヒカルではない。少女漫画が好きな男だ。

「メタボ氏が付けたんじゃない。高杯をコウハイ読みして、その間違いを指摘したら、ムキになって『君の渾名は後輩氏だ！』なんて言って定着しちゃったやつ。まあ、私もメタボ氏って渾名を付け返したから、お相子だけどさ」

　いや、メタボ氏は営業の女の子に命名されてたはず。「女の子にはじめて渾名を付けられた」って喜んで、周りにも「僕の事はメタボ氏と呼んでくれたまえ」なんて言っていたっけ。

　オレはそれをヒカルに話す。

「え、そのエピソードは営業の子じゃなくて私のだよ。メタボ氏がなんだか嬉うれしそうに言ってたのを覚えているし」

　ヒカルが困惑顔で告げる。

「覚えてない？　イチロー兄ぃに研修してもらったじゃない」

　ヒカルが泣きそうな顔で訴える。

「無駄にネストするなとか、ローカル変数を使い回すなとか、いっぱいいっぱい教えてもらったよ」

「そういえば──」

　オレの脳裏に、会社で徹夜仕事をするヒカルの姿が浮かぶ。

「──いや、そんなはずはない」

　後輩氏とヒカルは別人だ。ヒカルの勢いに負けて偽りの記憶をねつ造するところだった。

　念の為、ログに視線を走らせたが、精神魔法の攻撃を受けた形跡はない。

「イチロー兄ぃ？」

　不安そうな顔でヒカルがオレを見つめる。

　互いの記憶が食い違うが、彼女がオレの知るヒカルなのは間違いない。

　では、なぜ──。

　オレの脳裏にメネア王女のルモォーク王国で召喚された日本人二人の顔が過よぎった。

　そうだ。彼らは大おお倭やまと豊とよ秋あき津つ島しま帝国や南日本連邦というパラレルワールドの日本から召喚されていた。

　ならば、目の前にいるヒカルもまた、オレとは違う日本にいたヒカルなのかもしれない。

「……ヒカル、よく聞いてくれ」

　勇者として召喚され、魔王との激戦を経てシガ王国を興し、鈴木一郎と再会する為に永い時を待っていた彼女に告げるのは辛つらいが、ここで安易な誤ご魔ま化かしはダメだと思う。

「どうしたの？」

「オレは……君のイチローじゃない」

「え？　どういう事？」

「おそらく、オレは君がいたのと別の日本──パラレルワールドの日本にいた鈴木一郎だ」

　続けて、オレの記憶と彼女の話す情報の齟そ齬ごについて説明した。

「そ、そんな……そんなのないよ！」

　座り込んだヒカルが、子供のように泣きじゃくる。

　オレは気の利いた言葉もなく、ただヒカルを抱きしめて、その背を優しく撫でる事しかできなかった。

　やがて泣き疲れて眠ったヒカルを抱き上げて客間のベッドへと運ぶ。

　大人になったヒカルの横顔に、別の誰かの横顔がフラッシュバックする。

　それと同時に、さっき天之水花比売の話をした時の記憶が蘇った。

『生まれ変わりなんてあるのかな？』

『あるわよ』

　そう言った彼女の表情は憶えていない。

『でもね、生まれ変わるだけじゃダメなの。神と人では寿命が違うわ。また離れ離れになってしまう』

『好きな人を神様にしちゃえばいいんじゃない？』

『好きに神格を与えられるほど神様も万能じゃないのよ』

　そう語る彼女は寂しそうに、薄緑色の髪を搔かき上げたのを覚えている。

『一人分の魂じゃ足りないの、幾つも、幾つも縒より合わせないと……』

　彼女が最後に呟つぶやいた、その言葉が少し怖かったのを覚えている。
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「──イチロー兄ぃ！」

　ヒカルがオレの名を叫んで跳ね起きた。

　泣き疲れたヒカルを、王都邸の客間に寝かせていたのだ。

　グリフォンは秘密基地で解放したので今は自分の寝床に帰っている事だろう。アリサとミーアは予定通りシスティーナ王女の部屋を訪問し、オレは体調不良という事で王国会議の初日を仮病で休んだ。

「目が覚めたかい？」

「イチロー兄ぃ！」

　オレの声を聞いたヒカルがバッと振り向き、次の瞬間、その顔が悲しそうに歪ゆがむ。

「──そっか、夢じゃなかったんだ」

「ヒカル、聞いてくれ」

　彼女の寝顔を見守っている間に気付いた事がある。

「何？」

「祭神は君の鈴木一郎に会えるって言ったのか？」

「うん、『お前の愛するイチローに再会したいなら、その世界に残れ』って」

　やはりそうか。

「それは元の世界に戻っても、ヒカルの世界にいるはずの鈴木一郎に会えないって事だろ？」

「う、うん、たぶん」

「つまり、ヒカルの世界の鈴木一郎も、この世界に来ているって事なんじゃないかな？」

　時系列が変だけど、パラレルワールド間の時間経過が一致しないのは、ＳＦ小説でよく見た覚えがある。

「そう、なのかな？」

　すがるようなヒカルに、オレは力強く頷うなずいた。

「諦あきらめなくて、いいんだ」

　まだ瞳ひとみが濡ぬれていたが、ようやくヒカルの顔に笑顔が戻った。

「行く当てがないなら、オレの家に住むといい」

「いいの？」

「もちろんだ。パラレルワールドの存在だとしても、オレにとっては大切な幼なじみには違いないからね」

「イチロー兄ぃ──って、馴なれ馴れしく呼んじゃダメかな？」

「別にいいさ。ヒカルの好きなように呼んでくれ。今はサトゥーって名乗ってるから、人前ではそっちで頼む。ヒカルはミトって呼んだ方がいいか？」

「ううん、ヒカルがいい。こっちに来てからはヤマトかミトって呼ばれていたから、日本にいた頃ころの名前で呼んでほしいかな？　光子でもいいけど……ヒカルの方がいい」

「じゃ、ヒカルって呼ぶ事にするよ」

「うん──」

　なんとなくむず痒がゆい空気がオレ達二人の間を流れたが、ヒカルはアリサと同様の自爆体質なので、こういう空気は長く続かない。

「──って、どうしてそんなに若いのよ！」

　今更、そこを気にするのか。
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「──なんていうか凄すごいわね」

　オレはこちらの世界に来てから貴族になったあたりまでの顚てん末まつを簡単に語った。

　話がややこしくなりそうだったので、流星雨や神殺しの件は話していない。

「それじゃ、勇者召喚されたんじゃないの？」

「ああ、今代の勇者の話だと、ルモォーク王国で召喚された一般人の可能性が高いそうだ」

「ふ～ん、ルモォーク王国かぁ。あそこのピンク髪の若い王様がまんまテニ×勇のシガ君みたいだったんだよね～」

　テニ×勇は日本にいた頃に後輩氏が嵌はまっていた、青髪の魔王とピンク髪の勇者がテニスで戦う謎なぞの少女漫画だ。ヒカルも同じ漫画に嵌まっていたらしい。

　たしか、登場人物が──。

「ヒカル。もしかして、ヤマト・シガってテニ×勇の主人公達から取ったのか？」

「へへ～、いつもゲームで使っている名前だから、とっさに出ちゃったんだ」

　オレもいつもゲームで使う「サトゥー」だったから人の事は言えない。

「でも、フルネームで言う時はシガ・ヤマトでお願い。そこ、重要だから」

　シガ・ヤマトって付けたのに、鑑定したらヤマト・シガになっていて噴飯モノだったとヒカルが言う。腐女子的には左右の順番が大切だそうだ。

「それで、ヒカルはこっちではどんな感じだったんだ？」

「白い部屋でパリオン神から御力を授けられたんだけどさ。殺しあうのが嫌だったから、誰だれとでも仲良くなれる『友愛みんななかよし』っていうのを選んだら、それだけで魂の器がいっぱいになっちゃったんだよね」

　ヒカルの特殊能力アビリテイ──ユニークスキル欄に「友愛」というのがある。

　争い事が嫌いなこいつらしい選択だ。

「そのせいで召喚された後に、偉い人達からハズレ勇者扱いされて聖剣や聖具を取り上げられたうえに、容量無限のインベントリを利用した最前線への輸送担当にされちゃったんだ」

　なんでも、当時のサガ帝国にはヒカルの他ほかに三人の勇者がいたらしい。

「それで私を輸送中の飛空艇が黄金陛下の奇襲で撃墜されちゃって、オーク帝国の捕虜にされちゃったんだ──大丈夫、安心して！　私の純潔はイチロー兄ぃに取ってあるから」

「そんな心配はしていない」

　──って、オレの事じゃないか。まあ、ここにヒカルの世界のイチロー君がいても同じ事を言いそうだ。

　もちろん、ヒカルが性的な暴行で傷つかなかったのは嬉しいけどさ。

　ヒカルが言っていた黄金陛下とは、オレが公都地下で戦った魔王「黄金の猪王」の事だろう。

　捕虜になったヒカルはユニークスキルの「友愛」でオーク達に味方を作り、魔王とも友情を育はぐくんだそうだ。

　だがそれも長くは続かず、戦争でユニークスキルを使いすぎた魔王が「神の欠片」に侵食されてしまい、当時の二大帝国──フルー帝国とサガ帝国を相手取った大戦争を起こしてしまって、事態が急変したらしい。

「戦争か……」

「うん、酷ひどい戦いだった」

　多数の魔王と複数の勇者が相争う凄すさまじい戦争だったそうだ。

　その戦いでヒカル以外の勇者達が命を落とし、当時最強を誇っていたフルー帝国が滅亡して、世界中が荒れに荒れていたとヒカルが語る。

　その後、オーク帝国の捕虜から解放されたヒカルが、「竜の谷」で天竜という相棒とクラウソラスを始めとした聖なる武具を授かって、大魔王討伐の偉業を成し遂げたらしい。

　もっとも、ヒカル本人は魔王「黄金の猪王」やオーク達を倒したのを後悔しているらしく、あまり誇らしげな様子はなかった。

「魔王討伐後に祭神から神託を受けたのか？」

「うん、そうだよ。イチロー兄ぃの所に帰りたかったから、すぐに帰還を選んだけど、日本に帰る途中で、うちの祭神様から神託を受けたんだ──元の世界に帰ってもイチロー兄ぃには会えないって」

　ヒカルはそこで言葉を切って、オレの瞳を見つめる。

「天之水花比売に会ったのか？」

「会ってないよ。声だけ……違った、言葉になる前のそういうイメージの塊を貰もらったんだよ」

　そのイメージを信じて、今の公都に帰還したらしい。

　ヒカルが当時の従者や仲間達と一緒にシガ王国を建国したのは、その後の事だそうだ。

「王様するのはタイヘンだったんだよ～」

　それでもなんとか諸侯を纏まとめ、今のシガ王国の原型を作り上げたとの事だ。

　シガ王国が現在の公都から王都に遷都したのを機に二代目の王様と代替わりして、ミトとして世直しの諸国漫遊や迷宮の宝箱から若返りの薬を乱獲したりして過ごしたらしい。

　そして再び神託を受けて、フジサン山脈の麓ふもとにある施設に魔法的なコールドスリープ装置を設置して眠りについたそうだ。

　ナナの姉妹達や「ジョン君」とやらに目覚めさせられたのは、つい最近らしい。

　ふと視界に紫色のカツラが目に入った。

　──そうだ、ヒカルに謝罪するのを忘れていた。

　オレは勇者ナナシの正体として彼女の顔を模した変装マスクを作った事や、国王達がオレを王祖ヤマトだと誤解したのをそのままにしていた事を謝り、ちょっとした提案をしてみた。

「子孫の様子を見たかったら、このカツラを被かぶっていけば王祖ヤマトの転生体として会ってもらえるぞ」

「純潔は守ったって言ったでしょ！　二代目の王様は私の養子だよ。フルー帝国最後の皇帝の庶子で、頑張り屋さんの良い子だったんだぁ。『シガ家の名に恥じぬように』っていうのがシャロリック君の口癖でね──」

　第三王子と同じ名前──って逆か。第三王子が二代目国王の名前を貰ったんだろう。

「──でも、そっか。シャロリック君の子孫に会うのもいいかもね」

　ヒカルがしんみりとそんな事を口にした。

　オレはストレージの中から未使用の紫色のカツラとナナシ衣装セットを取り出して、ヒカルに進呈しておいた。

「おっと、これも返しておくよ」

　オレはストレージから聖剣クラウソラスを取り出し、魔力を完全に抜いてからヒカルに渡す。

「いいの？　聖剣がないと魔王や上級魔族の相手をするのは大変だよ？」

「構わないよ。他にも聖剣があるし」

　何より、神剣という切り札もある。

「なら、受け取るよ」

　ヒカルは「おかえり」と言って聖剣クラウソラスに軽く魔力を流しながら、剣身を優しく撫なでる。

　柄つかにある宝珠でキラリと青い光が瞬く。それはまるでヒカルに「ただいま」と答えているかのように見えた。
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「ただいまー、ご主人様のアリサちゃんで──また、新しい女っ！」

　王都邸のリビングでヒカルとお茶をしていると、王城から帰ってきたアリサに浮気男みたいに言われてしまった。

「浮気」

「違うよ」

　アリサの後ろから入ってきたミーアがまなじりを決する。

「おかり～？」

「おかえりなさいなので──知らないヒトなのです！」

「にゅ！」

　今度はタマとポチだ。

「イチロー兄ぃ──じゃなかった、ごめん。サトゥーは異世界に来て幼ロ女リ趣コ味ンに転向したの？」

「いや、この子達はオレの庇ひ護ご下にある家族みたいな子達だよ」

　ヒカルはオレと自分の世界のイチローを混同しがちのようだ。

「年上の妹？　なかなか濃いのをぶっこんできたわね」

　アリサはヒカルが口にしたイチローという名前には反応しなかった。

　オレの無数にある偽名の一つだと解釈したのだろう。

「この子はヒカル。オレの幼なじみ──みたいな感じだ」

「みたい？」

「ああ、正確には『平行世界のオレ』の幼なじみらしい」

「へー、そうなのね。わたしはアリサ。宜よろしくね！」

　幼なじみと聞いた瞬間から、アリサが妙に歓迎ムードに変わった。

「むぅ？」

「心配いらないわ。幼なじみって言うのは──」

　アリサがミーアの耳元で「幼なじみは負けフラグの定番」なんて失礼な事を囁ささやいたのを、聞き耳スキルが拾ってきた。

「マスター、帰還を報告します」

「ご主人様、グリフォン討伐に参加できず申し訳ありません」

　ナナとリザがリビングに入ってくる。

　どうやら、アリサが王城帰りに皆みんなを拾ってきたようだ。

「うわっ、金髪巨乳に凜り々りしい美女。年上好きのサトゥーらしいチョイスだね」

「若返りの事は話しただろ？　二人ともオレより年下だよ」

　彼女のイチロー君も年上好きらしい。

　厨ちゆう房ぼう側の入り口から、ルルが顔を覗のぞかせた。

「ご主人様、昼食のお雑煮はお餅もち何個ですか？」

「うわっ、何？　この超絶美少女は?!」

　ヒカルがルルの美び貌ぼうに驚く。

「あ、あの……」

「彼女はヒカル。オレやアリサと同じ審美眼持ちだからイヤミで言っているんじゃないよ」

　表情を曇らせるルルに、素早くフォローの説明をする。

「そ、そうだったんですね。初めまして、ルルです」

「こちらこそ初めまして」

　仲間達が揃そろった事だし、互いの自己紹介をさせる。

　リザとアリサには後でヒカルが王祖ヤマトだという事やオレの本名を伝えておこうと思う。

「それじゃ、ヒカルたんは思い人が王都に現れるのを待つの？」

「うん。それまで、ここに住んでいいってサトゥーが──もちろん、迷惑なら出ていくよ」

「迷惑なわけないわ。それにわたし達は月末には迷宮都市に戻るし、この屋敷に誰か住んでた方がメイドさん達の雇用も確保できるしね」

　なにより、屋敷の部屋はたっぷり余っている。

　きゅるるとポチとタマの腹時計が鳴ったので、自己紹介後の雑談を中断し、皆で一緒に昼食を摂とる事になった。

　今日は身内だけだからと、配はい膳ぜんを終えた後はメイド達の給仕を断って、彼女達も使用人用の食堂で食事をするように指示しておく。

「うわっ、お節料理！」

　ヒカルが豪華絢けん爛らんなお節料理を見て驚きの声を上げた。

「美味っしいぃいいいいいいいい！」

　昆布巻きを一口食べたヒカルが料理漫画の食通のような叫びを上げた。

「何これ、凄すごい。口の中で旨うまみが爆発するんだよ。このゴマメや伊だ達て巻まきも最っ高！」

　次々に料理を口にしながら、ヒカルが滂ぼう沱だの涙を流す。

「もう一度、お節料理を食べられるなんて、思わなかったよ。ありがとう、ルルちゃん」

「そ、そんな私なんて」

　べた褒めするヒカルに、ルルが恐縮する。

「これも食べて～？」

「クジラの大和煮も美お味いしいのです」

　タマがオーミィー牛のローストビーフ、ポチが大和煮を勧める。

「ほんとだ！　すごく美味しいね。鯨ってはじめて食べたけど、こっちの世界にも鯨って──ぶはっ」

　大和煮を食べていたヒカルが突然噴き出した。

「だ、大怪魚トヴケゼェーラ？」

　そういえば勇者は高性能な鑑定アナライズスキルが標準装備なんだった。

「前に公都の上空に現れたから狩ったんだ」

「え？　いや、ここに身があるんだから、そうなんだろうけど……大怪魚だよ？　恐怖の象徴、破滅の使者、魔法もブレスも食べちゃう悪食の空飛ぶ要よう塞さいの──あの大怪魚トヴケゼェーラを狩った？」

　オレは目を見開くヒカルにこくりと頷うなずく。

「……そういえば、イチ──サトゥーがあの勇者──」

　言葉の途中でヒカルが「言っちゃマズい？」という顔でオレを見た。

「大丈夫。それは皆知ってるよ」

「そっか──サトゥーがあの勇者ナナシだったんだもんね。竜神様の助力もなしに『魔神の落とし子』を三体も倒しちゃうくらいだもん。そりゃ、大怪魚くらい倒しちゃうよね」

　ヒカルが納得顔になった。

「そうなのです！　ご主人様は最強なのです！」

「ポチちゃんはサトゥーが大好きなのね」

「はいなのです！」

　オレを自慢するポチの頭をヒカルが撫でる。

「──って、ええ？　レベル五〇超え？」

「えっへん、なのです」

　ヒカルが驚きの声を上げる。

「わたしを含めて皆、レベル五〇超えよ」

「ん、頑張った」

「サトゥー！　エルフのミーアちゃんはともかく、耳族の二人は何歳から戦わせていたの？」

　ヒカルが「お姉さんは怒っているんだぞ」と言いたげなポーズで詰問してきた。

「一〇歳かな？」

「え？　今、一一歳だから──一年前から？」

「正確には一年弱かな？」

「ど、どんなパワーレベリングを？」

「初期以外はこの子達だけで戦っていたぞ」

「う、噓うそ」

　場を整えたり、装備や物資を用意したり、過剰な敵戦力を間引いたりはしたけどさ。

「本当よ。このチート杖づえを見たんさい」

「エメラルド──じゃない、世界樹の晶枝エメラルド・ブランチで作った杖？　フルー帝国の大賢者が持ってたのに似てる」

「ポチ、秘匿装備の剣を見せてあげて」

「はいなのです」

「神授の聖剣──じゃない。私は剣はクラウソラスしか使えないけど、この魔剣の凄さは分かる」

「それ、聖剣よ」

「聖剣？　今は人造聖剣がこのレベルなの？」

　ヒカルが驚きの声を上げた。

「そんなわけないじゃない。これはチートなご主人様の打った剣よ」

　アリサがちょっと得意げに訂正する。

「そういえばヒカルも聖剣ジュルラホーンを作ったんだっけ」

「え？　違うよ。私は素材を用意したり加工を術理魔法で手伝ったりしただけ、メインでやってたのは魔剣鍛か冶じ士のレプさんだよ」

　長い年月の内に「王祖が手伝った」が「王祖が作った」に変化して伝わったのだろう。

　同様に王祖ヤマトが発明したという伝説がある「醬しよう油ゆ」や「味み噌そ」も、料理音痴のヒカルではなく、ヒカルのパーティーで料理番をしていた錬金術士による研究の成果との事だ。

　そんな意外な逸話を交えつつ、勇者物語や魔法の話題でヒカルと仲間達は打ち解ける事ができたようだ。
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「王城も一瞬だね」

　オレとヒカルは勇者ナナシの姿に変身して王城の転移ポイントへやってきていた。

　ヒカルと一緒に、窓から国王の執務室へお邪魔する。いつも来るのは夜だから、昼間だと何か変な感じだ。

「こんにちは陛下へーか」

　オレがナナシ口調で国王に話しかけると、ヒカルが口を手で押さえ必死で笑いを堪こらえていた。

　あらかじめ、正体バレを防ぐ為ために口調を変えている事は言ってあったのだが、このナナシ口調は彼女のツボに入ってしまったようだ。

「これはこれは王祖──勇者ナナシ様」

「ようこそおいでくださいました、勇者ナナシ様。今日はお二人なのですか？」

　ヒカルの存在に気付いた宰相は少し驚いたようだったが、オレの影武者とでも思ったのか、特に誰だれかという追及はなかった。

「うん──ちゃんとシャロリック君の面影があるよ」

「愚息の事をご存じなのですかな？」

　ヒカルの呟つぶやきを第三王子の事だと勘違いした国王が尋ねる。

「息子さん？　違うよ。でも、今でも子供の名前に使われるくらい慕われているんだね」

「そ、それはもしや！」

　ヒカルの言う「シャロリック君」が誰の事か悟った宰相が声を上げた。

「キミはリッ君に似てる──やっぱりドゥクス家の子だ。リッ君はちゃんと言いつけを守って結婚したんだね」

　ヒカルが宰相──前ドゥクス公爵を見て、懐かしそうに目を細める。

「──これ、取っていい？」

　仮面を指さすヒカルに構わないと告げる。

「ごめんね。シャロリック君やリッ君の子孫に、姿を偽りたくなかったんだ」

　ヒカルがそう言って、勇者ナナシの仮面と紫髪のカツラを取った。

「やはり、王祖様！　初代リッテンソール様は王祖様との約定を果たす為、最高の美姫ヨゥミーナを妻に迎えたと言い伝わっております！」

「あはは、やっぱりヨメちゃんが押し切ったんだね。幸せな家庭を築いたのが目に浮かぶよ」

　宰相の報告にヒカルが当時の知り合いを思い出して、笑顔の目め尻じりに涙を浮かべる。

「お、王祖様？」

「うん、そうだよ。人々の為にシガ王国を立派に栄えさせてくれてありがとう」

　ヒカルの言葉に、国王と宰相が感涙にむせぶ。

「永き眠りよりのご帰還、お祝い申し上げます」

　国王と宰相が頭を下げる。

　なんとなく蚊帳の外な気分を味わいつつ、彼らの交流を見守った。

「で、ではナナシ様は王祖様ではなかったのですか？」

「そーだよ。いつも言ってたでしょ？　『ボクは王祖じゃないよ』って」

　国王と宰相が愕がく然ぜんとした顔をする。

「なんだか騙だましたみたいになってて、ごめんね？」

　一応、謝っておこう。

「謝罪など不要でございます。ナナシ様がおらねば、シガ王国は復活した『黄金の猪王』や『狗く頭とうの古王』に滅ぼされておりました」

「それだけではございません。一昨日おとといの魔族の大軍団や『魔神の落とし子』は、フジサン山脈の天竜殿の助力があったとはいえ、ナナシ様の存在なく退けられるはずもございません」

　国王と宰相が捲まくし立たてる。

　王祖じゃないと分かっても、彼らの態度は変わらない感じだ。

「猪王って、黄金陛下？　そ、それに狗頭って、あの邪神を倒したの？」

　ヒカルが驚いているので首肯する。

　そういえば昨日きのう話の流れで「復活した魔王を倒した」事は言ったけど、具体的にどの魔王を倒したとは言ってなかった。

「さすがイチ──勇者ナナシね」

　ヒカルがイチローと言いかけて強引に軌道修正した。

「王祖様の従者ではないのですか？」

「違うよー。許嫁いいなずけの兄弟──幼なじみのお兄さんみたいな感じ？」

「王祖様の許嫁！　そのような方が！　シガ王国を挙げてお祝いせねば！」

　国王の反応ポイントがちょっとズレてる。

「あははー、ありがとう。王都で再会できるって神託を受けているから、いつか再会できたら紹介しにまた来るよ」

　ヒカルが軽い口調で言う。

「──あっ。見つかる前でも遊びに来ていいかな？」

「もちろんでございます。王祖様の前に閉ざされるような門は、シガ王国にはございません」

　国王の言葉に、ヒカルが笑みを深くする。

「そもそも王祖様が戻られた以上、私は王座を退き、王祖様にお返しする所存にございます」

「え、ちょ！　待って！　ねぇ、待って、それはダメ！」

　唐突に王位を譲ると言い出した国王に、ヒカルが狼ろう狽ばいする。

「ですが、真なる王がお戻りになったからには──」

「だから、ダメ！　王位はもう何百年も前に譲ったんだから！　いつまでも隠居に頼ってちゃダメ！　未来はキミ達の前で待ってるんだよ！」

　ヒカルが無理矢理な流れで国王の発言をけむに巻いた。

「では、せめてミツクニ公爵の爵位と屋敷だけでもお受け取りください」

　なるほど、ミト・ミツクニだったわけか。ヒカルは時代劇も好きだったし、水み戸と光みつ圀くに公からの連想で付けたに違いない。

「ミツクニ邸って、お城の前の一等地でしょ？　住んでる誰かを追い出せないよ」

　後で聞いたのだが、ミツクニ公爵家というのはヒカルが二代目に王位を譲った時に創設された家門で、ヒカルが黄門様ばりに世直し旅をした事で有名らしい。

「いいえ、第四代国王フラガ陛下が引退後に住まれたのを最後に、王家預かりのまま誰一人住んでおりません」

　ミツクニ公爵位を継いだのもフラガ王が最後だったらしい。

　当時に何かあったらしく、それ以降は誰も継がなくなったそうだ。

「もちろん、使用人達によっていつでも使える状態を維持しております。建物だけでなく調度品も『固定化』で当時のままの姿を維持しておりますれば、きっと王祖様のお心をお慰めするに足るかと」

　当時の状態を残しているというのがヒカルの琴線に触れたらしく、素直にミツクニ公爵家の屋敷と爵位を受け取った。

　再訪を約束したヒカルを連れて国王の執務室を後にしたオレ達は、彼女の願いで王城の目の前にあるミツクニ公爵家の屋敷に寄る事にした。

　門番や屋敷の管理人に、国王直筆の書状とミツクニ公爵の爵位を示す都市核シテイ・コア端末を見せて屋敷の中に入った。

「……ああ、ここはあの頃のままだ」

　ヒカルが感慨深そうに広いサロンを見回す。

「よく仕事に疲れたシャロリック君達が遊びに来てたんだ。あのソファーが皆みんなのお気に入りでね。愚痴を言い合ったり、国を良くする相談をしたり、馬鹿騒ぎをしたりしてたんだ～」

　広い屋敷のそこかしこに、思い出が詰まっているようだ。

　オレはヒカルの思い出を邪魔しないように、そして彼女に孤独を感じさせないように、付かず離れずの距離で行動を共にした。

「今日はイチロー兄ぃの家に泊まっていい？　ここはちょっと思い出が多すぎるんだよ」

「ああ、いいとも」

　オレはヒカルを連れて王都邸へと空間魔法の「帰還転移」で帰還した。




　なお、アンニュイだったヒカルの美女モードも、夕飯が終わる頃ころには賑にぎやかな仲間達の笑顔に釣られて、いつもの彼女に戻ってくれていた。

　やっぱり、笑顔が一番だよね。








祈願の指輪







〝サトゥーです。願いが叶かなう指輪をＴテーブルトークＲＰＧの長期シナリオキヤンペーンに出した事があります。大きすぎる願いを言うとしっぺ返しがある設定だったので、獲得後の方が頭脳戦だった覚えがあります。〟






「──進しん捗ちよく報告は以上になります」

　ヒカルや仲間達を寝かしつけた後、オレはクロの姿でエチゴヤ商会へとやってきていた。

　支配人秘書をしている銀髪美女のティファリーザから進捗報告を聞き終わった後、幾つかの提案を金髪美女のエルテリーナ支配人から聞く。

「アリサ相談役から有給休暇の新設や連続勤務の禁止などの提案を受けました」

　彼女から説明を受けた内容を「許可する」と短く告げる。

　基本的にブラックな「シガ王国の労働環境」を改善する為ために、アリサが提言書をまとめてくれたのだ。シガ王国は賃金が安い上に歩合制が基本だったので、経営者が休憩を強制しないと休まない労働者が多いらしい。

「クロ様、宰相閣下より、王都の復興について協力の依頼がきております」

「──協力？」

「はい、協力と申しますか、エチゴヤ商会への復興資材の発注です」

　支配人の横からティファリーザが差し出した書類を一いち瞥べつする。

　市価の五割増しの価格になっているので割がいいが、期限がそれなりに早い。

「よかろう、受けておけ」

「クロ様、老婆心ながら──」

　支配人が現在の王都周辺では建材の買い占めが発生しているので、市価の五割増しでも希望数を確保するのが難しいと忠告してくれた。

「問題ない。建材はオーユゴック公爵領、ムーノ伯爵領、クハノウ伯爵領あたりから取り寄せる」

「それでは運搬費用が……」

「支配人、我の転移を忘れたのか？」

　運搬をオレがやれば問題ない。

　それに、現地で購入すれば、市価の三割前後で確保できるはずだ。

　現地の商人に建材の確保だけさせれば、手間もないだろう。

　支配人からの話はそれで終わりだったので、ここに来た本題に入る。

　貧困層の救済に、農村の開拓や新規鉱山を開発したいと考えている事を伝え、二人の意見を聞きたいと告げた。

「王都や分岐都市ケルトンではレッセウ伯爵領からの難民が問題になりつつありますから、開拓や開発の許可を取るのは可能だと思いますが、いずれも膨大な資金が必要になるうえに、初期資金が回収できるまでに長い年月が必要になる懸念があります」

「採算は度外視で良い」

　どちらもオレの魔法でほぼコストゼロで用意できる。

　いや、鉱山には排水設備や昇降機なんかの設置が必要になるか。

「場所はこの辺りとこの山を予定している。難民や貧困層の人数から、適切な開拓村数や規模を算出してくれ」

「承知いたしました。三日ほどいただいて宜よろしいですか？」

　三日でできるのか──オレは頼もしいティファリーザに首肯する。

「そういえば、前に市井の者達から知恵を募集すると言っていたが、何か使えそうなモノはあったか？」

　エチゴヤ商会ではアリサの発案で便利グッズや商売ネタのアイデアを広く公募している。

「今のところ、すぐに商品にできそうなモノはありません」

「そうか、最初は多くの知恵を集める事が重要だと言っていたな。気長に続けろ」

「承知いたしました。そういえば──」

　製品にはできないものの面白い品があったと幾つかの品を見せてくれた。

「これは──着火器具か？」

　弁当箱くらいのサイズがあったが、それは間違いなくライターだった。

「魔法道具マジツク・アイテムではなく火打ち石の一種のようです」

「これは不採用だったのか？」

「はい、一台の製造に銀貨一枚近くかかるそうです。迷宮都市から近い王都では、格安の点火用魔法道具が大銅貨一枚で買えてしまうので、勝負になりません」

　なるほど、コストの問題か。

　点火用の魔法道具は安全装置や使い勝手を考えなければ、簡単に作れるからね。

「だが、発想はいいな」

「私もそう思います。こちらが開発者の詳細です」

　見覚えのある名前が載っていた。

　ルモォーク王国で召喚されたアオイ少年だ。

　大おお倭やまと豊とよ秋あき津つ島しま帝国──別世界の日本出身の彼なら、ライターの構造くらい知っていても不思議じゃない。

「少々若いですが、エチゴヤ商会の研究部門に誘って宜しいでしょうか？」

「構わん。少し興味がある。雇用したら一度、アオイとやらに会ってみよう」

　オレはライターをいじりながら支配人に告げる。

　彼が何か作りたいと思っているなら、それに協力してやりたいし、電波塔や列車を作ろうとして禁忌に触れないように注意しておかないといけないしね。
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「オークションの事でクロ様にお耳に入れたい事が──」

　打ち合わせが終わったところで、支配人がそんな事を言い出した。

　オークションは「階層の主フロア・マスター」の戦利品が出品されるので、オレもサトゥーとして参加する予定だ。

　支配人は「年始の商業ギルドで耳にした非公式情報ですが」と前置きした上で、声を潜めて先を続けた。

「──『祈願の指輪』が出品されるそうです」

「祈願の指輪？　神聖魔法の『祈願ウイツシユ』が篭こめられた指輪という事か？」

「詳細は不明ですが、パリオン神殿に秘蔵されていた品との事です」

　パリオン神殿か……。

　オレの脳裏に、「魔神の落とし子」を召喚したパリオン神国のホーズナス枢すう機き卿きようの姿が過よぎった。

「出品理由は言っていたか？」

「落札されたら全額を王都の復興事業に寄付したいとの事です」

　枢機卿の件で王国とパリオン神殿の間で、何か取り引きがあったのかもしれない。

　いや、取り引きなら金銭よりも「祈願の指輪」そのものを献上させるか──。

「その指輪は誰だれにでも使えるのか？」

　可能なら、落札してアリサとルルの「強制ギアス」を解除するのに使いたい。

「パリオン神殿の神器のようですから、パリオン神殿で洗礼を受けた信者なら誰でも使えると思います」

　ダメか──いや、ヒカルはパリオン神の勇者だし、洗礼くらい受けているはずだ。

　もし、違っても、エチゴヤ商会の幹部娘達の中にパリオン神殿で洗礼を受けた者がいたはずだから、その娘に頼めばいい。

　よし──。

「──落札するぞ」

　アリサとルルの為ために。

　無駄にたっぷりある財力を駆使してでも落札してみせる。

「承知いたしました」

　オレの宣言を聞いた支配人が、遅滞なく頷うなずいてくれた。

「ビスタール公爵やオーユゴック公爵を始めとした大貴族達や王都随一の豪商であるゴォークツ商会あたりも入札してくるでしょう。それらの競合相手を牽けん制せいするにあたり、幾つかの商品を優先的に使いたいのですが、宜しいでしょうか？」

「構わんが、牽制になるのか？」

「オークションは参加前に現金保有額の申請が必要になります。ですので、売り掛け払いを拒否し、現金払いだけの取り引きに限定して、オークションの前に大貴族達や豪商達の現金を吐き出させるのです」

　なるほど、戦争オークシヨン前に、相手の戦力財力を削るというわけか。

「やるならば徹底的にやれ──」

　オレは大貴族達が金を借りそうな相手にも、商品を売り付けて借りる事をできなくする戦法を提案した。

「承知いたしました。『ルーン光珠』や『魔法盾の腕輪』などを補充していただけるでしょうか？　他ほかにも幾つかの魔法薬を作製していただきたいのですが……」

「補充なら任せておけ。必要な魔法薬のリストと一緒に、必要数を算出せよ」

「支配人、豪商はともかく、大貴族達に現金資産を吐き出させるなら、品薄とはいえ既製品では弱くないでしょうか？」

　ティファリーザの指摘に、支配人も難しい顔で頷く。

「ならば、大貴族用に特別製の魔剣や魔法道具を用意しよう」

「宜しいのですか？」

「構わん。支配人が最良と思える使い方をせよ。飛空艇や空力機関は国王との約定ゆえ流せぬが許せ」

　砂糖航路でサルベージしたり大砂漠で支配した都市核シテイ・コアの間で見つけたりした飛ひ翔しよう木馬や飛翔靴フライング・ブーツなんかも数があるから、それも幾つか渡しておこう。

「クロ様、その特別製の魔剣に見本はございますか？　それとも『英傑の剣』に特殊な能力を付与する感じでしょうか？」

　彼女の言う「英傑の剣」はシガ王国の対魔物戦力強化の為に、オレがエチゴヤ商会経由で国に卸しているミスリルメッキの鋳造魔剣の事だ。

「あの鋳造魔剣とは別物だ。幾つか見本を渡しておこう」

　タマやポチ用の魔剣や聖剣を作る過程で、機能確認に試作した総魔法金属製の鍛造魔剣を何種類か渡しておく。二人に装備させている秘匿装備にはほど遠いが、鋳造魔剣とは比べ物にならない高性能を誇る。撒まき餌えとしては十分だろう。

「クロ様、奥方が財さい布ふの紐ひもを握っている家もあります。『天てん涙るいの雫しずく』や大粒の真珠など、女性向きの品も揃えた方が良いかと」

「そうだな。イシュラリエで最高級の『天涙の雫』を手に入れてこよう。他にも、このような宝石があるが使えそうか？」

　オレは土魔法の「石製構造物ストーン・オブジエクト」で作った宝石細工を見せる。

「こ、これはジュエル師の宝石細工？」

「ジュエル師というと宝石魔法使いの？」

　博物館に飾られていたジュエル師の宝石細工を見て、同じモノが作れないか実験した品なので、支配人の見立ては正しい。

「でも、確かに凄すごいです。まるで、太陽を閉じ込めたような金剛石……」

　ダイヤモンドの中央に光ひかり石いしを埋め込んだので、まさにそんな感じだ。

　ブリリアントカットを模したのだが、オレにはイマイチ知識がなかったので、アリサ先生と膝ひざを突き合わせて試行錯誤した末に作り上げた。なんでもラウンドブリリアントカットとかいう代表的なカット方法との事だ。

　そうだ──。

「鉱山開発や農村開拓の許可が得られたら、出資したい者を公募しろ」

「締め切りをオークション開催日前日にして、現金での出資に限定するわけですね？」

　オレの考えを正確に読んだ支配人がニンマリと微笑ほほえむ。

「その通りだ。徹底的にむしり取れ──ただし」

「庶民の生活に支障がでないように、金貨でのみ支払いを受け付ける形で宜しいでしょうか？」

　オレの言葉を先取りしたティファリーザに首肯する。

　頼もしい二人に後を任せ、オレは王都邸へと帰還した。








幕間：波紋






「──『祈願の指輪』？」

「なんだ、怪盗シャルルルーンともあろう者が知らないのか？」

　噴水前の広場で、禿はげ頭あたまの男と町娘風の美女が、顔も見合わせずに小声で会話していた。

「ピピン！　こんな場所でその名前を呼ぶな」

「誰も聞いちゃいないさ」

　シャルルルーンの苦情をピピンは軽く流した。

　声は噴水の水音に消え、二人は腹話術の要領で口を動かさずに話していたので、周囲の者が気付いた様子はない。

「それで？　その指輪がどうした」

「パリオン神殿の奥に大事にしまわれていた秘宝アーテイフアクトが、今度のオークションに出品されるのさ」

　シャルルルーンの脳裏に、年末の大騒動にパリオン神殿が関わっていたという噂うわさが過った。

　その一件の繫つながりで秘宝を手放す事になったのだろうと得心する。

「それで？　あんたの事だから組もうって話じゃないんだろ？」

「ふふん、そうだと言ったら？」

　シャルルルーンが僅わずかに眉まゆを顰ひそめた。

「神出鬼没のピピンが？　ありえないね」

「買いかぶってくれて感謝の極み」

　ピピンがおどけたように言う。

「パリオン神殿の多重結界壁の奥にある内は手が出せないだろうけど、オークション会場に運搬する時や出品時になら、簡単に盗めるだろう？」

「もちろんだ。『神出鬼没』の二つ名はダテじゃないからな」

　シャルルルーンがピピンの表情を盗み見る。

　それに気付いたピピンがニヤリと口角を上げた。

「指輪は竜さえ封じるっていう『封ふう竜りゆう匣ばこ』に入っているのさ」

「よくそんな事まで調べたね……」

「俺様の魅力だ」

「あっそ。それでその匣はこがどうしたのさ？」

　詳細を語る気のないピピンを追及する不毛を避け、先を促す。

「封竜匣は正確な手順を知らない者には決して開けられない。無理矢理破壊すれば、中の指輪も次元の彼方かなたへ消えちまう」

「私にはそんな匣を開ける力はないよ？」

　シャルルルーンが先に釘くぎを刺す。

　鍵かぎ開けや魔法錠を開ける術には自信があるが、竜を封じるような大層な秘宝を開けられるとは、彼女も思っていなかった。

「分かってるさ。『竜の瞳ひとみ』ってのがあってな、そいつを使えば封竜匣の手順を読み取れるそうだ」

「たしか、どこかの王国の秘宝だったっけ？　そこまで取りに行けって？」

　厭いやそうなシャルルルーンの言葉に、ピピンがイタズラ小僧のような瞳になる。

「その必要はない。『竜の瞳』は今、この国にあるのさ」

「城か？」

　ピピンの事をよく知るシャルルルーンには、すぐにその場所の見当が付いた。

「ふふん、さすが我がライバル」

「神出鬼没が通用しない場所と言ったら、あそこくらいだろ？」

「通用しないわけじゃないさ。すぐバレるだけだ」

　ピピンが嘯うそぶく。

「それを私に取りに行かせようってわけ？」

　確認するシャルルルーンにピピンが小さく頷いた。

「私を小間使いみたいにパシらせるんだから、それに見合った報酬はあるんだろうね？」

「もちろんだ。エリクサーでもジュエル師の魔法宝石でも何でも取ってきてやるよ」

「どちらもいらないさ。私の仕事を手伝ってくれればいい。ちょっと危ない場所から、人を一人回収するだけの簡単なお仕事。あんたなら簡単だろ？」

「ああ、もちろんだ。魔王信奉者の拠点でも迷宮でも、行ってやるさ」

　契約成立だと裏社会のジェスチャーを交わす。

「それにしても、詳しいね。前から知ってたのか？」

「ああ、一〇年前に偶然知ってな。それ以来、神殿の外に出てくるのを待ってたのさ」

「ふーん、そう」

　シャルルルーンはピピンの言葉に過去の因縁めいたモノを感じたが、特に追及する事なく流した。

「それじゃ、『竜の瞳』は任せたぞ。オークション開催日までに頼む」

　ピピンはそう言うと、シャルルルーンの前から忽こつ然ぜんと消えた。

「頼む、ね。らしくないわね」

　シャルルルーンはそう呟つぶやいて美女のマスクを剝はがし、地味な素顔で人ひと混ごみに紛れた。
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　怪盗達が暗躍を始めたその頃ころ、貴族達や商人達も蠢しゆん動どうを始めていた。

　とある公爵家では──。

「『祈願の指輪』か……やっかいな品を」

「やっかい、でございますか？」

　当主の呟きを傍そばに控えていた腹心が拾った。

「うむ、敵対勢力に渡ればよからぬ事に使われる事を恐れねばならぬし、入手したところで使い道がない」

「そうでございますか？　不治の病や呪のろいや不幸な事故による落命を回避できる優れた品であると臣は愚考いたしますが」

「ふん、病や呪いなど万能薬やエリクサーを確保しておけば十分だ。落命とて神殿に借りを作れば対処できる。神に願えば望みが叶かなうような指輪は、人の身には過ぎた品だ」

　当主はそう言って嘆息する。

「では、落札に向けて動かれませんか？」

「──そういうわけにもいかぬ。西の愚物や有象無象の手に渡る危険を放置はできぬ。陛下が興味を示してくだされば良いのだが……」

　再度、大きく嘆息した後、当主はそう言って腹心に落札の為ために動くように命じた。




　そして、別の公爵家では──。

「『祈願の指輪』だと！　是が非でも落とせ！」

「ですが、王都邸の備蓄貨幣は既に先の出征に使ってしまいました。国くに許もとから運ばせる事もできない状況ではいかんともしがたく……」

　口角泡を飛ばす勢いの公爵に、側近が公爵家の現実を訴える。

「ぐぬぬ、このままでは東の老害に落とされてしまう」

　唸うなる公爵は「それだけはなんとしてでも阻止せねば」と絞り出すように呟いた。

　悪巧みを始めた公爵の背を、側近は静かに見守っていた。




「絶対に落とすぞ！　我が商会こそが王都一だと世に知らしめるのだ！」

　枯れ木のように瘦やせ細ほそった老商人が重厚な机をドンッと叩たたいた。

　ここは王都でも一、二を争う老舗しにせの商会だ。

「で、ですがお祖父じい様。それほどの品ならば、門閥貴族の皆様──いえ、国王陛下が落札されるのではないでしょうか？」

「ふんっ、貴様の目は節穴か！　複数の大型飛空艇を新造した上に此こ度たびの魔族襲撃だ。王国の宝物殿に残る金貨などしれておるわ。問題は領主達と太守達くらいだが──」

　老商人がニヤリと嗤わらう。

「領主達は問題ない。オーユゴック公爵は魔王復活に大怪魚トヴケゼェーラの襲来。ビスタール公爵に至っては実子に嚙かみつかれて内乱。海賊や魔物の被害に追われるガニーカ侯爵や堅実すぎるエルエット侯爵が手を出す事はない。他ほかの伯爵達が手を出す可能性はあるが、自領ならともかく王都邸の資産はさほどあるまい」

　老商人の言葉に孫は神妙な顔で頷うなずく。

「門閥貴族の多くは現金をあまり持っておらん。だが、太守達、特に迷宮都市のアシネン侯爵や貿易都市のホイネン伯爵は油断ならぬ。アシネン侯爵が好きそうな美術品やホイネン伯爵夫人が興味を持ちそうな宝飾品を用意して勢力を削そがねば」

「承知いたしました。宝飾品の手配は私にお任せください。美術品は叔お父じ上が適任でしょう」

「うむ、売り掛けではなく現金で決済させるのを忘れるなよ」

「──はい、承知しております」

　最後に難事を押し付けられて孫の返事が一瞬だけ遅れた。

　高位貴族ほど、ツケ──信用買いを選ぶ為、現金を回収できるのは翌月末以降である事が多いからだ。

「くっくっく、これで我が商会の名は王都の頂点に輝く。もう、強突く張りやイタチなどと比べられる事などない」

　会頭室に老商人の哄こう笑しようが響いた。




　もっとも、全すべての商会が興味を持ったわけではない。

「『祈願の指輪』？　そんなモノは貴族や先の見えない商会に任せておけ」

　息せき切って注進に来た孫を、会頭は冷たい目で見下ろす。

「そんなモノよりエリクサーや『英傑の剣』を手に入れる方がよほど役に立つ」

「オークションに『英傑の剣』が出品されるのですか？」

　エチゴヤ商会が王国に卸している「英傑の剣」と呼ばれる魔剣は、騎士達や軍閥の貴族に絶大な人気を誇る。だが、需要に供給が全く追いついておらず、入手した貴族も決して手放そうとしない為、裏では天井知らずの値で求める者が多い。

「オークションにも出すようだが、現金決済に限り一本金貨三五〇枚で何本でも売ると言ってきた」

「三五〇?!」

　一般的なミスリル合金製の剣が金貨一二〇枚前後、迷宮産の魔剣でも二〇〇枚から三〇〇枚程度が相場である事を考えると、非常に高価だ。

「少なくとも四〇〇、上う手まく話を持っていけば五〇〇くらいでも売れる」

「で、ですがエチゴヤ商会が直接貴族達に売却したら──」

「そのつもりなら、最初から我が商会に声を掛けたりせぬよ。勇者殿の肝いりだけあって、あの商会は商人同士の仁義に厚い。我らを出し抜くにしても、人から後ろ指さされるようなマネはするまい」

　会頭の発言に納得いかないのか、孫は不満そうな顔で押し黙った。

「まだ、指輪に固執しておるのか」

　表情を繕う事もできない孫に、会頭が内心で嘆息する。

「指輪を入手したとして、その後はどうする？　結局は誰だれかに売るだけなのだから、指輪で一つの恩を売るより、魔剣で多くの軍閥や上級貴族に恩を売る方がよほど得になる」

　会頭に諭された孫がハッとした顔になった。

「商会を継ぎたくば、先の先を読め。目先の利益で踊らされるようでは後継者にはなれぬぞ」

「……はい、精進いたします」

　神妙な顔で頭を下げる孫に、会頭は満足そうに頷いた。




「しぇしぇしぇ、愉快な指輪の噂うわさが出回っているようですねぇ」

　鼬イタチ人の商会では会頭と腹心が「祈願の指輪」の話をしていた。

「なんでも望みの叶う指輪とか。実に興味深いですねぇ」

「ですが、商会の利益を狙ねらうなら魔剣や護身具でしょう。噂ではオークションに『英傑の剣』が出品されるそうです」

　異国の商会である彼らは、正規ルートで「英傑の剣」を手に入れる事ができない。

　入手した騎士や貴族達が決して手放さない以上、今回のオークションで手に入れるのが、唯一の手段だ。

「しぇしぇしぇ、分かっておりますとも。指輪はオークションの最後に出品されるはず、欲を搔かいて商会の利益を逃すのは愚かです」

　金は有効に使わねば、と呟いて会頭は目を細めた。





◆






「陛下は何を考えておられるのだ！」

　王城の一室で、豪ごう奢しやな衣装を着た第一王子が荒ぶっていた。

　部屋の中にいた使用人達は、王子の勘気を恐れて息を潜めている。

「『祈願の指輪』などという危険な品を放置するなど、王国を危険に晒さらす事と同義だとなぜ分からぬのだ！」

「で、殿下。陛下には陛下のお考えが──」

　儚はかなげな美び貌ぼうの正夫人が恐る恐る王子を宥なだめる。

　王位継承権第一位の第一王子でも、公然と国王を批判するのは不敬がすぎる。この部屋にいる使用人達は昔から仕える忠義に厚い者達ばかりだが、万が一にも外に漏れれば他の王位継承者達に足を引っ張られる事になりかねない。

「そのような事は分かっている。だが、今の陛下は──」

　──王祖ヤマトを名乗る詐欺師に騙だまされてる。

　第一王子はそう考えていたが、王祖ヤマトの復活は国王と一部の王族や重臣だけに共有される秘事の為、この場での言及を避けた。

「……アンデッドでもあるまいし、人が何百年も眠っていられるモノか」

「殿下？」

　小さく呟く第一王子に、正夫人が心配そうに尋ねた。

「なんでもない。陛下が動かれぬなら、私が動こう。王位を求め良からぬ事を考えるバカどもが蠢動せぬとも限らぬしな」

　第一王子はそう口にした後、自分の派閥の貴族達を脳裏に浮かべていた。

　黙考を始めた王子の邪魔をしないように、正夫人は最小限の使用人を残して部屋を出る。

　至尊の地位に近い人達も、色々と苦労事が多いようだ。








友情と決意







〝サトゥーです。ネットが発達したせいか、災害のニュース速報で親しん戚せきや友人の住む場所が出た時に、電話で安否を確認する事が減った気がします。ＳＮＳの方が確実だったりするんですよね。〟






　屋敷にヒカルを招いた翌日の一月三日。

　オレは王国会議の二日目に参加していた。

「新造中の小型飛空艇を各領主達に貸与する。また、現在二隻の大型飛空艇による輸送を四隻に増やし、新しい一隻をセーリュー伯爵領と王都を結ぶ北方航路、もう一隻は全領地を結ぶ環状航路に就航させる」

　議長を務める宰相の声がそう発表すると、議事堂に集まった貴族達から歓声が上がった。

　議事堂には国王や領主達、オレを含む上級貴族達、そして大臣達を始めとする高級官僚達が席を与えられている。

　オレはムーノ伯爵の側近扱いで、ニナ女史と一緒に領主席の後ろに控える感じだ。

「北方航路の船は三ヶ月後、環状航路の船は半年後に就航予定となる。この新たな二航路によって我が国の人や物の交流が、より活発になる事だろう」

　続けて、これらの飛空艇を建造する為ための新型空力機関が、勇者ナナシによって提供されたものである事が発表された。

　小型飛空艇の半数と北方航路に使われる大型飛空艇は王立造船所で建造され、小型飛空艇の残り半数の建造と環状航路に使われる大型飛空艇の修繕はエチゴヤ商会の造船所で行われる。

　環状航路に割り当てられる大型飛空艇は、オレ達が迷宮都市から王都に来る時に乗っていた王都近郊に不時着したヤツだ。

「小型飛空艇は建造され次第、先の優先順位に則のつとって貸与する」

　現在就航している東方航路はオーユゴック公爵領とガニーカ侯爵領の領都と王都を結び、西方航路はビスタール公爵領とエルエット侯爵領の領都、および迷宮都市セリビーラを結んでいる。

　そこに北方航路として新たに迷宮が出現したセーリュー伯爵領と王都を結ぶ直行便が増える事になる。

　したがって上記の二公爵と二侯爵、およびセーリュー伯爵の五人を除いた領主達から順番に小型飛空艇が貸与される。その順番は王国への貢献度順との事だ。

「我が領地は最後か……」

　憎々しげな呟つぶやきを聞き耳スキルが拾ってきた。あれはレッセウ伯爵領の若き少年領主だ。

　まあ、中級魔族の奇襲で領都と前領主を失い、領民の三割と重臣の大多数を失ったのは大きいだろう。オマケに魔族が集めた魔物軍団の駆除も半ばのうえ、難民化した領民達が王都や近隣の領地の問題となっているのだから仕方ないと思う。

　前レッセウ伯爵がくだらない理由でティファリーザやネルを犯罪奴隷に落とした経緯があるせいか、今一つ、レッセウ伯爵の手助けをしようという気になれないんだよね。

「続いて、迷宮から産出される魔コ核アの領地別割当量を伝える」

　資源の割り当てなら揉もめそうだが、あらかじめ根回しが完了しているのか、宰相が割り当てを発表しても文句や異論は出ない。

　──いや、異論を唱える者がいた。

「我が領地への供給が一年間停止とは、あまりに無体ではありませんか！　これでは領地復興もままなりません！」

　叫んだのは先ほどの少年領主だ。

　レッセウ伯爵は必死の形相で国王や宰相に抗議する。

　復興に魔核をどう使うのかは知らないが、彼の領地に供給されるはずだった魔核をビスタール公爵領へ派遣する騎士団や、急速に復興しつつあるムーノ伯爵領に回される事が不服のようだ。

　そういえば前にニナ女史が、襲爵前のレッセウ伯爵が王国会議前の根回しに失敗して、他の領主や門閥貴族から協力を得るどころか反感を買っていたと言っていたっけ。

　きっと、この件でも根回しの時点で蚊帳の外に置かれていたのだろう。

　老ろう獪かいな大人達に丸め込まれたレッセウ伯爵が着席すると、続く議題へと話が変わっていった。

　エチゴヤ商会に資材発注があった王都復興についてやビスタール公爵領の反乱鎮圧などが議論され、最後にセーリュー伯爵からセーリュー市の迷宮がいつ頃ごろから本格開発されるのか、開発に出資する貴族を募る話などが出た。

　年末の内に貴族達の間で折衝や根回しが終わっていたようで、どれも事実確認程度で話が進むので会議時間の割に議題が多い。

　短い昼食を挟んで会議が続けられ、そろそろ列席する貴人達の間に疲れが出始めたあたりで終わりが見えた。

「──以上をもって本日の王国会議を終了する。本日の議題に異議のある者は起立するがいい」

　定型の閉幕の言葉を議長役の宰相が宣言する。

　ここで異議を唱えた者は、ここ三〇年いなかったそうだ。

　過去形なのは領主達が腰掛ける席で立ち上がった少年領主の姿が目に入ったからだ。

「若っ、ここはご着席ください」

「離せ、貴様は領民に塗炭の苦しみを強いると言うのか」

　小声で着席を促す領主の側近を手荒に振り払って、宰相の方を睨にらみ付ける。

「レッセウ伯爵か。何か異議があるなら申すが良い」

　威圧感を込めた宰相の低い声に、レッセウ伯爵が肩を震わせる。

「で、では、申し上げます。わ、我が領土への魔核供給を再考していただきたい！」

　決死の顔で訴えるレッセウ伯爵だが、声が震えているのであまり迫力がない。

「それは午前の会議で合意に達したはずだ──」

　宰相がレッセウ伯爵に嚙かんで含ふくめるように語りかける。

　レッセウ伯爵は不服なのか、視線を落として口を噤つぐんでいる。

　ちなみに問題の中心となっている魔核は、鉱山や移動拠点に設置される魔力炉の燃料や魔法薬、魔法道具マジツク・アイテムの製作に必ひつ須すとなる素材ではあるが、人々の生活に不可欠な物とは言いがたい。

　都市内で必要な魔力は都市核シテイ・コアが源泉から汲くみ上あげている。

　ボルエハルト自治領のミスリル炉くらい魔力を湯水のごとく消費するような魔法装置でもない限り、都市内で大量の魔核は必要ないはずだ。

　それに分配供給されるのは迷宮都市からの分だけで、自領の魔物から得た分は各々の領主の裁量に任されている。

　不足するなら領内の魔物を狩ればいい。

　もちろん、それも十分な領軍さえいれば、だが。

「──貴公の領地に必要なのは治安の回復であろう？　貴公の領地に供給する予定だった魔核を、ビスタール公爵領へ追加派遣する王国騎士団の移動拠点の魔力炉に提供し、その代わり王国騎士団の戦力で貴公の領内に蔓まん延えんする魔物を駆除させて街道の安全を確保する。その案に貴公も同意したであろう？」

「そ、それは……」

　なるほど、宰相の思惑が少し読めた。

　宰相はレッセウ伯爵領を通る中央街道の安全確保を最優先で行いたいのだろう。

　しかも、費用はレッセウ伯爵持ちで。

　位置的にレッセウ伯爵領の街道が安全でないと、ビスタール公爵領に派遣された反乱鎮圧部隊の補給線確保が難しい。起伏が激しいエルエット侯爵領を通る西方街道頼りになってしまう。

　それに中央街道の安全が確保できないと、王国北方の諸領と王都の間の流通に支障をきたしてしまうからね。

　軍事的、経済的な観点から見ただけだが、たぶん間違いない。

　そして、どうやらその事にレッセウ伯爵だけが気付いていないようだ。

「ふん、領民の為の復興と言いつつ、領内にある鉱山を再稼働させたいだけであろうが」

　ゼッツ伯爵領の領主が聞こえよがしに言う。

　レッセウ伯爵がぐぬぬと唸うなったところを見ると、図星らしい。

「ゼッツの親おや父じも大人げないねぇ」

　横の席でニナ女史が呆あきれたように呟く。

　ニナ女史によると、ゼッツ伯爵領はレッセウ伯爵領の隣なので、色々と迷惑を被っているそうだ。

「まあ、あの小僧の目もく論ろ見みはゼッツの親父の言う通りだろうさ。おおかた伯爵家や配下の貴族達の利益を優先させて、領内貴族を掌握したいんだろう」

　続けて、レッセウ伯爵の目論見を教えてくれた。

「何度も言うが、騎士団に街道沿いの魔物を殲せん滅めつさせる事で、魔核供給よりも大きな復興効果を見込めるはずだ。領民の安全を確保せずに、鉱山や砦とりでの魔力炉に魔核を供給してなんになると言うのだ」

　ゼッツ伯爵の言葉をスルーした宰相が、諭すようにレッセウ伯爵に語りかける。

　まるで真綿で首を絞めるような優しさだ。

「では我が領地分の魔核を融通してやろうではないか──」

　その声にレッセウ伯爵が期待に満ちた顔を上げるが、発言者を確認して再び表情を曇らせた。

　なぜなら、その相手がビスタール公爵だったからだ。

「──代わりに騎士団はレッセウ伯爵領を素通りし、我が領土の反乱分子鎮圧を優先してもらおう」

「そ、それでは……」

「貴公の望んだ魔核供給をしてやると言うに何が不満か！」

　ビスタール公爵の怒声にレッセウ伯爵が震え上がる。

　それに加勢するようにビスタール公爵の家臣や門閥貴族達が尻しり馬うまに乗って野次を飛ばす。

「待たれよビスタール公──」

　いきり立つビスタール公爵達を諫いさめようと宰相が割り込む。

　どうやら、王国会議は延長らしい。

　やれやれ、だ。
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「──うん？」

　王城でムーノ伯爵達と別れ、王都邸に帰ろうとメインストリートを馬車で移動していると、登城で範囲を絞っていたレーダーに青い光点が映った。

　仲間達の誰だれかかと思ったが違ったようだ。

　馬車の窓から身を乗り出すと、通りの向こうにお日様色の髪が見えた。

　それは迷宮都市にいるはずの──。

「ゼナさん！」

　オレは馬車から降りながら手を振る。

　遠くからオレを見つけたゼナさんが、馬の手た綱づなを横にいた同僚に押し付けて駆けてきた。

「サ、サトゥーさん！　ぶ、無事で良かった」

　ゼナさんは駆けてきた勢いのままオレに抱きつく。

　震える手でオレを抱きしめて「良かった。本当に良かった」と涙声で繰り返している。

　たぶん、王都に「魔神の落とし子」や魔族の軍団が現れた件を知ったゼナさんが、オレ達の身を心配して来てくれたのだろう。

「ありがとうございます、ゼナさん。うちの子達は誰も怪け我がをしていないので安心してください」

　オレがそう言うと、ゼナさんは「良かった」と呟いて涙で潤んだ顔に笑みを浮かべてくれた。

「おい、そこの娘！」

　野太い声が背後から聞こえた。

「やはり、アルフェ准男爵の姪めい御ご殿だな」

「キ、キゴーリ閣下！」

　野太い声に応こたえたのは、ゼナ分隊の美人大剣使いのイオナ嬢だ。

　振り返ると、セーリュー伯爵の護衛をしていたキゴーリ卿きようとベルトン子爵が馬車から顔を覗のぞかせていた。

「ペンドラゴン卿？　それに魔法兵のゼナではないか」

　ベルトン子爵の不思議そうな視線に気付いて、抱きついたままだったゼナさんが慌てて離れた。

「迷宮都市で任務に就いているはずのお前達が、なぜ王都にいるのだ？」

「そ、それは──」

　ベルトン子爵の問いかけに、ゼナさんが口くち籠ごもる。

　どうやら、オレを心配して許可も取らずに飛び出してきたようだ。

「彼女は先日の王都の異変を聞いて、主家であるセーリュー伯爵閣下の安否を確認する為ために馬を走らせてきたそうです」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、当たり障りのない言い訳を代弁した。

　ゼナさんに顔を向けて「すみません、任務の途中で呼び止めてしまって」と告げて、ここで足を止めていたのはオレのせいという印象をベルトン子爵達に持たせる。

「そうであったか。安心せよ、伯爵閣下はご無事だ。筆頭家臣として、そなたらの忠義を嬉うれしく思う」

　ベルトン子爵がそう言ってゼナさん達を労ねぎらった。

　どうやら、詐術スキルの勝利らしい。

「早く伯爵閣下にお目通りさせてやりたいが、当分は王城から戻られん。王都屋敷にいるのは堅物のトリュー殿だ。堅苦しい思いをしたくなくば、夜まで適当に時間を潰つぶしてまいれ」

　ベルトン子爵はオレとゼナさんを見た後、そう言って馬車を発進させた。

　ちょっとだけ口角が上がっていたし、ゼナさん達に小休止の時間をくれたという事だろう。

　オレはゼナさんを連れて王都邸へと戻った。




「皆さん、お疲れでしょう。すぐにお湯と休憩できる部屋を用意します」

　迎えに出てきたメイド達に客間の用意を言いつけ、ゼナさん達の馬の世話を御者に任せる。

「大通り沿いは被害が大きかったみたいだけど、この辺には被害がなかったのね」

「ええ、運が良かったようです」

　イオナ嬢に答えながら、応接室へと四人を案内した。

「もしかして魔王が出ちゃったり？」

「いいえ、魔族の軍勢や多数の魔物くらいです」

「──魔族の軍勢?!」

　リリオの冗談めかした言葉に素直に答えたら、横に座って冷たい果実水を飲んでいたゼナさんが飛び上がって驚いた。

「ああ、ご心配なく。勇者ナナシ様とその従者達が全すべて倒してしまわれました。私達には全く出番がありませんでしたよ」

「良かった……」

　ゼナ隊の面々によると、王都の異変を知ったのは偶然だったらしい。

　探索者ギルドで報告を受けたギルド長が「王都が魔族に襲撃された?!」と叫んだところに居合わせたそうだ。

　その直後に、日食で空が暗くなったのもあって不安になったゼナさんが、王都に行くとギルドを飛び出したらしい。

「いやー、いきなり魔法を使って走っていこうとするゼナっちを止めるのは大変だったんだから」

「も、もうリリオったら！　それは内緒にしてって、あれほど！」

　たしか風魔法の「疾風歩ウインド・ウオーク」は馬よりも速く走れるけど、筋肉疲労が激しいから、マラソンみたいな距離を走るのには向いていない。

「『王都の異変を調査する』という名目で騎士ヘンスから許可をもらってすぐに出発したんですが……」

「街道は混こみ合ってるわ、征翼峠の関所で足止めくらうわ、街や都市の門は閉鎖されてるわで、三日もかかっちまったよ」

　イオナ嬢とルウさんが大変な道行きを語る。

　そんな大変な思いまでして来てくれるなんて、ゼナさんには感謝しかない。

「ご主人様の匂においなのです！」

　賑にぎやかな声がしてポチが庭に面した窓から飛び込んできた。

　すぐに来客中だと気付いたポチが、「しまった」という顔になったが、すぐに一緒にいるメンバーに気付いて破顔した。

「ゼナなのです！」

「おひさ～？」

　ポチの横にタマが顔を覗かせた。

「サトゥーが帰ってきましたの？」

　なぜか、金髪縦ロールがトレードマークのカリナ嬢が、ゆさっと魔乳を揺らしながらタマとポチの間に顔を出す。

「げっ、王都でもお嬢と一緒に暮らしているとか？」

「まずいぞ、ゼナ。このままだと手遅れになっちまう」

　リリオがオレに尋ねる背後で、ルウさんがゼナさんに変な事を口走っている。

「わたくしはサトゥーが体調を崩したとニナから聞いたから、お見舞いに来ただけですわ」

「そうでしたか。わざわざお見舞いありがとうございます、カリナ様」

　ニナ女史は王国会議を休んだ理由が仮病だという事を知っているはずだから、オレとカリナ嬢の接点を増やす為に本当の病気だとでも言ったに違いない。

「少年、病気なの？」

「だ、大丈夫なんですか?!」

「いえいえ、昨日きのう少し体調を崩していただけですよ」

　オレを「少年」呼びしたリリオが、イオナ嬢に「士爵様と呼びなさい」と叱しかられている。

　コンコンとノックして入ってきたメイド長が、窓の向こうのカリナ嬢を見て困った顔になった。

　たぶん、彼女の来訪を伝える為に来たのに、先にオレの部屋に来ていたからだろう。

「た、大変です！」

　メイド長の後ろから、別のメイドが部屋に飛び込んできた。

「なんですか、旦だん那な様やお客様の前ですよ」

「す、すみません。で、でもでも、大変なんです！」

　大変だと繰り返すメイドに、手を付けていない果実水を飲ませて落ち着かせる。

「王女殿下がおいでなんです！」

「システィーナ殿下かい？」

　ルモォーク王国のメネア王女かもしれないと思いつつ、メイドに尋ねた。

「で、殿下?!」

「王女って王様の娘って事？」

「王族かよ」

　ゼナ隊の面々が微妙にパニック気味だ。

　迷宮都市の探索者学校ではノロォーク王国のミーティア王女と交流があったから、慣れているかと思ったけど、そうでもないようだ。

「あら？　ごめんなさい、来客中でしたの？」

　いつもの侍女二人を連れて現れたのは、メガネがトレードマークのシガ王国のシスティーナ第六王女だ。今日は橙だいだい色いろに近い金髪をふんわりと結い上げているせいか、いつもより柔らかい印象がある。

　我が家には応接室が一つしかないので、ゼナさんの訪問を知らないメイドがここに案内してしまったようだ。

「先日は招きに応じる事ができず失礼いたしました」

「大事ないようで良かったわ。サトゥー様に何かあったらと思うと心配で夜も眠れないもの」

　まあ、心配なのはオレ自身ではなく、オレの呪じゆ文もん作成に関する知識や知見だろうけどさ。

「ただいまー、なんだかカオスね」

「ん、混乱」

　出かけていたアリサとミーアまで戻ってきた。

「もう少し広い部屋に移動したら？」

　そんなアリサの提案に従って、オレ達はこれまで使う機会のなかったサロンへと移動する事にした。





◆






「では、僭せん越えつながら私が順番に紹介させていただきます。こちらの貴婦人がシガ王国のシスティーナ第六王女殿下です」

　オレが紹介すると王女は、ロングドレスを摘つまんでカーテシーみたいな淑女の礼を取る。

　ゼナ隊の面々は緊張で顔がこわばっている。リリオとルウさんの二人はサロンに入る前に逃げようとしていたが、イオナ嬢に捕まって道連れにされていた。

　タマとポチはリザに捕獲されて、お口チャックの状態で部屋の隅に控えている。

　仲間達のうち、ここにいないのは王城を訪問しているヒカルだけだ。

「頭良さそうだな」

「うん、あれってメガネって魔法道具でしょ？　あたし、知ってる」

「すげーな、リリオ」

　なんて会話を、リリオとルウさんが小声で囁ささやいていた。

　カリナ嬢とゼナさんは迷宮都市で面識があるので、後は王女に向けて紹介する。

「それでこちらが、私の主家であるムーノ伯爵家の次女カリナ様です」

　オレがそう紹介すると、ムーノ伯爵が陞しよう爵しやくした事を知らなかったゼナ隊の面々が「伯爵？」「男爵じゃなかった？」と囁き合う。

「この方が、サトゥー様の主家の……」

　スレンダーな王女がカリナ嬢の胸元に視線を落としつつ呟つぶやいた。

　たぶん、カリナ嬢の胸元を飾る「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」のラカを見ているに違いない。

「あなたのお父様は人を見る目があるようですね。あなたはサトゥー様の婚約者なのかしら？」

「い、いいえっ！　ち、違いますわ！」

　王女の質問に、カリナ嬢が真まっ赤かな顔で否定する。

　それは良いのだが、顔の前で腕をブンブン振るのは淑女としてまずいので止やめてほしい。

「こちらの彼女達はセーリュー伯爵領から迷宮都市へ研修に来ている私の大切な友人のゼナ・マリエンテール士爵令嬢と、その同僚のイオナさん、ルウさん、リリオさんです」

　ゼナ分隊三人の紹介が、ゼナさんのオマケのようになってしまった。

「初めまして、マリエンテール家のゼナ。サトゥー様の友人なら、私の友人も同然です。何か困った事があったら言いにきなさい」

「は、はい。身に余る光栄です」

　ゼナさんが誤解を招きそうな王女の発言に戸惑いつつも、緊張にこわばった顔で軍隊式の敬礼をする。

「ところでティナ様はお見舞いに来ただけ？」

　アリサがフランクな口調で王女に問いかける。

「ちょ、ちょっとアリサちゃん！　相手は王女殿下よ。ちゃんと敬語で──」

　慌ててアリサを止めようとしたのはゼナさんだ。

「構いません。私が許可したのです」

　アリサの口を塞ふさいだゼナさんに、王女が平淡な口調でそう言った。

　王女と一緒に探偵ごっこをした時のアリサは余よ所そ行ゆきの口調だったから、昨日の訪問で愛称呼びと今の口調を許可してもらえるくらい仲良くなったのだろう。

「ええっ？　……そうだったんですか。ごめんね、アリサちゃん」

　ゼナさんがアリサの口から手を離す。

「彼女は私の姉弟子です」

「……アリサが？」

　王女の言葉に思わず問い返してしまった。

　なんの姉弟子だろう？

「アリサとミーア様は『至高の呪文研究者』であるサトゥー様の愛まな弟で子しなのでしょう？　私も今日からサトゥー様の弟子に志願いたしますわ」

　王女が変な事を言い出した。

「サトゥーさんが『至高の呪文研究者』ですか？」

　呆ぼう然ぜんとオレを見るゼナさんの瞳ひとみが「そんな話は知らない」と雄弁に語っている。

　大丈夫、オレも知らないから。称号リストにもないし。

「そんな二つ名は初耳です」

「私達が付けました」

　王女の言葉に、アリサとミーアが胸を張る。

「サトゥーさんは魔法を使えるようになったんですか？」

「いいえ、不ふ甲が斐いない事ですがまだ詠唱ができません。呪文の研究はセーリュー市を発たった後、旅の手慰みにしていたんですよ」

　これは本当なので詐術スキルの出番はない。

　ゼナさんが「旅の間も向上心を持って学んでいたんですね！」と好意的な解釈をしてくれた。

「ティナ、用件？」

　オレの膝ひざの上にポスンッと座ったミーアが、話の流れを元に戻した。

「そうでした。サトゥー様、遅延術式にご興味はありませんか？　王立学院で前宮廷魔術師長が講義するそうなので、お誘いに参りました」

「それは興味深いですね。ぜひ、聴講したいです」

　前に王立研究所で話を聞いた時から、遅延術式に興味があったんだよね。

「いつ講義があるのでしょう？　私は王国会議に出席しないといけないので、日程が重なっていないと良いのですが」

「それは大丈夫ですわ。王国会議終了の翌日ですもの」

　それは重畳。問題なく受講できそうだ。

「では、さっそく手続きして参りますわ」

　王女がウキウキとサロンを退室した。本当にそれだけが目的だったらしい。

「ティナ様、帰っちゃった」

「ん、自由」

　玄関まで王女を見送りに行っていたアリサとミーアが、そんな言葉を交わしながら戻ってきた。

「うにゅ～」

　王女が退室して緊張が解けたのか、フリーになったオレの膝の上にタマが滑り込んでヌイグルミのようにでろんと伸びをする。

　ポチもリザの拘束から解放されたようで、カリナ嬢の横にちょこんと座った。

「ご主人様、カリナは学がつ校こーの話をしに来たのです！」

「──学校？」

　オレはカリナ嬢の方に顔を向ける。

「え、ええ。昨日きのう、メネアから王立学院の春休暇中に特別教室が開かれるので参加してみないかと誘われたのですわ」

　システィーナ王女と似たような用件だったのか。

「カリナサマ、質問！　特別教室ってどんな内容なの？」

　アリサがテンション高めに尋ねた。

「──どんな？　えっと、メネアは『学院の授業を学外の人に公開する授業体験みたいなもの』だと言っていましたわ」

「つまり単発の授業じゃなくて、体験入学みたいな感じ？」

「え、ええ、多分」

　ぐいぐい迫るアリサの勢いに、カリナ嬢が引き気味だ。

「よっしゃー！　ついに学園編なのね！」

　アリサのテンション高く叫ぶ。

　どうでもいい事だが、王立学院だから学院編だな。

「武闘大会、迷宮探索と並ぶ三大エターと言われる学園編に突入するのね！」

　エターというのはエターナルの略で、ネット小説の場合は次話更新が途絶える事を指すらしい。

「うぉおおお、滾たぎってきたあ！」

「アリサ、お行儀が悪い！」

　椅い子すの上に立ち上がって叫ぶアリサを、ルルが叱りつける。

「しかたないんやぁ～」

「お客様の前よ？」

「ゆるしてつかぁさい」

　反省のポーズをするアリサをルルが小声で叱っている。

「でも、メネアたんも良いい仕事をするわね。ご主人様にやたらとアピールする悪癖がなかったら、もっとお屋敷に招くのに」

「──メネア？」

　アリサの余計な言葉に、ゼナさんが反応してしまった。

「また、新しい女の名前だぜ」

「気を付けなよ、ゼナっち」

「二人とも、よしなさい」

　リリオとルウさんがからかうのを、イオナ嬢が窘たしなめる。

「メネア様はルモォーク王国の王女様です」

「ま、また王女様ですか?!」

「ゼナ様、落ち着いてください」

　リザがゼナさんに冷たい果実水を渡す。

「少年って本当に王女様とか将軍とか雲の上の知り合いが多いよね」

「公都で少しご縁がありまして。メネア殿下はカリナ様を姉のように慕ってくれている方なんです」

　呆あきれたように言うリリオ越しに、ゼナさんにメネア王女との関係を教える。

　メネア王女がスキンシップ多めなのは言わなくていいだろう。

「カリナ様、具体的にはどんな授業があるんですか？」

　オレは話を逸そらす為ために、カリナ嬢に尋ねた。

「色々だそうですわ。幼年学舎入学前の子達向けの春期教室や、王立学院に入学を希望する生徒達を対象にした特別教室や春期遠征実習があるそうですわ」

　オレの質問に答えたカリナ嬢が、詳細が書かれた数枚の紙をテーブルの上に並べた。

　アリサがオレの横から顔を出して覗のぞき込む。

「へ～、色々とあるのね」

　後者の遠征実習で優秀な成績を残すと、入学試験が免除されたり、返還不要の奨学金が貰もらえたりするそうだ。

　他ほかにもシスティーナ王女が誘いに来たような識者や武人による特別講義なんかも色々と開催されるらしい。

「ポチは参加したいのです！」

「タマも～？」

　タマとポチは予想通りだ。

「マスター、幼年学舎には幼生体が多いのだと報告します」

　微妙に鼻息荒くナナが言う。

「興味」

「うん、さっきのティナ様の言っていた遅延術式の講義も面白そうだし、他にも色々と面白そうだから参加するわ」

「リザはどうする？」

「私もご一緒いたします」

　リザは講義に興味がないようだったが、タマやポチを心配して同行を決めていた。

「料理の授業なんてないですよね？」

「家政科みたいな乙女学舎っていうのがあるから、料理の授業もあるんじゃないかな？」

　資料に目を走らせながら、ルルの質問に答える。

　タマとポチは家庭教師の授業もあるけど、そっちは王立学院の講義と違う時間に設定すれば問題ないだろう。

「──シガ八剣の指導?!」

「すげぇ！　さすがはお貴族様の学校だぜ！」

　イオナ嬢が読み上げた特別教室の備考欄の内容を聞いて、ルウさんが興奮した声を上げた。

　指導するのはシガ八剣第七位の「雑草」ヘイム氏と第八位の「草刈り」リュオナ女史の二人だ。

「一度でいいから剣の手ほどきを受けてみたいですね」

「きっと凄すごい剣士なんだろうな～」

　イオナ嬢とルウさんが叶かなわぬ夢のように呟つぶやく。

「いえす～？」

「ヘーム大先生は凄いのですよ！」

　タマが頷うなずき、ポチが我が事のようにヘイム氏を自慢する。

「知ってるみたいに言うじゃねぇか」

「知ってるよ～？」

「タマとポチはヘーム大先生にしゅびびって教えてもらったのですよ！」

　ルウさんの問いにタマとポチが頷く。

「またまた～」

「さすがにそれはなー」

　まったく信じないリリオとルウさんに、タマとポチは本当だと抗議する。

「二人が言ってる事は本当ですよ。聖騎士団の駐屯地に招かれた時に、ヘイム殿が二人に教授してくださったんです」

　オレが保証するとリリオやルウさんだけでなく、ゼナさんやイオナ嬢も目を丸くした。

　そんなに信じられないような事だったのだろうか？




「ただいまー、何かあったの？」

「ミ、ミトさん！」

　廊下から暢のん気きな声で割り込んできたヒカルを見たゼナさんが、ズダンッと立ち上がって驚きの叫びを上げた。

「あー、ジョン君の元カノの友達の子だ」

　ヒカルの発言を聞いたリリオが顔を背けて「元カノって言うな」と呟いた。

　そういえばゼナさん達は迷宮都市への道中で、二度ほどヒカルと共闘したって言っていたっけ。

「どうしたの、リリオ？」

　リリオがヒカルの後ろや周囲を見回していた。

「あいつは一緒じゃないの？」

「あいつ？　──ああ、ジョン君の事？」

　ヒカルが確認するとリリオがそっぽを向いたまま小さく頷いた。

「ごめんね、ジョン君とはゼッツ伯爵領で別れてから会ってないんだよ」

「そっか……だったら、あの巨乳美女達と一緒なのかな」

　リリオがナナを見る。

「私の姉妹なら、ボルエナンの森で修行中だと告げます」

「ボルエナンの森って、もしかして──」

「エルフの里だと補足します」

「マジで?!」

　ナナの答えにリリオが叫んだ。

「へー、あの排他的なエルフ達が外の子達を受け入れるなんて、凄いね」

　ヒカルが尊敬の目をオレに向けた。

　エルフの里の人達は人懐っこいけど、種族としては排他的なスタンスを取っているんだよね。

「サ、サトゥー、この方は？」

　オレの後ろに回り込んだカリナ嬢が、オレの袖そでを引きながら尋ねた。

「ミトと言って、術理魔法の達人ですよ。こちらは私の主家であるムーノ伯爵家の次女カリナ様です」

　前半はカリナ嬢に、後半はヒカルに向けて説明した。

「よろしくねー」

「こ、こちらこそ、よろしくお願いいたしますわ」

　ヒカルが「胸、大おつきい。イチロー兄ぃが好きそう」なんて呟いていたが、そちらは全力でスルーした。

「も、もしかして、サトゥーの許嫁いいなずけですの？」

「サトゥーさんの許嫁！」

　誤解に満ちたカリナ嬢の発言を聞いたゼナさんが悲鳴のような声を上げた。

「いいえ、違います」

　そんな事実はないので、オレはキッパリと否定する。

「私の最愛の人がサトゥーの知り合いなんだよ。その人が行方ゆくえ不明でさ。その人を見つけるまで屋敷を使っていいって、サトゥーが言ってくれたんだ」

「そうだったんですね！」

　ゼナさんが明るい声で言う。

　なぜヒカルがここにいるのか、悩んでいたようだ。

　カリナ嬢も安あん堵どの吐息を漏らしていた。

「そういえばミトさんと少年って顔立ちが似てるよね」

「ああ、確かに」

「同郷の方だったんですね」

　ゼナ分隊の三人がそんな言葉を交わしていた。

　ジョン某なにがしというリリオの元カレは、ミトの事を「遺跡で拾った」と言っていたらしい。

　そのジョン某もゼナさん達も、ヒカルが遺跡で眠っていた王祖ヤマト本人だとは気付いていないようだ。




「ご主人様、お夕飯は何にしましょう？　ゼナさん達は長旅でお疲れでしょうし、お節料理よりもお腹なかに優しい料理を用意しましょうか？」

　メイドに耳打ちされたルルが尋ねてきた。

「オスェチ？　もしかして、王祖様の物語に出てくるオスェチ料理ですか？」

「伝説の料理人ツェンが望郷の念に涙する王祖様の為ために、再現しようと東奔西走したっていうあの？」

　ゼナさんとカリナ嬢が凄い勢いでルルに迫る。

「え、あ、あの？　えっと──ご主人様、助けてください」

　オレはリクエスト通りルルを救出し、ルルにお節料理を持ってくるように頼んだ。

　ここでゼナさん達の体調を思ってお節料理をキャンセルしたら、がっかりさせそうだからね。

　せっかくなので、満開の桜の樹きがある中庭でお節料理を振る舞う事にした。

「せっかくだから、外で食べましょうか──」

　既に日は落ちていたが、中庭には照明の魔法道具があるので問題ない。

「このお屋敷にも桜の樹があるんですね」

「ええ、ゼナさん、あちらをご覧ください」

「あっち、ですか？　──うわあ」

　そちらには王城の横にそびえ立つ巨大な王桜を、下からライトアップしている幻想的な光景があった。

「これが有名な王都の桜なんですね」

「儚はかなげでいて、全すべてを桜色に染める強さを感じます」

　ゼナさんとイオナ嬢が王桜を見つめて感嘆の吐息を漏らす。

　リリオとルウさんは屋敷の奥から流れてくる香りに気もそぞろだ。

「セーリュー市にも花見はあるんですか？」

「はい、草原いっぱいに咲く牧草のシロツメクサはとっても綺き麗れいなんです！　お弁当を持って出かけて、皆みんなで花冠を作るんです」

「それは楽しそうですね」

　花見シーズンにセーリュー市を訪れねば。

「はい！　その時はご案内します！」

「ぜひ、お願いします」

　ニマニマとこっちを見るゼナ分隊の面々に気付いたゼナさんが、湯気を上げそうなほど真まっ赤かになって下を向く。

　そこに丸めた敷物を担いだタマとポチがやってきた。

「しきしき～？」

「シキモノ隊なのです！」

　タマとポチがふかふかの敷物を庭に広げる。

　そのまま敷物の上に転がって遊んでリザに叱しかられるところまでが、いつものパターンだ。

「ふかふかですね。ずいぶん大きいですけど、これは何の毛皮なんですか？」

「迷宮中層に生息する毛長古虎という『区画の主エリア・マスター』から取った毛皮です」

　ゼナさんの疑問にリザが答える。

「エ、『区画の主』の毛皮ですか？」

「肯定と告げます。手触りが、そう、とても良いのです」

「ん、同意」

　ナナがこくりと頷いて、ミーアと一緒に毛皮を優しく撫なでる。

「皆さん、準備ができました」

　ルルがメイド達と一緒に重箱に入ったお節料理を並べる。

　今晩のお雑煮はすまし汁に焼いたお餅もちが入っているタイプだ。

「こ、これがオスェチ」

「ご馳ち走そうじゃん」

「見慣れない料理ですね」

「すっげー」

　感動するゼナさんに、リリオ、イオナ嬢、ルウさんが感想を呟く。

「カリナ、このローストビーフが美お味いしいのですよ」

「イセエビも美び味み～？」

　ポチとタマの二人がカリナ嬢の左右に座って、自分達のお勧めを彼女の皿に取ってやっている。

「ゼナ様、僭せん越えつながら私がお取りいたします」

「ありがとう、リザ」

　リザがキリッとした表情で取り皿に料理を盛り付ける。

　自分の好きなボーダラが人族には硬さで好き嫌いが分かれるのを知ったのか、最初の盛り付けに入れなかったようだ。

「キシュレシガルザ女准男爵様が手ずから取り分けるなんて贅ぜい沢たくね」

　アリサが冗談めかして言う。

「キシュレシガルザ女准男爵？」

「リザの家名と爵位だと告げます」

　ゼナさんの呟きにナナが答える。

「え？」

「「「橙とう鱗りん族が女准男爵？」」」

　戸惑うゼナさんの言葉を、ゼナ分隊の面々が上げた驚きの声がかき消した。

「ご主人様の薫陶の賜たまものです」

　リザがすまし顔で言う。

　尻しつ尾ぽがリズミカルに動いている。

　きっと、誇らしい感じなのだろう。

「少年、家臣に追い抜かれちゃったわね」

「ちょっと、リリオ！」

　リリオの軽口をゼナさんが叱る。

「大丈夫ですよ、ゼナさん。ペンドラゴン卿きようも陞しよう爵しやくされているはずです」

　確信めいた表情でイオナ嬢の言葉に首肯する。

「おめでとうございます、サトゥーさん！」

　ゼナさんが祝福の言葉をくれる。

「また、偉くなったのか～。今度は名誉准男爵になったの？　それとも永代？」

「永代です。子爵に陞爵しました」

「「「子爵」」」

　リリオの問いに答えるとゼナ隊の面々が絶叫した。

「サ、サトゥーさんが、し、子爵様？　子爵様って子爵様ですよね？」

「落ち着いてください、ゼナさん。ベルトン子爵様と同じ子爵です」

　混乱するゼナさんをイオナ嬢が宥なだめている。

「サ、サトゥーさ──子爵様」

「名誉士爵の時と同じでいいですよ。公的な場所以外では今まで通り接してください」

　友人から他人行儀な呼び方をされるのは少し寂しい。

「でも、ミスリルの探索者って凄すごいのね。あたしらも『階層の主フロア・マスター』討伐を目指そうか？」

「無理に決まっているでしょう」

「イオナの言う通りだ。墓が増えるだけだな」

　リリオの冗談に、イオナ嬢とルウさんがツッコミを入れた。

「あはは、ご主人様やリザさんは特別よ。その証拠にわたし達は全員、名誉士爵位だったもの」

「──特別？」

「ご主人様は言うまでもないでしょ？　リザさんはシガ八剣筆頭のジュレバーグさんに試合を挑まれて勝っちゃったのよ」

「「「勝った？」」」

　アリサの発言を聞いたゼナ隊の面々が驚きの声を上げた。

「ジュレバーグって、あの『不倒』の？」
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「そうよ。ナナも聖盾使いのレイラスさんと戦ったし、ご主人様もシガ八剣候補とかと戦ったわよ」

　オレがゴウエン氏と戦った事は言わずにいるあたり、アリサはオレの事をよく分かっている。

　このままだとシガ八剣候補にノミネートされた事なんかが、リリオやルウさんの口から迷宮都市中に広まる未来が予想されたので、話を彼女達の事に変えた。

　今は探索者学校の卒業生「ぺんどら」達と一緒に、狩り場の拡張に邁まい進しんしているそうだ。

「リザ──女准男爵閣下がやっていたマラソンを私達もやっているんです」

「ゼナ様、私の事はリザと呼び捨てにしてください。今の私があるのは、ゼナ様が身を挺ていして守ってくださったお陰です」

「わ、分かりました」

「できれば敬語もなしでお願いします」

　リザの要求にゼナさんが困った顔でこちらを見る。

「ゼナさんさえ宜よろしければ、そうしてやってください」

「は、はい。では公の場以外ではそうします」

　ゼナさんがそう言うとリザもほっとした顔になる。

「──ミーア様が楽聖と一緒の舞台に？」

「ん、楽しい」

　イオナ嬢とミーアがそんな事を話していた。意外な組み合わせだ。

「ちびっ子はこっちでも修行か？」

「いえす～？」

「タマは彫刻工房で修行しているのよ。ほら、そこに飾られてる『夢見るリンゴ飴あめ』が最新作なの」

「うそっ、これを作ったの？　すっごいわね」

「今度の品評会に出してもらえるんだって」

「マジで？」

「すげーな、ちびっ子」

「にへへ～？」

　ルウさんとリリオがタマを褒める。

「ポチも小説を書いているのですよ！」

「冒険譚たんかしら？　力作ですわね」

　ポチが妖よう精せい鞄かばんから取り出した分厚い紙束をカリナ嬢に見せる。

「私は養護院の子供達に人形作りを教えていると発表します」

「か、可愛かわいい人形だね」

　ナナが妖精鞄から取り出した人形をヒカルが褒める。

「リザさ──リザは王都に来て何か変わった事を？」

「いいえ、私は槍やりだけですから」

「謙けん遜そんしなくてもいいじゃない。立ち合いや指南を求める武人が、ひっきりなしに来るってメイド達が言ってたわよ」

　屋敷の前だと、ご近所迷惑なので、都市郊外にある草原で対処しているらしい。

「シガ八剣候補達も来てたって本当？」

「ええ、良い試合でした」

　リザが満足そうに頷うなずく。

「このままなら、シガ八剣に誘われるかもしれませんね」

　ゼナさんが笑顔で言う。

「誘われた」

　ミーアがぽそりと呟つぶやいた。

「え？」

「もう筆頭さんから勧誘済みよ。んでもって、お断り済み」

「「「えええっ！」」」

　アリサの言葉に、ゼナ隊の面々が驚きの声を上げた。

「私の槍と忠誠はご主人様に捧ささげていますから」

　リザが凜り々りしい顔でそう言う。

「さすがはリザですね」

「いえ、私などご主人様に比べたらまだまだです」

　傲おごらないリザの反応に、ゼナさんが眩まぶしいモノを見るように目を細めた。

「私達も負けていられません！　リリオ、イオナさん、ルウ！　伯爵様にご挨あい拶さつしたら、明日の朝には迷宮都市に帰りましょう」

　ゼナさんは仲間達の成長を見て奮起したようだ。

　それにしても、王都まで来てとんぼ返りは性急すぎると思う。

　往路は各種魔法薬を使った昼夜を問わない強行軍だったそうだし、しばらくゆっくりしていけばいいのに。

「えー、王都で美お味いしいモノでも食べて帰ろうよ」

「そうだぜ！　二、三日くらいゆっくりしてもバチは当たらないって」

「馬達も疲労しているでしょうしね」

　ゼナ隊の面々も休暇希望みたいだ。
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「ではサトゥーさん、私達は迷宮都市に帰還します！」

「無理はなさらない方が──」

「大丈夫です！　昨日きのう、サトゥーさんにいただいた魔法薬で元気いっぱいですから！」

　疲れが取れるようにと渡した魔法薬が裏目に出たらしい。

　樽たるで作ってあるからと馬にも与えたので、ゼナさん達の乗る軍馬も目が爛らん々らんと輝いている。

「分かりました。でも、道中はお気を付けて」

「はい、サトゥーさん」

　ゼナさんがお日様のような笑顔で答える。

　なぜかゼナさんが黙ってしまったので、そのまましばらく見つめ合ってしまった。

「ぎるてぃ？」

「違うんじゃない？」

　鉄壁ペアがオレの背後でそんな会話を交わす。

「ゼナたん、そういえばセーリュー伯爵には挨拶できたの？」

「はい、忠義を褒められてしまって、ちょっと──」

　ゼナさんはマジメだから、その事を後ろめたく感じているようだ。

　セーリュー伯爵が屋敷に戻ったのは夜半過ぎとの事で、ほんの短い間しか会えなかったらしい。

　ゼナさんがオレの隣に立つリザに視線を向ける。

「リザ、私達も強くなります。あなたが自分の恩人だと誇れるくらいに」

「ゼナ様なら、きっとなれます」

　ゼナさんの宣言に、リザが力強く頷く。

「だいじょび～？」

「そうなのです！　ゼナは絶対に絶対に強くなれるのですよ！」

「ん、ガンバ」

「命は大事にと告げます」

「無理せず頑張るのよ」

　仲間達がゼナさんを激励する。

「ま、待って！」

　出発しようとしたゼナさんを止めたのはルルの声だ。

「良かった、間に合って。これお弁当です。良かったら食べてください」

「ありがとう、ルルさん。ありがたくいただきます」

　良い香りのする包みに、タマとポチが目を閉じてスンスンと匂においを嗅かぐ。

「それじゃ、サトゥーさん、また迷宮都市で！」

「ええ、私達も月末くらいまでには迷宮都市に戻ります」

　世界一周旅行に出発するにしても、その前に一度は迷宮都市に顔を出すつもりだ。

「それじゃ──きゃあああああああああああ」

　ゼナさんを乗せた馬達が凄い速さで駆けていった。

　疲労回復薬が効き過ぎたのかもしれない。

「ゼ、ゼナ様！」

「たいへん～？」

「えまーじぇんなのです！」

　獣娘達がゼナさん達を追いかけていった。

「大丈夫かしら？」

「大丈夫だよ」

　既にリザ達が追いついて馬を減速させたみたいだし、さっきみたいな不意を突つかれなければゼナさん達の乗馬技術で御せるはずだ。

「ミーア、悪いけど」

「精霊？」

「ああ、シルフを呼び出して、不可視モードでゼナさん達を空から見守っててくれるかい」

「任せて」

　ミーアが胸を叩たたいて引き受けてくれた。

「まったく、ご主人様ってば過保護なんだから」

　アリサが呆あきれたように肩をすくめる。

「念の為だよ」

　でも、オレが言わなければ、アリサがミーアに頼んでいたと思うんだよね。

　アリサもオレに負けず劣らず心配性だからさ。
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〝サトゥーです。番外編やスピンオフで学園モノをやるファンタジー小説や漫画をたまに見かけます。嫌う人もいますが、本編とは違ったほのぼのとした展開になる事が多いので結構好きなんですよね。〟






「とーちゃーく～？」

「なのです！」

　ゼナさん達を見送った後、オレ達は王立学院へとやってきていた。

　オレは今日も王国会議に出ないといけないのだが、出仕まで時間があるので保護者として同行している。ヒカルは朝に弱いので置いてきた。

「大学のキャンパスみたいな広さね」

　アリサが立派な正門から広い敷地を見渡す。

「一つの敷地に幾つもの学校があるからね」

　王立学院は高等学舎、貴族学舎、魔法学舎、騎士学舎、乙女学舎、幼年学舎の六つからなる巨大な教育機関だ。

　敷地の中には莫ばく大だいな蔵書を誇る大図書館や大小様々な講堂などもある。

　この敷地以外にも校舎や演習場があるようだ。

「へー、魔法学舎と騎士学舎はまんま魔法使いと騎士を育てる学校なんだろうけど、他ほかは？　乙女学舎は女子校か花嫁学校あたりよね？」

「ああ、そうだよ。他はね──」

　オレはアリサに首肯し、聞きかじった知識を開陳する。

　高等学舎は日本の大学に相当する最高学府で、成績優秀であれば身分に拘かかわらず入学できる。

　貴族学舎は名前の通り貴族の子弟が通う学校だ。成人未満の子供達が通う幼年学舎は、永代貴族の子弟は少なく、名誉貴族の子弟や裕福な平民が大部分を占める。永代貴族はそれぞれの家で家庭教師を付けて英才教育を施す事が多い為ためだ。

「マスター、看板を発見したと告げます」

「『新人貴族教室』？　これかしら？」

　ナナが街路樹前に立てかけられた看板を見つけた。

「こちらの矢印には『特別講座、受付』と書かれてありますね」

「マスター、ここに『特別教室、受付』と書かれてあります」

「『いっぱんきょーいくこーざ』～？」

「『よーねんがっしゃーしゅんききょーしつ』っていうのを見つけたのです！」

　仲間達が次々に新しい案内を見つける。

「ちょっと待ってください。カリナ様からいただいた案内書に書いてあったと思います」

　ルルが妖よう精せい鞄かばんから書類を取り出す。

　特別講座というのがシスティーナ王女が言っていた遅延術式などの専門家向け講座で、それ以外の新人貴族教室などがカリナ嬢が言っていた特別教室に分類されていた。

　とりあえず、仲間達に一番必要で授業日数の少ない新人貴族教室を受ける為に、看板の矢印に従って受付に向かう。道なりに進んでいくと、前方に人だかりができていた。

　中高生くらいの少年少女達がたくさんいる。

「決闘なのです！」

「木剣を使っているし、決闘じゃなくて試合じゃない？」

　興奮するポチの視線の先では何かの試合が行われていた。

　生徒達の人垣でほとんど見えないので、タマとポチはリザとナナによじ登って見物している。

　ミーアとアリサも見たがったので、二人を抱え上げてやった。

「ダメダメ～？」

「ぺっぽこ」

「どちらも初心者なのでしょう」

　リザがタマとミーアを窘たしなめる。

「それはそうだろうけど、華きや奢しやな方は初心者以前に武器や防具の重さでふらふらじゃない。怪け我がしたら危ないし、試合より先に体力作りをするべきね」

　アリサが苦言を呈する間にも、試合は決着した。

「完勝だったじゃないか、バリー」

「相手がアレじゃ誇れないよ」

「女の子がゾーゴン家の御曹司に勝てるわけないね」

　勝った方の少年が取り巻きにちやほやされている。

「君、向いてないよ。女の子なら騎士なんて分不相応な身分に憧あこがれず、刺し繡しゆうやダンスの練習でもした方がいいんじゃないかな？」

　少年が負けた相手にイヤミな口調で女性蔑べつ視しな発言をする。

「また、性格の悪そうな子ね。この国の若い貴族って変なのが多いわ」

「ん、愚鈍」

「そんな事ないさ。大多数は普通の子だよ。インパクトが強いから、変なのが印象に残りやすいだけだ」

　眉まゆを顰ひそめるアリサとミーアに、認知バイアスだよと言いながら地面に降ろす。

「バリーの言う通りだ。君は乙女学舎の方が向いているよ」

「い、いいえ、私は絶対に騎士になるんです」

　尻しり餅もちをついていた少女が立ち上がり、荒い息で訴える。

「無理だって。君には才能やセンスが欠片かけらもない。元シガ八剣の娘とは思えないね」

　──元シガ八剣の娘？

　兜かぶとを被かぶっていたので気付かなかったが、彼女は元シガ八剣のゴウエン氏の娘であるシェリン嬢だ。

「そ、それでも、騎士学舎で修行して聖騎士になってみせます」

「そして、御お家いえを再興するって？　夢物語もいいところだ」

　必死な感じのシェリン嬢をイヤミ少年が嘲あざける。

　自分の目標をくさされて、シェリン嬢が唇を嚙かみしめるのが見えた。

　──さすがに知らん顔はできないな。

「そのへんにしていただきましょう」

　オレは人垣を飛び越え、イヤミ少年達からシェリン嬢を庇かばう。

「あ、あなたは！」

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　彼女は先日会ったオレの事を覚えてくれていたようだ。

「貴公は何者だ！」

　イヤミ少年がオレに向かって誰すい何かしてきた。

「名乗るほどの者ではありませんよ」

「なんだとっ！　その候補生の騎士にでもなったつもりか！」

　オレの答えが気に入らなかったのか、イヤミ少年が猛たける。

「そんな才能のないヤツが騎士学舎の入学試験に合格なんかするもんか！」

「俺達は身の程を教えてやってたのさ！」

　イヤミ少年の友人達も罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけてくる。

　彼らの言葉を否定しようと口を開いた瞬間、人垣の向こうから怒鳴り声が飛んできた。

「おい、そこ！　許可もなく何をしておるか！」

「げっ、やべぇ、ハゲメイスだ」

「捕まったら懲罰訓練だぞ、逃げろ！」

「ちっ、今年は来るのが早いな」

　人ひと混ごみの向こうから聞こえた教師の声に、イヤミ少年達が一目散に逃げ出した。

　この試合は在校生である彼らが勝手に行っていたものだったようだ。

「さ、才能がない事はそんなに悪い事なんでしょうか……」

　シェリン嬢が悔し涙を浮かべながら内心の思いを吐露する。

「才能なんてオマケのようなものです。諦あきらめず愚直に剣を振り続ければ、いつかお父上に認められるほどの騎士になれますよ」

　ちょっとリップサービスが過ぎるかと思うが、本人が諦めるまでは応援してやりたい。

「私になれるでしょうか……」

「あなたがそれを望み、たゆまぬ努力を続けるなら、必ず」

　この世界はレベル制だから、地味に経験値が溜たまっていくしね。

「サトゥーの言う通りだ」

　大きな手がシェリン嬢の頭に置かれる。

「ヘイム様！」

「待たせたな。校長の許可を取ったから、受講は問題ないぞ」

　彼女の父親の友人でシガ八剣のヘイム氏が、シェリン嬢を王立学院に連れてきたようだ。

「すまんな、サトゥー。監視はたくさんいるはずなんだが、あいつらは子供同士の喧けん嘩かに介入する気はないようだ」

　レーダーを確認すると、確かに隠おん密みつ風の局員がたくさんいる。

　シェリン嬢は監視付きで外に出ているようだ。

「もしかして──」

「ああ、許可を出した連中は、シェリンを反ビスタール公の残党を釣りだす囮おとりにするつもりだろう」

　恥知らずな事だ、とヘイム氏が吐き捨てる。

　一応、シェリン嬢が離宮を出てきたのは彼女の希望らしい。

「大先生～？」

「ヘーム大先生なのです！」

　アリサに連れられて仲間達がやってくる。

「おお、タマとポチか、今日も元気だな」

　ヘイム氏が二人の頭を撫なでる。

「そういえば、ポチ」

「はいなのです」

「この間の赤縄事件で誰だれと話していたのか、そろそろ教えてくれる気になったか？」

「ポ、ポチは誰とも話してなんかいないのです！」

　動揺したポチがチラチラとオレを見るのでバレバレだ。

「独り言」

「そ、そうなのです！　ポチは独り言のプロなのですよ！」

　ポソリと呟つぶやいたミーアのアシストに、ポチが全力で乗っかった。

「そうか、プロなら仕方ないな」

「そうなのです。仕方ないのですよ」

　ヘイム氏が笑いを堪こらえながらそう言うと、ポチが安あん堵どした顔で額の汗を拭ぬぐった。

　どうも、ヘイム氏はポチをからかうのが楽しいようだ。

「きゃああ──ですわ！」

「バ、バリー！」

　悲鳴と同時に少年が空を舞った。

　さっきの声はカリナ嬢だ。

「カリナ～？」

「カリナが大変なのです！」

　タマとポチが駆け出した。

「凄すごい蹴けりだ！」

「騎士学舎の特別教室に来た子か？」

「今年はレベルが高いな」

　周りの少年達がざわめく。

「すみません、ちょっと連れが何かしたようですので、私はこれで」

　オレはそう言ってヘイム氏に後を任せ、カリナ嬢のいる方へ向かう。

「君は文句なく合格だ！　さあ、行こう！　騎士学舎の入学手続きはこちらだ」

「あ、あの？　ちょ、ちょっと待ってくださるかしら」

　筋肉質な教師に迫られて、カリナ嬢が及び腰だ。

「何を躊躇ためらう！　君は騎士学舎に入る為ために特別教室に来たんだろう？　君に講義や入試など不要だ」

「狼ろう藉ぜき禁止～？」

「カリナをいじめちゃダメなのです！」

「……タマ、ポチ。来てくれたんですわね」

　カリナ嬢の腕を取ろうとした教師の前にタマとポチが立たち塞ふさがった。

「失礼ですが、騎士学舎の先生ですか？」

「うむ、その通りである」

「彼女は新人貴族教室を受講しにきたムーノ伯爵閣下のご令嬢です。無理強いはご遠慮ください」

　面倒そうな相手なので、他ほかの講義を受けにきたのだと詐術スキルの助けを借りて訴えた。

「だが、あれほどの蹴りをみすみす見逃すのは……」

　彼はラカによる「超強化」をカリナ嬢のスキルと誤解しているようだ。

「では、せめて見学だけでも！　新人貴族教室は三日間だけのはず！　その後にぜひ！」

「カリナ様、どうされますか？」

　教師があまりに熱心なので、カリナ嬢に尋ねてみた。

「一人で行くのは不安ですわ」

　カリナ嬢がすがるような目でオレを見る。

　ならば──。

「リザ、悪いけど、カリナ様が見学する時に付き添いを頼めるかな？」

「承知いたしました、ご主人様」

　目が合ったリザに頼んでみた。

　オレが付き添ってもいいんだけど、家臣とはいえ未婚の男が一緒だとカリナ嬢の婚活に支障がでそうだからね。

「ご主人様はこういうトコはドライよね」

「ん、同情」

　ぷくっと頰ほおを膨らませたカリナ嬢を見ながら、アリサとミーアが微妙に失礼な事を呟いていた。

「マスター、新人貴族教室の受付は向こうの校舎だったと告げます」

「ここは色んな学舎に入学を希望する生徒さん向けの特別教室の受付だそうです」

　人混みの向こうからナナとルルが戻ってきた。

　どうやら、わざわざ係の人の所まで尋ねに行ってくれていたようだ。

　オレは受付を済ませた仲間達を新人貴族教室の開かれる場所まで送った後、一人寂しく王国会議に向かった。





◆






「マスター、私もポチやタマと同じ教室で学びたいと告げます」

　王国会議から戻ると、出迎えたナナからそんな要求を聞かされた。

　執務室に連日届く大量の手紙を処理しないといけないんだけど、大半はお茶会や晩ばん餐さん会かいのお誘いと縁談ばかりなので、後回しでも問題ないだろう。

　たまに年末の一件で仲間達に助けられた人達からお礼状が届いたり、手紙でリザに決闘や試合の申し込みがあったり、オレに仕官や借金の打診があったりするが、そんなのは希まれだ。

　投資関係は手紙ではなく、王国会議後のサロンや舞踏会なんかで話を聞く事が多い。

「二人は別の教室だったのかい？」

「よーねんがっしゃ～？」

「そうなのです！　同じくらいの歳としの子達がいっぱいいっぱいいたのですよ！」

　幼年学舎かな？

「講師のおばさんが二人は先に幼年学舎で基礎を学ぶべきだって言って、幼年学舎の春期教室に送り込んじゃったのよ」

　なるほど、二人は見た目も中身も子供だからね。

「私の移籍は却下されたと不満を訴えます」

「ナナは見た目が大人だから」

「外見による差別は不当だと主張します」

　ナナは小さい子達が多い教室で学びたかったらしい。

「わたしとルルとミーアの三人は礼儀作法や基礎知識をクリアしたわ。追加の授業料はないって話だったから、空いた時間に他の授業を受けたの」

　最初にそれなりの授業料を支払ってあるから、枠内ならどの授業を受けてもいいそうだ。

「わたしとミーアは魔法学舎の特別教室に参加。ルルは乙女学舎の特別教室、よね？」

　アリサの言葉にルルが頷うなずく。乙女学舎というのはいわゆる花嫁学校で、上流階級の女性に必要な知識や教養を学ぶ場所らしい。

「今日は刺し繡しゆうやお茶会について教えてもらったんです」

　ルルが楽しそうで良かった。

　幸いな事に彼女に暴言を吐く者やいじめる者はいなかったらしい。

「大丈夫よ。ルルが乙女学舎に行く時についていったけど、下級貴族の係累か中堅以下の商会や豪農の令嬢だけだったわ。短期の特別教室に参加する人は、それほど裕福な家じゃない人が多いみたい」

　アリサがオレに耳打ちする。

　オレの心配は彼女には筒抜けだったようだ。

「マスター、礼儀作法は難敵だと告げます」

「ええ、貴族に相応ふさわしい態度というのがよく分かりません」

　ナナとリザはわりと苦戦中らしい。

「そんな時はご主人様がどう行動するかを思い浮かべ──たら、ダメね。あんまり一般的じゃないわ。ムーノ伯爵家の人達を想像してみたら？」

　アリサが酷ひどい。

「分かりました。頑張ってみます──ですわ？」

「了解したですわとつげます」

　リザとナナがカリナ嬢の口調をまねる。

「いや、口調は別にまねなくていいんだってば」

　アリサがそう言って笑うと、タマやポチまでカリナ嬢の口調をまねしだして、最後には互いのものまね合戦になってしまった。





◆






「なんだか学生時代に戻った気分だ」

　今日の午前中で王国会議最終日が無事終了したので、オレは仲間達の様子を見に王立学院に来ていた。

　楽しみにしている遅延術式の講義は明日なのだが、夕方から王国会議終了のお疲れ様会が開かれるので、それまでの時間を潰つぶしに来たのだ。

　偉い人達は夕方まで権謀術数が渦巻く利権調整や折衝を行うようだが、そこに首を突っ込む趣味はないので、王立学院に避難してきたという側面もある。

　王国会議で着ていた上級貴族の正装は、お城の外だと違和感が凄いので、馬車の中で身軽な格好に着替えておいた。

「ヒカル！」

　正門前の広場で、ヒカルが初代学長の像を見上げていた。

「あっ！　イチ──サトゥー」

　一瞬目を輝かせた後、ヒカルが少し寂しげな目をしてオレの名を呼ぶ。

「ヒカルも講義に来たのか？」

「ううん。ちょっと思い出の場所巡りかな」

　数百年後の世界に魔法的なコールドスリープで目覚めたわけだし、彼女の主観だと一晩眠って起きたら知人がほぼ全員死んでいたようなモノだから、アンニュイな気分になるのも致し方ない事だと思う。

「そっか。この初代学長さんも知り合いだったのか？」

「うん、メルボン君は農家の生まれでね。一緒に旅をしている間に、私や仲間達から色んな事を学んで、どんどん賢くなっていったんだよ。私が王様になった時も副宰相としていっぱい助けてくれたし、いつか王都に学校を作りたいっていつも言ってたんだぁ」

「なら、メルボンさんは目的を果たしたんだね」

　楽しそうに歩く学生達を見れば分かる。ここは良い学校だ。

「うん、私はメルボン君を誇りに思うよ」

　ヒカルがそう行って初代学長の像を見上げる。

　過去を懐かしむ彼女の邪魔をしたくないので、オレは何も言わずにその場を離れた。




「魔法学舎の必ひつ須す科目、『詠唱』の無料特別教室はこちらでーす。もうすぐ締め切りですよー」

　しばらく歩いていると、ローブ姿の少女が呼び込みをする声が聞こえてきた。

　非常にオレ向きの授業なので、ちょっと参加してこよう。

「詠唱教室に参加したいのですが」

「はーい。一名様ご案内あんなーい」

　なんだか、居酒屋やファミレスのウェイトレスさんみたいだ。

　オレで締め切りだったようで、案内の女の子──魔法学舎の生徒さんに先導されて特別教室が開かれている校舎の屋上へと案内された。一番後ろの席に座ると、すぐに授業が始まる。

　──おや？

　一番前の席で、ゴウエン氏の娘であるシェリン嬢が講師の説明を熱心に聞いているのを見つけた。

　シガ八剣が属する聖騎士団は、光魔法を使える事が条件だから、彼女も呪じゆ文もん詠唱を学ぶ為ために受講しているようだ。

「■、これは生活魔法の『微風ブリーズ』の詠唱である。これをゆっくりと引き延ばして唱えると『りゅ～りゅりある～ろねあ』から始まる長い文言となる。我々が詠唱を──」

　このへんの説明はゼナさんやアリサ達から何度も聞いた内容なので軽く聞き流しておく。

　何か極意のようなモノが聴けるかと期待していたのだが、魔法学舎の教師は「練習を積み重ねればある日天啓を受けたかのように使えるようになる」的な事を長々と語っただけだった。

　まあ、普通の人なら経験値が溜たまって詠唱スキルがアクティベートされるだろうから、正しい説明だったのかもしれないけどさ。




　教師による説明が終わると、講習生達の詠唱実習が始まった。

　詠唱実習の指導は教師を手伝っていた魔法学舎の生徒達が行うようで、最初だけ様子を見た後、教師は生徒達に後を任せて退出してしまった。

　詠唱実習は生活魔法の「微風ブリーズ」や術理魔法の「信号シグナル」みたいな短い詠唱の呪文を練習するようだ。

「▼　微風ブリーズ」

「◆　信号シグナル」

「▲　微風」

　みんなオレと大差ない感じだ。

　指導の生徒が振る短たん杖じようのリズムに合わせて詠唱を行う。

「■　微風」

　──おっ、誰だれか成功させたみたいだ。

　振り返るとニヤニヤ笑いのローブ姿の少年がいた。取り巻き付きだ。

「ちょっとバリー！　邪魔しないでよ！」

「いいじゃないか。受講生達に本当の詠唱を体験させにきてやったのさ」

　オレを案内してくれた女子生徒が、ニヤニヤ少年を叱しつ責せきする。

「そうとも！　ゾーゴン卿きようの詠唱はクラスで一番なんだからね」

「おいおい、そんなに持ち上げたら恥ずかしいじゃないか」

　取り巻きによいしょされて、ニヤニヤ少年のニヤニヤ度がアップした。

「皆みんな、あんなのは無視していいわよ。さあ、練習、練習！」

「◆　微風」

「▼　信号」

「▲　微風」

　指導の生徒に促されて、オレ達は詠唱の練習に戻る。

　ニヤニヤ少年は指導のつもりなのか、講習生達の周囲を偉そうに闊かつ歩ぽし、やれリズムが半瞬ズレただの、やれ呪文が間違っているだの、適当に口を出しては講習生や指導の生徒に嫌がられていた。

「バリー、邪魔しないで！」

「僕は指導しているだけさ」

「それが邪魔なの！」

　最初にニヤニヤ少年達に文句を言っていた女子生徒が止やめるように言ったが、まるで聞き入れる様子がない。

「まったく、マークレのバカがいなくなったと思ったら、今度はバリーか！」

　埒らちが明かないと判断した女子生徒が、教師を呼ぶ為に屋上を飛び出していく。

　彼女の言うマークレというのは、赤縄事件で色々と名前が挙がっていた貴族家の事だろう。どうやら、魔法学舎にいたマークレ家の子弟も問題児だったようだ。サロンの噂うわさだと、赤縄事件の調査が終わるまでマークレ家の一族は屋敷に軟禁中との事だった。

「おや？　君は騎士学舎の特別教室で何度も倒れてた落ちこぼれじゃないか」

　ニヤニヤ少年が隣のグループにいるシェリン嬢に絡み始めた。

「騎士は諦あきらめたのか？」

「▲　発光ライト」

　シェリン嬢に無視されたニヤニヤ少年が、不愉快そうに眉まゆを顰ひそめる。

「ふん、三日で騎士を諦めるヤツには魔法使いだって無理さ」

「あんなへっぴり腰じゃ、そりゃ無理さ」

「魔法学舎の薬草臭い女はモテないぞ？」

「顔は良いんだから、乙女学舎で己を磨いて、将来性のある男を捕まえた方がいいんじゃないか？」

　ニヤニヤ少年がイヤミを重ねると、取り巻き達もこぞってシェリン嬢の邪魔をする。

　彼女を指導する生徒は、ニヤニヤ少年達が怖いのかオロオロしているばかりだ。

「そのへんにしてくれないかな？」

　さすがに見てられないので割って入った。

「また、お前か！」

「──また？」

　思い出した。彼は昨日シェリン嬢と試合していたイヤミ少年だ。

「ふん、成人しても詠唱できないとはな」

「バリー様、彼は貧乏貴族か商人なのでしょう。きっと、まともな教育が受けられなかったのですよ」

　ニヤニヤした顔でバリー少年が鼻で笑うと、取り巻きが彼に追従した。

　王立学院に来る前に身軽な服装に着替えたせいか、彼らはオレを貧乏貴族や商人だと誤解したようだ。

「自分に詠唱の才能がないのは自覚しているよ」

　オレがそう言うとバリー少年達が爆笑する。

「でもね。それを君達が罵ば倒とうしたり嘲ちよう笑しようしたりするのは不快かな？」

　これでも一年近く詠唱の練習を続けているからね。

「なんだと?!」

　オレに反論されるとは思っていなかったのか、バリー少年が不快そうに顔を歪ゆがめた。

「君とは不敬な呼び方だぞ」

「そうだそうだ！　バリー様はゾーゴン男爵家の次男なんだぞ！」

　取り巻き達は彼の家の陪臣や士爵家の直系らしい。

「バリー、そこまでよ！」

　屋上のドアを勢いよくバンッと開けて女子生徒が戻ってきた。

　彼女に続いて入ってきたのは教師ではない。ピンク色の髪をしたルモォーク王国のメネア王女だ。

「メネア殿下！　どうして殿下がここに？」

「先生がいなかったから、メネア様に来ていただいたの！」

　驚くバリー少年を見て、女子生徒が勝ち誇った顔をする。

　メネア王女がこちらを見た。

「メ、メネア殿下、これはですね」

「──サトゥー様！」

　言い訳をしようとするバリー少年を無視して、メネア王女がオレに抱きついてきた。

　相変わらず、スキンシップ多めだ。

「「「メネア殿下?!」」」

　メネア王女の奇行に生徒達が驚きの声を上げた。

「そ、その貧──彼とはどのようなご関係で？」

「ペンドラゴン子爵様とは愛──」

「「「子爵！」」」

　バリー少年達の声が、メネア王女の言葉の続きをかき消した。

「彼は──いえ、この方は子爵様なのですか？」

　メネア王女は「ええ、そうですわ」と素っ気なく答えると、オレに向き直り「詠唱でしたら私が個人授業いたしますのに」と色っぽく言う。

「「「メネア殿下の個人授業！」」」

　メネア王女は魔法学舎で人気があるのか、バリー少年だけでなく指導にあたる生徒達までもが声を揃そろえて叫んだ。

「おい、やばいぞ」

「子爵家の御当主様を笑っちゃったよ」

「あ、謝ろうよ、バリー様」

「……嫌だ」

　取り巻き達に諭されても、バリー少年は頑かたくなだ。

「あんな剣もろくに振れないような軟弱男は、メネア様に相応ふさわしくない」

　バリー少年がオレを睨にらむ。

　憎しみというよりは、メネア王女に抱きつかれているオレに嫉しつ妬としている感じかな？

　なんていうか、思春期だね。

「あら？　サトゥー様はシガ八剣候補ですわよ？」

「シガ八剣候補?!」

　メネア王女の言葉にバリー少年が驚きの声を上げた。

「聖騎士団の駐屯地に招待されていましたわよね？」

「ええ、昨年末に。それより一つ訂正を。正式に辞退したので、今はシガ八剣候補ではありません」

「あら、そうでしたのね。でしたら、リザも候補を辞退したのかしら？」

　メネア王女の問いに「ええ」と肯定する。

「ちょっと待て、そういえば子爵様の家名！」

「ペンドラゴンって、『傷知らず』か！」

「ま、まずい、まずいぞ、バリー！」

　取り巻きの少年達はオレの家名を知っていたらしい。

　バリー少年も顔色が真っ青だ。

「子爵様、先ほどの暴言をお詫わびいたします」

「「「子爵様、申し訳ございませんでした」」」

　バリー少年が頭を地面に擦こすりつけるように土下座をすると、取り巻き達もそれに倣った。

　なかなか素早い掌てのひら返しだ。王都の貴族は幼い頃ころから処世術を叩たたき込こまれているらしい。

「ゾーゴン殿、彼女への謝罪を忘れていますよ」

「──彼女？」

　素で忘れていたらしいバリー少年に、シェリン嬢を指し示す。

「も、申し訳ない、お嬢さん。君の才能のなさを笑ってすまない」

　そんな謝り方があるか──。

　オレが咳せき払ばらいをすると、自分の言葉が謝罪になっていない事に気付いた少年が言い直した。

「重ね重ねすまない。君への暴言を撤回し、謝罪する。本当に申し訳ない」

「……わ、私は！」

　少し躊躇ためらっていたようだが、シェリン嬢が口を開いた。

「私には父様のような才能がないかもしれません。でも！」

　シェリン嬢が地中に溜たまったマグマが噴き出すように内心を吐露する。

「それでも私は騎士を諦めたりしません！　聖騎士になるには魔法も必要だから、この授業を受けているんです！」

「……そ、そうか」

　バリー少年がシェリン嬢の勢いに吞のまれて呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　その後、シェリン嬢とオレから謝罪を受け入れる言葉を得たバリー少年達は、這ほう々ほうの体で屋上から逃げ出していった。

「あいつらは後で先生にとっちめてもらいますからね！」

　両方の学舎の先生達に言いつけてやるんです、と女子生徒が続けた。

　バリー少年は騎士学舎と魔法学舎の授業を掛け持ちしているそうだ。

「さあ、詠唱の練習を再開しましょうか──」

　オレの言葉の途中で、終業を示す鐘の音が屋上に響いた。

　どうやら、時間切れのようだ。





◆






「カリナお姉様、こっちですわよ！」

　オレの腕を抱きしめたメネア王女が、ぶんぶんと手を振る。

　メネア王女の他にシェリン嬢も一緒だ。

「サトゥーがどうしてメネアと一緒に？」

「詠唱の授業でお会いしたんですよ」

　カリナ嬢の質問に答える。

「きゃあ」

　小さな悲鳴に振り返ると、近くに座っていたシェリン嬢がナナに抱き上げられていた。

「マスター、この幼生体は誰ですかと問います」

「ゴウエン殿の娘さんだよ」

　オレはナナに答えながら、シェリン嬢を離すように命じる。

「授業はどうだった？」

「マスター、授業は退屈だったと告げます」

「剣術の授業でしたが、実戦よりも儀礼に重きを置いているようでした」

　カリナ嬢の付き添いで騎士学舎の見学に行っていたナナとリザが感想を口にした。

「ミスリルの探索者達から見れば、実戦的なシガ王国制式剣術もお座敷剣術に見えるんですね」

　それを聞いたメネア王女が苦笑する。

「……皆さん、才能があるんですね」

　シェリン嬢が昏くらい瞳ひとみで呟く。

「才能の一言で片付けられたくないと抗議します」

「そうですね。私もご主人様の薫陶を受けるまでは、どこにでもいるような凡百の槍やり使いに過ぎませんでした」

　ナナの抗議は同感だが、リザはレベルが低かっただけで最初から才能があった気がする。

「そうなんですか？」

「ええ、父からは戦士に向いていないと言われました」

「わ、私もです！」

　思い出話をするリザに、シェリン嬢が共感の声を上げた。

「あ、あの！　私でも強くなれるでしょうか？」

「ええ、あなたが強くなりたい心をいつまでも持ち続ける事ができるなら、きっと」

　リザの言葉に頷うなずいたシェリン嬢が、燃える瞳でオレを見る。

　そういえば、リザが「ご主人様の薫陶を受けるまでは」なんて言っていたっけ。

「私を弟子にしてください！」

　いや、そういうのは、ちょっと。

「おおっと！　それは無謀よ！」

　遠くから声を掛けたのは、年少組とルルを率いたアリサだ。

「あ、あの、あなたは？」

「ご主人様のスーパー参謀、アリサ・タチバナ名誉士爵よ」

　アリサは最後までルルとワタリ姉妹を名乗るか、前世の姓であるタチバナを名乗るか迷っていたが、最終的に後者を選んでいた。

「いきなりご主人様に弟子入りするなんて、生まれたばかりの蜥蜴とかげが成竜に挑むようなモノよ！　まずは身の丈に合った師匠がいいわ」

　アリサがルルの腕を引っ張る。

「最初の師匠には魔族すら投げ飛ばす護身術の達人、ルルお姉様が一番だわ！」

「え、アリサ、いきなり何を？」

　アリサが戸惑うルルをスルーして、シェリン嬢の師匠に推す。

「だって、箱入りのお嬢様っぽいんだもん。ご主人様やリザさんに任せてやりすぎたら身体からだを壊しちゃうわ」

「そ、そんな事──」

　否定しようとしたルルが途中で口くち籠ごもった。

　リザが育成を担当した相手はそれほど多くないけど、リザが訓練を考える時にポチやタマを基準にするせいか、やたらとハードになる傾向がある。

「そうですね──」

　あえて仲間達がシェリン嬢の師匠になる必要はないと思うのだが、これも何かの縁だろう。

　ゴウエン氏の事で艱かん難なん辛しん苦くが待ち受けそうな彼女の未来に、小さな明かりを点ともしてやるくらいのお節介はしてもいいと思う。

「──ルルなら適任かもしれません。いいかな、ルル？」

「は、はい、私でお役に立てるなら」

　ルルに確認した後、話を進める。

「彼女に体力作りを指導してもらってから、騎士学舎で基礎を学ぶといいでしょう」

　彼女が騎士を目指すなら、スタンダードな剣術を学んだ方がいいと思う。

「分かりました。ルル先生、よろしくお願いいたします」

「は、はい！　頑張ります！」

　シェリン嬢が頭を下げると、恐縮したルルが幾度も頭を勢いよく下げ返した。

　こうして慌てるルルも可愛かわいい。

「これじゃ、どっちが生徒か分からないわね」

　嘆息するアリサの頭をポンポンと叩き、今後の打ち合わせをする。

　話してみると、シェリン嬢は王立学院と離宮の往復以外は許されておらず、授業前後もあまり時間に余裕がない事が分かった。

「なら、ストレッチのやり方や、お家うちでできる体力作りのやり方を説明しますね」

「は、はい！　ルル先生」

　ルルは先生と呼ばれて恥ずかしがりながらも、簡単なストレッチのやり方を説明する。

　シェリン嬢はオレが考えていたよりも体力がなく、ルルの指導で一通りのストレッチを終える頃ころには、荒い息で地面に両手を突くほど疲労困こん憊ぱいしていた。

[image: ]

「ど、どうして私はこんなにダメなんでしょう……」

「大丈夫ですよ。私やアリサも、最初はすぐに息が上がっていましたから」

　涙を浮かべるシェリン嬢を、ルルが優しく励ます。

「ご主人様、あの子はパワレベしないの？」

「あの子は騎士、それも聖騎士になりたいみたいだからね」

　アリサの言うパワレベ──強つわ者ものと同行する強制的なレベル上げパワーレベリングは、レベルを上げる事で筋力などのステータス値を底上げしスキルの取得を促せる。だが、仲間達の成長を見るかぎり、ステータスの上昇は現在の値を基準に上昇値が決まるようなのだ。

　彼女をパワーレベリングした場合、騎士になるのに必要な肉体的ステータスが上げられないまま、レベルだけ上がるという状態になりかねない。

「マスター、私も幼生体の指導に参加したいと主張します」

「なら、ルルの助手をするかい？」

「イエス・マスター！」

　変なヤツが絡んできた時に、ナナなら飄ひよう々ひようと対処してくれそうなので、助手に任命してみた。

「シガ王国は一日にしてならず、ですよ！　一緒に頑張りましょう」

「はい、ルル先生！　私、頑張ります！」

　どうやら、ルルはシェリン嬢を励ますのに成功したようだ。
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「マブダチができたのです！」

「タマも～？」

　夕飯前にポチとタマが幼年学舎での話を聞かせてくれた。

「それは素敵ですわ！　どんな子ですの？」

　王立学院から一緒に来たカリナ嬢が二人に尋ねる。

「チナって言うのです！」

「ふわふわのお嬢様～？」

「テンテンのクーシャクの家のヒトなのです！」

　アリサが尋ねると、ポチとタマがその子の事を色々と教えてくれた。

　クーシャクは侯爵かな？

　侯爵とチナという名前でマップ検索すると、チナ・ケルテンという名前がヒットした。

　ストレージにある貴族名鑑によると、軍務大臣のケルテン侯爵の孫娘らしい。

「ピンクのフリルが素敵に無敵～？」

「いじわるな子達から、ポチ達を助けてくれたのですよ」

「ういうい、とっても良い子～」

「今度、ポチの小説を見せてあげるのです！」

「タマの彫像と絵も～？」

　二人の様子を見る限り、チナ嬢とは仲良くしているようだ。

　知りたそうな顔をしているアリサに、検索結果を教えてやる。

「良かったわね。侯爵家の娘が庇ひ護ご者なら、他ほかの生徒も迂う闊かつに手出しできないでしょ」

　軍務大臣の係累ってのが少し気になるけど、とアリサが小声で呟いた。

　まあ、陰湿ないじめ問題に発展せずに済んだのは重畳だ。




「聞いて」

　ミーアがぽふんとオレの膝ひざに乗る。

　どうやら、彼女も王立学院での話をしたいようだ。

「ミーアはアリサと魔法学舎だっけ？」

「ん、先生」

　ミーアがドヤ顔をする。

「良い先生に会えたのかい？」

　短すぎるミーアの言葉から、内容を予想したのだが「違う」と否定された。

「先生」

　ミーアがもう一度胸を張る。

　よく分からないのでアリサに助言を求めた。

「先生になったのよ」

「──は？」

　授業を受けに行ったんじゃないのか？

「担当の先生が校長でさ、その人が凄すごいエルフ信マ奉ニ者アでミーアに授業をしてほしいってお願いしてきたのよ」

「ん、迫力」

　ミーアが引き気味に頷く。

　なかなか濃い校長先生がいるようだ。

「それでミーアが授業したんだけど、いつもの調子で説明したから誰だれも付いてこれなくてさ」

「むぅ、無理解」

　きっと、単語で解説したか、長文で捲まくし立たてるかのどちらかだったのだろう。

「それでアリサちゃんが一肌脱いで──」

　するっと肩かた紐ひもをずらし、肩を露出して変なポーズを取ろうとするアリサの頭をぽかりと叩はたいて先を促す。

「──ミーアの解説役を務めたのよ」

「有能」

　ミーアがこくこくと頷く。

「その授業が良かったらしくてさ。校長からミーアとわたしに特別教室の期間だけでいいから先生をしてくれって頼まれちゃったの」

「順当」

　アリサが後ろ頭を搔かきながら「参ったわ～」とか「アリサちゃんの多才さが怖い」なんて言っていった。冗談めかしているけど、アリサは本当に多才だ。

「別に良いいわよね？　エチゴヤ商会の顧問やニナさんの手伝いには影響ないし」

「ああ、もちろんだとも。でも、ヤバイ技術を避けるのは忘れるなよ」

　念の為、エルフの里で学んだ門外不出の情報が流出しないように釘くぎを刺しておいた。

「あったりきよ！　それはわきまえてるわ」

「一般技術限定」

　アリサとミーアが頷く。釘を刺すまでもなかったようだ。

「授業ではジブたんの辞典に書いてある事くらいしか言ってないわ」

　アリサが具体例を挙げる。

　ジブクラウド博士はかせの魔法解説辞典は王立学院の図書館で見つけた本だが、手持ちにあったエルフの賢者トラザユーヤ氏の書物よりも詳細に書かれてある良書だ。

「授業をするのも面白かったけど、その前の魔力測定や魔法試射も面白かったわよ」

「ん、新記録」

「へー、凄いね」

　どんな新記録を出したのか聞くのが怖い。

「新入生用の測定器を容量オーバーで壊しちゃって、王城から王祖作のオリジナル魔力測定器を取り寄せて計ったのよ」

　魔力測定器は機材に付けられた星水晶を光らせる事で魔力を測り、その星の数でランクを付けるそうで、新入生は星一から二が普通で、教師でも星三、魔法学舎の校長や主任でようやく星四との事だ。
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「星五」

「わたしは星四。たぶん、魔Ｍ力Ｐ値が五〇〇超えで星四かな？　ミーアはわたしの五割増しくらい魔力があるから、魔力値が一〇〇〇超えで星五だと思う」

　ミーアが自慢気に胸を張り、アリサが詳細を教えてくれる。

「他にもね、他にもね！」

　魔法の試射会ではアリサが火魔法の「細火多弾演舞マルチプル・フアイア・ダンス」で一〇個あった的全部を一度に撃ち抜いて教師の度肝を抜いたり、ミーアが水魔法の「水剣山スプラツシユ・ニードル」で教師が土魔法で作ったアイアンゴーレムを蜂はちの巣にしたりして無双しまくったそうだ。

「いやー、魔法学園モノの醍だい醐ご味みをたっぷりと楽しめたわ～」

「ん、満喫」

　アリサとミーアが満足そうに笑う。

　やりすぎてはいないようだし、学園生活を楽しめたようで何よりだ。




「カリナは～？」

「キシシャシャシャの話が聞きたいのです！」

　タマとポチが聞き役に徹していたカリナ嬢に話を振った。

　ポチが言い損なったのは「騎士学舎」だろう。カリナ嬢はリザとナナをお供に騎士学舎に見学に行っていたはずだ。

「わ、わたくしには合いませんでしたわ」

　カリナ嬢がプイッと横を向く。

　言いたくなさそうだったので、彼女に同行していたリザを手招きして小声で理由を聞いてみた。

「剣を──」

　リザの短い一言で分かった。

　迷宮都市の探索者学校でそうだったように、騎士学舎でもラカのアシストによる怪力で、何本もの剣を壊してしまったようだ。

　仲間達が慈愛の篭こもった視線でカリナ嬢を見る。

「さ、三本だけですわ！　後は欠けたり曲がったりしただけですもの！」

　つまり、三本以上の剣をダメにしたって事らしい。

「カリナ、焼き菓子を食べるのです」

　ポチがカリナ嬢の肩をぽんと叩たたく。

「嫌な事があった時は、美お味いしいモノをいっぱい食べるといいのですよ」

「ジャーキーもあげる～？」

「ポチ……、タマ……。二人ともありがとうですわ～」

　カリナ嬢が二人を抱きしめてクッキーとジャーキーを頰ほお張ばる。

　仲良くオヤツを食べる三人を見守りつつ、学院での話を色々と聞かせてもらう。途中で戻ってきたヒカルも交え楽しく話す。夕飯まで学院での話は尽きる事がなかった。




　なお、翌日にシスティーナ王女達と参加した遅延術式の講義は、基本の説明を省いた高度な内容だった為ために途中で脱落する講習生が多かったが、ちゃんと予習していたオレに死角はなく、概おおむね必要な事を学べた。今度何かの魔法に組み込んでみようと思う。

　アリサやミーアの講義も聴講したかったが、すでに立ち見どころか教室から溢あふれるほどだったので諦あきらめた。システィーナ王女が強権を発動しようとしていたが、それは阻止した。授業を受けたくて徹夜で並んでいた者も少なくないそうだしね。

　オレはシスティーナ王女と校舎で別れ、タマやポチの授業参観をしたり、乙女学舎の調理実習で令嬢達に頼りにされるルルを遠目に見守ったりしながら過ごした。

　帰ってからアリサから聞いたのだが、演習場で行われたシガ三十三杖つえと合同の魔法実演会で、ミーアに挑戦してきた桜守りのアテナ嬢を、完膚なきまでに返り討ちにして泣かせてしまったそうだ。

「あれはちょっとやり過ぎよね」

「ん、反省」

　たははと笑うアリサに、ミーアも真ま面じ目めな顔で頷うなずいていた。

　まあ、レベルが違うからしかたない。アテナ嬢には腐らずにこれからも頑張ってほしい。








グルメ食事会







〝サトゥーです。テレビだと食レポをする旅番組やバラエティー番組をよく見かけます。美味しそうに食べるレポーターを見ていると、行く時間もないのにネット検索して旅行プランを考えちゃうんですよね。〟






「諸君、本日は私的な食事会によく集まってくれた」

　上座に座った宰相が、上機嫌に言う。

　ここは王城にある食堂の一つで、オレや宰相を含め一二人ほどの人間が集まっていた。

　爵位順に着席しているのか、オレの席は宰相のすぐ近くだ。宰相以外に、あまり爵位の高い人間はいないらしい。

「本日は南西諸国、特にブライブロガ王国の料理を多めに選んでみた。王国の使節団との友ゆう誼ぎを深める為にも、かの国の料理を賞味してほしい」

　ストレージにある資料を検索したところ、ブライブロガ王国というのは大陸南西にあるレプラコーン達の治める小国との事だ。王都に着いた時に見た行列が、その国からの使節団だったらしい。

「前菜はウケウ海老えびのサラダ、レプラコーン・ソースでございます」

　給仕してくれる紳士が料理の説明をしながら配ってくれた。

　前菜は茹ゆでたエビをトッピングしたサラダだ。

　食いしん坊貴族のロイド侯爵とホーエン伯爵が、宰相の食事会を「美食とは名ばかりのゲテモノ」と表していたので警戒していたのだが、杞き憂ゆうで終わりそうだ。

　何の変哲もないサラダだと思って口に入れた瞬間、ドレッシングの非常識さにやられた。

　まさか、ドレッシングだと思ったのが透明なハチミツをベースにしたソースだったとは……。

　不思議なほどエビに合うし、ちゃんと美味しかったのだが、見た目が普通だったせいか、なかなかインパクトがあった。

「むぐっ」

「これはっ」

　他のメンバーも過半数がオレと同じように驚いている。

「うむ、美う味まい」

　宰相は澄ました顔で食べているが、ナナシとして何度も宰相と会った経験から分かる。

　ぜったい、宰相はオレ達の驚いた反応を楽しんでいる。

「二皿目はレプラコーン豆の冷製スープです」

　次に出てきたのは白いサラサラとしたスープ。

　香りはコーンスープっぽい感じだが、油断はできない。

　オレは先ほどの経験を活いかして、ほんの少しだけ口に含む──すっぱ！

　後味は悪くないが、すっぱいのが苦手な人間には辛つらそうだ。

　現にオレと同じ列の末席に座っていた文官が、口元を押さえて部屋を飛び出していった。

「早くも一人脱落か……」

　上品にスープを飲んでいた宰相が、小声で呟つぶやくのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　どうやら、口に合わない者が脱落していくのはいつもの事らしい。

「異国の料理は口に合うかね？」

　視線が合った宰相が、そんな風に話しかけてきた。

「ええ、実に刺激的な美味しさです」

　これはリップサービスではなく本心だ。

　食事の後にでも料理人に会って、どんな風に調理するのか教えてもらおう。

「うむ、今日の料理はまだまだある。存分に楽しんでくれたまえ」

　いたずら小僧のような瞳ひとみをした宰相のビックリメニューは、幾人もの脱落者を出しつつ続いた。

　どれも見た目と味のギャップがあったものの総じて美味かったので不満はない。

　オレは宰相の振る話題に当たり障りのない返事をしつつ、色々な食事を楽しんだ。

　そして──。

「本日のメインは、ブライブロガ大芋虫の丸焼きでございます」

　メインで出てきたのは、子豚サイズのイモムシの丸焼きだった。

　見た目がアレだったせいか、ここまで残っていた勇士達から二人が脱落した。

　残りはオレと宰相を含めて五名。うち二人は今にも倒れそうな青い顔をしている。

「良い香りですね」

　香りは豚肉のテリヤキっぽい。

　場を和ませようと言ったのだが、青い顔の二人は目を剝むいて「信じられない」と言いたげな顔になった。

　こういう雰囲気に慣れてるのか、給仕の人達は気にした風もなく己の職務を遂行している。

　イモムシの外皮を切り分けて見栄え良く皿に盛り、最後にトロリとしたイモムシの中身をソースのように掛けて完成らしい。摩ま訶か不ふ思し議ぎな色合いのソースがなかなかビビッドだ。

「も、もう嫌だぁああああ」

　ガタンッと音がして、青い顔の一人が食堂から飛び出すのが見えた。

　もう一人は座席に座ったまま気絶している。イモムシの皮に中身を振りかける見た目のインパクトとソースの色合いに負けたようだ。

　宰相のイタズラ心なんだろうけど、これは盛り付け後に出した方がいいんじゃないだろうか？

　それにしても、この世界に来たばかりの頃ころは、蛙かえる肉の串くし焼やきですら躊躇ためらっていたのに、我ながら変われば変わるものだ。旅の間や迷宮で色々と魔物食材の料理を食べてきた今では、このくらい許容範囲に入る。

　ま、これもきっと美お味いしいだろう。

　ここは宰相の舌を信じよう。

　オレは意を決して、給仕が教えてくれた通りに、一口サイズにカットした外皮にソースを絡めてから口に運ぶ。

　──美味い。

　外皮がパリパリなのにそのすぐ内側がジューシーで、わりと面白い食感だ。

　それに甘辛いソースがよく合う。見た目をなんとかすれば、王都の人気メニューになれるくらいのポテンシャルを感じる。

「──合格だ」

　宰相が不穏な言葉を呟いた。

　その瞳はオレの方を向いている。

「確かに適任ですな」

「うむ。美味かろうがマズかろうが黙々と喰くう貴様と違って、実に美味そうに食すところが素晴らしい」

　オレの対面に座っていた仏頂面の男性は、ＡＲ表示によると外務大臣のようだ。

「ペンドラゴン子爵、ブライブロガ王国の使節団が我が国に来訪しているのは知っているな？」

　宰相の言葉に「はい、存じています」と返す。

「その使節団を招いた晩ばん餐さん会かいが、今日の夕方から開かれる。それに参加してほしい」

「すまんな。ブライブロガ王国の食事は特殊なモノが多くてな。我が外務省でも美味そうに食える人材がおらんのだ」

　なるほど、グルメ食事会は試験も兼ねていたらしい。

　お偉いさんが多いのは構わないけど、外交の場でミスをしないか気を遣うのは大変そうだ。

　宰相や大臣には悪いけど、ここは断ろう──。

「晩餐会では使節団に同行するブライブロガ王国の宮廷料理人が、特別な料理を振る舞ってくれるそうだ」

「それは興味深いですね」

　くるりと掌てのひらを返す。

　オレがブライブロガ王国を訪問したとしても、宮廷料理人が作る特別な料理とやらを口にできる可能性は低いだろう。

　ここは貪どん欲よくにチャンスを摑つかもうと思う。

「ぜひ、参加させてください」

「うむうむ、君ならそう言ってくれると思っていたぞ」

　オレの答えを聞いた宰相が満足そうに頷いた。

　それはそうと、コース最後のデザートはまだなんだろうか？





◆






「作戦は順調のようだな」

　晩餐まで時間があるので、デザートを食べ終えたオレはエチゴヤ商会へと来ていた。

　なお、昼食会のデザートはシャリシャリ食感が癖になるブライブロガ狐鳩の血を使った真まっ赤かな氷菓子だった。ハーブが臭みを消してくれているので、割と普通に食べられた。

「はい！　クロ様が用意してくださった品々のお陰で順調です」

　オレは支配人の報告に耳を傾ける。

　作戦とは、オークションに出品される「祈願の指輪」を落札する為ために貴族や豪商達から現金を吐き出させる計画の事だ。

[image: ]

「オーユゴック公爵の財力は未知数ですが予想以上に魔剣や魔法道具マジツク・アイテムを買い集めてくださっています。ビスタール公爵は内乱の方に資金が必要なのか、今一つ持ち込んだ商品に反応がありません。王都の豪商達、特にゴォークツ商会は爆買いです！」

　支配人に「爆買い」なんて単語を吹き込んだのはアリサだろう。

　貿易都市の太守夫人には土魔法で作った魔法宝石が効果絶大だったらしい。

「心配なのは王族と迷宮都市の太守であるアシネン侯爵、あとはペンドラゴン子爵ですね」

　おっと、オレの名前が出てきた。

「ペンドラゴンの小僧もか？」

「はい、あまり公にしていませんが、アシネン侯爵の次男が営む筆ふで槍やり竜りゆう商会のオーナーです。彼自身が迷宮で築いた富もかなりの額だと思われますが、砂糖航路で得たらしい莫ばく大だいな資産も警戒すべきです」

「莫大な資産？」

　サルベージで得た財宝は公開していなかったはずだけど？

「はい、大型や中型の外洋帆船を何隻も筆槍竜商会に与えています。よほど巨額の資産を持っているのでしょう」

　いやいや、あれはストレージに死蔵していた漂流船や海賊から巻き上げた船を渡しただけだし。

「そうか、ヤツには幾つか貸しがある。そちらは我がなんとかしておこう」

「ありがとうございます、クロ様。僭せん越えつですが、ペンドラゴン子爵や彼の陪臣であるタチバナ士爵達はエチゴヤ商会に多大な貢献をしていただいてますので──」

「分かっている。配慮は十分する」

　オレがそう言うと支配人が頭を下げた。

　自サト分ウーに対する配慮なんてバカバカしいが、そこは仕方ない。二重生活の面倒なところだ。

　支配人やティファリーザは信用できるし、近いうちにクロとサトゥーが同一人物だと教えてもいいかもしれない。

「あとはアシネン侯爵か？」

「はい、迷宮都市の太守をしている彼の財力は侮れません。しかも、侯爵が切望していた魔剣を見せても食いついてきませんでした。恐らく侯爵の目的は──」

「──『祈願の指輪』ではない。アシネン侯爵の狙ねらいはエリクサーだ。聞いた話では部下のポプテマ前伯爵の治療に必要らしい」

「さすがはクロ様！」

　サトゥーの時に太守夫人から直接聞いた話だ。

「失礼します──クロ様」

　入室してきたティファリーザがオレを見つけて微かすかに口元に笑みを浮かべる。

「先ほど宰相閣下から手紙が届きました」

　ティファリーザから手紙を受け取って目を通す。

「前に打診した開拓村と鉱山開発の許可を出すそうだ」

　前者はともかく、後者まで許可が出るとは思わなかった。許可が出るとしても、もう少し先だと思っていたんだよね。

「どちらも五年間の租税免除ですか……」

「不服か？」

「はい、開拓村はともかく、鉱山開発で五年間というのは短いかと」

　魔物だらけの山を切り開いて鉱山開発をする場合、一〇年間は租税免除されるのが普通らしい。

「構わん。人さえ集まれば、一月ほどで稼働できる」

　魔法を駆使すれば数日で鉱山の準備はできる。排水設備や昇降機の用意が面倒なくらいだ。

「ひ、一月ですか？」

　支配人が目を丸くして驚いた。

　ティファリーザが「さすがはクロ様」と小さく呟いた後、さっそく仕事の話に移った。

「では、すぐにでも開拓民や鉱山で働く者達を募集します」

「頼む。募集条件は以前話した通りだ」

「承知いたしました」

　ティファリーザがキビキビとした動きで退出していった。

　やたらとオレを持ち上げるのはともかく、仕事が早くて助かる。

「──忘れるところでした」

　ティファリーザが戻ってきた。慌てたのか、少し頰ほおが赤い。

「先日の着火器具を作ったアオイ・ハルカという少年が来店しています」

「ほう？　雇用できたのか？」

「はい、そちらは問題なく」

　ティファリーザがボブカットにした銀色の髪を揺らして首肯する。

「そちらは？　他ほかに問題があるのか？」

「アオイがクロ様に面会を希望しています」

　へー、どんな用件だろう？

「分かった、会おう」

　エチゴヤ商会での用事もほぼ終わったし、晩餐までは時間もある。

　少しくらいアオイ少年に使っても問題ないだろう。





◆






「クロ様、見えてきましたよ」

　アオイ少年が廃屋のような建物を指さす。

　オレはアオイ少年と面会した後、彼が紹介したいという人物に会う為に下町の小さな工房が並ぶ界かい隈わいに足を運んでいた。通りを幾つか越えるとスラム街があるような場所だ。

「この辺りもだいぶマシになったんですよ」

　オレの視線から考えている事を察したアオイ少年が、擁護の言葉を口にした。

「そうなのか？」

「ええ、エチゴヤ商会の炊き出しが増えたお陰で行き倒れている人も見かけなくなりましたし、エチゴヤ商会だとこの辺りの住民でも針仕事や内職で雇ってくれるので、路上で身体からだを売る女の人も減ったって先生が言ってました」

「それは重畳」

　高尚な考えで実施したわけではないが、人々の生活向上に役立っているなら喜ばしいと思う。

「俺は怪盗ピピンをやる！」

「えー、ピピンは変装の名人なんだから、おいらの方が向いてるよ！」

「へへんだ。ピピンは神出鬼没なんだぞ！　お前みたいにどんくさいヤツがやれるかよ！」

「あたしは怪盗シャルルルーン役をする！」

　オレ達の近くを子供達が駆けていく。

「お前が美少女怪盗って顔かよ」

「ひっどーい！　あんただってギゾクって顔じゃないじゃない」

「顔でギゾクをするわけじゃないよ」

　場所柄か、子供達のごっこ遊びの対象が怪盗らしい。

「ギゾク──義賊か」

「ええ、怪盗ピピンは悪徳商人や貴族から盗んだお金を、貧しい人達に配っているのでそう呼ばれるそうです」

　アオイ少年が少し低めの声で教えてくれた。

「君は怪盗ピピンを義賊とは思っていないようだな」

「はい。犯罪で手に入れたお金を施すのは間違っています。人々に配りたいなら、真っ当にお金を稼ぐか仕事を作るべきなんです」

　真まっ直すぐなのはいいが、真っ直ぐすぎて苦労しそうな感じだ。

「そうだな。それより、目的の工房はここか？」

「あはは、廃屋にしか見えませんよね」

　目の前にあるのは、今にも崩れそうな建物だ。

「先生！　いませんか、先生」

　アオイ少年が扉を叩たたいて呼びかけるが、中からはなんの反応もない。

　彼が言う先生と会うのが、ここに来た目的だ。

「寝ているのではないか？」

　レーダーには室内に人を示す光点が映っている。

　術理魔法の「透視スルーアイ」で見たところ、内側からドアを固定しているのは閂かんぬきだけだったので、「理力の手マジツク・ハンド」でするりと抜いてみた。

「開いているぞ」

「あれ？　本当だ。──先生！　アオイです。入ります」

　アオイ少年が床に散らばったガラクタや書き付けを、器用に避よけて奥へ入っていく。

　その後を追いながら、床に転がった書き付けに気付いて目を見張る。そこにはオレが作った二重反転式空力機関を、別の理論と回路で設計した図面が描かいてあった。

「クロ様！　この人がジャハド博士はかせです」

「お初にお目に掛かる。博士の御高名はかねがね承っている」

「ふん、社交辞令などいらん」

　アオイ少年が紹介してくれたのは、瓶底のようなメガネに寝癖のままの白しら髪がの老人だった。人族にしては矮わい軀くな以外は特徴のない外見をしている。

　彼は回転狂と噂うわさの老魔術士で、セダム市で見つけた作品で彼の名を知り、公都で彼の著書を読んでから、一度は会いたいと思っていた人物だ。

　アイテムボックスから彼の著書と魔法道具のコマ──「回転円盤ローリング・デイスク」を取り出して見せ、社交辞令ではない事を伝える。

「ふん、噓うそではないようだな」

　ジャハド博士が自分の著書とコマを見て鼻を鳴らす。

　一見、興味なさげな感じだったが、その後は覿てき面めんに態度が軟化した。

「まあ、座れ──」

　アオイ少年が淹いれてくれたハーブティーを飲みながら、ジャハド博士の話を聞く。

　ジャハド博士は王立学院と王立研究所に籍を置いていたそうだが、門閥貴族出身の研究者に嵌はめられて両方の席を奪われてしまったらしい。

　今ではパトロンもなく下町で細々と魔法道具の修理で糊こ口こうを凌しのいでいるそうだ。

　オレはジャハド博士をエチゴヤ商会の研究者として誘ってみたのだが、色いろ好よい返事はなかった。

「ふん、金などどうでもいい。わしを雇いたかったら、新型飛空艇の空力機関でも持ってこい！　あの芸術的な二重反転式空力機関の素晴らしさを間近に見れるのなら、魔王に魂を売ってもいいくらいだ」

「二言はないな？」

「ない」

　オレは「理力の手」で工房の一角にスペースを作り、小型飛空艇用の二重反転式空力機関をストレージから出した。アイテムボックスからだと、サイズが大きすぎて無理だったのだ。

「こ、これは！」

　目玉が飛び出そうなジャハド博士の姿に微笑を返す。

「エチゴヤ商会の研究員になってくれるなら、これは博士の好きにしてくれて構わない」

「ぶ、分解しても良いいのか？」

　オレは首肯しつつ、彼の手に工具箱を渡してやる。

　興奮して何度も工具を取りそこないながらも、彼は熟練の手付きで器用に空力機関を分解し始めた。

「契約成立だな」

「そのようですね」

　オレの言葉にアオイ少年が頷うなずく。

「詳しい契約内容は支配人かティファリーザに聞け」

　オレはエチゴヤ商会の飛空艇工場がある敷地に、研究所を用意する旨を伝えておく。

　後で「石製構造物ストーン・オブジエクト」や「家作製クリエート・ハウス」の魔法を使って、彼の研究所を作っておこう。

「ぬおっ、重い。手伝え、アオイ！」

「はい、博士！」

　アオイ少年が空力機関の分解を手伝う。

「くははっはは、ここの構造はこうしてたのか！　だが、わしが前に作った仕組みを使えば、三割は効率をあげられるぞ。こちらの軸受けは考え方が古い。ぐぬぬ、まさかこのような構造があるとは！　面白い！　面白いぞ！」

　ジャハド博士が分解した二重反転式の円盤を取り出して、色々な角度から眺め始めた。

「期待しているぞ、博士」

　オレはそう言って彼の工房を後にした。

　彼なら、きっと空力機関をもう一段階上の性能に引き上げてくれるだろう。
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『──我が国の秘宝アーテイフアクトが盗まれたのだ！』

　晩ばん餐さん会かいに参加する為ために王城へと戻ってきたのだが、晩餐会場へ向かう途中の廊下で不穏な言葉を耳にしてしまった。

　そちらに目をやると、レプラコーンの少年がメイドらしき人物に盗難を訴える姿があった。

　赤銅色の肌をしたレプラコーンの少年は、白を基調としたキンキラの衣装を纏まとい、それに合わせたようなゴテゴテした装飾品を帯びている。彼は宰相との会話に出てきたブライブロガ王国使節団の一員に違いない。服装からして多分、偉い人だ。

　ＡＲ表示によると、少年はブライブロガ王国の王族だった。長命な妖よう精せい族らしく実年齢は三六五歳なので、面と向かって少年扱いしない方がいいだろう。

「あ、あの、ですから異国の言葉で言われても」

『ええい！　貴様では埒らちが明かん！　通訳のリガはどこに行ったのだ！』

　どうやら、通訳が不在で彼や彼の護衛は妖精語しか話せないようだ。

　妖精語はエルフ語の下位互換言語で、妖精族の共通語ともいうべき言葉なので、オレは問題なく理解できる。優美なエルフ語を木ぼく訥とつな感じにした言葉だ。

　ログを確認したら、「妖精語」のスキルを取得していたが、エルフ語スキルで問題なく聞き取りできるので特に有効化アクテイベートしなくてもいいだろう。

『何かお困りですか？』

『おお！　貴殿はエルフ語を話すのだな。部屋に置いてあった「竜の瞳ひとみ」が盗まれてしまったのだ！』

　オレがエルフ語で話すと、少年も妖精語からエルフ語に切り替えて話しだした。

『宝石か何かですか？』

『違う！　「竜の瞳」は我が国伝来の宝珠だ。竜の持つ森羅万象を見破る鑑定の魔眼を、使用者に与えるのだ』

　なかなか有用そうな宝珠だ。

　オレは気を取り直して、彼の言葉をメイドに伝える。

「王城で盗難事件ですか?!」

　話を聞いたメイドが、「すぐに近この衛え兵を呼びます！」と言ってドタバタと走っていった。

　少年に捜索の手配をしたと告げつつ、「竜の瞳」をマップで検索してみる。

　──あった。

　思ったよりも近い。

『ああっ、あれを失ってしまっては故郷の母上陛下に合わせる顔がない』

『ご安心ください。必ず取り戻してみせましょう』

　もう見つけたしね。

『おおっ、本当か！』

『ええ、お任せください』

　オレは廊下の窓を開き、少年にそう告げて窓外に飛び出した。

「きゃあああ」

「な、何者です！」

「こ、近衛騎士様を呼びますよ！」

　生け垣を搔かき分わけて中庭に出ると、三人のメイドさんがオレを見て悲鳴を上げた。

　オレは最初に悲鳴を上げた女性の眼前に、軽めの瞬動で距離を詰めた。

　この女が「竜の瞳」を盗んだ犯人だ。

「な、何を──」

　たっぷり手加減をしたオレの掌打を、メイドがバックステップで回避した。

　これで他のメイド達が人質に取られる心配はない。

「どうして私が怪盗シャルルルーンだとバレましたの？」

「怪盗？」

「ニュナがシャルルルーン？」

　女怪盗の自白を聞いて、本物のメイド達が驚きの声を上げる。

「私は捕まりませんわ」

　女怪盗が腕をバッと振ると、布がオレの視界を塞ふさぐ。

　布──王宮のメイド達の制服を手で払うと、白い煙が周囲に満ちていた。煙玉だ。

　すでに女は逃走を始めている。制服の下に着込んでいたのか、身体からだにフィットした地味なシャツとズボンの組み合わせだ。

「おほほほほほ、捕まえてごらんなさーい」

　遠くから女怪盗の声が聞こえる。

　ゴホゴホと咳せきをするメイド達をその場に残し、オレは瞬動で建物ぎわを走る女に追いつく。

「くっ、高レベルの騎士か！」

　走って逃げるのを諦あきらめた女が、建物の近くにあった樹木と建物の壁を交互に蹴けって上に逃れる。

　オレは走る勢いのまま、漫画のように壁を垂直に駆け上がった。





＞「壁走り」スキルを得た。

＞称号「重力に抗あらがう者」を得た。






　今までも壁を走った事は何度もあったのだが、なぜか今ごろスキルを取得してしまった。

　余計な事を考えている内に女怪盗が目前まで迫っていたので、逃がす前にタックルして捕まえる。

　そのままだと三階くらいの高さから地面に落ちて痛そうなので、天駆で出した空中の足場を蹴って、開いていた近くの窓から建物の中に飛び込んだ。

「離せ──」

　女怪盗がオレの拘束から逃げようとしたので、軽く鳩みぞ尾おちに一撃を入れて昏こん倒とうさせた。

　問題の「竜の瞳」は女怪盗の豊満な胸元に隠されていたので、「理力の手」で取り出す。

　いくら犯罪者相手でも、気絶した女性の胸元をまさぐるのは、ちょっとね。

『よくやったぞ！　シガ王国の騎士よ！』

　レプラコーンの少年が走ってきた。

　彼の後ろには大勢の人達が追従しており、その中には宰相や外務大臣といった姿もある。

『これですね？』

『そうだ！　これが我が国の秘宝「竜の瞳」だ！』

　少年が大切そうに両手で虹にじ色いろの宝珠を掲げる。

『これで母上陛下に面目が立つ！』

「竜の瞳」の見た目は、五百円玉サイズの水晶球みたいな感じだ。

「ペンドラゴン卿きよう、その女が賊か？」

「その顔には見覚えがある。この迎賓館で働くメイドだ」

　宰相と軍務大臣が女怪盗の顔を覗のぞき込んだ。

「いえ、違います」

　そう言って、女怪盗の顔を覆っていた変装マスクをビリビリと剝はがした。

　オレが勇者ナナシやクロになる時に使っている魔法道具の変装マスクとは違い、錬金術で作る特殊なクリームを使った使い捨ての変装マスクらしい。

「変装の名人で、女。──怪盗シャルルルーンか」

「そのようですね」

　本人がそう言っていたし、ＡＲ表示にもそう出ている。

「どうやって王城に潜り込んだか知らぬが、ペンドラゴン卿が居合わせたのが運の尽きだったな」

　なぜか、宰相が勝ち誇る。

　怪盗シャルルルーンは宰相と一緒に来た近衛騎士に渡しておいた。移送中に逃亡しないよう厳重に拘束した上でだ。

『貴公には感謝してもしたりない。ブライブロガ王国第八王子スマーティットの名において、貴公に「巫ふ山ざ戯け卿」の地位と「ブライブロガ自由騎士」を名乗る栄誉を与えよう！』

『ほうほう、さすがはスマーティット殿。良い褒美を与える』

　地位や栄誉なんて欲しくないのだが、宰相がさくさくと話を進めてしまった。

　後から宰相に聞いた話だと、「巫山戯卿」は功績があった国外の者に与える名誉貴族的な階級で、自由騎士の方はブライブロガ王国内で自由な通行許可が与えられる保安官的な感じの役職らしい。

『巫山戯卿は一日一回までイタズラが許される素晴らしいモノなのだぞ』

『それは凄すごいです、ね？』

『うむ、凄いのだ』

　少年──スマーティット王子が小鼻を膨らませながら教えてくれた。

　まあ、ブライブロガ王国に入らない限り義務も権利もないとの事なので、特に気にしなくていいだろう。魔導王国ララギで手に入れた酒侯の地位よりは地味なはずだ。

『では晩餐会へと参ろう！　貴公には我が隣に座る栄誉を与えようぞ』

『身に余る光栄に存じます』

　オレは上機嫌の王子に肩を組まれて晩餐会の会場へと入る。

「あの気難しいスマーティット殿と容易に仲良くなりましたな」

「晩餐会で頑かたくなな王子の態度を軟化させてくれるかと期待したのだが、まさか晩餐会が始まる前からとは」

「あのロイド侯とホーエン伯の仲を取り持っただけはあります」

　後ろで外務大臣と宰相が何か言っている。

　なんだか、彼らの外交に利用された気がしないではないが、オレに不利益があるわけじゃないし別にいい。

　晩餐会の料理は昼のグルメ食事会とさほど変わらない感じだったが、味はワンランクもツーランクも上の素晴らしいモノだった。

　年明けから毎日色々なお茶会や晩餐会に招かれていたせいか、普通の王国料理が食傷気味だったので余計に美お味いしく感じたのかもね。

　こんなちょっとした日常を重ねて、オレの王都生活は早くもオークション数日前まで迫っていた。
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「えんえん遠足～？」

「たらりららん、なのです」

　タマとポチがリズムを刻みながら、カーペットの上にリュックの中身を広げている。

　明日からは幼年学舎の春期教室で一泊二日の遠足に行くそうだ。

「騎士学舎と共同なんだって？」

「イエス・アリサ」

「シェリンちゃん達も遠征実習で一緒に行くそうです」

　宿泊する別荘地までは馬車で移動し、そこを拠点に山をハイキングするそうだ。

　ナナとルルはゴウエン氏の娘であるシェリン嬢の体力作りを手伝っているので、彼女から色々と聞いているようだ。

「へー、いいとこの子達がハイキングするって事は、山の魔物は退治済みって事かしら？」

「ああ、そうみたいだよ」

　マップ検索してみたが、山頂の砦とりでから別荘地の範囲に魔物はいない。

　砦の向こうに深い谷があり、その向こう側は魔物の領域となっているようだ。

　マップに映る魔物の分布を見る限り、山頂の砦にいる王国軍は魔物の領域から魔物達が溢あふれてこないように、定期的に境界域を巡回して間引いているらしい。

「実習って一緒に遠足するって事？」

「シェリンは幼生体の護衛任務に参加だと報告します」

「春期教室の生徒さん達を守る護衛任務と砦へ補給物資を輸送する任務の二つがあるんだって」

　アリサの質問にナナとルルが答える。

　この任務中の査定で騎士学舎への推薦が取れるか決まるそうなので、シェリン嬢がいつも以上に余裕のない感じだったらしい。

「でも、魔物がいないだけで獣はいるんでしょ？」

「アリサの心配はもっともだと同意します」

「大丈夫よ。各班に騎士学舎の教師や上級生達も同行するって言っていたから」

　心配するアリサとナナに、ルルが安心するように言う。

　シェリン嬢を迎えに来たシガ八剣のヘイム氏から聞いたそうだ。

「非常食の干し肉～？」

「焼き締めたパンも必要なのですよ！」

「遠足に非常食が必要なのかい？」

　あの量から考えて、一人あたり二週間分くらいはありそうだ。

「何があるか分からないから、持っていきましょうってチナが言ったのです」

「軍務大臣とこの子ね」

「いえす～？」

　タマがこくりと頷うなずく。

「心配性」

「そんな事ないのです。チナはすっごく凄く頭がいいから、きっと必要になるのですよ！」

「ポチちゃんとチナちゃんは仲が良いいのね」

「マブダチなのです！」

「タマも～？」

　幼年学校で仲良くしているようだ。

　今度、チナ嬢を招いてご馳ち走そうしてもいいかもしれない。

「それにしても……。これだけ多いと鞄かばんには入りませんね」

「おーまいが～？」

「押し込めば入るのですよ！」

　ポチが無理に荷物を押し込もうとするが、半分も入らないうちにリュックが裂けそうになった。

「ポ、ポチちゃん、それくらいにしないと無理よ」

「素直に保存食は妖よう精せい鞄かばんに入れておきなさい。普通に遠足しているなら、保存食が必要になる事はないから」

　ルルが慌てて止め、アリサが妥当な解決策を提示した。

「でも、先生が『荷物はリュック一つに纏まとめなさい』って言っていたのですよ？」

「なら、リュックの中に妖精鞄を入れればいいじゃない」

「ぐれいと～？」

「さすがはアリサなのです！　ポチはそんな事思いつかなかったのですよ！」

　タマとポチに絶賛されてアリサが微妙な顔をしている。

　まあ、これなら問題なく入るだろう。

「ご主人様、アレは作っておいてくれた？」

「ああ、ちゃんとあるよ」

　オレは肩かた紐ひもが付いた水筒を二つ取り出した。蓋ふたがコップになるやつだ。

「やっぱり、遠足にはこの水筒がないとね！」

「タマは蓋がピンク色のヤツ～？」

「ポチは黄色い蓋の水筒なのです！」

　アリサが二人に水筒を手渡す。

　中には水みず石いしが仕込んであるので、魔力を供給すればいくらでも水が補充できる。

　子供でも一日で往復できる距離だし、大丈夫だとは思うけど念の為だ。

「後はオヤツね」

「ポチは肉が良いのです！」

「タマも～？」

「肉はお弁当に入るからいいでしょ。オヤツと言えば煎餅や飴あめ玉だまなんかの事よ」

「ポチは知っているのです！　バナナはオヤツに入らないのですよ！」

　ポチに遠足ネタを先取りされたアリサが、髪を一筋咥くわえながら「ポチ、恐ろしい子」なんて言っていた。

　前に迷宮で「階層の主フロア・マスター」を狩る時に、アリサが吹き込んだネタをポチはまだ覚えていたようだ。

「タマちゃん、ポチちゃん、オヤツはどんなのがいいかしら？」

「タマはポテチ～？」

「ポチはケーキがいいのです！」

　ルルの質問に二人が答える。

　気持ちは分かるが、どちらも遠足には不向きだ。

「ストックしてあるのを並べるから、好きなのを選びなさい」

「わ～い」

「すごく凄いのです！」

　オレは遠足向きのオヤツをアイテムボックス経由でストレージから取り出して机に並べた。

　タマの目がキラキラと輝き、ポチの尻しつ尾ぽが千切れそうなくらい左右に揺れる。

「二人とも！　おやつは三〇〇円までよ！」

「三〇〇エン～？」

「三〇〇エンって銅貨何枚なのです？」

　アリサのボケも貨幣単位が違う為ために、二人には届かなかったようだ。

「別に学校側から制限されているわけじゃないんだから、好きなだけ持っていけばいいんじゃないのか？」

　余ったら友達とシェアすればいいし。

「そんなのダメよ！　オヤツを厳選するのも遠足の楽しみの一つなんだから！」

「なるほど……」

　確かに制限された金額で、味を取るか量を取るかで葛かつ藤とうしている同級生は多かった。

「なら、金額じゃなくて、この小袋に入るまでって感じでどうかな？」

　オレは金貨を寄付する時に使う小袋を何枚か取り出してみた。

「ちょっと布が贅ぜい沢たくだけど、これなら破れそうにないし、いっか」

　アリサの審査を通過したので、タマとポチの二人に渡す。

「うー、とってもとっても悩むのです！」

「タマはこれとこれとこれ～？」

　悩むポチと対照的に、タマはフィーリングで選んだオヤツを小袋に収納していく。

「完成～？」

「むむむ、タマは躊ちゆう躇ちよがないのです」

　ポチは早々にオヤツセットを完成させたタマを羨うらやましそうに見た後、どの組み合わせにするか試行錯誤し始めた。

「ポチちゃん、そんなに詰めたら、焼き菓子が砕けちゃうわよ？」

「大丈夫なのです！　ポチは焼き菓子さんを信じるのです」

　案の定、焼き菓子は砕けた。

「そんなに詰め込んだら中身がぐちゃぐちゃになると警告します」

「だ、大丈夫なのです。美味はトンコンにアリなのです！」

　ナナの警告も、混こん沌とんの勢力には勝てなかった。

「ポチ、堅焼きセンベイや飴なんかの硬いので集めるのはいいけど、入れすぎじゃない？」

「平気なのです。もうちょっと頑張れば、もう一個入れられるのですよ！」

「むぅ、無謀」

　アリサとミーアが心配したように、ポチの小袋が破れた。

「ポチ、お菓子や袋を粗末にしてはいけません！　次に同じ事をしたら、オヤツ抜きで遠足に行かせますよ」

　見守っていたリザがとうとうポチを叱しかりつけた。

　ポチは尻尾を股またの間に隠して反省し、今度こそ、適度なお菓子を新しい小袋に詰め直せたようだ。

「なお、砕けた焼き菓子やぐちゃぐちゃになったドライフルーツや地面に転がった硬いお菓子は、スタッフで美お味いしくいただきました」

　アリサがあくびをしながら妄言を言い出した。そろそろ就眠時間だ。

「遠足の集合時間は早いみたいだし、そろそろ寝よう」

　皆でベッドルームへと向かう。

「ポチはまだ眠くないのです」

「タマも～？」

　遠足前の子供らしい反応だ。

「早く寝ないと、明日の朝起きられずに遅刻したら置いていかれますよ」

「にゅ！」

「それはダメなのです！」

　リザに優しく諭されて、タマとポチがベッドに潜り込む。

　夜半過ぎまでモゾモゾしていた二人だったが、日付が変わる頃ころにはすやすやと眠りに落ちていた。

　二人の遠足を見守るのも楽しそうだが、オークションも近い事だし、今のうちに王都での用事を順番に片付けておこうと思う。

　オレはポチやタマの布団を直してから、眠りに就いた。








幕間：蠢しゆん動どう






「ゴウエンの娘が王都の外に出るぞ」

　スラム街の奥深く、迷路のように入り組んだ先にある倒壊寸前の建物の中で、男達が膝ひざを突き合わせていた。

「それは真まことか？」

「ああ、間違いない。王立学院の春期遠征実習に参加するそうだ」

「それはまた警戒心の足りない事だ」

「王国を舐なめるな。恐らく──」

「──罠わな、だな」

「うむ、王都に潜む我らを誘い出す為だろう」

　彼らはビスタール公爵の暗殺を企てた者達の残党だ。内乱鎮圧軍に続いて領地へと戻るビスタール公を、領内に入る前に暗殺するべく王都の片隅に潜んでいた。

「だが、娘を人質にすればゴウエンを動かす事ができる」

「我らの手持ちの『ネジ』では公の護衛に就くシガ八剣を排除できん、公を確実に仕留めるにはそれしかないか……」

　鼬イタチ帝国から入手した魔物を操る「ネジ」も万能ではない。レベルが高すぎる魔物には通じない上に、魔物を支配する為にネジを打ち込む人材も必要なのだから。

「それに、遠征実習にはケルテン侯爵家の娘も参加するという情報も摑つかんだ」

「そちらも誘拐しておけば、王国軍の矛先を緩める事ができそうだな」

　男達がほくそ笑む。

「だが、どうやって誘拐するのだ？」

「護衛を引き剝はがし、監視者どもを混乱の中に叩たたき込こんで、その隙すきを突く」

　尋ねられた男が、部屋の隅に置かれた「ネジ」を一いち瞥べつする。

「では、混乱の仕込みは任せる。私と直属の部下達は当日の護衛の排除と誘拐を担当する。誘拐後の潜伏先だが──」

「それは任せろ。幾つか心当たりがある」

　男達は仕事を分担すると、闇やみに紛れるように廃屋を飛び出していった。








ポチとタマの遠足







〝王立学院の春期遠征実習は二〇〇年続く伝統行事だ。騎士学舎に入学するに足る人材かを見極める為、あらかじめ工兵部隊が用意した弱小魔物を山道で嗾けしかける。「極限状態でこそ、その為人ひととなりが分かる」そうだが、趣味の悪い事だと思う。　──第九護衛分隊、書記官リック・ボッパン〟






「「「えん、えん、遠足～」」」

「遠足～？」

　馬車の中から子供達の楽しそうな歌声が聞こえてくる。

　朝早くに王都を出発したこの馬車を含む何台もの馬車の列は、王立学院の春期遠征実習の為にミマニの街へ向かっている。王都から半日とかからず行けるミマニの街は、門閥貴族達の保養地としても有名で、幾つもの狩猟館があり、街の規模からは多すぎる数の商店や宿が軒を並べている。

「朝からずっと歌ってますよ。まったく、よく飽きませんねぇ」

「まあ、そう言うな。やれ馬車に酔ったから止めろだの、馬車が揺れて尻しりが痛いだの文句を言うガキ共よりよっぽどマシだ」

「ははは、確かにそういう意味では手が掛かりませんね」

　馬車の御者に扮ふんした護衛の兵士達が言葉を交わす。

「それにしても暇ですね」

「まあ、今回はケルテン侯爵家のお嬢様がいるからな」

「軍務大臣の覚えを良くする為に、巡回担当の騎士団も気合いが入ったってもんでしょう」

　若い兵士の言葉に年配の兵士が首肯する。

　騎士団がよほど頑張ったのか、これまでの道程で盗賊や野獣どころか兎うさぎ一匹出てこない。

「俺達の出番はない方がいいのさ」

「春期遠征実習は騎士学舎の生徒達だけで護衛するってのが建前ですから」

　騎士学舎の生徒達だけでも世話が焼けるのに、春期遠征実習は騎士学舎に入学を希望する候補生という足手まといを連れている。さらには幼年学舎の生徒を護衛するというオマケ付きだ。

　危険を排したハイキングのようなものとはいえ、何年かに一度は道をはぐれたり山道から転落したりする生徒がいる。体調を崩したり、単純に山歩きをリタイアしたりする生徒は枚挙に暇いとまがない。

　むしろ、リタイアした子達を背負って運ぶのが、騎士学舎の生徒達に課された本当の試練とも言われているほどだ。

　やがて馬車が停止する。

　ミマニの街に近い山やま裾すそにある村の広場だ。

　生徒達はここで降車し、中腹にある遺跡で山頂の砦とりでに補給物資を届ける在校生だけの班と、そのままミマニの街に向かう護衛任務班に分かれる。

　後者の行程は体力のない幼年学舎の生徒が半日で踏破できる簡単なハイキング・コースだ。




「全員、降車！　班ごとに分かれろ！　班長は点呼を終えたら俺に報告に来い！」

　筋肉質な教師が大声で叫ぶと、騎士学舎の生徒達がキビキビとした動きで班に分かれ整列する。

　騎士学舎の候補生も班ごとに集まろうとしていたが、集団行動の訓練を受けた在校生達に比べると、モタモタした拙つたない動きだった。

「候補生！　駆け足！　班長の旗の色を目印に走れ！」

　見かねた筋肉質な教師が候補生達を叱しつ咤たする。

「ポチ達はどこに並ぶのです？」

「どこだろ～？」

　幼年学舎の生徒達は特に指示が出ていないので、馬車を降りた場所で適当に固まっていた。

「向こうの班が決まったら、馬車ごとの単位で移動するはずですわ」

「さすがはチナなのです」

「感謝～？」

　ボリュームの少ないストレートの赤毛をポニーテールに結った貴族の娘──ケルテン侯爵家の令嬢チナが、ポチとタマの疑問に答える。

　二人より年下とは思えないほど、しっかりとした娘だ。

「チナ様、騎士学舎の教師をしております、マリオンです。本日はチナ様の班に同行いたしますので何かあればお申し付けください」

　新任とおぼしき年若い女性教師が、ガチガチに緊張しながら挨あい拶さつをしてきた。

「宜よろしくお願いします、教師マリオン。ですが、私の事は一生徒として扱っていただけると助かりますわ」

「は、はい、承知いたしました！」

　今一つ伝わっていない教師の態度に、チナが小さく溜ため息いきを吐つく。

　そんな彼女の内心を知ってか知らずか、彼女の友人であるポチとタマの二人が「ポチはポチなのです！」「タマはタマ～？」と元気良く教師に挨拶していた。

　それを見てチナが年相応の笑顔になる。

「あれじゃないか？」

「マリちゃんがいるから、そうだろ」

　騎士学舎の鎧よろいを着たニヤニヤ顔の少年達がやってくるのを見て、チナが自然な笑顔を消し社交用の作り笑顔になる。

「お久しぶりです、チナ様。覚えておられないかもしれませんが、先月のケルテン閣下復職の宴うたげでご紹介に与あずかったゾーゴン男爵家の次男バリーでございます」

「ええ、覚えておりますわ」

　顔と名前以外は、自慢話ばかりで中身のない会話をした事しか思い出せませんけど、とチナは社交用の顔をしたまま内心で毒を吐く。

　軍閥の中でも頂点に君臨するケルテン家直系の娘として、チナは幼い頃ころから様々な教育を受けてきていた。

「本日は我らがチナ様達の班を護衛いたしますので、ご安心くだ──」

「あー、シェリンなのです！」

　ニヤニヤ少年──バリーのセリフをポチの声がかき消した。

「鎧がかっこい～？」

「ポチちゃんとタマちゃん！　二人も参加するんですね」

「いえす～？」

「あとでシェリンにもオヤツを分けてあげるのです」

　元シガ八剣のゴウエン氏の娘であるシェリンは、彼女に体力作りを指導するルル達を通して面識があった。

「候補生！　無駄話は許可していないぞ！　出発前の荷物点検を行え」

「は、はい、班長！」

　バリーに怒鳴られたシェリンが、慌てて荷物の点検に向かう。

　それを見た他ほかの候補生も、シェリンと一緒に慣れない手付きで点検作業を始める。

「まったく、今年の候補生は出来損ないばかりで参ります」

「そうですか──」

「そんな事ないのです！」

「シェリンは頑張り屋さん～？」

　適当に流そうとしたチナの言葉に、ポチとタマの抗議が重なった。

「やかましい！　平民は黙っていろ！」

　バリーに怒鳴られて、ポチとタマが涙目になる。

「ゾーゴン殿、その二人は私の友人です」

「そ、そうでしたか。それは失礼いたしました。私の事はバリーとお呼びください」

　冷たい声で言われたバリーが少し怯ひるみつつも、自分のアピールをする。

「それともう一つ、タマとポチは二人とも士爵家の当主です。平民ではありません」

「亜人が貴族？」

　シガ王国の「亜人」という言葉に差別的な要素はないが、バリーはその単語に見下すようなニュアンスを塗布した。

「耳族です。それより、彼女達に謝罪を」

「──謝罪、ですか？」

「貴族家の当主を平民呼ばわりしたのです。当然ですわよね？」

　最初は当惑していただけのバリーだったが、チナに道理を説かれてそうせねばならない事を理解した。苦渋の顔でそっけなく「平民扱いした事を謝罪する」という言葉を告げると、チナに暇いとま乞ごいして班員の集合場所に戻った。

　トゲトゲした言葉で班員や候補生達に怒鳴りつけるバリーの姿を見たチナは、班長の任命には剣術や魔術だけではなく、人格の成熟度も考慮すべきではないかと、幼い顔かんばせを悩ましげに歪ゆがめていた。





◆






「えん、えん、遠足～」

「楽しい、遠足～？」

　綺き麗れいに整備された山道を歩きながら、ポチとタマが遠足の歌を輪唱する。

　隊列の前と後ろを騎士学舎の生徒達が固め、中央を幼年学舎の講習生達が進む。騎士学舎の候補生達は両者の間を埋めるように配置されていた。

　教師や護衛の兵士は幼年学舎の講習生達と一緒だ。

「二人は元気ですわね」

「ポチはいつだって元気なのです！」

「タマも～？」

　レベル五〇超えというシガ王国でも有数の高レベルを誇る二人にとって、整備された山道を歩くのは町中の散歩と変わらないモノだった。

　チナも同年代に比べれば高いレベルをしていたが、それでもレベルは一ひと桁けたしかない。

　それは彼女達を護衛する騎士学舎の生徒達も同じだ。一番レベルが高いバリーでも、レベル七しかない。

「遅れているぞ、シェリン候補生！」

　班長のバリーが、遅れ始めたシェリンを叱咤する。

「……は、はい」

「軽い荷物しか持たないくせに、遺跡前にへばるようでは失格の烙らく印いんを押おされるぞ」

「が、頑張ります」

　滝のような汗を搔かきながらも、シェリンが歯を食いしばって歩を進める。

　ルルやナナの指導で体力作りをしていると言っても、幼い彼女に革鎧や木剣装備に加え五キロ近い背はい囊のうを背負って山道を進むのは大変なようだ。

「お手伝い～？」

「スタミナ回復ポーションをあげるのです」

　タマがシェリンの背囊を下から支え、ポチが魔法薬の小瓶を差し出す。

　それをシェリンが固辞した。

「ダメ、手伝ってもらったら、訓練にならない、から」

「ないす、すぴりっつ～？」

「シェリンは頑張り屋さんなのです」

　真ま面じ目めなシェリンの発言にタマとポチがお節介を中断する。

　黙々と歩くシェリンを見守りつつ、二人はチナや体力のない子達の荷物を抱えると、ハイキングを楽しむのを再開した。




「遺跡だ！」

「ようやく休憩できるぞ！」

　騎士学舎の生徒達が木々の向こうに遺跡を見つけた。

「皆みんなー、頑張って！　遺跡までもうひと頑張りよー」

　引率の教師マリオンが拡声の魔法道具マジツク・アイテムで長く伸びた列に向かって叫ぶと、子供達の間から歓声が上がった。

　木々を縫うように山道を進むと、王祖ヤマトを祀まつる遺跡の前に出る。

　生徒達や候補生達は休憩を終えた後、遺跡の周りの清掃を始めた。

　幼年学舎の春期教室で参加している子供達に清掃の義務はなかったが、王家に忠実なケルテン家のチナが率先して清掃を始めると、他の子達もそれに倣った。

「誰だれかいますわ」

　清掃をしていたチナが、遺跡の最奥に人影を見つけた。

「あー！　ヒカルなのです！」

「はろ～？」

　ポチが駆け出し、タマがブンブンと手を振った。

　そこにいた人物はヒカル──長い眠りから目覚めた王祖ヤマトその人だった。

「二人の知り合いですの？」

「あい」

　チナの問いにタマが首肯する。

「あら？　ポチちゃんとタマちゃんと──ええと、誰ちゃん？」

「お初にお目に掛かります。ケルテン侯爵家のチナと申します」

「あら、ご丁寧にありがとう。私はヒカル。チナちゃんはテッカー君の子孫なんだね。うん、テッカー君と一緒で、生真面目そうないい目をしてる」

　丁寧に淑女の礼をするチナに、ヒカルも同じように礼を返した。

「ど、どうして初代様のお名前を？」

「うん？　ちょっと──縁があってね」

　ヒカルが昔を懐かしむように答える。

「何してたの～？」

「お墓参りよ」

　タマの質問にヒカルが答える。

「お墓参り、なのです？」

「ここは王祖ヤマト様やシガ王国建国に功があった忠臣達が祀られているの」

　ポチの質問にチナが答える。

　ヒカルが「そう、とっても大切な仲間達が眠っているの」と小声で呟つぶやいた。

「集合！　出発するぞ！」

　ヒカルの呟きをかき消すように、遺跡の外から班長のバリーが叫ぶ声が聞こえてきた。

「はりあ～」

「急がないと、なのです！」

「ヒカル様、申し訳ございませんが失礼させていただきます」

　出口へと急ぐ子供達の後ろ姿に、ヒカルが小さく手を振る。

　その姿が遺跡の外へと消えると、再びヒカルは遺跡の奥にある墓標へと向き直る。

　彼女の横顔には、深い憂いと過去を懐かしむ望郷の念が複雑に入り交じって見えた。





◆






「少し遅れているな」

「ああ、このままだと山頂の砦とりでに補給物資を届ける班に負けそうだ」

　ミマニの街へと向かう山道を進む隊列の先頭で、班長のバリーが副班長とそんな会話を交わしていた。

「仕方ない。例の道を使うか？」

「ああ、それがいいだろう」

「候補生や幼年学舎の連中にはキツくないか？」

「大丈夫だ。雨の後でもないし、歩けないガキは平民の生徒に背負わせればいい」

　懸念を示す者もいたが、班長のバリーは強行する事を選んだようだ。

「しかたない。先着の加点は魅力的だ。平民どもも文句は言わないだろう」

「よし、この先の間道を通る道を行くぞ！」

　副班長の同意が得られた事で、班長のバリーが全員にそう告知した。

「ちょっと待ちなさい、ゾーゴン君！」

「なんですか？　マリちゃ──教師マリオン」

　生徒間の愛称を言いかけたバリーが、慌てて言い直す。

「なんですか、じゃありません！　間道を通るなんて、予定表にはありませんでしたよ?!」

「先生は新任ですから知らないのも無理はありません。この間道はほぼ毎年使われている近道なんですよ」

「で、でも──」

「それに！　道中の指揮は班長である私に一任されているはずです。教師マリオンに指揮権が移るのは非常事態が起こってからのはずですが？」

「そ、それはそうですけど……」

　相手が新人教師なのを利用して、バリーが勢いで押し切って丸め込んだ。

　騎士学舎の生徒達だけで行う夏期遠征訓練の場合は近道を使う事が黙認されているが、訓練を受けていない護衛対象を連れた春期遠征訓練では近道を使う事は許されていない。

「行くぞ！」

「山道よりも滑りやすいから、足下に注意しろ！」

　バリーが号令し、副班長が注意を促す。

「緑の香り～？」

「獲物の気配がいっぱいなのです」

　タマとポチがうきうきと周囲を見回す。

　整備された山道よりも、こういった獣道の方が彼女達の好みらしい。

「こんな獣道を進むなんて、大丈夫かしら？」

「おふこ～す～？」

「ポチ達が一緒だから大丈夫なのです。魔物の気配もしてないし、問題ないのです」

　タマとポチに太鼓判を押されて、不安そうだったチナの顔に笑顔が戻る。

「そういえば兄上様も、騎士学舎の夏期遠征訓練で森の中を近道したと仰おつしやっていました」

　チナの言葉を聞いた他の子供達の顔からも不安そうな色が薄れていった。

　バリー率いる一団は、獣道を四苦八苦しながら進んでいく。

「くそっ、思ったよりもキツいな」

　獣道は曲がりくねり、道の何箇所かが雑草で隠れていて、それを剣で切り払いながら進んでいる。

　もし、ここにサトゥーがいたなら、彼らの歩むコースが大きく逸それてしまっている事を指摘しただろう。だが、ここに彼はいない。

「おい、バリー。道を間違えたんじゃないか？」

「いつもなら、そろそろ小川が見えてくるはずだぞ」

「俺のせいにするな！　おい、斥候！　この先に小川があるか見てこい！」

「え？　一人で？」

「いいから、行け！　命令だ！」

　班長のバリーが平民の生徒に偵察を命令した。

「小川はあっちなのです！」

「いいかげんな事を言うな！　そっちにあるわけがないだろ！」

　ポチの発言をバリーは一笑に付した。

　彼の脳内地図から考えて、絶対に存在しない方向だったからだ。

「──斥候はまだか！」

　イライラと待つ彼の下に斥候が戻ったのは半時間も経たってからだった。

「小川なんてどこにもなかった」

　疲労困こん憊ぱいした斥候に、バリーやその仲間達は「ちゃんと探したのかよ」「散々待たせてそれか」などと心ない言葉をぶつける。

「やはり、一つ手前の道が途切れた場所で間違えたんだ。引き返そう、バリー」

「ちっ、仕方ない」

　副班長の助言を受け入れ、バリーは元来た場所へと引き返す。

　引率される子供達や仲間から不満や不安の声が出たが、イライラとしたバリーの怒鳴り声がそれを押さえつけた。

「ポチ、小川の気配はどちらか分かりますか？」

「あっちの方なのです」

　ポチが鼻をスンスンとさせた後、チナに小川の方向を伝える。

「でしたら、一つ手前じゃなくて、二つ手前の道が途切れた場所で間違えたと見るべきですね」

　チナは教師マリオン経由でバリーに伝えてもらったが、余裕のないバリーがその助言を受け入れる事はなく、一行は夕日が影を伸ばす頃ころになっても獣道を迷っていた。

「にゅ～？」

「どうしたのです？」

「虫の声がしない～？」

　タマの言葉を聞いたポチが耳を澄ませる。

「本当なのです！」

　ポチが驚きの声を上げた。

　近くにいた騎士学舎の生徒が、小こ馬ば鹿かにした顔を二人に向ける。

「お前らバカか？　これだけの人数で移動しているんだ。虫だって警戒して声を潜めるさ」

「バカって言った方がバカなのですよ？」

「うるさい、バカ！」

　怒鳴られたポチが尻しつ尾ぽを丸めてチナの後ろに隠れる。

　強くなった今でも、暴言を吐く相手が苦手らしい。

「やばみ～？」

　タマが木を駆け上り周囲を見回す。

「そこ！　木登りをして遊ぶのは帰ってからにしろ！」

　ポチをバカにした生徒が叫ぶが、危機感に駆られたタマは一顧だにしない。

「ポチ、タマはどうしたのですか？」

「敵を警戒しているのです」

　ポチがチナに説明しているとタマがするすると木を滑り降りてきた。

「見えないけど、あっちの方から来る～？」

　タマが指さしたのは進行方向と逆側だ。

「何が来るのですか？」

「たぶん、魔物なのです」

　チナに答えたのはポチだ。

「だって、山中の虫が怖がっているのです。きっとたくさんの魔物が来るのですよ」

「そ、そんな！」

　タマとポチが聞こえないと言った虫の声は、近場ではなく山全体の話だったのだ。

　事態を重く見たチナは、タマとポチを連れてバリー達の下へと直じか談だん判ぱんに向かう。

「──魔物がいる？」

　何を言っているんだコイツは？　という目でチナを見た後、馬鹿にした様子を隠そうともせずに仲間達と溜ため息いきを吐ついた。

「チナ様、ここは安全です。砦の向こうにある谷ならともかく、砦や結界柱を越えて魔物が来る事はめったにありません」

「ですが──」

「それにもし魔物が現れても、ここには未来の騎士が一〇人以上もいるのです。チナ様の事はこの身に代えてもお守りしますよ」

　バリーがドヤ顔でナイト気取りの発言をする。

「魔物だ！　魔物が出たぞ！　一匹だ！」

　最後尾から叫びが聞こえた。

「行くぞ！」

「後ろは任せろ、バリー」

　腰の剣を抜きつつバリー達が駆けていく。

　タマとポチも一緒だ。

「今年の試練は小蟷螂リトル・マンテイスか──雑ざ魚こだな」

　木々の間から現れたのは、幼児ほどの大きさをしたカマキリ系の魔物だった。

　バリーはこの小蟷螂が、学院側の依頼で工兵部隊が用意した試練用の魔物だと判断したようだ。

「お手伝い～？」

「ポチも手伝うのですよ」

「邪魔だ！」

「手伝わなくていいのです？」

「お前らのようなガキに手伝われるようじゃ騎士失格だ！」

「そんな事があったら、下僕でも舎弟でもなってやるよ！」

「まったくだ」

　バリーとその友人がポチを嘲ちよう笑しようする。

　失礼な態度に、追いかけてきたチナが後ろで憤慨していた。

「候補生、このガキどもを後ろに連れていけ！」

「は、はい！」

　バリーに怒鳴られた候補生のシェリンが、タマとポチを最前線から離す。

「大丈夫～？」

　タマが心配そうに尋ねた。

　バリー達が一匹の小蟷螂を相手に、なかなか有効打を与える事ができずにいたからだ。

「騎士学舎の先輩達も、私達候補生達も、幼年学舎の子達を無事に街まで送り届けるのが任務なの」

　幼年学舎の子達に怪け我がをさせたり戦わせたりしてしまったら、全員が査定で不合格になってしまうのだとシェリンは二人に告げる。

「不合格～？」

「ええ、騎士学舎に入れなくなってしまうの」

「そ、それはダメなのです！　ポチは後ろから応援しているのですよ！」

「タマも～？」

　二人は手に汗握りながら、騎士学舎の生徒達が小蟷螂を倒すのを見守った。

「硬かったぜ」

「カマキリの鎌かまに剣を摑つかまれて奪われるかと思った」

　生徒達が小蟷螂の死し骸がいを見下ろしながら汗を拭ぬぐう。

「本当に魔物がいたのですね」

「いえす～？」

　チナの言葉にタマが頷うなずく。

「でも、まだまだいっぱい来るのですよ」

「ほ、本当ですか！」

　ポチの言葉に激しく反応したのはチナではなく、生徒達の戦いを見守っていた教師マリオンだ。

「ポチは噓うそなんて言わないのです」

「方向は？」

「あっち～？」

　タマとポチが小蟷螂の現れた方向を指さす。

「全員、移動を開始します！　幼年学舎の生徒達は荷物を捨てて走りなさい！」

「教師マリオン、一体何を？」

「ゾーゴン君、先頭を任せます。この先にあった広場を目指しなさい！」

「ど、どうして？」

　教師の必死さを理解できない班長のバリーが理由を尋ねる。

「森の中で小蟷螂の群れに襲われたいのですか！」

「で、ですが騎士団が掃討した場所に群れがいるなんて──」

「小蟷螂だ！　何匹もいるぞ！」

　常識的にあり得ない、と言いかけたバリーの耳に、自主的に索敵を行っていた斥候の声が飛び込んできた。

「行きなさい、バリー！」

「は、はい！」

　教師にファーストネームで命じられたバリーが反射的に駆け出すと、他ほかの生徒や子供達も一緒に逃げ出した。

「一人じゃ危ないのです」

「お手伝い～？」

「いいから行きなさい！　チナ様、彼女達を連れていって！　風かぜ杖づえが使えません」

　教師マリオンが必死の顔で叫ぶと、チナに手を引かれてポチとタマも避難を始めた。

　二人がチナに合わせて走っていると、風杖で小蟷螂達を蹴け散ちらした教師マリオンが追いついてくる。

　森を抜け、山の斜面にできた広場に生徒達は集まっていた。

　教師マリオンが周囲を見回す。

「あそこ～？」

「あの岩の上なら安全なのです」

　タマとポチが広場の中央に立つ石碑のような大岩を指さした。

　物見台のような使われ方をする場所なのか、大岩には階段のような細い足場が作られていた。

「子供達を大岩の上に！　候補生達は階段前を守って！　土魔法が使える者は階段の周囲に土壁を作りなさい！」

　教師マリオンの指揮に従って、子供達が怖々と大岩の階段を上る。

　途中で怖がって動けなくなる子供もいた為ため、避難は遅々として進まなかった。

「班長は信号弾を！」

「で、ですが、それでは大幅な減点に……」

「死んでから墓標に成績表を飾りますか？　小蟷螂は少なくとも一〇匹はいました。群れ全体なら、その数倍はいるはずです」

　この期に及んで成績を気にするバリーを、教師マリオンが諭す。

「来たよ～？」

「いっぱい、なのです！」

　木々の間から、小蟷螂が現れた。

　その数は三〇匹近い。

「う、うわぁああああああああ」

「お母さん、怖いよぉおおおお」

　岩の上で幼年学舎の子供達が泣き叫ぶ。

　それは候補生にも伝染し、騎士学舎の生徒達にも広がった。

「大丈夫だいじよび～？」

「な、泣かないでほしいのです」

　タマとポチが子供達を宥なだめるが、今一つ効果がない。

　気丈なチナも自分が取り乱さないようにするのが精一杯で、周りの事を気に掛けるほどの余裕はないようだ。

「しっかりしなさい！　それでも騎士を目指す者ですか！」

　生徒達を叱しつ咤たする教師マリオンも膝ひざや手が震えている。

　なぜなら、木々の間から現れる小蟷螂の群れは今でも増え続けているからだ。

「三重の円陣を組みます。騎士学舎の生徒は外側の円陣に、候補生は内側の二つの円陣で階段を守りなさい」

　生徒達が教師マリオンの言葉に従って行動を開始する。

　バリーがようやく上げた信号弾をちらりと見た後、教師マリオンが生徒達に向かって叫ぶ。

「あの信号弾を見た砦とりでの兵士達やミマニの街を守る兵士達が来てくれます！　それまで全員で生き延びますよ！」

「「「応！」」」

　教師マリオンに指揮された生徒達が、小蟷螂達を相手に奮闘する。

　手出しを禁じられたタマとポチは、喉のども嗄かれんばかりに声援を送った。二人が手を出せばすぐにでも殲せん滅めつできる事を、チナも教師マリオンも知らなかった。

「やばい！　マリちゃん、頼む」

「先生と呼びなさい！」

　教師マリオンは風杖で小蟷螂の群れを散らしつつ、生徒達の輪を抜けた小蟷螂を剣で倒す役割を果たしていた。

「しまった──」

「抜けられた！」

　教師マリオンが先ほどの一匹を始末し終える前に、二箇所から小蟷螂が抜け出し、候補生の輪へと向かった。陣の内側に風杖は使えない。

「すぐに加勢に向かいます！　防御を優先し、時間を稼ぎなさい」

　蒼そう白はくな顔をした候補生達が小蟷螂に挑む。

　空振りをする者や怯おびえて後じさる生徒はまだマシな部類だ。怯えてその場にしゃがみ込む者や剣を振り回して周りの仲間を斬きってしまう者さえいた。

「ぐはぁあああ」

　一人の候補生が小蟷螂に吹き飛ばされ、小蟷螂の魔の手が女子候補生ばかりで構成された二列目に届いた。

　ここを抜かれたら、岩の上にいる子供達の身が危ない。

　候補生達は過半数が恐怖に身を竦すくめている。

　その中でもちゃんと動ける者はいた。

「ナナさんの教え！　相手をしっかり見る！」

　シェリンは己を奮い立たせる為に、震える声で叫んだ。

　小さな盾を構えたシェリンが、小蟷螂の攻撃を盾で受ける。

　身体からだの弱いシェリンは吹き飛ばされてしまったが、動きの止まった小蟷螂を他の候補生達が叩たたき伏ふせた。

「ルルさんの教え！　転んでもすぐに立ち上がる！」

　ふらふらする身体に鞭むち打うって、シェリンが立ち上がって盾を構える。

　候補生達を撥はね除のけた小蟷螂が眼前に迫っていたが、シェリンは涙目になりながらも盾で受け止めた。

「止めたら、足を払う！」

　シェリンが小剣で小蟷螂の中肢を払う。

　よろめいた小蟷螂に、候補生達や後ろから追いついた教師マリオンが止とどめを刺した。

「はあ、はあ──ルルさん、ナナさん、私にもできました」

　シェリンは疲労と遅れてやってきた恐怖で腰を抜かして地面にへたり込んでしまったが、涙で濡ぬれる彼女の顔には誇らしげな表情が浮かんでいた。

「ぐれいと～？」

「とってもとっても偉いのです！」

　健闘したシェリンを、タマとポチが岩の上から褒める。

　子供達の頑張りに、小蟷螂達も逃走を始めた。




「俺達に恐れをなして逃げ出したぜ」

「うおおおお！　俺達の勝利だ！」

　バリー達が勝ちどきを上げる。

　八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍をしていた教師マリオンも、疲労と安あん堵どからその場に腰を落として天を仰ぐ。

「ぴ～ぽ～ぱ～ぽ～？」

「白衣の天使ポチ参上、なのです！」

　救急隊の腕章を付けたタマとポチが、怪け我がをした生徒や候補生の間を駆け巡り、カロリーと塩分補給の塩しお飴あめや体力回復の魔法薬を配ったり包帯を巻いたりしていた。

　包帯は薄めた魔法薬に浸してあり、傷口の消毒と流血を防ぐ効果が高い。

　魔法薬の方はサトゥー謹製の水増し魔法薬で、非常時の配布用としてサトゥーに与えられていたモノだ。

　応急処置を終えたタマとポチが岩の上へと戻る。

「見ろよ、スゲー逃げ足。もう木々の向こうに消えちまったぜ」

「ああ、そうだな──」

　勝ち誇るバリーの言葉に相あい鎚づちを打つ副班長が、不意に違和感を覚えた。

「どうして、あいつらは出てきた方向と違うあっちの森に逃げたんだ？」

「さあ？　群れの長おさがあっちに逃げたからだろ」

　副班長の疑問をバリーが深く考えず流した。

「次、来る～？」

「そろそろ第二弾が来るのですよ」

　岩の上からタマとポチが警告する。

「──次？」

　教師マリオンが岩を見上げ、タマとポチが指さす方向──小蟷螂の群れが現れた場所に視線を向け直した。

「ソ──兵蟷螂ソルジヤー・マンテイス！」

　小蟷螂とは比べ物にならない強敵の出現に、教師マリオンが悲鳴を上げる。

　兵蟷螂を倒すには正騎士なら数人、兵士なら一個分隊が必要だと軍で教えられている。

　教師マリオンが命を賭かけたとしても、倒せるのはせいぜい一、二匹。騎士学舎の生徒達と連係したとしても四匹が限界だ。

　だが、森の中から現れた兵蟷螂は八匹。

　岩の上に籠ろう城じようしたとしても、援軍が現れる前にどれだけ犠牲が出るか分からない。

「でも、それを最後まで見なくて済むのは幸いかもね……」

　教師マリオンが候補生達を岩の上に避難させ、生徒達の内で戦闘に長たけた者達だけを地上に残し、残りは岩の階段に移動させた。

　兵蟷螂達が広場に侵入し、その複眼で生徒達を捉とらえた。

　その多くは生徒達を脅威と認めなかったのか、一匹を除いて小蟷螂の死し骸がいを貪むさぼり始めた。

「共食いかよ……」

「小蟷螂達はあいつらに追いかけられていたんだな」

　生徒達が恐怖を紛らわすように口を開く。

「来るわよ！　気を引き締めなさい！」

　死骸に興味を持たなかった一匹の兵蟷螂が迫る。

「風よ、我が敵を討て！　──効かない？」

　風杖の風弾を受けても兵蟷螂は表皮が傷付く事もなく、僅わずかに怯ひるんだだけで進軍を再開した。

　その一点だけを見ても、小蟷螂とは格が違う事がわかる。

「くっ、このっ！」

　教師マリオンが兵蟷螂を剣で牽けん制せいするが、兵蟷螂は怯む事なく前肢の鎌かまを振り下ろす。

「ナ、騎士盾ナイト・シールドが！」

　鋼鉄が張られた頑丈な騎士盾を、兵蟷螂のツルハシのような鎌が一撃で貫き、それを目撃した生徒達の間に動揺が走る。

　兵蟷螂は貫いた盾を鎌で挟んで持ち上げ、反対側の鎌で教師マリオンを薙なぎ払はらった。

「──くはっ」

　教師マリオンは剣を盾にして直撃を防いだが、その勢いを殺す事はできず、くの字に曲がって吹き飛ばされた。地面をバウンドして転がっていった教師の姿に、生徒達が悲鳴を上げる。

「や、やばいぞ。どうするバリー」

「え、どうって？」

　号令をかけるはずの班長バリーが、うろたえた声を返す。

「前列盾を構えろ！」

　副班長の叫びに生徒達の半数が盾を構える。

　残り半数は「盾なんて紙みたいに貫かれちゃうよ」と言って仲間の陰に隠れた。

　その無様な姿を見下ろす兵蟷螂の顔が、チナには嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべているように見えた。

「来るぞ！」

　兵蟷螂が生徒達を蹂じゆう躙りんする。

　未いまだに死者こそは出ていないが、骨折や打撲、擦過傷を負った者は枚挙に暇いとまがない。

「し、死ぬ。このままじゃ全員殺される……」

　仲間達の陰で震えるバリーが虚うつろな目で呟つぶやく。

「バリー！　指揮を！　班長だろう、お前！」

「お、お前がやれ！　俺は班長を降りる。そうだ、お前達がやられている間に逃げ──いや、違う。それはダメだ。そうだ。報告だ。俺は逃げるんじゃない。この状況を報告に行くんだ」

「おい、何を言っている！」

「お、俺はこんな場所で死んでいい人間じゃないんだ！」

　バリーに摑つかみかかった副班長を剣で斬り払う。

　手から流れる血を見て、「お前……」と呟く副班長を無視して、バリーが一目散に逃げ出した。

「ま、待てよ、バリー」

「俺も連れていってくれ！」

　バリーの取り巻きが走り出すと、幾人かの生徒達がその背を追った。

　兵蟷螂は少しだけそちらに興味を持ったが、その後を追いかける事はないようだ。

「くそっ、俺達だけでも皆みんなを守るぞ！」

「「「応！」」」

　副班長の叫びに、残りの生徒達が半泣きの顔で応こたえた。

「このままじゃ、全滅してしまう」

　岩の上で戦いを見守っていたシェリンが、チナの呟きを聞いて意を決する。

　階段を駆け下り、岩の根元に置かれた教師の荷物の中から拡声の魔法道具を取り出した。

「私の監視をしている人！　お願いです！　皆を助けてください！」

　シェリンが教師から借りた魔法道具で叫ぶ。

　だが、森の中に潜む監視者達は誰だれ一人反応しなかった。

　彼らはこの魔物騒動が、シェリンを狙ねらうビスタール公爵領の者達によるモノだと考えていた。魔物が暴れてできた隙すきにシェリンを誘拐するのが狙ねらいだと推測し、まんまと現れた連中を一網打尽にしようと目もく論ろんでいるのだ。彼らにとっては人の命よりも、任務の方が重いのだろう。

「……お願い、誰か、助けて」

　魂の底から絞り出すような声で、シェリンが懇願する。

「おっけ～？」

「らじゃなのです」

　チナと一緒にシェリンを追いかけて降りてきていたタマとポチが快諾する。

　今まではシェリンが不合格になってはいけないと我慢していたようだ。

「タマ！　ポチ！　できるのですか？」

「おふこ～す～？」

「チョロいのですよ」

　タマとポチが妖よう精せい鞄かばんから剣を取り出そうとして、岩の上にリュックごと忘れているのに気付いてわたわたと慌てる。

　足下に落ちていた逃げた生徒の剣を拾い上げると、何事もなかったようにポーズを付ける。

「──本当に、大丈夫なのですか？」

「あい」

「も、もちろんなのです！」

　心配そうなチナに、二人は大丈夫だと請け合った。

　ポチがキリッとした顔になってタマを見る。

「タマ、三〇パーセントなのです」

「あい」

　ポチとタマが腕に取り付けた筋力抑制ブレスレットを操作する。

　迷宮都市で子供達と気兼ねなく遊ぶ為ために作られたソレは密ひそかに進化を遂げ、四段階のパワーセーブ機能を実装するに至った。

　分かり易やすい「ＯＦＦ、弱、中、強」ではないのは、若い頃ころに某妖よう怪かいモノ漫画に傾倒していたアリサが強硬に主張した為だ。

　力を少し解放したタマとポチが魔物へと駆け出した。





◆






「すごい」

　タマが駆け抜けると、兵蟷螂の足が関節部分で両断された。

「すごいすごい」

　ポチが一いつ閃せんすると、生徒達が束になっても傷付けられなかった兵蟷螂の長い首が真っ二つになる。

「二人ともすごいです！」

　チナが手を叩たたいて喜ぶ。

　さっきまで死闘を繰り広げていた生徒達は、顎あごが外れそうな顔で無双する二人を見つめていた。

「あんなに硬い兵蟷螂の足をただの鉄剣で斬きり裂いたぞ」

「あれは関節を狙ったからだ。それより、凄すごいのは兵蟷螂の首を斬った犬耳の方だ！」

「ばかやろう！　縦横無尽に動くカマキリの関節を狙うのがどれくらい大変だと思ってやがる！」

　生徒達の評価に、ポチとタマの顔に照れ笑いが浮かぶ。

「まずい！　他ほかの兵蟷螂達が来るぞ」

　副班長の叫びに、全員が顔を青ざめさせた。

　いや、全員ではない。

「なんくるないさ～？」

「雑ざ魚こは何匹集まっても雑魚なのですよ」

　タマとポチは迫り来る兵蟷螂へと駆け寄る。

「悪即ザザーン、なのです！」

「死して屍しかばね、斬れぬ者なし～？」

　ここにはタマやポチの微妙に変なフレーズに突っ込む者はいない。

　二人は兵蟷螂の中を駆け抜け、次々に兵蟷螂を倒していく。

「終了～？」

「あっけなかったのです」

　全すべての兵蟷螂を倒し終わった二人が、迷宮生活の習慣でいそいそと魔コ核アを取り出す。

「兵蟷螂の魔核は肉にく串ぐし二〇本になるのですよ」

「甲殻も剝はがす～？」

「もちろんなのです！　甲殻も綺き麗れいに剝がせば肉串一五本になるのです！」

　彼女達の価値基準は肉串のようだ。

「頭に何か付いているのです」

「ネジ～？」

　タマとポチが兵蟷螂の頭にねじ込まれていた金属部品を取り出した。

　二人には分からなかったが、それは鼬イタチ帝国から持ち込まれた魔物を従わせる魔法道具だ。

「助かったの？」

「ああ、魔物は全部あいつらが倒してくれた」

「そっか、助かったんだ～」

「良かったよぉおおお」

　脅威が排除された事を知った生徒達が地面にへたり込み、安あん堵どした子供達がわんわんと泣き出した。

「ありゃりゃ～？」

「困ってしまうのです」

　泣き声の大合唱に、タマとポチが慌てる。

　飴あめを与えるのがいいか、とっておきのジャーキーを出すかで二人が迷う。

「大丈夫ですよ。泣き疲れるまでそのままにしておきましょう」

　シェリンを連れたチナが二人の前にやってくる。

「ありがとう、タマ、ポチ。私はあなた達の親友である事を誇りに思います」

「にへへ～？」

「マブダチにそう言ってもらうとポチも嬉うれしいのです」

　友人に手放しで褒められてタマとポチが身体からだをくねくねして喜ぶ。

「ありがとう、タマちゃん、ポチちゃん。皆を助けてくれて」

　シェリンも二人に頭を下げる。

「なんくるないさ～？」

「タマとポチは当たり前の事をしたのですよ。それよりも、怪け我がをした子達を治療するのが先なのです」

　ポチの言葉で怪我をした先生や先輩達の事を思い出したシェリンが立ち上がる。

「治療したら、早めに移動した方がいいかもしれませんね」

「はい、他の候補生達にも手伝ってもらいます」

　チナの言葉にシェリンが駆け出す。

　そんな前向きな空気は、次の瞬間かき消えた。




「ぎゃぁああああああああああああ」

　誰かの叫びがした。

　バリー達が逃げた方だ。

「向こうにも魔物が？」

　チナが不安そうな声で呟く。

　小さな爆発が連続して起こり、幾つもの人影が宙を舞った。

　シルエットから、それが少年達ではなく、黒装束の男達だと分かる。

「一体何が？　バリー達は火魔法を使えなかったはずだ」

　副班長の呟きは正しく、火魔法を使った者や宙を舞っていた黒装束はシェリンを監視していた者達だった。

「見ろ！　バリー達だ！　全員いるぞ！」

　木々の向こうからバリー達が転げるように姿を現した。

　その後ろには赤と黒の体毛をした巨大な虎とら。ここに鑑定アナライズスキルを持つ者がいたなら、それがレベル四八の「空泳魔虎エアウオーク・タイガー」という魔物だと分かっただろう。

「肉～？」

「美お味いしそうなのです」

　タマとポチが空泳魔虎を見て舌なめずりする。

「……あの魔物、先輩達をいたぶっている」

　シェリンが呟いた。

　空泳魔虎は猫系の獣特有の性質で、逃げる獲物を弄もてあそんでいたのだ。

　もっとも、だからこそ、格上すぎる魔物に追いかけられていたにも拘かかわらず、未だにバリー達の命があったとも言える。

「タマちゃん、ポチちゃん、お願い。助けてあげて」

　自分を虐いじめていた相手にも拘わらず、シェリンは彼らを助ける事を願った。

　もっともそれは、空泳魔虎がどのくらい強大な魔物かを知らないからこそできる無謀なお願いだ。

「あいあいさ～？」

「ポチにお任せなのです」

　タマとポチが快諾する。

「だ、大丈夫なのですか?!」

　それを見たチナが驚きの声を上げた。

「おふこ～す～？」

「でも、あれはちょっと強そうなのです」

「一〇〇パーセント？」

「はいなのです。全力全開で行くのですよ」

「あいあいさ～」

　筋力抑制ブレスレットをオフにした二人が、土煙を巻き上げてダッシュした。

「た、助けてくれぇえええええ」

　顔を涙や鼻水でぐしょぐしょにしながら、バリー達がやってくる。

　追いつかれた一人が、空泳魔虎の前足で撥はね飛とばされ、バリーの横を転がっていく。

　それを見て慌てたバリーが足を縺もつれさせて転んだ。

「タマ、そっちは任せたのです」

「あいあい～」

　先に撥ね飛ばされた少年をタマが受け止め、魔法薬をパシャリとかけて治療する。

「うわっ、うわっ、うわぁあああああああああああ」

　転んだバリーの顔の横に、空泳魔虎の前足が振り下ろされる。

　這はって逃げる事もできず、バリーは本能的に堅く目を閉じ、身を固めてその時を待った。

　だが、最期の時はいつまで経たっても訪れない。

「──なんっ」

　目を開けたバリーが驚きの声を上げた。

「噓うそだろ……」

　彼は自分の見ているモノが信じられなかった。

　なぜなら、砦とりですら砕く空泳魔虎の爪そう撃げきを、自分より小さな犬耳娘が受け止めていたのだから。

「救助っじょ～？」

　バリーの身体が引っ張られ、後ろに投げ飛ばされる。

　乱暴な行為に文句を言おうと顔を上げ、バリーは自分が猫耳娘に助けられた事を知った。

「お、お前達──」

「ここから先はポチ達の出番なのです」

「ういうい～」

　ポチとタマが背中で語る。

　バリー達には小さな二人の背中が、誰だれよりも大きく見えた。

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧＧＥＺＲ。

　咆ほう哮こうを上げた空泳魔虎が、怒ど濤とうの連続攻撃を二人に放つ。

「そい！　ちょいや！　てやぁあああ！　なのです！」

「にゅ！　にゅあ！　にゅおおお～？」

　二人は空泳魔虎を凌りよう駕がする速度で攻撃を受け流し続けたが、鉄剣の脆もろさと身体からだの軽さはどうしようもなかった。

　吹き飛ばされた二人が、バリー達の近くへ着地する。

「早く逃げて～？」

「そうなのです。ポチ達に任せて早く避難するのですよ」

　いつもの装備もなく、後ろに誰かを庇かばった状態で同格に近い相手を制するのは、ミスリルの探索者である彼女達にも荷が重い。

「で、でも！」

「俺達だって──」

　逡しゆん巡じゆんする少年達の言葉を、金属同士がぶつかるような甲高い音がかき消す。

　ポチの持つ鉄剣が折れ、破片がポチの頰ほおに小さな傷を作っていた。

「早く逃げるのです。ポチ達が支えている内に、早く！」

「くそっ、逃げるぞ！　──これを使え！」

　ポチの鬼気迫る顔を見たバリーが仲間達に声を掛け、自分が持っていた短剣をポチに投げ渡すと、仲間達を連れて脱だつ兎との勢いで逃げ出した。

「おっとっと、なのです」

　ポチは受け取った短剣を鞘さやから抜く。

　それはミスリル合金で作られた短剣だった。

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧＧＥＺＲ。

　空泳魔虎の相手をしていたタマが、ポチの前に着地した。

「パキポキ～？」

　タマの鉄剣も空泳魔虎に折られてしまったようだ。

「ここはポチに任せるのです」

　ポチの持つ短剣が赤い光を帯びる。

「あ、あれは！」

「あんな子供が？」

「まさか、本当に?!」

　ポチ達の戦いを見守っていた騎士学舎の生徒達が騒ぐ。

「──魔刃、なのです」

　ポチの持つ短剣を赤い魔力の刃やいばが覆う。

　それはシガ王国でも限られた一流の武人のみが使えると噂うわさされる奥義中の奥義だ。

「タマも～？」

　折れた鉄剣の根元から、赤い魔力の刃が生える。

　魔力を拡散させてしまう鉄剣の性質を利用して、刃のない場所に魔刃を出したらしい。

「タマは器用なのです」

「にへへ～？　もう一本～？」

　ポチが捨てた折れた剣を拾い上げ、二本目の魔刃剣を作り出した。

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧＧＥＺＲ。

　二人の剣を見て警戒心を刺激された空泳魔虎が、咆哮を上げ、空に駆け上がった。

「逃がさない～？」

「魔刃、ゴーなのです！」

　二人の剣から放たれた赤い光弾が空泳魔虎を撃つ。魔刃砲だ。

「──え？　ええっ？」

「魔刃が飛んだ？」

「魔法じゃないか？」

　騎士学舎の生徒達は魔刃砲を知らなかったらしい。

「防がれちゃったのです」

「風結界～？」

　自分の風結界が砕かれた事に怯おびえた空泳魔虎が高度を上げる。

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧＧＥＺＲ。

　空泳魔虎が風の刃を次々放つ。

「にゅるん～にゅるりらるん～」

「危なっ、なのです！」

　タマがアクロバティックな動きで風の刃を紙一重で避よけ、ポチがコミカルな動きで大げさに回避する。

　業を煮やした空泳魔虎が、紫電を纏まとう。

「タマ、パリパリしているのです！」

「あい──」

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧＧＥＺＲ。

「──タタミー返しの術～？」

　地面をべりっとめくった土壁が、空泳魔虎の放った雷撃を防ぐ。

「あひゃひゃひゃなのです」

「ぴりぱり～？」

　土壁を回り込んで静電気程度の電気が届いたのか、二人がくすぐったそうにする。

「反撃なのです！」

「あいあいさ～？」

　物陰から飛び出た二人が、魔刃砲を放ちつつ地面を駆ける。

　空泳魔虎は宙を蹴けって赤い光弾を避ける。

「ちぇいやー、なのです」

　ポチの気合いと共に赤い光弾が軌道を変え、空泳魔虎の横面を叩たたいた。

「合体技なのです！」

「おっけ～？」

　ポチとタマが二段ジャンプで空高く飛び上がり、更に空中でタマを発射台にポチが空泳魔虎へと撃ち出された。

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧＧＥＺＲ。

　ポチを恐れた空泳魔虎がさらに高度を上げる。

「まだまだー、なのです！」

　ポチが空歩スキルの助けを借りて、空中を駆ける。

　自在に空を駆ける天駆とは違い、ポチの空歩は五歩から六歩分の足場を作るのがせいぜいだ。

　だが──。

「届いた、なのです！」

　ポチの手が空泳魔虎の尻しつ尾ぽを摑つかんだ。

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧＧＥＺＲ。

　空泳魔虎が暴れるが、ポチは強きよう靱じんな握力で空泳魔虎の毛を摑み、その背をよじ登っていく。

「もう、逃がさないのですよ！」

　ポチの短剣が目ま映ばゆいばかりの赤い光を帯びる。

　──ＴＹＩＧＧＧＧＧＧ──ＧＷＧＹＡ。

　危機感を覚えた空泳魔虎が紫電を放とうとするが、それは空泳魔虎の額に命中した地上からの赤い光弾が阻止した。

「ナイスアシストなのです」

　見下ろす地上で、タマがぐっと親指を立てる。

「今必殺の──魔刃突貫ヴアンキツシユ・ストライク！」

　至近距離から放たれたポチの必殺技が、空泳魔虎の延髄へと放たれる。

　空泳魔虎の防御障壁を軽々と貫き、金属質の毛皮や鋼のような筋肉を食い破って、ついには硬い骨に守られた延髄を貫いてみせた。

「……浅い、のです」

　短剣から返ってくる感触が、それを伝えてきた。

　愛用の魔剣と違い、このミスリル合金製の短剣では魔力の浸透率が低いのだ。

　──ＧＷＧＹＡＡＡＡＡＡＡ。

　思わぬ大ダメージに錯乱した空泳魔虎が身をよじり、必殺技を放って不安定な姿勢だったポチを撥ね飛ばす。

「うわああああああなのです」

　どこか余裕のある悲鳴を上げながら、ポチが空歩で落下速度を殺す。

　だが、空泳魔虎が空高く舞い上がっていた為ため、途中で空歩の有効回数が尽きてしまった。

「あわわわわ、なのです」

　空中でわたわたするポチを、ピンク色のマントでムササビのように飛ぶタマが回収した。

「きゃぷちゃ～？」

「タマ、ありがとなのです」

「なんくるないさ～？」

　二人が顔を見合わせて微笑ほほえんだ。

　──ＧＷＧＹＡＡＡＡＡＡＡ。

　後方から聞こえた声に危機感を覚えたタマがポチを投げ下ろす。

　タマとポチの間を幾つもの風刃が通り抜けた。空泳魔虎の攻撃だ。

　高レベルの魔物だけあって、急所に必殺技を一発食らっただけでは死なないらしい。

「間一髪だったのです」

　地面にシュタッと着地したポチの横に鞄かばんが落ちてきた。

「ポチの妖よう精せい鞄なのです」

　ポチが見上げると、上空でタマが手を振っていた。

　どうやら、ポチが空中で空泳魔虎の体をよじ登っている間に、岩の上に置いてきた妖精鞄を回収してきたようだ。

「木の葉落としの術～？」

　ムササビ飛行をしていたタマが、空戦テクニックの「木の葉落とし」を模した軌道で空泳魔虎の背に取り付いた。

　空泳魔虎が暴れるも、忍者タマはぴたりと張り付いたままだ。

　空中で暴れていた空泳魔虎が、急激に軌道を変えて地面に頭から落下した。

「トラ落としの術～？」

　地面にクレーターを作ってぴくぴくする空泳魔虎を背に、タマが「にんにん」と忍術のポーズをする。

　ムーノ伯爵領で古皮蛇竜エルダー・ナーガを空から叩き落とした「ナーガ落とし」の術と同じモノだろう。

「地上に落ちたら、こっちのモノなのです！」

　ポチが妖精鞄から愛剣を取り出す。

「瞬動──居合い抜刀、魔刃旋風ヴアンキツシユ・スライサー！」

　空泳魔虎に急速接近したポチが、剣を抜き放ちながら第二の必殺技を使った。

　真まっ赤かな斬ざん撃げきが空泳魔虎の首を深く抉えぐる。

「瞬動──魔刃双牙ボーパル・フアング！」

　ポチの反対側から接近したタマが、両手に持った魔剣で空泳魔虎の首をズタズタに引き裂いた。

　──ＧＷＧＹＡＡＡＡＡＡＡ。

　首が取れそうになりながらも、空泳魔虎が空へと舞い上がる。

　空泳魔虎の目は自分を傷付けたタマとポチではなく、岩の上で二人を見守る子供達に向いていた。

「やばい～？」

「迎撃、なのです！」

　タマとポチが魔刃砲を放つが、空泳魔虎はそれを無視して子供達のいる岩へと空を疾走する。

　二人も慌てて追いかけるが、このままでは間に合わない。

「瞬動～」

「ダッシュなのです！」

　速度を増したタマとポチが、空泳魔虎との距離を少しずつ詰める。

「にゅ！」

「まずいのです！」

　空中を駆ける空泳魔虎の周りに幾つもの風刃が現れた。

　あれを放たれたら、子供達が無事では済まない。

　タマとポチが風刃を迎撃しようと魔刃砲を放つが、走りながらでは命中させるのもままならない。

　半数を迎撃したところで、空泳魔虎が発射態勢を取った。

　タマとポチの二人は、それを絶望の目で見上げる。




「──神威巨槍デイバイン・ランス」




　涼やかな声と共に、空の彼方かなたからキラキラした光を撒まき散ちらした巨大な光弾が飛んできた。
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　二発の光弾が風刃を蹴け散ちらし、ズドン、ズドンと空泳魔虎を貫く。静止した状態になって初めて、光弾だと思われたそれが電柱サイズの透明な槍やりだと分かった。

　瞳ひとみから光を失った空泳魔虎の死し骸がいが、地表へと落ちていく。

「大丈夫だった～？」

　木々の上をぴょんぴょんと跳んで誰だれかがやってくる。

「ごめんね、遅くなって」

「ヒカル～？」

　遺跡で会ったヒカルが、信号弾を見て応援に来てくれたようだ。

「ナイス・フォロ～？」

「もう間に合わないかと焦ったのです」

「二人とも怪け我がはない？」

　ヒカルが二人を覗のぞき込む。

「だいじょび～？」

「これくらいへっちゃらなのです」

　タマとポチがくぴっと魔法薬を飲み、シュタッのポーズを取る。

「このサイズの空泳魔虎を二人でか……二人とも小さいのに凄すごいんだね」

　ヒカルに褒められた二人が、にへへと微笑む。

「解体、解体～？」

「そうなのです。早く血抜きしないと不ま味ずくなっちゃうのです」

「持って帰るなら『無限収納インベントリ』で運んであげようか？」

「わ～い」

「お願い、なのです！」

「普通だと入り口に入らないんだけど、ちょちょいと工夫すると──ほら、この通り！」

　インベントリの黒い板を空泳魔虎に押し付け、ヒカルがなんらかの操作を行うと、空泳魔虎の輪郭に沿うように黒い板が変形し、その巨体をインベントリに納めた。

「ポチ！　タマ！」

　ヒカルと一緒に戻ると、チナが最初に駆け寄ってきた。

「怪我はありませんか？」

　ぺたぺたとタマとポチの身体からだをチェックする。

「あひゃひゃ～」

「くすぐったいのです。タマとポチは大丈夫なのですよ」

　マブダチであるチナを心配させないように、魔法薬で治療したとは言わずに、笑顔で大丈夫とだけ伝えた。

　その間にシェリンやバリー達も駆け寄ってくる。

「ありがとう、ポチちゃん、タマちゃん」

　シェリンが目に涙を浮かべて二人に礼を言う。

「私も、いつかきっと二人みたいに強くなって皆みんなを守る」

「ないす、がっつ～？」

「シェリンは頑張り屋さんだから、きっとなれるのです！」

　シェリンの誓いを二人が応援する。

「あ、あの……」

「俺達……」

　バリー達がおずおずと二人の前に来る。

「悪かった」

「この通りだ」

　三人が地面に膝ひざを突き、土下座のような姿勢で詫わびる。

「にゅ！」

「えーっと、なのです」

　そんな対応をされなれていない二人が対処に困る。

　頭のいいチナなら何か名案を思いつくのではないかと、すがるような視線を向けた。

「──ふふ」

　チナが貴族らしい顔で頷うなずく。

「そういえば先輩方は二人に手伝ってもらうようなら『下僕でも舎弟でもなってやる』などと言っていましたね」

「そ、それは……」

「確かに言ったが──」

「ならば、二人に命を救われたら、どうなさるのが適当だと思われますか？」

　言い訳をしようとしたバリー達に、花が咲くような笑顔で最さい後ご通つう牒ちようを突きつけた。

「き、騎士に二言はない……」

「僕らは君達の舎弟になろう」

　苦渋の決断をしたバリー達に、チナは「君達？」「なろう？」と呟つぶやいて言葉を訂正させる。

「「「僕らをポチさんとタマさんの舎弟にしてください」」」

　チナに全すべての矜きよう持じを剝はぎ取られたバリー達がそう言って頭を下げた。

「シャテイ～？」

「弟子と友人の中間みたいなモノです」

　首を傾かしげるタマとポチにチナが説明する。

「マブダチに続いてシャテイまでできたのです！」

　ポチが飛び上がって喜ぶ。

「友達いっぱい～？」

「この調子で一〇〇人まで増やすのですよ」

「あいあいさ～？」

　がっしりと繫つないだタマとポチの手に、チナが手を重ねる。

「春期教室はあと僅わずかですけど、楽しい時間を過ごしましょう」

「おふこ～す～？」

「もっちのロンなのですよ！」

　三人のマブダチが笑顔で友情を確かめ合う。

　その傍そばで、バリー達──いや、シャテイ達はなんとも言えない顔でそれを見守っていた。








幕間：遠足の後






「遠足は楽しかったかい？」

「あい！」

「とってもとってもエキサイティングだったのですよ！」

　遠足を終え、王都邸に帰ったタマとポチが、仲間達に遠足がどんなに楽しかったかを身振り手振りを交えながら熱く語る。

　なんでも、マブダチに続いてシャテイができたそうだ。

　下僕的な舎弟じゃなく、弟子みたいなニュアンスらしい。

「信号弾を追いかけたら空泳魔虎エアウオーク・タイガーと戦っていたからびっくりしたよ」

「にへへ～？」

「結構歯ごたえがあって楽しかったのですよ」

　ヒカルに褒められたと勘違いしたタマとポチが楽しかったと報告する。

　その二人の頭にリザの拳こぶしがゴツンと落とされた。

「二人とも、強敵が現れたら緊急報知器のボタンを押しなさいと言われていたのを忘れましたか？」

　リザに言われて二人が「あっ！」と言いたげな顔になる。

「反省～」

「ごめんなさいなのです」

　弱い魔物から順番に現れた為ため、二人は緊急報知器のボタンを押すタイミングを逸したらしい。

「ヒカルが間に合ってくれて良かったよ」

「あはは、私は終わりかけに止とどめを刺しただけだよ。二人だけでも余裕で勝ててたと思うわ」

　感謝するオレにヒカルが謙けん遜そんする。

「そういえば、コレ」

　ヒカルがアイテムボックスから拉ひしげた金属部品を取り出した。

「──ネジか」

　それは鼬イタチ帝国から持ち込まれたネジという魔物を操る道具だった。

　恐らくは、ビスタール公爵を暗殺しようとしていた連中がシェリン嬢を人質にでもしようと企たくらんでいたのだろう。

「魔物を操っていた連中は捕まえたのか？」

「全員かどうか分からないらしいけど、惨殺死体で見つかったんだって」

　巨大な爪つめで引き裂かれていたそうなので、空泳魔虎に殺されたのだろう。

「そういえば空泳魔虎も操られていたのか？」

「ううん。空泳魔虎の頭にはなかったわ。あのタイプは好奇心旺おう盛せいだから、魔物の大移動に興味を惹ひかれて来たんだと思う」

　なるほど、悪巧みした連中は自業自得で破滅したわけか。

「そういえばヒカルたんはどうしてあんな場所に？」

「あの近くに仲間達のお墓があるんだよ。それでお墓参りに行った帰りに偶然、ね」

　ヒカルが少しアンニュイな顔で呟く。

「そんな事より、明日からオークションなんでしょ？　準備はできたの？」

「ああ、バッチリだ」

　しんみりした周りの雰囲気を察したヒカルが、空元気を振り絞って話を変えたので、その流れに乗っかった。

　オークションに参加する一番の目的は「祈願の指輪」だ。

　アリサとルルの「強制ギアス」を解く事ができるかもしれないアイテムだから、是が非でも落札したい。

　既に準備は万全だが、もう一つか二つくらい手を考えて最悪に備えるのもアリかもしれない。

「そうだ！　セテから支度金名目で金貨をたくさん貰もらったから、落札の足しにして」

　ヒカルがそう言って、国王から貰ったという金貨が千枚くらい入った袋を、アイテムボックスから取り出した。

「それだったら、わたしがニナさんやエチゴヤ商会で顧問料に貰ったのも足すわ」

　アリサが金貨の入った袋を取り出すと、他ほかの仲間達も妖よう精せい鞄かばんの中からお小遣いを取り出してテーブルの上に並べだした。

「わ、私も少しですけど」

「マスター、ストックを放出すると告げます」

「使って」

「私も迷宮都市の決闘で得た賞金を」

　リザはなかなか大金だ。

「ポチもお小遣いを出すのです！」

「タマも～？」

　ポチとタマも勢いよく妖精鞄を漁あさったが、なかなか出てこない。

「あった、なのです！」

　ポチが銅貨を一枚見つけて、良い笑顔で掲げて見せる。

「にゅ～」

　タマは見つからなかったのか、肩を落としている。

　気落ちして「ごめんなさい」と謝るタマの頭を撫なで、「謝る必要はないよ」と宥なだめる。

　もともと、タマとポチには買い食いができるくらいのお小遣いしか渡していないから、残っていなくても当たり前だ。きっとお年玉も肉にく串ぐしに代わったに違いない。

「ヒカル、それに皆、ありがとう」

　金貨一三〇〇枚くらいのお金が載ったテーブルの前で、皆に頭を下げて感謝する。

　落札用に金貨三〇万枚を用意してあるんだけど、皆の気持ちが嬉うれしかったので、そのまま受け取る事にした。

　オークションが終わったら、感謝の言葉と共に皆に返そう。




「ねぇ、サトゥー。オークション会場ってどんな感じなの？」

「本会場は競技場並みに広いよ。当日は会場の周りに屋台や掘り出し物の露店がいっぱい出ていてお祭りみたいな感じになるんだってさ」

　ヒカルの質問に答えると、仲間達が興味津々な顔になる。

「オレは会場に入り浸りになると思うけど、お小遣いをあげるから皆みんなで楽しんでおいで」

「楽しみ」

「わーい？」

「なのです！」

　ミーアを筆頭に皆が良い返事をする。

「注意しないと、スリとかひったくりとかが多そうね」

「ああ、あちこちにいたよ」

　エチゴヤ商会メンバーと一緒に出品物を預けに行った際に見かけた。

　他にも会場周辺に偽物を売却する詐欺師や犯罪ギルドのメンバーがウロウロしていたので、全すべて捕縛して衛兵詰め所に突き出しておいた。

「当日はどっちでいくの？」

「クロだよ」

　エチゴヤ商会として参加する予定だ。

　オークションには落札を代行する代理人制度があり、それを利用して間接的に参加する貴族が多いとお茶会で聞いたので、サトゥーの方はそのシステムを使って雇った代理人に巻物や「祝福の宝珠ギフト・オーブ」を落札するように頼んである。

「浮気はダメよ」

「従業員に手を出す気はないよ」

　オレはボルエナンの森のハイエルフ、愛いとしのアーゼさん一筋だ。




　さて、後はオークションで「祈願の指輪」をゲットして、アリサとルルの「強制」を解除すれば王都でのミッションは完了だ。

　ヒカルの世界の「鈴木一郎」が少し気になるけど、神様が予言しているなら大丈夫だと思う。

「祈願の指輪」が二つあれば、ヒカルと彼女の「鈴木一郎」が会えるようにお願いするんだけどね。

　おっと忘れるところだった。

「ヒカル、ちょっと頼みがあるんだけど──」

　最後に一つ布石を打っておこう。








幕間：オークション前日






「『英傑の剣』を超える魔剣だと?!」

「はい、それも護国の聖剣クラウソラスと同じように宙を舞う魔剣をオークションに出品するそうです」

「ぐぬぬぬ、エチゴヤ商会めっ。そこまでするのか！」

　王城のサロンでエチゴヤ商会の支配人から聞いたという部下の話に、主あるじはうなり声を上げた。

「『祈願の指輪』を狙ねらう者を減らす為とはいえ、国宝級の魔剣を出品するとは」

「恐らく、魔剣としての実用性は低いのであろうよ」

「ですが──」

「ああ、貴族達はこぞって入札する。これほど珍しく、他人に自慢できる品はないからな」

　サトゥーが聖剣クラウソラスの機能を再現しようと試作した品の一つだ。

　武器としての性能は主の推察した通り、大した機能がないので放出する事にしたのだろう。

「だが、それ一つであれば、蹴け落おとせるのは一人」

　主が訝いぶかしげに呟つぶやく。

　彼が言外にほのめかしたように、落札できなかった者の所持金が消費されるわけではないのだから。

「そ、それが……」

「まだ、何かあるのか？」

「その『空飛ぶ魔剣』だけではないのです」

「なんだと?!」

　部下は他にも「投げた者の手元に戻る槍やり」「魔刃を纏まとう魔剣」「中級魔法並みの術理盾を瞬時に生む小盾」「矢避よけの風盾」など、どれも国宝と呼ばれるに足る品が出品されるのだと告げた。

「どれか一つでも落札できればと考える者は多そうだ。有象無象と商人は消えるな」

「ケルテン侯爵や軍閥の貴族も、では？」

「その通り──そうか、そうだったのか！」

　主が椅い子すから立ち上がった。

「してやられたわ、エチゴヤ商会！」

　激高する主の勘気に触れないように、部下は主の言葉を待つ。

「あやつらは、大派閥の結束を乱して、集団としての力を削そぐ事を企んだのだ！」

　公爵達や門閥貴族達は寄子や派閥の貴族達から現金を集めて「祈願の指輪」を手に入れようとしていた。

　同じ派閥の貴族とて一枚岩ではない。これだけの噂うわさが流れれば、資金の供出を誤ご魔ま化かして抜け駆けを考える者が出るのは確実だ。

「そこまでして『祈願の指輪』を求めるか……」

　エチゴヤ商会恐るべし、その思いを新たにしつつも、あくまで「祈願の指輪」を追い求めるか、諦あきらめて国宝級の品を取るか、主は決めかねていた。

　そして、この主従と同じような会話が、王都の各所で交わされ、悩みのあまり眠れない者を量産する事になる。

　その悩みを生み出したエチゴヤ商会でもまた、エルテリーナ支配人やティファリーザが夜遅くまで眠れぬ夜を過ごしていた。

　もっとも、こちらは──。

「こちらの新作ドレスに合うのは、華やかなルビーの首飾りかしら？　それとも落ち着きのあるサファイアの首飾りかしら？　──ああっ、決められない！」

「エル、こんなドレスを借りていいのですか？」

　普段はエルテリーナの事を支配人あるいは様付けで呼んでいるティファリーザだが、プライベートな時間はエルテリーナ本人から「エル」と愛称で呼ぶ事を許されていた。

「ええ、もちろんよ！　明日は一日中クロ様とご一緒できるのですもの！　あなたも着飾らないと、クロ様に失礼ですよ。アクセサリーも貸しますから、宝石箱の中から好きなモノを選びなさい」

「は、はい。ありがとうございます」

　エルテリーナとティファリーザの二人は夜遅くまで、翌日の衣装を選び合った。





◆






「よう、無様じゃねぇか」

「ピピンか……」

　高い位置にある牢ろう屋やの窓から落ちる影を眺めながら怪盗シャルルルーンが呟く。

　衛兵本部の敷地内にある監獄塔も、ピピンにとっては簡単に侵入できる場所らしい。

「しくじったくらいで、ずいぶんしおらしいじゃないか」

　顔を上げようともしない彼女を怪盗ピピンが挑発する。

「今回は完敗さ。バレる要素は何一つなかった。変装も完かん璧ぺきだったし、鑑定されるような挙動不審な態度もなかった。変装する相手の事は何日も前から観察し、ちょっとした癖だって完璧だった」

　シャルルルーンのいつもより早口な言葉に、ピピンは黙って耳を傾ける。

「だけど、あいつは見抜いた。最初から私が怪盗シャルルルーンだって知っているかのように、迷いのない勢いで飛びかかってきたんだ」

　組み伏せられた時に付いた痣あざを摩さすりながらシャルルルーンが呟く。

「なら、リベンジしないとな」

「リベンジ？」

　シャルルルーンが初めて顔を上げる。

「そうさ。一度目は偶然かもしれないだろ？　お前の変装は鑑定アナライズスキル持ちの衛兵だって、なかなか見抜けやしない」

　シャルルルーンの場合、鑑定が通じないのではなく、鑑定させない立ち回りが上う手まいのだ。

「それとも俺様がライバルだと認めた相手は、一度きりの偶然に負けちまうような雑ざ魚こだったのか？」

「ふん、安い挑発だ」

　そう言いながらも、シャルルルーンの口元には笑みが戻っていた。

「効果的だろ？」

「ああ、悔しいがその通りだ」

　シャルルルーンが鎖の音を立てながら立ち上がる。

「やる気になっているところを悪いが、お前を脱獄させるのはギリギリまで遅らせる。──理由は、言うまでもないよな？」

「ああ、もちろんだ」

　今晩の内に逃げ出せば、彼女が盗もうとした品から本当の狙いを悟って、オークション会場の警備が厚くなる事をちゃんと理解していた。

「明日の昼過ぎに助けに来る。それからで間に合うか？」

「ああ、もちろんだ。次こそは決めてみせるよ」

「それでこそ、俺様のライバルだ」

　微かすかな笑いを残して、怪盗ピピンが落としていた影が音もなく消える。

「次は絶対にしくじらない。たとえ、お前がいてもだ。──ペンドラゴン」

　牢屋の窓から見える月に向かって、シャルルルーンは一人密ひそやかに誓いを立てた。

　それが、どんなに困難な誓いかも知らずに……。








オークション







〝サトゥーです。オークションといえば美術品や宝飾品が世俗を超越した高値で取り引きされる場所という印象があります。サラリーマンの生涯年収の何倍、何十倍もの金額が動くなんて、イマイチ現実感がないんですよね。〟






「クロ様、お待ちしておりました！」

　空間魔法の「帰還転移リターン」でエチゴヤ商会へ行くと、支配人がハリのある美声で出迎えてくれた。

　今日はいつものシャープな女社長風ドレスではなく、普通の貴族娘のような瀟しよう洒しやなドレスだ。

　昨日きのうのお茶会で会った伯爵令嬢が自慢していたドレスに似ている。

　確認したところ、同じ工房の作品らしい。一着金貨三〇枚という法外な価格らしいが、支配人の年収なら余裕だろう。

「さあ！　参りましょう！」

「お待ちください──」

　白い手袋に包まれた手でオレと腕を組もうとした支配人を、ティファリーザの怜れい悧りな声が制止する。彼女もオークションに同行するので、エチゴヤ商会の制服ではなく支配人と似たドレスを着ていた。

　二人揃そろうと髪色も相まって黄金の美女と白銀の美女といった感じで、非常にゴージャス感がある。
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「──支配人、宰相閣下からの件を忘れています」

「わ、分かっています」

　氷のような視線を浴びて、支配人がコホンと咳せき払ばらいをした。

　宰相からって何だろう？

「オークション会場の貴賓席に落ち着いてから、お渡しする予定だったのです」

「本当ほんとーはクロ様とデートできるから、浮かれて忘れてたんだよね？」

　支配人の言い訳を、部屋の入り口から顔を出した幹部娘が茶化す。

　彼女は支配人の鋭い視線を浴びて「怖い怖い」とおどけたように言ってから、隣の部屋へと逃げていった。

　支配人が赤い顔で手をワキワキさせて困っている。

　……まったく。

　これから戦場オークシヨンへ向かうというのに、真剣味が足りない。

「浮かれるのは務めを果たしてからにしろ」

「は、はい！　誠心誠意お仕えいたします！」

　叱しつ責せきされているのに、なぜか支配人の顔は先ほどよりも紅潮している。

　微妙に「務め」を色っぽい方向に誤解していそうだ。

「クロ様、僭せん越えつですが私の口からご報告いたします。昨夜、宰相閣下より『迅速な復興資材の調達を感謝する』との伝言と礼状が届きました」

　ティファリーザが支配人が口を割り込ませる隙すきを与えずに、スラスラと宰相の用件をオレに伝える。礼状も伝言とほぼ同じ内容だったが、一つだけ重要な書き込みがあった。

「支払いは即時換金可能な為替かわせで支払うとの事だ」

　オレ達がオークションの為ために金策している事を知ったのだろう。

　宰相もなかなか粋な事をする。

「せっかくの宰相の厚意だ。商業ギルドに顔を出してから行くぞ」

　換金先の指定が商業ギルドなのも、宰相からのアシストに違いない。

　オレは商業ギルドに寄った後、支配人やティファリーザを連れてオークション会場へ向かった。





◆






「チナ、こっち～？」

「シャテイ達も早く来るのですよ！　今日はポチが肉にく串ぐしを奢おごってあげるのです！」

　馬車の外から聞き覚えのある声が耳に飛び込んできた。

　窓から外を見ると、タマとポチに連れられた子供達が、オークション会場前の屋台で買い食いをしている姿があった。

　少し後ろに子供達を見守るリザやナナ達の姿もある。

　ミーアの横にいる紳士は、音楽堂で仲良くしてくれている楽聖さんかな？

「ルルちゃん先生、こちらの肉包みもご賞味あれ」

「何言ってるっすか！　最初は甘い麩ふ菓子って決まってるっすよ！」

　ルルを挟んでわいわい言っているのは、エチゴヤ商会の料理人と赤毛のネルだ。

　アリサも交えて楽しそうだ。

「クロ様、何か気になるモノでも？」

「いや、タチバナ相談役やネル達を見かけただけだ」

　オレは視線を車内に戻し、支配人の質問に答える。

　そうしている内にも、馬車は混雑したゲートから乗降用エントランスへと入った。

　仮面やベールを身に着けている紳士淑女が多い。




「クロ様、こっちこっち！」

　オークション会場に入ると、遠くからエチゴヤ商会の幹部娘がぴょんぴょん飛びはねながら手を振るのが見えた。

　そちらに足を向けると、石せき狼ろうに跨またがった小柄な幹部娘が人垣の向こうからやってくる。

「ロゥーナ、屋内で石狼に乗るのはよしなさいといつも言っているでしょう？」

「えー、これに乗ってると、いっぱい注目が集まって楽しいのに」

　支配人に注意されても、幹部娘はどこ吹く風だ。

「しつけは戻ってからにしろ」

　オレはそう言って、幹部娘に案内させる。

　厳重に警戒されているゲートを抜けて、細く折れ曲がった通路を進む。

「クロ様、ここだよ！　ここが特別出品カウンター！」

「お待ちしておりました。ロゥーナ様からお話は伺っております。出品リスト順に鑑定し、品物をお預かりします」

　大部分の出品物は昨日の内に委託を終えていたのだが、何種類かの魔剣を含む品々は警備上の理由で当日搬入するように頼まれていた。

　カウンターにはロマンスグレーなコンシェルジュっぽい感じの紳士と、二人の鑑定士が待っていた。他ほかにも何人かの係員がいる。

　その後ろに立つ護衛は、レベル四〇もある元聖騎士の腕利きだ。

「こちらのテーブルにお出しください」

　オレはリスト順にアイテムボックスから取り出した品を紳士に渡す。

　彼はそれを傍らの鑑定アナライズスキル持ちに──。

「なっ、何を」

　壁にめり込んだ鑑定士を見て、紳士が顔を引きつらせる。

　護衛は剣を抜き、紳士を背後に下がらせた。

　ふむ、説明が必要なようだ。

「その男は盗賊だ。胸元に忍ばせている偽装の魔法道具マジツク・アイテムを取り上げてから、そちらの男に鑑定させてみろ」

　オレの言葉を疑いながらも、紳士がもう一人の鑑定人に指示する。

「こ、これは『職化け』の魔法道具です。た、確かにエチゴヤ商会の方が仰おつしやった通り、この男は盗賊です」

「そんなっ！　身元の確かな者しか雇っていないはずなのに……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく係員達と違い、紳士はパンパンと手を打って周囲の注意を集めると素早く指示を出して、警備員に盗賊を拘束させると部屋から連れ出した。

　少しやりすぎた気がしないでもないが、盗賊相手に慈悲は無用だ。

　そうだ、他にもいるかもしれない。

　オークション会場周辺に絞ってマップ検索してみる。

　一つ、二つ、三つ……。

　犯罪者を示す幾つもの光点がマップに表示された。

　アリサやルルを「強制ギアス」から救う「祈願の指輪」を掠かすめ取ろうとする害虫のような輩やからを放置する気はない。

「他の害とう虫ぞくも始末するぞ」

　オレはそう宣言してから、標的までの経路を確認する。

　魔法でいけそうだ。閉ざされた扉を「遠見クレアボヤンス」と「理力の手マジツク・ハンド」の魔法で開けて進路を確保すると、ぼそぼそとダミー詠唱をしつつ、マップでロックオンした対象に「誘導気絶弾リモート・スタン」を発射した。

　標的以外の被害がないように、通路の天井沿いのコースを選んで飛ばす。

　マップ上で誘導気絶弾が次々と着弾していくのが分かる。

　二人ほど初弾を避よけたようだが、それは無駄な抵抗に過ぎない。

　現に二発目以降が次々と着弾して、犯罪者達の意識を刈り取った。

　ふっふっふー、悪は滅んだ。

「ク、クロ様？」

　──おっと、少し気負いすぎていたようだ。

　心配そうな支配人に、安心させるように微笑ほほえみを向ける。

「大丈夫だ。このくらい想定の範囲内だよ」

「だよ？」

　支配人が不思議そうに首を傾かしげる。

　しまった──クロらしくない素の口調が出てしまった。

「細かい事は気にするな」

「は、はい……」

　少し心を落ち着けねば──。

　オレは呆あつ気けに取られたままの人々を見回す。

　係員達は口をパクパクさせるばかりで役に立たないので、まともに動けそうな紳士に話しかけた。

「何をボサッとしている。二階に二人、倉庫に二人、地下階の金庫室前に一人だ。さっさと行って捕縛してこい」

「はっ、はい！」

　紳士は周囲の部下に命じて捕縛に向かわせ、自分自身も金庫室に向かって走っていった。

　まったく、事前の掃除はしっかりしておいてほしいものだ。

　確認を終えた紳士から納品済みの品々は無事だったという報告を受けた後、中断していた出品作業を行った。

　石狼に乗ったロゥーナとはホールで別れ、オレ達は案内嬢に連れられて上級貴族用の参加者控え室に向かう。

　なお、案内嬢に会場内での魔法の使用は厳禁だと遠まわしに注意された。





◆






「──以上がオークションでの入札手順となります」

　説明が長かったが、さほど特別な事はない。

　珍しいと思ったのは、事前に入札可能額を申告し「その額を超えた入札ができない」という事くらいだろう。このへんも支配人とティファリーザの二人から聞いていたので問題ない。

「何か質問はございますか？」

「落札した品はすぐに受け取れるのか？」

　聞きたい事は色々あるが、一番重要な事を確認する。

「いいえ、オークション間にございます休憩時間に、一階の引き渡し所で行います。引き渡し後の警備は落札者側の担当になりますので、ご注意ください」

　これは主に防犯の為らしい。

　オークションは二時間の入札と一時間の休憩を一単位に三部行われ、合計九時間開催される。

　最初の説明を聞いた時は休憩が長いと思ったが、それには相応の理由があったようだ。

　コンコンと扉がノックされ、警備員を引き連れた女性が入ってきた。

「公認鑑定士が来たようです。ではお手数ですが、入札用貨幣のご提示をお願いいたします」

　事前の現金確認制度ができた理由は支配人から聞いていた。

　昔のオークションで現金の持ち合わせ以上の額を入札したあげく、貴族間で内戦紛まがいの騒動に発展した事があったそうだ。

「シガ王国以外の金貨でも良いのか？」

「はい、事前に申告していただければ問題ありません」

　オレは案内嬢に確認しつつ、アイテムボックスを開けて金貨の入った袋を出していく。

　ドサリドサリとテーブルの上に並べていく。一つあたり金貨千枚入りだ。

「凄すごい……」

「さすがは新興とはいえ王家御ご用よう達たしの商会ですね」

　控え室の壁際で待機する職員達が小声でポソポソと会話しているのを、聞き耳スキルが拾ってきた。

　オレは気にせず金貨袋を机に積み上げていく。

「え……」

「あ、あの……」

　案内嬢や公認鑑定士まで驚きの表情を浮かべている。

　これくらい毎回見慣れているだろうに──変なヤツらだ。

　金貨袋が机に載り切らなくなってきたので、二人に声を掛ける。

「机の上に載りきらんな。残りは床に置くが構わんか？」

　案内嬢も公認鑑定士も、そしてその後ろの職員達や警備員達まで口をポカンとあけて答えない。

　イエスかノーくらい即答してほしいものだ。沈黙はイエスと解釈して、金貨袋をドザドサドサと床に置いていくと、ようやく案内嬢が再起動した。

「お、お待ちください！」

「なんだ？　床はまずかったか？」

「いえ、そうではなく！」

　ハイソな雰囲気だった案内嬢が、歳とし相応の顔で腕をぶんぶんと振る。

　可愛かわいいが、職務的にはまずくないか？

「一体、金貨を何枚用意されたのですか?!」

「とりあえず、三一万枚ほどだが？」

　エチゴヤ商会で調べた限り、大きく見積もっても最上級の貴族で金貨一〇万枚くらいが上限との事だったので、支配人達と相談して入札用の資金は金貨三〇万枚と決めた。残り一万枚は復興資材の代金や仲間達から預かった分だ。

　貴族の場合、資産自体は大きいが現金での保有量は金貨千枚未満が普通との事だ。

「と、都市でも落札するつもりですか！」

　案内嬢が悲鳴のような声で叫んだ。

「落ち着きなさい。貴方あなたの態度は礼を失していますよ」

「も、申し訳ございません……」

　支配人に諭されて案内嬢がしおれる。

「どちらにせよ、私にはそんなにたくさん鑑定するのは不可能です。幾つか抜き取り検査をしますので、あとは申告通りの金額で札をお受け取りください」

　公認鑑定士がそう告げて、三一〇個の中から三つほどの袋を選んで鑑定を行った。

「最後に王祖ヤマト様の御み名なに、金額に偽りない事を誓ってください」

　ヒカルに対して誓うのも変な感じだが、案内嬢に促されるままに誓う。

　王祖様ラブな者が多いこの国だと、こうして誓わせるのが一番不正防止に効果があるのかもしれない。

「こちらが入札用の札です」

　オレは金貨一万枚を示す入札用の札を受け取りながら案内嬢の説明を聞く。

　札には大きな字で二九と書かれてあり、入札者を示すそうだ。オークションは匿名が基本との事で、入札中はこの番号で呼ばれるらしい。

「これを掲げると、それを見た風魔法使いが会場内に張り巡らした拡声魔法を操作いたしますので、よく見えるように上げてください」

　公認鑑定士から金貨一万枚の札六枚を受け取る。不足していた金貨一万枚を示す残り二五枚の札は、後ほど部屋に届けると言われた。





◆






「──なんだ？」

　廊下を歩く人々が壁際に寄って膝ひざを突く。

「クロ様、王太子殿下です。我々も──」

　支配人がそう言って、ティファリーザや受付嬢と一緒に壁際で臣下の礼を取る。

　クロの傲ごう岸がん不ふ遜そんなキャラ付けを大事にするか、エチゴヤ商会のオーナーとして立場を優先するか迷っている内に、シガ王国の王太子──ソルトリック第一王子と目が合った。

　三十代くらいの理知的な面持ちの美青年だ。顔立ちは母親似なのか国王にあまり似ていない。

「その仮面に異相。キサマが勇者ナナシ殿の従者、クロとやらか」

「いかにも」

　何を考えているのか読めない口調で王子が言う。

　クロの無礼な答えが癇かんにさわったのか、王子の取り巻きが無礼者と騒ぎ立てたが、王子は気にした様子もなく片手を上げてそれを制した。

「主あるじである勇者ナナシ殿以外には膝を折らぬというところか？」

　オレは無言で王子を見る。

「ふん、キサマの無礼は、迷宮都市での魔族討伐と相殺してやる。せいぜい、勇者を助け王国の為ために働け」

　どうやら、王子はクロの無礼を見逃してくれるようだけど、一つだけ見逃せない間違いがある。

「一つ訂正しておこう」

　オレの傍らを歩み去ろうとする王子に少し付け加えた。

「我らが動くのは世界の危機に対してのみ。王国の為に行動しているわけではない」

「ふん、それが我が国の利に反せぬのなら同じ事だ」

　王子はオレの主張を鼻で笑って歩み去った。

　取り巻き達に睨にらまれたが、彼らの立場なら当然の反応なのでスルーした。

「……心臓が止まるかと思いました」

「私もです」

　支配人とティファリーザが床に両手を突いて、深い安あん堵どの吐息を漏らしていた。

　どうやら、色々と心配させたらしい。

「許せ。次はもう少し上う手まくやる」

　国王も高齢だし、王太子との関係がこじれると後々厄介そうだしね。

　腰砕けになっていた二人が復活したところで、案内嬢に連れられてエチゴヤ商会に割り当てられた二九番の貴賓席へと入る。

　少し高い位置にある貴賓席からは、会場の様子が一望できる。

　大学の講堂のように扇形のすり鉢状になった会場の一階には、三〇〇人分くらいの座席が並んでおり、オレ達がいるような貴賓席が会場の壁の中ほどからバルコニーのように突き出ていた。その数は全部で三〇ほどだろう。

　隣接する貴賓席はバルコニーから身を乗り出すようにしないと見えないが、対面や遠くの貴賓席はよく見える。一応、プライバシーを守る為に薄いレースのカーテンも用意されていた。

「開始までは時間があるようですね」

「何か飲み物でも用意させましょうか？」

　支配人が時と計けいの魔法道具で時間を確認すると、ティファリーザが貴賓席内に置かれたハンド・ベルをチラ見しながら尋ねてきた。ベルは貴賓席の外に控えるメイドを呼ぶ為のモノだろう。

「不要だ」

　心の中でティファリーザの気遣いに感謝しつつ、暇つぶしに他ほかの貴賓席を眺めながら、マップ検索してみる。

　先ほど会った王太子の他にも、第五王子などの王族が三つほどの貴賓席を占拠していた。

　シガ国王は子だくさんだなと思いつつ貴族年鑑を眺める。王子は九人おり、そのうち四人が既に死亡していた。元気なのは王太子、第五王子、第八王子、第九王子の四人だ。残るシャロリック第三王子は田舎いなかの修道院で療養中らしい。

　王女は更に多く、一三人もいる。システィーナ王女を除く成人済みの王女達は、国内の有力貴族達や他国の王族に嫁いでいる。未成年の王女達も多くが婚約済みのようだ。

　女性は家庭に入るべきという古くさい考え方が主流なシガ王国の慣習を考えると、システィーナ王女はなかなか生きにくい立場に思える。友人というほどの関係ではないけれど、何か力になれるような事があったら、手助けしてあげたいと思う。

「クロ様、やはりいつもより有力貴族が多いようです」

「うむ、そのようだな」

　王族に思いを馳はせていて、貴賓席の調査を忘れていた。

　オレは支配人の言葉に生返事をし、先ほどの調査を再開する。

　門閥貴族は迷宮都市セリビーラの太守夫妻や貿易都市の太守やリットン伯爵夫人などの有力者が多数を占めていた。領主達はオーユゴック公爵やビスタール公爵、エルエット侯爵を始めとした過半数が参加しているようだ。

　一方で豪商達は少なめで、王都最大のゴォークツ商会を含む老舗しにせの商会が三つほど貴賓席を確保しているだけだ。鼬イタチ人族の商人──スァーベ商会のホミムードーリ氏は貴賓席ではなく一階の最前列付近にある席にいた。

　外国からはサガ帝国や西方諸国の大使達が参加している。探してみたがレプラコーンの王国であるブライブロガのスマーティット王子の姿はなかった。彼は好奇心旺おう盛せいだから、こういうイベントが好きだと思ったんだけどね。

「クロ様、出品リストと残りの札が届きました」

　ティファリーザが貴賓席に届いたという品を持ってくる。

「予想通り、『祈願の指輪』は最後のようですね」

　横からリストを見た支配人の言葉に頷うなずき、リストを上から下に軽く目を通す。

　武器防具類や魔法道具が前半、薬品や宝飾品などは中盤、巻物や祝福の宝珠ギフト・オーブは後半のようだ。

「一番目はクラウソラスもどきか」

　エチゴヤ商会から出品した品で、聖剣クラウソラスの飛行機能を実装しようとして失敗したヤツだ。「理力の手」の仕組みを利用して飛行機能を実装したのだが、クラウソラスのように勝手に防御したり敵を排除したりするような機能にはほど遠く、飛行速度も遅かった。

　風かぜ石いしと風のルーンを使った噴射機能で改善を図ったが、弓矢ほどの速度しか得られない上に、加速までの時間で避よけられてしまう。ありていに言って欠陥品だ。

「サロンでプレゼンテーションした中では一番反応が良かったので、オークションの熱気を煽あおる為に最初に持ってきたのでしょう」

　人気があったのか……。

　優美な外見やカタログスペックは見栄えがいいから、それに騙だまされた人達が多かったようだ。

　部屋に通されてから、待つこと一時間。

　ようやく、オークション開始のアナウンスが館内放送で流れた。

　いよいよ、戦闘オークシヨン開始だ！





◆






「最初の品は飛天紅剣ロゥーアスです！」

　司会が叫ぶと、観客席から歓声が上がった。

　勇壮な曲が流れていると思ったら、いつの間にかステージ袖そでに小規模な楽団が配置されてＢＧＭを奏でていた。

「あのような名前はいつ付けたのだ？」

「固有名がありませんでしたので、ロゥーナが勝手に付けたのかもしれません。あとで叱しかっておきます」

「構わん。どうせ、ここで手放す品だ」

　舞台袖から、石せき狼ろう好きの幹部娘ロゥーナが「クラウソラスもどき」──飛天紅剣を持って現れた。

　入札前のデモンストレーションを行うらしい。

　術理魔法で作られた幾つかの輪の間を、ロゥーナの手から離れた飛天紅剣が器用に通り抜け、最後に急加速して的に向かう。

　なかなか巧みだ。けっこう練習したのかもしれない。

「「「おぉおおおおおおおお！」」」

　飛天紅剣が的を砕いた瞬間、耳が痛いほどの歓声がオークション会場を揺らす。

　なるほど、今のデモンストレーションなら「クラウソラスもどき」が「もどき」には見えない。

　ロゥーナは命名やプレゼンテーションの才能があるようだ。

　そして──。

「金貨六〇〇枚！」

「金貨六一〇枚！」

　金貨一〇〇枚から始まった「クラウソラスもどき」の入札が止まらない。

　最初はオーユゴック公爵やビスタール公爵も入札していたが、今は貿易都市タルトゥミナの太守とリットン伯爵との一騎打ちの様相を呈してきた。

　やがて勢いが止まり、司会が決着を告げるハンマーを打ち鳴らした。

　この世界も落札時にハンマーを打ち鳴らすらしい。

「飛天紅剣ロゥーアスは一二番の方が金貨二〇三〇枚で落札いたしました！」

　札の番号からして貿易都市の太守が競り落としたようだ。

「思った以上の落札額だな」

「いえ、あの剣ならば釣り合わない値段ではありません」

　支配人の見立てだと大国の国宝として並んでいても遜そん色しよくない品との事だ。

　最初の飛天紅剣に高値が付いたせいか、続く魔剣や魔法の装備類も高値で落札された。

　エチゴヤ商会で売っているのとは違う防御強化系の試作盾は近この衛え騎士達や軍務大臣のケルテン侯爵が落としていた。

「どれも良い値段で売れましたね」

　支配人がホクホク顔で言う。

　奇抜な試作武具や装備類は平均金貨五〇〇枚で売れ、量産品で何百本も出回っているミスリルメッキの鋳造魔剣──通称「英傑の剣」五本にも、それぞれ金貨三五〇枚から四〇〇枚もの値段がついたのだから、その反応も分かる。

　だが、前者はともかく後者はなぜそんな値が付いたのだろうと思っていると、ティファリーザから「次にいつ手に入るか分かりませんから」という答えが返ってきた。

　なるほど、まだまだ需要の方が多いのか。

　それにしても──。

「インフレもいいところだな」

　オレの呟つぶやきに「いんふれ？」とティファリーザが可愛かわいく首を傾かしげたので、簡単な説明をしてやる。

「では次は『赤竜の咆ほう哮こう』がセリビーラの迷宮で『階層の主フロア・マスター』を討伐して得た秘宝アーテイフアクトに参りましょう！　第一部では武器防具をお披露目となります」

　戦利品は色々なジャンルの品が一緒くたに入っているので、種別ごとに出品されるようだ。

　これらの戦利品は国王に献上した事になっているので、出品者は国王の代理人になっている。

「最初は氷の魔剣『氷樹の牙きば』からです！」

　振ると氷の結晶が散るのがなかなか綺き麗れいだ。

　てっきりジェリル氏が自分の愛剣にするかと思ったのだが、「赤竜の咆哮」のリーダーといえど、そこまでの自由はなかったのかもしれない。

「ミスリルの探索者達に恨まれそうですね」

「ふむ、入札者達の興味を奪ってしまったか」

　思ったよりも入札額が伸びない。

　さっきの「英傑の剣」より攻撃力が高いのに、まだ金貨二〇〇枚弱だ。

　ビスタール公爵の貴賓席にいるジェリル氏の表情も渋い。

「やむを得んか──金貨二五〇枚！」

　しかたがないので、札を上げて入札額を叫んだ。

　貰もらった札は所有額の上限を保証するモノなので、金貨一万枚の札でそれ以下の金額を言うのは問題ない。

　オレがサクラとして少し底上げしたのが効いたのか、「二六〇」「二七〇」と順調に上がっていく。

　何度かサクラ入札を繰り返して、金貨三六〇枚あたりまで引き上げた。

　これ以上引っ張ると、相手が諦あきらめそうな気配がしたので、そこの辺りで入札を止やめておく。結局、オレが抜けた後も二人ほどの入札が続き、最終的に金貨三七二枚で決着した。

　それなりに頑張ったのだが、ジェリル氏の渋い顔はそのまま変化なしだ。

「解せぬ」

「直前の『英傑の剣』が金貨四〇二枚でしたから、『階層の主』が残した迷宮産の魔剣ならもっといくと思ったのではありませんか？」

　まあ、そうだよね。

　オレは支配人の言葉に頷いた。

　ティファリーザが「もしかしたら」と前置きしてから言葉を続ける。

「自分で使う為ために代理人を雇っていたのでは？」

　──あっ。

　それは考えてなかった。

　もしそうなら、悪い事をしたかもしれない。

　オレはそう考えて、それ以後のジェリル氏達の戦利品にはサクラ入札をしなかったのだが、最初の「氷樹の牙」が高値で売れた影響で、どれも例年以上の値段で落札されていた。

　その後に続いたチーム「ペンドラゴン」の戦利品の方は、特に遠慮する必要もないので、暇つぶしも兼ねて全力でサクラ入札をして遊んだ。

　そのお陰か、アダマンタイト製の戦鎚ウオー・ハンマーや麻ま痺ひ棘とげ槍やりは、予想額を遥はるかに超える高値になった。

　何も落札しないと顰ひん蹙しゆくを買いそうなので、何本かあった雷杖かみなりづえを一本だけ落札してある。

　一本しかない雷晶杖は、雷魔法を使えるシガ三十三杖の魔法使い三人が、殺気の篭こもった入札をしていたので手を出していない。雷晶杖の核になる雷晶珠は滅多に出回らない超レアな品だから気持ちは分かる。

「クロ様、落札して宜よろしかったのですか？」

「ああ、少しくらい構わん」

　一度に入札できる金額が金貨三一万枚というだけなので、最終的な合計額がそれを多少超えても問題ない。





◆






「では、第二部に参りましょう。まずはチーム・ペンドラゴンが『階層の主』から得た万能の霊薬！　部位欠損から毒に石化、不治の病から魔王の呪のろいまで、なんでも治してしまうエリクサーです！　まずは金貨五〇枚から──」

「金貨二〇〇枚！」

　司会の言葉に重なるように、貴賓室のアシネン侯爵夫人──迷宮都市セリビーラの太守夫人が入札した。

「金貨三〇〇枚」

　重々しい声で入札したのはオーユゴック公爵だ。

「金貨三〇一枚！」

　鼬商人のホミムードーリ氏が小さく刻む。

「金貨三一〇枚！」

「金貨四〇〇枚！」

　それに負けじと貴賓席の老舗しにせ豪商が入札するが、その声に被かぶせるように太守夫人が続けて入札した。

　普段はお淑しとやかな太守夫人が、今日は鬼気迫る感じだ。

　腹心のポプテマ前伯爵の不遇な状況を救う為に必死なのだろう。

　オレは遠くから太守夫人の勝利を祈る。

「なかなか止まりませんね」

「ああ……」

　さすがに金貨五〇〇枚を超えると入札は減り、今は太守夫人とオーユゴック公爵が競い続けている。

「せ、千枚を超えました」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていたティファリーザが呟いた。

　少し躊躇ためらっていたが、太守夫人がついに金貨千枚の大台に乗せたようだ。

　人々の視線が、オーユゴック公爵のいる貴賓席に集まる。

　少し離れた貴賓席にいる太守夫人は、睨にらみ付けるような目でその動向を見守っている。

「にゅ、入札はありませんか？」

　司会が確認し、三つのカウントダウンの末、落札のハンマーをカンカンカンと鳴り響かせた。

　中腰で見守っていたのか、太守夫人が安あん堵どの息を吐ついて、深々と椅い子すに沈み込んだ。

　──お疲れ様です、太守夫人。

　まあ、もし落札できなくても、次の下準備が終わったらエリクサーを何本も用意できるので、彼女に分けてあげられたんだけどさ。

「さすがは迷宮都市の太守夫人ですね」

　金貨千枚でエリクサーを落札した太守夫人に、支配人が感想を呟く。

　このエリクサーは国王に献上した事になっているが、オークションでの落札額から手数料を引いた額がそのままオレ達への褒賞金として下賜されるので、なんだか太守夫人から大金を巻き上げたような気がしてしまう。

　エリクサー分の金貨千枚は迷宮都市の為になる分野に投資でもしてみよう。

「あ、あんなに高い薬を私やネルの為に……」

　横を見ると、ティファリーザが顔を青ざめさせながら頰ほおを赤らめるという器用な事をしていた。

「心配するな。お前達の火傷やけどを治したのはエリクサーではなく下級レツサーエリクサーだ」

「そ、そうですよね」

　ティファリーザが今度はホッとしつつも残念そうな顔になる。器用なヤツだ。

「せいぜい、エリクサーの四分の一程度だから気にするな」

「四分の一……き、金貨二五〇枚じゃないですか！」

　珍しくティファリーザが声を荒らげた。

「お前にはそれくらいの価値がある」

　次の出品物の入札に興味を惹ひかれて、適当な事を言ってしまった。気を抜くと詐術スキルが暴発しやすいので注意せねば。

「そう、ですか」

「……む」

　ティファリーザが耳を真まっ赤かにして俯うつむき、支配人が少し拗すねた顔でオレの袖そでを摑つかむ。

　なんだか、今日の二人は情緒不安定な感じだ。

　ちょっと働かせすぎたのかもしれない。




「万能薬も上級魔法薬もかなりの値段で落札されているな」

　迷宮から産出された品とはいえ、こちらも魔剣並みの値段だった。ちょっとインフレすぎて怖い。

「ええ、どちらも滅多に手に入りませんから」

「エチゴヤ商会から出品した『毒消し薬：万能』も負けていません」

　支配人や対抗意識を覚えたらしきティファリーザに「そうだな」と適当な相あい槌づちを打っておく。

　こちらも金貨二〇枚から四〇枚で売れている。作れる者が少ない上に、今回出品したのはオレが作った最高級品だったので、通常の何倍もの値段で売れたのだろう。

「ぐぬぬ、エチゴヤ商会の毛生え薬や疲労回復薬が出品されるとの噂うわさはガセか……」

　薬品の入札が全すべて終わったところで、一階席の方からそんな失望の声が幾度か聞こえた。

「毛生え薬や疲労回復薬はそんなに品薄なのか？」

「はい、前者はアン達では品質が維持できませんし、後者は王城の文官達が先を競うように買い占めていますので、どうしても一般販売は不足気味です」

「ふむ……」

　高品質な毛生え薬は意外に難しいんだよね。

　さっき声がした方をちらりと見ると、頭頂が寂しげな紳士ががっくりしていた。

　──うん、増産しよう。

　アリサも「髪は長い友達」だって言っていたしね。

　エチゴヤ商会の錬金術師であるアン達を、パワーレベリングしてちょっとレベルの底上げをするのもいいかもしれない。

「いよいよですね」

「ええ」

　そんな事を考えていると、ティファリーザと支配人が何やら真剣な顔でステージを注目しだした。

　どうした、と問う前に司会が「次は宝飾品および美術品です」と発言し、それを黄色い悲鳴や歓声がかき消した。

　なるほど、二人も女性だけあってその手の品には興味があるようだ。

　聞き耳スキルの助けを借りて耳を澄ますと、「ジュエル師に匹敵する奇跡の宝石」とやらが大人気だと分かった。

「ああ、あの宝石か」

　オレが「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法で加工した宝石細工だ。

「そうです！　サロンで見本を見せたら、取り次ぎ依頼で身動きできなくなるほどでした」

「はい、貴族様方の間で、どのくらい評価が上がるのか、気になります」

　オレが呟つぶやくと、支配人とティファリーザが即座に反応した。

「最初はサファイアの指輪か」

　サファイアを指輪の形に加工し、その内側に線状に伸ばした光ひかり石いしを埋め込んで、魔力を流すとサファイアに花模様の光が浮かび上がるヤツだ。

「入札が始まりました」

　金貨一〇枚から始まった入札は、金貨一枚ずつの上乗せだったが、次々に上がる札の勢いが凄すごく、瞬く間に金貨一〇〇枚を超えた。

「皆みんな、殺気立っていますね」

「無理もありません。あれだけの宝石を所持していれば、社交界で注目を浴びる事はもちろん、社交の場を広げ、人脈を得るのも思いのままですから」

　なるほど、支配人の言葉を聞いて熱狂が理解できた。

　社交や人脈が何より大切な貴族の婦人達が手に入れようとするのも当たり前と言えるだろう。

　とはいえ、魔剣以上の値が付くのは予想外だ。

「一七番様が金貨五〇三枚で落札いたしました！」

　ハンマーの音が響き、司会の宣言が聞こえてきた。

　最初のを落札したのは、王都の社交界で絶大な影響力を持つリットン伯爵夫人のようだ。

　続く幾つかの宝石も、門閥貴族の婦人達がかなりの値段で落札していた。

　光石とダイヤモンドを使ったヤツとサファイア以外は、さほどコストを掛けていないんだけど、そのへんは関係ないらしい。

　リットン伯爵夫人達にも同じようなモノを約束してあるけど、あちらは家紋入りのオーダーメイドだし、価値を下げる事はないだろう。

「社交の道具とはいえ、凄すさまじいモノだ」

「それだけではありません」

「ええ、あれだけの宝石なら、誰だれでも一度くらいは身に着けたいと思うものです」

　ティファリーザや支配人が感嘆の吐息と共にオレの言葉を否定した。

「そうなのか？」

「「はい」」

「なら、後で気に入ったデザインを言え。好きなモノを作ってやろう」

「「よ、宜しいのですか？」」

「我に二言はない」

　彼女達の普段の献身を労ねぎらう為だ。この二人と幹部娘達の分くらいなら、魔法でちゃちゃっと作れるしね。

「「やったー！」」

　いつもは落ち着いた支配人と怜れい悧りな美び貌ぼうを誇るティファリーザが、無防備に破顔してハイタッチを交わす。

　珍しい反応に呆あつ気けに取られていると、二人が赤い顔で態度を取り繕った。

　まあ、喜んでくれるならオレとしても嬉うれしい。

　ニマニマとした笑みを隠さない支配人と、必死で笑みを隠そうとしつつも頰ほおが緩むティファリーザを愛めでつつ、オレはオークションの第二部を見守った。

　タマやナナが喜びそうな彫刻や絵画があったが、投機目的っぽい金額だったので見送った。

　二人には画廊やヌイグルミ専門店で良い品を選んでやるとしよう。
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　そして始まった第三部。

　いよいよ「祈願の指輪」が出品されるターンだ。

　まあ、それはラストなのだが、他ほかにも巻物や祝福の宝珠なんかも出品されるので、ちょっと興味がある。

「──『伝書鳩召喚サモン・ピジヨン』の巻物は三一〇番の方が金貨二〇枚で落札です！」

　使い捨ての巻物は、オークションでも好事家や軍関係者やシーメン子爵のような巻物工房関係者くらいしか手を出さないので、あまり値段が上がらない。

「また、三一〇番ですね」

「死霊魔法系三種以外は全て落札していますし、ペンドラゴン閣下の代理人ではないでしょうか？」

　ティファリーザが鋭い。

　彼女の推測通り、三一〇番はオレが用意した代理人だ。

　金貨千枚の予算で、巻物や宝珠を手に入れるように言ってある。

　なお、代理人が入札しなかった死霊魔法の巻物三本は、公都で巻物工房を開いているシーメン子爵が金貨一〇枚前後で落札していた。

　なお、その三本とはジェリル氏達が「階層の主」から得た「下級不死生物創造クリエート・レツサー・アンデツド」と鼬イタチ商人のホミムードーリ氏が出品していた「悪霊召喚サモン・レツサー・ゴースト」「不死従者召喚サモン・レツサー・アンデツド」だ。

「次は少し人気がありそうだな」

「そうでしょうか？　空間魔法の『物質転送マテリアル・トランスフアー』というと何か小さなモノを転移させる魔法ですよね？　しかも一度だけの使い捨てですし、私には使い道を思いつきません」

　魔物の討伐に使えるような魔法でもないしね。

「ふむ、確かに入札が渋いな」

　好事家が金貨一五枚まで追従したが、それ以降は鼬商人のホミムードーリ氏とオレの代理人の一騎打ちとなった。

「あの獣人、スァーベ商会の会頭ですね。前にペンドラゴン子爵が巻物を買ったと仰おつしやっていましたから、子爵様に売る為ために狙ねらっているようですね」

　それなら値段がつり上がる前に代理人を引かせた方が安く買えそうなのだが、さすがにこの状況で代理人と接触したり空間魔法の「遠話テレフオン」で指示を出したりするわけにもいかない。

　オレはなんとも言えない気分で入札を見守り、金貨四五枚で代理人が落札するのを見届けた。

　さすがのホミムードーリ氏といえど、オレがこの値段で巻物を買う事に確信を持てなかったのだろう。

　巻物の出品はそこで終わり、次は「祝福の宝珠」の番になった。

　この宝珠は「階層の主」を討伐した宝箱から出た使い捨ての品で、使用者にスキルを付与する効果がある。

「──毒耐性は人気がありますね」

「貴族は毒殺の危険が常にあるから、敵が多い方ほど真剣に入札するのよ」

　ティファリーザの感想に支配人が答える。

　最近二度も暗殺されかけたビスタール公爵を筆頭に、幾人もの貴族達が先を争って入札している。

　この「毒耐性」の前に出た「麻ま痺ひ耐性」や「水魔法」の宝珠はオレの代理人が、金貨一〇二枚と金貨一六二枚で落としていた。

　こちらもそれなりに人気があったが、毒耐性に比べれば遥はるかに低い。

　水魔法の前に出品された「光魔法」は、聖騎士の必ひつ須す魔法という事もあって、金貨三一九枚という高値で落札されていた。

「あっ、落札されたようですよ」

「金貨二三一枚か、思ったほどでもなかったな」

「それ以上ですと、毒消し系の魔法道具を買い求めた方が、後々の世代まで使えてお得ですから」

　支配人はそう言うが、「毒消し系の魔法道具」は余り性能が高くないので、命を狙われ続ける者なら両方欲しくなるんだと思う。

「次は最後の宝珠です！　史上初、今まで発見が報告された事がない幻の宝珠なのです！」

　長丁場にも拘かかわらず司会のテンションは下がらない。

「それは──」

　司会が周囲の注目を集めるように溜ために溜めてから続きを口にする。

「──達人の証あかし、『魔刃』の宝珠だぁああああ！」

「「「うぉおおおおおおおおお！」」」

　武人や剣を嗜たしなんだ事のある貴族男性達の口から絶叫にも似た歓声が上がった。

　その気持ちは分かる。

「魔刃は便利だからな」

　血ち糊のりを拭ぬぐったり武器の手入れをしたりする手間が大幅に減るからね。

「いえ、きっとそういう理由ではないと思いますが……」

　支配人が複雑そうな顔で呟いていた。

『──ご主人様。今、大丈夫？』

　アリサから空間魔法の「遠話」が入った。

　いや、微かすかにガヤガヤした声が聞こえるから「戦術輪話タクテイカル・トーク」の方だ。

『凄い歓声が外まで響いてたけど、もう「祈願の指輪」まで進んだの？』

『いや、さっきのは「魔刃」の宝珠だよ』

　軍務大臣のケルテン侯爵と副大臣のボッパン伯爵が凄い気迫で入札している。

　二人とも魔刃スキルは使えないようだ。

『「祈願の指輪」はこの次だよ』

『もうすぐ、なのね』

『ああ、もうすぐ、だ』

　もうすぐ、アリサやルルの「強制」を解除してやれる。

　まあ、絶対に解除してくれる保証はないけど、神様パワーならギアスの一つや二つは解除してくれると信じている。

『ご主人様、わたし信じてるわ』

『ご主人様！　私もご主人様を信じてます！』

　アリサの言葉に重ねるようにルルが言うと、それを聞いていた仲間達も口々にオレの勝利を祈る言葉をくれた。

『任せてくれ、必ず落札するよ』

　オレは勝利を約束し、アリサ達との通話を切った。

　さて、そろそろヒカルに連絡を入れておこう。
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「うぉおおおおおおお！　これでワシも魔刃がぁあああああああああああ！」

　ヒカルへの連絡が終わったオレの耳に、軍務大臣のケルテン侯爵の叫びが聞こえてきた。

　滂ぼう沱だの涙を流しながら貴賓席でガッツポーズを取っている。

　よっぽど魔刃スキルに憧あこがれていたのだろう。

「事前情報と今までの集計から、『祈願の指輪』の落札で対抗してきそうなのは五名から六名ほどです」

　ティファリーザがリストを見せてくれる。

　几き帳ちよう面めんにこれまでの落札価格を書き留めて集計してくれたようだ。

「うむ、予想通りだな」

　オレはそう呟いた後、言葉足らずな事に気付いたので「ティファリーザ、堅実な仕事を感謝する」と付け加えた。

　小楽団の曲が勇壮なモノから神秘的なモノへと変わる。

　舞台袖そでから、老神殿長と宝物庫アイテムボツクススキル持ちのパリオン神殿の若い神官が入ってきた。

　盗賊を警戒してか、オークション会場には五人の宝物庫アイテムボツクススキル持ちのパリオン神殿関係者が詰めていたようだ。

「クロ様」

「ぜったいに落としましょう」

「うむ、当然だ」

　オレを見つめるティファリーザと支配人に、力強く頷うなずいた。

「それでは本日最後の品。パリオン神殿より出品された神の恩おん寵ちよう。奇跡を凝縮した秘宝！」

　司会が陶酔した顔で話を引っ張る。

　いいから、さっさと始めてくれ。

「それは最高位の大司祭や教皇のみに許された祈願魔法。それと同等の奇跡を封じ込めた『祈願の指輪』です！」

　オレは微妙にイライラした気分を味わいながら、司会の話を聞き流す。

「『祈願の指輪』は『封ふう竜りゆう匣ばこ』に納められ、それを開ける事ができるのはパリオン神殿の神殿長殿だけとの事です！」

　司会の言う「封竜匣」については、支配人に「祈願の指輪」盗難の可能性について相談した時に聞いた事がある。正しい開け方を知らずに無理やり開けると、中にある品が次元の彼方かなたに失われてしまうという凶悪な保管庫だ。

「では、神殿長様、神官様、お願いいたします」

　神官がアイテムボックスから変な模様の立方体の匣はこを取り出して、それを老神殿長に向けて掲げる。

　老神殿長がローブの袖で匣を見えないようにしてから、何やら操作する。

「なんだぁああ！　光が！　光が溢あふれてきたぞぉおおおお！」

　司会が煽あおる。

「なんと煌きらびやかな光でしょう！　これが神の奇跡が篭こめられた『祈願の指輪』なのです！」

　老神殿長が指輪を周囲に見せる。

　ＡＲ表示でも「祈願の指輪」になっていた。念の為にマーカーを付けておこう。

　舞台袖から黒い影が老神殿長の持つ指輪へと伸びるのが見えた。

　──賊だ。

「クロ様！」

「分かっている」

　オレは常時使用している「理力の手」で賊を物陰から引き摺ずり出した。

　引っ張られて体勢が崩れたのか、影は老神殿長から逸それ、虚むなしく床を叩たたいて消える。

「賊です！　早く警備員を！」

　司会が警備員を呼ぶ間に、老神殿長は素早く「祈願の指輪」を「封竜匣」へと収納した。

　あれは「魔法の鞄マジツク・バツグ」と同様に、亜空間に収納する道具らしく、マーカー一覧にある「祈願の指輪」の現在位置がマップの存在しないエリアになっていた。

　見失うのも怖いので、「封竜匣」にもマーカーを付けておこう。

「お目汚し大変失礼いたしました。──それでは入札を始めさせていただきます」

　少しゴタゴタしたものの、入札は予定通り行われるようだ。

「まずは、金貨一〇〇枚から！」

　司会の言葉と同時に、一階席から次々に入札が入った。

　どれも金貨一枚から一〇枚の幅で刻んでいる。

　どうやら、この為に参加したのはオレ達だけじゃないようだ。

「金貨五〇〇枚！」

　金貨三〇〇枚を超えたあたりで、貴賓席からも入札が入った。

　それを切っ掛けに次々と入札札が上がる。

　金貨一〇〇〇枚を超えた時点でオレも札を上げて参加した。

「金貨二〇〇〇枚」

　オレの言葉に会場がどよめきに包まれた。

　いきなり倍はやり過ぎだったかもしれないが、有象無象を蹴け散ちらすには丁度良かったらしい。

「金貨二一〇〇枚」

「金貨二二〇〇枚」

「金貨二三〇〇枚」

「き、金貨二三〇一枚」

　次々に入札が入る。

　まだまだ戦う気が満々な相手が多い。

　老舗しにせ商会は小さく刻み始めたので脱落が近そうだ。

　むやみに高値合戦になるのも好ましくないので、もう少し減るまでは一〇〇枚ずつ刻むとしよう。

「減りませんね」

「そうだな」

　既に金貨三九〇〇枚になっている。

　そこにドンドンと扉がノックされた。

「確認して参ります」

　ティファリーザが腰を上げ、無粋な来訪者を確認にいった。

　オレは札を上げ、「金貨四〇〇〇枚」を宣言する。

「お、お待ちください！」

　ティファリーザが声を荒らげる声とドスドスと無遠慮に近寄ってくる足音に振り返る。

　入ってきた無礼者は、さっき王太子と一緒にいた側近だ。

「王子の部下は礼儀を知らないようだ──金貨四三〇〇枚」

「ええい！　客の前でよそ見をするとは無礼な！」

　お前が言うな、というツッコミを飲み込み、オレは側近を横目で睨にらみ付けた。

「殿下は『祈願の指輪』をご所望だ」

「そうか」

　さっきから入札しているんだから、そんな事は分かっている。

「──金貨四六〇〇枚」

「き、貴様！　さっきの話を聞いていなかったのか?!」

「なんだ？　貴様の主人はオークションで不正を働けと命じているのか？」

　忖そん度たくさせる気まんまんの側近が気に入らなかったので、言い逃れできない方向に言質を取りにいってみた。

　何か緊急性の高い事情があって本人が頼みに来るならともかく、曖あい昧まいな言い方でアリサやルルの「強制」を解除するチャンスを逃す気はない。

「高潔な殿下がそのような事を仰おつしやるはずがあるか！」

「つまり、貴様の独断というわけだな。──金貨四八〇〇枚」

　下っ端の点数取りに協力してやる気はない。

「帰れ。貴様に用はない」

「貴様！　平民の分際で由緒あるイメディオン伯爵家の長子を愚ぐ弄ろうするか！」

　バカが剣を抜いて襲ってきたので、座ったままで剣の切っ先を二つの指で摘つまみ取り、剣を奪った上で至近距離から「威圧」を叩き込む。

　ちょっとイライラしていたので、「威圧」の手加減が甘く、従者が泡を吹いてひっくり返った。

「──金貨五〇〇〇枚」

　そういえば入札相手が減っている。

　一緒に競っていたビスタール公爵は諦あきらめたようだ。

「クロ様、大丈夫でしょうか？」

「気にするな。剣を抜いて襲ってきた暴漢を取り押さえただけだ」

　オレは彼の身体からだに指一本触れていないしね。

「金貨六〇〇〇枚」

「……金貨六一〇〇枚」

　おっと、そろそろ限界かな？

「金貨七〇〇〇枚」

　ラストスパートだし、金貨千枚単位で釣り上げてみた。

　視線を横に向けると、浮かない顔の支配人が映った。

「不安か？」

「はい、ソルトリック殿下は王国を第一に考える公明正大な方ですが、それと同時に、自分の敵に回った者には容赦しない側面があるのです」

「狭量なヤツだ」

　王様になるなら、圧倒的なカリスマで敵まで丸ごと味方に引き込んでほしいよね。

「……金貨七一〇〇枚」

　王太子が入札した。

　かなり無理をしているのか、顔色がさえない感じだ。

　まあ、国王ならともかく、王子の身分だとそんなに自由になるお金もないだろうしね。

「さあ、他ほかの入札はございませんか？」

　司会が入札の有無を問う。

「エチゴヤ商会の為ためなら、やむを得んか──」

「クロ様」

「悔しいです」

　唇を嚙かむ支配人とティファリーザの肩に手を置く。

　後は──。

『ヒカル、任せた』

「──金貨一万枚！」

　オレの言葉と同時にオークション会場の一階席から涼やかな声が響き渡った。

「なんだとっ！」

　王子の驚く声を聞き耳スキルが拾ってきた。

「さあ、他の入札はございませんか？」

「くっ、……金貨一万一〇枚！」

　王子に余裕がないのか刻んできた。

「金貨二万枚！」

「ふ、ふざけるなぁあああああああ！」

　愉快そうなヒカルの入札の声に、バルコニーの手すりに乗り出した王子の叫びが重なる。

　バルコニーを見上げたヒカルが、王子を見つけて気さくに手を振った。

「ミ、ミツクニ公爵夫人っ。な、なぜ、あなたがそんな場所に……」

　王子の呟つぶやきは、たぶんヒカルには届いていない。

「え、ええと。あの……他の入札はございませんでしょうか？　あの、ないですか？」

　司会の人も王子のさっきの叫びを気にして、困った感じだ。

「で、では無いようですので、カウントをしたいと思います。三……二……一……えっと、ありませんか？」

　上目遣いの司会を王子が睨み付ける。

　いや、司会の人は悪くないから。

「で、では落札です！　え、えっと落札は三二五番の方が金貨二枚で『祈願の指輪』を落札しました！」

　緊張しすぎた司会が「万」を言いそびれた。

　駆け寄ってきた係員に耳打ちされ、「し、失礼しました。落札額は金貨二万枚の間違いです」と言い直す。

『イチロー兄ぃ、ミッション・コンプリートだよ！』

『ありがとう、ヒカル』

『えへへ、せっかく金貨二〇〇万枚も用意したのに、全然必要なかったね』

『まったくだ』

　予定とは違った流れだったが、結果良ければ全すべて良しだ。

　オレの入札可能額を知った貴族達や商人達が結託して、オレの入札額以上の資金や札を用意して立ち向かってきた時の用心に、指輪入札ギリギリのタイミングでヒカルに入ってきてもらったのだ。

　エチゴヤ商会の代わりに、ヒカルが王子に嫌われてしまう危険性があるが、こっちと違って従者から協力を求められていたわけでもないし大丈夫だろう。

　万が一の場合は「王祖様」パワーで乗り切ってくれるに違いない。

　ダメならオレがなんとかすれば良いいしね。

「行くぞ」

「「はい、クロ様」」

　オレは床に伸びている従者を放置し、貴賓室を後にする。

　扉を抜けようとしたその時、背後の明かりが消えた。

「匣が！　匣がない！」

　老神殿長が狼ろう狽ばいする声が、暗くら闇やみのオークション会場に響いた。
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〝サトゥーです。怪盗といえば変装の名人でどんなに厳重な警備の場所にも侵入し、解錠不能な金庫も軽々と開けてしまうようなイメージがあります。やはり某三代目の印象が強いせいでしょうか？〟






「怪盗だぁあああ！」

　真っ暗なオークション会場に司会の叫びが響く。

　誰だれかが「祈願の指輪」を盗みに来るなら、匣から取り出した引き渡し時だと考えていたのだが、少し読みが甘かったようだ。

「──クロ様」

「心配するな」

　オレはマップとマーカー一覧を並列表示する。

　まだ「祈願の指輪」は「封ふう竜りゆう匣ばこ」に入ったままのようだ。

　位置は──思ったよりも遠い。

　既にオークション会場の外にある。

「──怪盗めっ」

　封竜匣のある場所にいたのは、ピピンという名の怪盗だ。

　オレは空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を発動し、怪盗ピピンをロックオンする。

　これで逃がさない。

「賊は怪盗なのですか？」

「そうだ。すぐに取り返してくる」

　オレは支配人にそう告げ、不安そうな瞳ひとみのティファリーザには勇者ハヤトの男臭い笑みを思い浮かべながら微笑ほほえんでおく。

　オレは縮地で部屋を飛び出し、手て頃ごろな窓を蹴け破やぶって天駆で空に舞い上がる。

　マップのマーカーを頼りに閃せん駆くで距離を詰め、屋根から屋根へ瞬間移動する怪盗を肉眼で捉とらえた。

「──空間魔法か？」

　マップ情報を確認すると、怪盗に「短距離転移シヨートレンジ・リープ」という反則じみた先天性スキルギフトがあるのが分かった。「宝物庫アイテムボツクス」スキルや「変装」などの怪盗向きのスキル群に加え、こんなギフトまで持っていたら、怪盗稼業も楽勝だろう。

「だが、それもここまでだ」

　オレは閃駆で怪盗ピピンの眼前へと回り込む。

「ずいぶん早いお出ましだな」

　短距離転移は体力を消耗するようで、怪盗ピピンの呼吸が乱れている。

「盗んだモノを返せ」

　オレはそう言ってピピンに手を伸ばす。

「しかたねぇな──なんて言うと思ったか！」

　言葉の途中でピピンが手に持っていた空き瓶をオレに投げつけ、地上へと転移する。

「無駄な事を──」

　オレは地上に閃駆で降り立ち、円形に吹き飛ばされる砂煙を貫いてピピンの背中を追う。

　ピピンが下町の細い路地を、角から角に転移しながら進む。

　よほどスキルレベルが高いのか、ピピンの短距離転移はタイムラグがほとんどない。

　角から角への距離が短すぎて閃駆だと微妙なので、縮地に切り替えてピピンを追った。

　短距離転移を繰り返す相手を追うのは、ムーノ領で魔族が憑ひよう依いした捻角獣ジユルラホーンでも経験があるが、入り組んだ地形で地理を熟知した相手にするのは勝手が違う。

　だが、それでも相手の体力は無限じゃない。

　追い詰めるのは時間の問題だ。

　ピピンが消えた路地に、空き瓶が落ちて砕けるのが見えた。

　微かすかに覚えのある臭においからして、市販の魔力回復薬だと思う。

　たぶん、ピピンは魔法薬で魔力を回復させつつ、短距離転移を繰り返しているに違いない。

「おっと」

　ピピンが転移前に引き倒したガラクタが行く手を塞ふさいだ。

　何度かに一度、ピピンが事前に準備してあったらしき罠わなや手下を使って、オレの追跡を邪魔する。

　どれも大した妨害じゃないが、そのたびにロスする時間がなかなかバカにできない。

「──止まった？」

　レーダーに映る光点を訝いぶかしげに睨にらみつつ、細い路地の突き当たりへと飛び出した。

「市場か……」

　緩く湾曲した細い通りには、無数の露店とそこで買い物をする人達が足の踏み場もないほど行き交っていた。

「なるほど、人ひと混ごみに紛れる作戦か」

　オレは縮地を巧みに使い、斥候系スキルで人混みに埋没しながら怪盗に近付く。

　露店の裏に積まれた木箱の陰に、清せい楚そな娘とキスをするロン毛の色男がいた。

　色男は木箱の向こうから現れたオレに、犬猫を追い払うようにシッシッと邪険に手を振る。

　──なかなかの演技力だ。

「その女が盗品の運び屋か？」

「何をわけの分からない事を言ってやが──」

　演技を続けるようなので、男の腹に軽く一発お見舞いしてやろう。

　オレが踏み込むのと同時にピピンの姿が消えた。

　レーダーのマーカーは建物の向こう側に転移したピピンを捉えている。

　この僅わずかな間に、ピピンと一緒にいた女が人混みに逃げ出していた。

　どちらを追うか──。

「こっちは任せて！」

　上からヒカルの声が聞こえた。

　見上げると、建物の上からヒカルが飛び降りるところだった。

　買い物客達の悲鳴が上がる中、ヒカルに『頼む！』と遠話テレフオンで告げる。

「──ちっ、もう追ってきやがった」

　色男の変装マスクを投げ捨て、ピピンの姿が消える。

　また建物の向こう側に逃げたようだ。

　オレは閃駆で建物を飛び越え、ピピンを追う。

「へっへっへー、おあいにく様。指輪ならさっきの女に渡した後だぜ」

「噓うそだな」

　オレはピピンの戯ざれ言ごとを一言で切り捨てる。

　匣はこはまだピピンが持っているし、マーカー一覧の指輪は「マップの存在しないエリア」にあるままだ。あの女が宝物庫アイテムボツクススキルや「魔法の鞄マジツク・バツグ」を持っていない以上、本命はピピンで間違いない。

「──ちっ」

　縮地で追いつく寸前に、ピピンが転移で消える。

　ユニット配置の目視転移で追いかける事も考えたが、使い慣れていないオレの目視転移と、土地勘があり熟達した使い手による短距離転移では勝算が低いので、もどかしい思いを抱えつつも縮地と閃駆で追い立てる。

　それにユニット配置を濫用しないのは、アリサとの約束だしね。

　噂うわさをすれば影だ。ピピンを追うオレのもとにアリサから『戦術輪話タクテイカル・トーク』が届いた。

『ご主人様！　さっき凄すごい勢いで飛び出していったのってご主人様とヒカルたんじゃない？』

『ああ、指輪を盗まれた。今は追跡中だ』

『ええっ！　大変じゃない！』

　アリサが驚きの声を上げる。

『でも、ご主人様が追いかけてまだ捕まってないって、どんな相手なの？』

『ピピンっていう名前の怪盗だ。土地勘がある下町を短距離転移で逃げまくっているよ』

　刻印板のような目印もなしに、視界が通らない建物越しの転移をどうやっているのかは謎なぞだ。

『わたし達も追跡を手伝わせて！』

『頼む。ヤツは下町沿いに王都を一周するコースだ』

　このままだと捕まえるのに時間がかかりそうだし、アリサ達の手も借りよう。

　オレは赤縄事件で使った区画番号でピピンの逃走経路を伝える。

『おっけー、分かったわ！　先回りして巻き網漁みたいな感じで搦からめ捕とってみせる』

　アリサの元気な声に仲間達が応える声が聞こえてきた。

　それじゃ、オレは仲間達が作った包囲の輪に、ピピンを追い込む猟犬役を務めよう。
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『──来た』

「うぉおおおおおおおお」

　ミーアの召喚した水の疑似精霊ウンディーネが、水みず溜たまりから起き上がってピピンの行く手を塞ぐ。

　そちらに気を取られた隙すきに、ピピンの上着に手が届いたが、やつは蜥蜴とかげの尻しつ尾ぽのように上着を残して消えた。

「むぅ」

「ありがとう、ミーア」

「ん」

　オレはミーアに礼を言いつつ、ピピンを追う。

『ここは通行止めなのです！』

　路地の隙間に剣を突き立てたポチが、ピピンの行く手を塞いでいるのが見えた。

「ガキが遊んでるんじゃねぇ！」

　ポチを子供だと舐なめたピピンが突撃していく。

　ニマッとポチの口角が上がる。

「──なんてな」

　ピピンがポチの間合い直前で転移した。

　目前でターゲットを見失ったポチが慌てる。

「あわわっ、なのです！」

「大丈夫だ。任せろ」

　ポチの頭を撫なで、ピピンを追う。

『にんにん～？』

「うわっ。なんだ、この蜘く蛛もの糸はっ！」

　材木置き場のような場所で、ピピンがタマの忍術に捕らえられていた。

　思ったよりあっけない幕引きだ。

「ピピン様を舐めるな！」

　材木が引き倒され、ピピンの姿が材木と土煙の中に消える。

「にゅ！　大変～？」

　ピピンを心配する心優しいタマの傍らに着地し、材木をストレージへと収納する。

「抜け殻～？」

　粘つく糸に絡まった男物のシャツとズボンがふらふらと揺れていた。

　なかなか、逃げ足の速い事だ。

「ご主人様、これ～？」

　タマが虹にじ色いろの宝珠を拾い上げた。

　見覚えがある。王城で怪盗シャルルルーンが盗もうとしていたブライブロガ王国の秘宝アーテイフアクト「竜の瞳」だ。

　恐らくはピピンが落としたのだろうが、ヤツがこれを何に使おうとしたのか少し気になる。

　オレはタマの発見に礼を言い、次の指令を出す。

「よくやった、タマ。さっそくで悪いけど次のポイントに移動してくれ」

「あいあいさ～？」

　シュピッのポーズで敬礼するタマと別れ、レーダーに映るピピンの光点を追う。

『ここを通りたくば──』

「うわっ、やべぇ！」

　リザの言葉の途中でピピンが転移する。

　ピピンは自分とリザの圧倒的な実力差を本能的に察したのだろう。

「──私はそんなに怖いのでしょうか？」

　微妙に傷付いた顔のリザに、「そんな事ないよ」と声を掛け、ルルが高所に陣取る通りへとピピンを追い立てる。

　通りの向こうから「おわっ」「ぬおっ」「どこから撃ってやがる！」「くっそぉおおおお！」というピピンの悲鳴が聞こえてきた。

　何度も転移しているにも拘かかわらず、行く先々で足下に衝撃弾が撃ち込まれるのだから、その気持ちも分かる。

『ごめんなさい、射線の向こうに子供がいて撃てません』

『ルル、幼生体の保護は私に任せろと告げます』

　ピピンが駆け抜ける先、子供達が遊んでいた空き地の前にナナが立ち塞がる。

「幼生体達に危害を加えるのは許さないと告げます！」

「そんな気はねぇよ！」

　ナナが放った理術による「魔法の矢マジツク・アロー」を器用に避よけながら、ピピンが消える。

　発射された魔法の矢が、ピピンの落とした魔法薬の瓶を砕いて飛んできたので、手で打ち払っておく。

「マスター、幼生体を守りましたと報告します」

「よくやったぞ」

　オレはドヤ顔のナナと給水塔の上に陣取るルルに手を振って、最後の追い込みに入る。

　さっきナナの魔法の矢を避ける拍子に落とした魔法薬が最後だったのか、ピピンの魔力が残り少ない。たぶん、あと数回で尽きるはずだ。

　建物の向こうに消えたピピンを追う為ために閃駆で建物を飛び越える。

『真打ち登場！　アリサちゃんから逃げられるとは思わない事ね！』

「ちっ、魔法使いのガキか！」

　魔法使いっぽいつば広の帽子とローブを身に着け、先が曲がった古木の杖つえを構えたアリサが待っていた。いつあんな衣装を買ったのやら。

「チェック──」

「詠唱する暇なんてやらねぇよ」

　ピピンが腕を振り上げながら、アリサに駆け寄る。

「──メイトよ！」

　アリサの放った殺傷力の低い「閃火バーン・フラツシユ」の魔法がピピンを炎で包み、それと同時に足下の水溜まりに隠れていたウンディーネが、チェーンソウのような水流の檻おりでピピンを包む。

「この程度の炎で！」

　そう叫んで炎を振り払ったピピンが、一瞬だけ硬直した。

「ば、ばかな！」

「ふふん、超絶魔法使いアリサちゃんの前で、短距離転移なんてギフトが使えるとは思わない事ね」

　うろたえたピピンに向けて、アリサが下手くそなウィンクをする。

「転移阻害の結界か！」

　舌打ちしたピピンが、ウンディーネの作り出した水の檻を強引に突き抜ける。

　水の檻に触れたピピンの肌が裂け、赤い血ち飛沫しぶきが派手に散る。

　それに驚いたミーアが反射的に水流の檻を解除させてしまった。

「ごめっ」

　謝るミーアに「大丈夫だ」と告げる。

　なぜなら、そちらには既に凶悪な門番が待ち構えているのだから。

「とーせんぼ、なのです！」

「こっちも通行禁止～？」

「どけっ──」

　押し通ろうとしたピピンが、落とし穴に落ちる。

「マンホールの術～？」

「さすがはタマなのです！」

　よく見ると路肩にスコップが置いてある。

　掘り出した土は見当たらないが、なかなか前準備が大変そうな忍術のようだ。

「さて、盗んだ『祈願の指輪』を返してもらおうか？」

　転移を無効化されたピピンが、オレ達から逃げる事はできない。

　アリサが言ったように、既にチェックメイトなのだから。

「ちっ」

　苦々しげな顔で舌打ちしたピピンが、腰の袋に手を突っ込んで「封ふう竜りゆう匣ばこ」を取り出した。

　──やけに素直だな。

　オレの脳裏に、路上に落ちていた「竜の瞳ひとみ」と、王城でそれを盗もうとしていた怪盗シャルルルーンの顔、「竜の瞳」の話をするレプラコーンの王子、支配人から聞いた「封竜匣」の話が、走馬灯のように次々と浮かんでは消えていく。

　もしかして──。

「シャルルルーン！」

　ピピンがそう叫んで匣を投げた。

　匣の先にある三階建ての集合住宅の窓から手を伸ばした女は、ヒカルに追いかけられていたはずの清せい楚そ系美人だ。

　獣娘達が集合住宅へと走る。

　だが、ソレより早く、怪盗シャルルルーンが受け取る寸前で、匣が一陣の風にかっ攫さらわれた。

「ナイス、キャーッチ！」

　ヒカルだ。

「ないす～？」

「とってもとってもグレイトなのです！」

　タマとポチが褒め称たたえ、仲間達の視線もそちらに向かう。

「我が望みを──」

「そこまでだ」

　小声で呟つぶやいていたピピンの手から「祈願の指輪」を取り上げる。

「ええっ？　どうしてそっちに指輪が?!」

　アリサが驚きの声を上げる。

「どうして、分かった」

「ちょっとした勘かな？」

　ピピンが「竜の瞳」を落としたのは、「封竜匣」を開ける時だったのではないかと思ったのだ。

「ポチ隊員、タマ隊員、下手人を捕らえろ！」

「確保～？」

「逮捕なのです！」

　オレが指輪を持って飛とび退のくと、タマとポチが穴に飛び込んでピピンを拘束し、厳重に縛り上げた。

　指輪を取り戻す時に残りの魔力も奪ったので、しばらくは転移で逃げる事もできないだろう。





＞称号「不屈の追跡者」を得た。

＞称号「怪盗の天敵」を得た。






　ログに眼めを落とすとそんな称号をゲットしていた。

「いやー、ごめんごめん。私が知ってる王都とは違いすぎてさ、何度も取り逃がしちゃった」

　匣はこを持ったヒカルが降りてくる。

　おどけた感じだが、なんとなくアンニュイな雰囲気だ。

　たぶん、追跡中に昔の王都の事を思い出してしまったのだろう。

「ご主人様、この娘も捕縛しておきますか？」

　気絶した怪盗シャルルルーンを小こ脇わきに抱えたリザが戻ってきた。

　途中で引き返したタマやポチと違い、リザは匣を追っていた勢いのままシャルルルーンを捕縛したようだ。

「ああ、その娘も怪盗らしいから厳重に頼む」

　なにせ、オレが王城で捕縛した後、監獄に叩たたき込こまれたはずなのに、何事もなかったように脱獄してきているのだから。

「そうだ、一つ聞いて良いいか？」

　タマとポチにギャグ漫画のようなグルグル巻きにされた怪盗ピピンに尋ねる。

「なんだ？」

「なぜ指輪を盗んだ？」

「はんっ！　世紀の至宝を前に、怪盗が盗みに行かないはずがないだろうが！」

　なんだ、そんな理由か。

　何か「祈願の指輪」が必要な差し迫った理由があるのかと思って聞いてみたんだけど、余計なお世話だったようだ。

「私も一つ聞いて良い？　どうしてオークションで最初に指輪を匣から出した時に盗まなかったの？」

「ふんっ、あんな警戒されている時に手を出すのは二流だ」

　ヒカルの質問に、怪盗ピピンが偉そうに言う。

「安心した時に盗むのが一番確実なのさ」

「犯罪者のくせに偉そうね」

「ん、断罪」

「うわっ、止やめろ！　顔に水を掛けるな！」

　ミーアの指示で、ウンディーネ達がピピンの顔に水鉄砲でお仕置きする。

　さて、怪盗の後始末をしてこよう。

「ミツクニ公爵夫人、それとチーム『ペンドラゴン』の諸君、怪盗捕縛への協力を感謝する」

　オレはヒカルや仲間達に他人行儀な礼を告げ、怪盗二人を摑つかんで衛兵隊の本部へと運ぶ。

　怪盗相手にそんな演技は不要な気もしたけど、サトゥーではなくクロが仲間達と行動を共にするのはちょっと不自然なので、念の為にやっておいたのだ。
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「ただいま」

　怪盗と「竜の瞳」を衛兵本部へ届け、指輪を戻した匣をオークション会場に戻し、支配人とティファリーザの二人に状況を説明した。

　指輪はヒカルが落札した事になっているので、オークション会場で落札手続きをするのはヒカルの役目だ。

　思ったよりも細々と時間を食ったせいで、王都邸に戻ったのは既に日が落ちた後だった。

「おかえり」

「おかり～？」

　いつものようにミーアとタマが最初に出迎え、他ほかの子達に順番に出迎えられながらリビングへと向かう。

「ご主人様、今日の夕飯はお庭に用意しました」

「ありがとう、ルル」

　今日は夜桜を愛めでながらの夕飯という趣向らしい。

　シガ王国の桜は日本のソメイヨシノより咲く期間が長いようだが、それでもそろそろ見納めだ。

「それじゃ、オークションの落札成功を祝って──乾杯」

「「「乾杯！」」」

　オレの乾杯の音頭で仲間達が杯を打ち合わせる。

　ヒカル以外の面々はノンアルコールだ。

「鮭しやけ皮がわってシガ酒に合うわ～。イチロー兄ぃもそう思わない？」

「ああ、そうだな」

　桜鮭の旬しゆんはしばらく続くが、王都を離れると気軽に買えなくなるので、今日は桜鮭尽くしだ。

　脳裏にシガ酒よりもワインの方が合うと訴える思いが居酒屋のイメージと一緒に溢あふれたが、同僚の誰だれの発言だったか思い出せなかったので、イメージが消えるに任せた。

「にゅ？」

「皮なんて食べなくても、シャーケーの肉はいっぱいあるのですよ？」

　タマとポチが鮭皮を肴さかなにするのは少し早いようだ。

「どしたの、ヒカルたん？」

「あはは、なんでもないよ」

　アリサの声にヒカルの方へと振り向くと、なんとなく微妙に泣きそうな笑顔になっていた。

「なんでもないとは思えないと告げます」

「ん、心配」

　ナナとミーアにも言われて、ヒカルが「本当になんでもないのよ」と首を横に振る。

「ただ、イチロー兄ぃは本当に私のイチロー兄ぃじゃないんだなーって思っただけよ」

　少し酔ったヒカルが、寂しそうな目でオレを見る。

「私が『鮭皮には日本酒だよね』って言ったら、必ず『ワインの方が合うに決まっているだろ』って言い返してくるのが定番だったんだー」

　ヒカルの世界の鈴木一郎は狭量だったらしい。

　鮭皮はもっと懐が深いと思う。

　アリサにトンッと軽く肘ひじ打うちされたので、ヒカルの杯に酒を注ぎつつ「仲が良かったんだな」と適当に話を繫つなぐ。

　横でアリサが「もっと言いようがあるでしょ！」という顔をしていたが、どこに地雷があるか分からないので、迂う闊かつな事を言ってヒカルをもっと傷付ける事がないように、当たり障りのない言葉を選んだのだ。

「うん、仲が良かったよ」

「恋人だったの？」

「あはは、違うよ」

　アリサの言葉に、ヒカルがふるふると首を横に振る。

「誰よりも大好きだったけど、恋人にはなれなかったんだー」

「告白はしなかったの？」

「もちろん、したよ。でも、三回とも玉砕だったの」

　ヒカルが目を細めて過去を懐かしむように呟く。

「イチロー兄ぃにとって、私は妹みたいなモノだったから」

「ご、ご主人様はダメよ。わたしがいるんだから」

　ヒカルがオレに流し目を送ったせいか、焦ったアリサがオレの前で手を広げてガードポーズを取った。

「むぅ」

「アリサ」

　ミーアとルルの抗議を受けて、アリサが「わたし達ね」と訂正した。

「イチロー兄ぃ、年下趣味に転向したの？」

「そんなわけないだろ。今も昔も年上好みだ」

　愛いとしいアーゼさんに至っては人類の歴史より年上だ。

「そんなところは一緒だね！」

　酔ったヒカルがオレに抱きついてきた。

　ようやく笑顔になってくれたのは嬉うれしいが、笑顔のまま泣くのは止めてほしい。

　慰めの言葉は意味がない気がしたので、オレはヒカルが泣き止むまで、彼女の髪や背を優しく撫なでてやった。

　泣き疲れて眠ったヒカルが呟いた「会いたいよ、イチロー兄ぃ」という絞り出すような恋慕の言葉が耳に痛かった。
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「ごめんね。せっかくのお祝いの席だったのに」

　一眠りして酒精が抜けたヒカルが、小さくなって皆みんなに詫わびた。

「気にしなくていーってば。たまにはガス抜きしないと爆発しちゃうもの」

　皆を代表してアリサが言う。

「──というわけで、この話はここでおしまい！」

　アリサがパンパンと手を叩いてそう宣言する。

「ご主人様！」

「それじゃ、『祈願の指輪』をお披露目しようか」

　オレに目め配くばせされたヒカルが、インベントリから「祈願の指輪」を取り出しテーブルの上に置く。

　指輪から優しい青光が溢れ出した。

「これが『祈願の指輪』……神様が願いを叶かなえてくれる秘宝……」

　ルルが指輪を見つめて呟つぶやく。

　うっとりとしたルルの表情が、呟きの途中で何か思い詰めたものに変わった。

「……アリサ」

　ルルがアリサを手招きして何か小声で言葉を交わす。

　何か内緒話っぽかったので、うっかり聞かないように「聞き耳」スキルをオフにしてある。

　驚いたようなアリサの表情が、ルルの瞳ひとみを覗のぞき込んだ後、成長した娘を見る母のような慈愛と誇らしさに満ちたモノに変わった。

「……ご主人様」

　ルルとアリサに手招きされて耳を寄せる。

「──いいのか？」

　囁ささやかれた意外な話に、思わずルルとアリサに聞き返してしまった。

「はい、それが良いと思います」

「わたしもルルの意見に賛成よ！」

　重い決断だっただろうに、二人の瞳に迷いはない。

　ルルもアリサも優しいな。

「なら、渡すのは二人に任せるよ」

　オレはアリサとルルに「祈願の指輪」を渡す。

　受け取った二人がヒカルの前に進み出た。

「──え？」

「わたしとルルからプレゼント」

　ヒカルの手に、アリサとルルが「祈願の指輪」を握らせる。

　自分の手の中に預けられた品が何か気付いたヒカルが、驚きに目を見開いた。

「使ってください」

「え、でも──」

　促すルルの言葉と瞳に、ヒカルが戸惑いを隠せない。

「いいから使いなさいってば」

「私達なら大丈夫です」

「そうそう。奴隷のままでも困った事ないし、わたし達のチートなご主人様なら、他の方法で『強制ギアス』を解除してくれるわ」

　戸惑うヒカルに、ルルとアリサが頷うなずく。

　笑顔の二人に勧められて、ヒカルの戸惑いに歓喜と二人に対する申し訳なさのような感情が複雑に混ざった。

「さあ、それで恋しい人との再会を祈ったんさい！」

　目め尻じりに涙を浮かべ、すがるようにオレを見るヒカルに頷いてやる。

　ヒカルが指輪を握りしめた手を胸元に抱きしめた。

　ついに決壊した涙が、つぅっとヒカルの頰ほおに一滴流れる。

「ありがとう、アリサ、ルル。それにイチ──」

　オレをイチロー兄ぃと呼ぼうとしたヒカルがかぶりを振って、何かと決別するかのように「サトゥー」と言い直した。

　彼女にとってオレは「イチロー兄ぃ」ではなく、異世界で会った「サトゥー」という意思表明だろう。

「私の願いは──」

　ヒカルが願いを口にする。

　指輪から溢れた青い光が目ま映ばゆいばかりに王都を染め上げた。

　それは神の慈愛を篭こめたような優しさ溢れる光だった。

　そして──。








エピローグ







〝サトゥーです。予想外な結末になる物語は多いですが、その多くはハッピーエンドへ繫がっている気がします。ゲームだとバッドエンドの方が多いですが、それもトゥルーエンドに深みを与えるエッセンスだと思えば、そんなに嫌じゃないんですよね。〟






「えーっと、結局どうなったの？」

　ヒカルが「祈願の指輪」を使った青いエフェクトが消えてからしばらくして、アリサがおずおずとヒカルに尋ねた。

「ありがとう、アリサ、ルル。ちゃんと望みを言えたよ」

　ヒカルがオレ達に頭を下げる。ヒカルは「自分の世界の鈴木一郎に会えるよう」に願ったそうだ。

「で、でも、何も起きてないわよ？」

「ちゃんと神様から『その願いはすぐに叶うだろう』って感じの返信があったから大丈夫だと思う。神様は倹約家だけど、噓うそは吐つかないから」

　ヒカルが安心しきった顔で言う。

　指輪を使う前と現状に変化がない気もするが、ヒカル的には「すぐに叶う」と神様から太鼓判を押されたのが重要なようだ。

　ヒカルの為ためにも、その「すぐ」が神様スケールじゃない事を切に願う。

「そっか、良かったね、ヒカルたん」

「……うん」

　アリサが母性を感じさせる微笑ほほえみでヒカルを祝福する。

「それじゃ、再会に備えてエステしないと！」

「エ、エステ？」

「そうよ！　見違えるような美び貌ぼうに磨き上げて、ニブちんな平行世界のご主人様を悩殺するの！」

　アリサが昭和を感じさせるフレーズでヒカルを煽あおる。

「さあ、短期間でカップを上げたルルお姉様の出番よ！」

「え？　ちょっとアリサ」

　アリサがルルを巻き込んでヒカルと体操を始める。

「ぼいんぼいん～？」

「ポチもないばすでぃになるのです！」

　なぜか、その場のノリでタマとポチもヒカルの横で体操を始めた。

「参戦」

「ミーアが参加するなら、私も参加すると告げます」

「ちょ、ちょっと！　ナナには必要ないでしょ！」

「仲間はずれは嫌だと主張します」

「なら、仕方ないわね。リザさんも一緒にやりましょ！」

　結局、リザまで巻き込まれて、仲間達全員で体操をする事になったようだ。
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「──ん？」

　賑にぎやかに体操をする仲間達を見守ってると、「遠話テレフオン」の着信が入った。

『はい、こちらサトゥー』

　オレは即座に通話を取る。アリサがこの状況で「遠話」を使うはずもないから、通信相手はボルエナンの森のハイエルフ、愛しのアーゼさんしかいない。

『こんばんは。アイアリーゼです』

　いつ聞いてもアーゼさんの声は素晴らしい。

『こんばんは、アーゼさん。こちらは月に照らされた夜桜が素敵ですよ』

『夜桜か～、こっちの桜はもう終わっちゃって、そろそろツツジが見み頃ごろよ』

『それはいいですね。今度そっちに行ったら一緒に見物しましょう』

　アーゼさんとの会話中に視線を感じたので、そちらに目を向けるとヒカルやアリサ達が体操を止やめてオレをじっと見ていた。

「なんだか、サトゥーの表情がデレデレじゃない？」

「あの顔はアーゼたんから遠話が入ったのね」

「ん、確定」

　ヒカルの言葉に、思わず手で顔をなぞる。

　そんなに顔が緩んでいたのだろうか？

　オレはコホンッと咳せき払ばらいをしてから、無表情ポーカーフエイススキルで表情を取り繕う。

「アーゼたんって？　サトゥーの恋人とか？」

「違う」

「ご主人様は既に求婚して振られているわ」

「ふーん、やっぱり年上？」

「一億年と二〇〇〇年くらい年上よ」

　そんな合体ロボの主題歌ほど年上じゃないぞ。

「億って──もしかしてハイエルフ?!」

「ん」

　ヒカルが妙に驚いているが、いつまでもアーゼさんを放置するわけにもいかないので通話を再開する。

『どうしたの？』

『なんでもありません。それより、アーゼさんから遠話なんて珍しいですね』

　基本的に遠話で呼びかけるのはオレの方なので、言ってからボルエナンの森で何かあったのではないかと少し心配になった。

『アディーン達から、修行が完了したから迎えに来てほしいって伝言を頼まれたの』

　アディーンはナナの長姉で、彼女を含む姉妹達は一月くらい前から、エルフ師匠達の下で修行をしていたのだ。

『思ったよりも早かったですね』

『ええ、皆みんな頑張っていたもの。ヒーヤもすごく褒めていたわ』

　オレは明日にでも迎えに行きますと約束し、名残惜しく思いながらも遠話を切った。




　その翌日──。

「マスター、ご足労をお掛けして申し訳ありません」

「気にしなくていいよ、アディーン」

　言葉遣いが流りゆう暢ちような№１ことアディーンを先頭に、七人の姉妹達が次々にオレの前に並ぶ。

　ＡＲ表示される彼女達のレベルは一つか二つくらいしか変わっていないが、幾つもの称号やスキルが増えており、この一ヶ月間の彼女達の頑張りを物語っていた。

「皆、よく頑張ったね」

「「「イエス・マスター」」」

　オレが褒めると、姉妹達が誇らしげに胸を張る。

「ミト！　ミトがいると告げます！」

　末妹の№８ことユィットが、ヒカルを指さして驚きの声を上げた。

　姉妹達がタイミングを揃そろえたように、グリッとヒカルの方を振り向く。

　そういえば姉妹達はヒカルと顔見知りだっけ。

「久しぶり、ハチ子ちゃん。それに皆も」

「私の名前はハチ子ではなく、ユィットだと告げます！　マスターが命名してくれたのだと自慢します」

　ユィット以外の姉妹達も、自分達の名前を次々にヒカルに訴える。

「あはは、そんなに一度に言われても覚えられないよ」

　ヒカルがグイグイ迫る姉妹達を押し戻す。

「ユィット達と知り合いですかと問います」

「そうよ、ナナさん。遺跡で目覚めた時に、ジョン君と一緒にハチ子──ユィットちゃん達がいたの」

「一緒に女給をしたと告げます」

「ミトはよく料理を焦がして叱しかられていたと報告します」

「ちょ、ちょっと！」

　ざんばらセミロングの№５ことフュンフに失敗を暴露されたヒカルが焦る。

　こっちのヒカルも料理は苦手らしい。

「ルルさん！　トリアは、トリアはネーア様から免許皆伝を得たと報告します！」

「おめでとう、トリアさん」

　№３ことトリアとルルが両手でハイタッチをする。

　料理人エルフのネーアさんから免許皆伝を得たのはいいが、彼女の横にＡＲ表示された「罠わな師」や「トラップ・マスター」「連鎖の魔術師」という謎称号が少し気になる。

　エルフの里でどんな修行をしていたのやら。

「サトゥー」

「アーゼさん」

　世界樹で仕事をしていたアーゼさんが樹家にやってきた。

「むっ、サトゥーの声がワントーン高い」

「あれがアーゼたんよ」

「凄すごく綺き麗れいな人だけど、本当にハイエルフ？　人族じゃないの？」

「会った事ないの？　ハイエルフはエルフ達と違って大人容姿なのよ」

　ヒカルとアリサがひそひそと言葉を交わしている。

「アーゼさん、紹介します。私の同郷で幼なじみっぽい高たか杯つき光みつ子こ──」

「ヒカルです！」

　ミツコ呼びは嫌なのか、すかさずヒカルが名前を上書きした。

「勇者ヤマトにそっくりだね」

「子孫かしら？」

　アーゼさんの後ろからエルフ師匠代表のヒーヤ氏と巫み女こルーアさんが現れた。

「『調停者』ヒシロトーヤ様に巫女ルストフーア様！」

　二人を見たヒカルが叫ぶ。

「懐かしい役職だね。もしかして、ヤマト本人？」

「は、はい。今はヒカルと呼ばれています」

　どうやら、顔見知りらしい。

「あの時はせっかく停戦に協力していただいたのに、平和を維持できなくて申し訳ございません」

「過ぎた事だ。それにあれは愚者の横やりと不幸な偶然が重なったせいさ」

　何か色々あったらしい。

「勇者ヤマト、アーゼ様にご挨あい拶さつする途中で無礼ですよ」

「す、すみません、巫女ルストフーア様」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たのアーゼさんが困り顔だったから、巫女ルーアさんの声が少しトゲトゲだ。

　ヒカルがアーゼさんに向き直り、自己紹介をする。

「サトゥーの、いえ、平行世界のサトゥーの幼なじみで、ヒカルと言います」

「幼なじみのヒカルさん？　ボルエナンの森のハイエルフ、アイアリーゼです。気安くアーゼって呼んでね」

　ヒカルが「はい、アーゼさん」と答えると、巫女ルーアさんが「アーゼ様と仰おつしやいなさい」ときつい口調で叱りつけた。どうやら、巫女ルーアさんとも過去に色々あったようだ。

　ヒカルが居い心ごこ地ち悪そうにしていたので、修行完了を祝う宴うたげが終わると、宿泊もせずに姉妹達を連れて王都へと帰還した。




「アディーン達はこれからどうするの？　わたし達と一緒に世界漫遊の旅に行く？」

「いえ、まだまだ足手まといなので、ナナと同じように迷宮で修行をしようと思っています」

　アリサの質問に長姉のアディーンが答えると、姉妹達も一斉に頷うなずいた。

　いや、好奇心過多なユィットと料理好きのトリアは旅に興味がありげだった。

「そうか、それなら迷宮用の装備を用意しないとね」

　拠点は迷宮都市の屋敷や別荘があるから大丈夫だろう。

　オレとアリサがいないから、王都邸と秘密基地を結んだような転移門を用意して、効率の良い狩り場へのショートカットを作ってやろう。

「迷宮都市にはゼナさん達がいるし、向こうに着いたらギルド長や知り合いに紹介してあげるよ」

　困った時に頼れる相手は多いほどいいしね。

「マスター、クモ助に会いたいと告げます」

　ユィットがシュタッと手を上げる。

　クモ助というのは、ユィットが使役していた足長蜘く蛛も蟹がにの事だ。

「そうだね。行こうか──」

　王都邸の転移門から、リザ達の修行場所である秘密基地へと移動する。

「クモ助！」

　──ＳＨＰＹＥＥＥＥＥＤＡＲ。

　ユィットとクモ助が再会を喜び合う。

「マスター、クモ助の様子が少し違うと指摘します」

「この場所は瘴しよう気きが少ないから、そのせいじゃないかな？」

　魔物は瘴気の薄い場所を嫌うのだが、テイムされているクモ助は長時間清浄な場所に留とどまり続けていた。その為ために、肉体に変化が起きたのかもしれない。

「幻獣」

　ミーアがぽそりと呟つぶやいた。

　このまま精霊溜だまりになった源泉の傍そばで暮らさせれば、幻獣に進化でもするのかな？

　オレの持つ資料にそんな学説はないけど、エルフ達だけが知る世界の秘密とかなのかもしれない。

　秘密基地はナナの姉妹達にも好評で、オレ達が王都に滞在する数日間は、ここに入り浸るとの事だ。

　そうそう、翌日の話だが、トリアの「トラップ・マスター」や「連鎖の魔術師」という称号の意味を知る事ができた。

　罠館モノのゲームみたいな連鎖を、リアルで見られるとは思わなかったよ。
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「号外、号外ごうがーい！」

　エチゴヤ商会の本店に向かう途中、号外を配る人がいた。

　日本と違い、号外は有料だったので、大銅貨一枚と交換で受け取る。

「新聞なんてできたんだね」

「なんて書いてあるの？」

　ヒカルとアリサが左右から覗のぞき込んでくる。

　号外の内容は、ビスタール公爵領に派遣された反乱鎮圧軍が、一つ目の都市を奪還した事を報じるモノだった。

「戦争は早く終結してほしいわ」

「まったくだ」

　ストレージと帰還転移リターンを使ったビスタール公爵領産綿花の大量輸送で莫ばく大だいな利益が出ているが、そちらは綿花関係の村落や流通路の整備などに投資して還元する予定だ。

　利権を持つ貴族や商人から一時期睨にらまれたそうだが、上う手まく利益を共有する事で不満を封じ込めたらしい。彼らの利益を確保しつつ、エチゴヤ商会の利益も減じていないというのは、支配人の優れた商売センスの賜たまものだろう。

「サトゥーさん、こっちこっち！」

　エチゴヤ商会の入り口にオレを呼ぶ少女がいた。

　ルモォーク王国で召喚された別世界の日本──南日本連邦出身のユイ・アカサキだ。

「やあ、久しぶり。買い物かい？」

「ううん、アオイが設計した魔法道具マジツク・アイテムがお店に並んだって聞いたからダーリンと見に来たの」

　ユイが横にいたぽっちゃり少年を紹介してくれた。

　彼女の婚約者で、王都一の豪商であるゴォークツ商会の御曹司との事だ。ＡＲ表示によると、現シガ国王の庶子らしい。王位継承権はないようだが、彼女達が変な権力闘争に巻き込まれない事を祈りたい。

　少し離れた場所から、護衛を兼ねたゴォークツ商会の手代さんが二人を見守っているようだ。

「へー、回転体に糸を使った草刈り機か。面白いモノを作るね」

　回転狂と噂うわさのジャハド博士はかせに師事しているのは伊だ達てではないようだ。

　アオイ少年が師と仰ぐジャハド博士だが、彼はエチゴヤ商会の工場の片隅に研究所を与えられてから、二重反転式空力機関を精力的に分析し、半月も立たないうちに改良案を出してくれた。

　設計通りなら二割から三割ほどの出力アップが見込める。予想以上の大成果だ。

　オレとアリサ、ルルの三人は上階で打ち合わせがあるので、買い物をする仲間達と一階で別れ階段を上がる。

「子爵様とルルちゃん先生っす！」

　赤毛のネルが嬉うれしそうな顔で寄ってきた。

「やあ、ネルさん。今日は本店のお手伝いですか？」

「はいっす！　喫茶店のフランチャーズが増えたから、本店で研修係をしてるんすよ」

　本店の制服が可愛かわいくて着ていたら、そのまま売り場の手伝いに駆り出されたらしい。

「店員さん、ちょっといい？」

「はいっす！　すぐ行くっすよ！」

　お客さんに呼ばれてネルが走っていく。

「サトゥーさんって前から子爵様だったっけ？」

「いえ、公都で会った時は名誉士爵でしたよ」

　あざとく首を傾かしげるユイに答える。

「名誉士爵から子爵だと？　そ、そんな馬ば鹿かな！」

　ユイの婚約者のぽっちゃり少年が驚きの声を上げた。

「──っと済まない。いや、すみません、子爵様。ご無礼の段、平にご容赦を」

　すぐに失言に気付いた少年が、オレに頭を下げた。

　年の割にしっかりした子のようだ。これならユイも将来安泰だね。

　オレはユイ達と一緒に草刈りの魔法道具を見物した後、上の階で支配人やティファリーザと面会する。

　今日はエチゴヤ商会の開拓村で作る目玉商品の提案に来た。

「これがトマトですか？」

「美お味いしそうですね」

「中のゼリー部分で好みが分かれるけど、栄養満点の野菜よ」

「公都の東端にあるプタの街周辺で育てられている野菜です。あちらでは赤実という名前で呼ばれていました」

　迷宮都市の実験農場でも育てているのだが、トマト料理を普及させるには耕作面積が圧倒的に足りないので、こちらでも作ってもらおうと思ったのだ。

　今のところ、オレが魔法で作った最初の開拓村に第一陣の開拓民が入り、鉱山では試掘がスタートしたばかりだ。最初のトライアルで問題点を洗い出しつつ、開拓村や坑道を増やしていこうと思っている。

「ルルちゃん先生、窯の予熱が終わりました！」

「ルルちゃん先生、生地の準備が終わったっす！」

「ありがとうございます。ご主人様、ちょっとピザのレシピを伝授してきますね」

　呼びに来たエチゴヤ商会の料理人と制服からコックコートに着替えたネルに連れられて、ルルが厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　トマトの普及先として、ピザやオムライスを喫茶店の新たなメニューに追加してもらおうと考えたのだ。そのうち、専門店もできるかもね。

　ルルを待つ間、支配人から世間話として、シガ王国内の色々や中央小国群の噂話を聞いた。

「ヨウォーク王国がビスタール公爵領の反乱軍に協力、か……」

　ヨウォーク王国はアリサの母国であるクボォーク王国を侵略した隣国の名だ。

　どうやら、ヨウォーク王国の王はクボォーク王国を手中に収めるだけでは満足できなかったらしい。

　人間同士の戦争に首を突っ込む気はないけど、アリサやルルに「強制ギアス」を掛けた宮廷魔術師の行ゆく方えに関する手掛かりがないか、ヨウォーク王国へ調査に行こうと考えている。

　マップ検索で見つかれば楽なんだけど、手がかりを追うならヨウォーク王国に詳しい人材を見つける必要があるんだよね。まあ、一度、閃せん駆くで行ってみた方が良さそうだ。





◆






「クロ様、オークションに出品した売り上げです」

　オークションの翌々日、クロとしてエチゴヤ商会に顔を出したところ、テーブルの上に積まれた金貨袋の山を見せられた。

　これはオークションの分だけで、その前に貴族や商人達から金貨を巻き上げる為に、魔剣や売れ筋の魔法道具を放出した金額は別にある。

「この金は新しい事業に投資する。子細は支配人に一任する。オークション用に用意した現金も一緒に使って構わん」

　今回は金額が金額なので、王国の貨幣流通量に影響を出さない為にも、金貨をストレージに死蔵せずに使う事にした。

「ク、クロ様！　一三万枚以上もの金貨なんて、王都の拡張計画に参入しない限り使い道なんてありません」

　丸投げされた支配人が、狼ろう狽ばいした声を上げる。

　そこまでの大金じゃないと思うのだが、一度に運用する金額としては多いかもしれない。

　オークション用に用意した金貨三〇万枚のうち、二〇万枚はオレの懐から出していたので回収済みだ。ちなみに、ヒカル達が供出してくれたお金はお礼の品と共に返却してある。

「王都の拡張計画か──」

　整地や城壁の作製ならオレの魔法で──いや、賦役じゃないんだから、普通に作った方が雇用促進になる。

「王都の雇用促進に良さそうだ」

「クロ様、そちらに資金を注ぎ込みますと、鉱山事業と開拓村事業に必要な人員が不足する可能性が高いです」

　王都の人口なら普通の都市の何倍もいるから大丈夫だと思うんだが、現場の状況を一番知っているティファリーザの言葉は尊重するべきだろう。

「そうか、軽々な発言を許せ」

「いえ、私こそ差し出口をお許しください」

「そういえばセーリュー伯爵領の迷宮事業でも出資を募っていたぞ」

「一商会が参入できるかは分かりませんが、一度打診してまいります」

　王国会議では結構な数の貴族がセーリュー伯爵の下に集まっていたし、もう十分な資金を得ている可能性はある。

「あとは現行の事業を拡張するのが順当か──」

　資金の使い道について三人で意見を出し合ったが、オレが提案したシガ王国や周辺諸国への支店の増強と、綿織物やストッキングなどの事業や喫茶店への増資、ついでに鉱山付近の設備を増やす事でまとまった。

　それでも三割程度しか投資できそうにないので、それ以外は幹部娘達や外部相談役のアリサからアイデアを募るとの事だ。アリサがヤバい事業を思いつかない事を祈りたい。

「支店を増やすのはどのくらいで着手できそうだ？」

「店舗自体は一ヶ月もあれば用意できると思いますが──」

「それでは人員の教育が間に合いません。遠隔地の店長を任せられる人材を育てるには、最短でも半年は必要です」

　支配人の見積もりをティファリーザが修正した。

　オレとしてはユニット配置や帰還転移で移動する先を確保したかっただけなのだが、思ったよりも時間がかかりそうだ。

「クロ様、教育と並行して、先に物件を確保し、現地の需要を調査する人員を派遣してはいかがでしょう？」

　思案しているオレを見て、支配人がそんな提案をしてくれた。

　それなら、オレが支店を増やしたい主な目的が果たせる。

「素晴らしい提案だ」

　オレは支配人の案を採用し、ティファリーザに具体的な計画の立案を依頼する。

　いつもなら、すぐに行動を開始するティファリーザが、じっと何かを見ているのでその視線を追うと──オレの手？

　支配人の案に感動した時に、思わず支配人の手を両手で摑つかんでいたらしい。

　いきなりの事でびっくりしたのか、支配人が頰ほおを染めている。

　おっと、これじゃセクハラだ。

「すまん、支配人。許せ」

「は、はい、クロ様」

　うん、切なそうな顔で握られていた手を胸元に抱きしめるのは止やめてほしい。

　ティファリーザの冷たい視線で凍りそうだから。





◆






　王都を発たつ数日前、オレはヒカルや仲間達と一緒に王立学院に来ていた。

「ポチさん、タマさーん！」

「あ、シャテイ達なのです！」

「チナもいる～？」

　ポチとタマの友人達がいたようだ。

「行っておいで」

「あい！」

「わーい、なのです！」

　二人が遊びたそうにしていたので許可すると、もの凄すごい速度で飛び出していった。

　シャテイは三人だと聞いていたけど、今は一〇人くらいいる。友達みたいなものだと言っていたし、仲良くしている内に増えたのかもね。

　せっかくできた二人の友達だし、縁が切れないように王都へ定期的に戻ってくるようにしよう。

「あー！　ボルエナンのミサナリーア！」

　重そうな本を抱えてミーアを指さしたのは、シガ三十三杖つえで桜守りのアテナ嬢だった。

「ジブクラウド」

「こ、これは違うわ！　あんたの授業を聞いていた先輩が勧めてくれたから借りたんじゃないんだからね！　た、たまたま！　そう！　たまたま、図書館で見かけて良さげだったから借りたの！　文句ある?!」

「ない」

　ツンデレ気味に捲まくし立たてるアテナ嬢を、ミーアが真ま面じ目めな顔で首を横に振った。

「良書。がんば」

「──え？」

「それは良い本だから、それを読んで精進しなさいって」

　ミーアの短い激励が分からなかったアテナ嬢の為ために、アリサが翻訳して伝えた。

「ありがと──じゃなくて！　あんたに言われるまでもないわ！　この前は後こう塵じんを拝しちゃったけど、今度会う時は絶対に私が勝つんだから！」

「ん、期待」

　鼻息荒く宣言するアテナ嬢に、ミーアは余裕の顔で頷うなずいた。

　予想外の反応に戸惑うアテナ嬢をその場に残し、オレ達は王立学院に来た目的を果たす為に歩み去った。




「ルル先生！　ナナ先生！」

　騎士学舎の方から、ゴウエンの娘であるシェリン嬢が大きく手を振りながら駆けてくる。

　出会った頃ころとは比べるべくもない、安定した走りだ。

　彼女の後ろには、シガ八剣のヘイム氏の姿もある。きっとシェリン嬢の付き添いとして来ていたのだろう。目が合ったので会釈しておく。

「合格しました！」

「おめでとう、シェリンちゃん！」

「合格を祝福すると告げます」

　笑顔のシェリン嬢がルルとナナに抱きついた。

　彼女は念願の騎士学舎の入学試験に合格したようだ。

　オレも仲間達と一緒に、シェリン嬢の合格を祝う。

　騎士学舎は怪け我がが多そうなので、小粒の血玉を使ったスタミナ回復ペンダントを、合格祝いにプレゼントしておいた。

　視界の隅に、ヘイム氏の方へと制服姿の聖騎士が駆け寄るのが見えた。

「──何っ！」

　思ったよりも大きなヘイム氏の声に、皆みんなの視線が集まる。

　それに気付いたヘイム氏は声量を落としたが、もう遅い。既にオレの聞き耳スキルは、聖騎士の報告を拾っていた。

「ね、ねぇ、何があったのかしら？」

「ビスタール公爵領に派遣した反乱鎮圧軍が壊滅したらしい」

　オレは小声で尋ねるアリサに答える。

　シガ王国北西の騒乱は、まだまだ続くようだ。

　ヨウォーク王国に「強制」使いの宮廷魔術師を探しに行く時に、巻き込まれないようにしないとね。








あとがき






　こんにちは、愛七ひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一八巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！

　こうして巻数を重ねる事ができているのも、読者の皆様の応援のお陰です。これからも面白さを追求して作品を作り上げて参りますので、今後とも変わらぬご支持をお願いいたします。




　前巻は八月だったので、今巻はいつもより少し早い三ヶ月での発売となります。

　この三ヶ月は色々と濃い日々でした。専業作家生活としては幾つかの新しい試みに携わったものの、それほど波は瀾らん万ばん丈じようというわけではなかったのですが、私生活の方はなかなかヘビーでした。心肺蘇そ生せいから救急車に同乗という寿命の縮まるような経験は、これが最後だと思いたいところです。




　さて、そろそろいつものように本巻の見どころを語るとしましょう。

　前巻でついに再会を果たしたサトゥーとミトの二人でしたが、まだ気付いているのはサトゥーのみで、ミトの方は彼と再会した事に気付いていません。

　過去巻を読み直していただくとよく分かるのですが、サトゥーとミトの間に不穏な情報が幾つかあったはずです。そう、ＷＥＢとは異なり、書籍版二人は●●●●の存在だったのです。伏せ字の内容は今巻を読んでいただけると分かるはず。

　そんなミトの思いをバックグラウンドに置きつつ、オークションでとあるアイテムを落札する事に注力しつつ物語は進んでいきます。箇条書きにするとＷＥＢであったとおりの流れですが、ほぼ全て書き直したのでＷＥＢと同じ場所を探すのは難しいでしょう。

　もちろん、メインストーリーと関係なく思えるサイドストーリーも健在です。

　ＷＥＢ版で人気だった王立学院エピソードを完全リニューアルで、たっぷりとしたボリュームでお贈りします。もちろん、ポチやタマの遠足も！

　また、本巻の口絵を飾った新キャラのシェリン嬢も、ポチやタマと一緒に活躍しています。

　彼女の正体は前々巻で不遇な戦いを強いられたゴウエン氏の娘さんです。彼女はどんな思いを抱えてサトゥー達と関わる事になったのか、それは本編をご覧ください。

　あまり筆を滑らせてネタバレしてもいけないので、見どころのお話はそろそろ締めましょう。




　謝辞の前に告知を一つ。

　公式サイトや折込チラシなどで既に告知されているかと思いますが、来年春発売予定のデスマ一九巻にてシリーズ初の「ドラマＣＤ付き特装版」が出ます！

　王都から迷宮都市に帰還したサトゥーの下に、ゼナが持ち込んだとある本を発端に、仲間達が一致団結してクエストをする完全書き下ろし短編をベースにしたオーディオドラマとなります。

　キャストについては公式サイトでの発表をお待ちください。カリナ嬢の声が誰になるのか、作者も楽しみにしています。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＡさんとＩ氏のお二人による的確な指摘や改稿アドバイスで、分かりにくい箇所や冗長な箇所や重複箇所が解消され、シーンの魅力や臨場感がアップしました。これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願いいたします。また、本巻終盤から仲間入りした担当編集のＳ氏もフレッシュなパワーでデスマを盛り上げてくださるに違いありません。

　そして、毎回素敵なイラストでデスマ世界を色鮮やかに表現してくださるＳｈｒｉさんには感謝してもしきれません。今巻は特に、シェリンの内面を描ききった口絵が素敵なのです。

　カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝、メディアミックスに関わった全ての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、諸国漫遊編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















　外れスキル「影が薄い」を持つギルド職員が、実は伝説の暗殺者　電子特別お試し版　（著：ケンノジ　イラスト：ＫＷＫＭ）
















　歴代最悪と呼ばれた魔王を一人で暗殺し、伝説と呼ばれた最強の暗殺者ロラン。勇者すら超える力を持つ彼が戦いのあとに褒賞として願ったのは──「普通の生活」を送ること!?

　かくして、普通に生きるため冒険者ギルドに就職したロランだったが、今まで暗殺者として生きてきた彼の思考は世間の常識とかけ離れたものばかり。魔王を使い魔にし、勇者を泣かせ、領主を土下座させ、只者ではないオーラを振りまくロランは、果たして普通の生活を手に入れられるのか？








１　最後の任務









「ロランを活いかす最高の作戦ね！」

　勇者アルメリアは、そう言って疲れた顔に笑みを咲かせた。

　俺たち勇者パーティは、魔王城内を進み、空き倉庫で作戦会議をしていた。

　魔王がいるとされる謁えつ見けんの間まで、あと少しというところだった。

　作戦の簡単な概要は、勇者と魔導士、大神官、聖騎士──今まで一緒に旅をしてきたみんなが、魔王を引きつける。俺は、『影が薄い』スキルの特性を活かし魔王を仕留める。

　たったそれだけの作戦だった。

「アルメリア、そういうのはおまえの役目だろう」

　勇者のくせに、なんでサポート役に回ろうとしてるんだ。

「いいのよ。これが成功率が一番高そうな作戦なんだし」

　他のみんなも異口同音にその作戦に賛成していた。

　俺が引きつけ役としてはうってつけなんだが……。

「ひいき目なしに、ロランが一番だから」

　個々の戦力でいえば、確かにそうだろう。その理屈はわかるが……。

　ここに来るまでに、みんな体力も魔力も消耗している。

　疲労が滲にじんでいるせいもあって、悲壮感すらこの場に漂っていた。

　このままでは、誰か死ぬ。

　これでも今まで旅をしてきた仲間だ。

　誰一人として欠けることなく、この旅を終わらせたい。

　いつもは騒がしい休憩時間だが、みんな口数が少ない。

　思うところがあるのか、それとも覚悟を決めているのかもしれない。

　席を外させてもらおう。

『影が薄い』スキルを発動させ、休憩している倉庫を出ていこうとする。

「ロラン、どこ行くの？」

　アルメリアにあっさり見つかった。その声でみんなが気づいた。

　俺の『影が薄い』スキルなんてその程度の、自分への意識を薄くする程度。

　透明になれるわけでも、気配を完全に消せるわけでもない。

　誰もがスキルを授かる世界で、外れも外れ、大外れのスキルだった。

「ちょっとな」

「ちょっとって……何？」

「トイレだ。ついてくるか？」

「も、もぉ！　早く済ませてきなさいよ！　こんなときに緊張感ないんだからっ」

　年頃女子の集団でもある勇者パーティ。

　アルメリアは何を想像したのか、顔を赤くしてしっしと手で俺を追い払う。

「すぐ戻る」

　気配を探り、問題ないことを確認して俺は倉庫をあとにした。

　戻る気なんてないし、もうきっと二度と会うこともないだろう。

　誰も欠けることなく、旅を終わらせる。

　それが、俺の任務だ。

　あのまま魔王と相対すれば、誰かきっと死ぬ。

「……さて、仕事の時間だ」

　魔王城の最上階は、気味が悪いほど静かだった。

　長い長い廊下の先に、豪ごう奢しやで趣味の悪い大きな扉がある。

　……あそこか。

　俺はそこにはむかわず、廊下の窓から外に出る。

　二階下ほどにあるテラスへ飛び、静かに着地。

　警備兵でもある魔騎士を発見。腰の短剣を抜く。

　手で口を覆い、魔騎士の喉のどを裂く。

　力の抜けた敵をそっと横たえた。

　魔王がいる謁見の間は、建物の構造上、正面からしか入れない。

　仲間たちはそう思っていた。

　だが、手に入れた内部図面を確認すると、俺なら通れるルートがひとつあった。

　俺ならこのルートで行く、と内部図面を前にみんなに説明した。

『そんなアクロバティックルート、絶っっっ対に無理よっ』とアルメリア。

『ああ、私もそう思う』と聖騎士のエルヴィ。おまえは高い所が怖いだけだろ。

『……楽しそう……』と魔導士のリーナが言った。運動神経ゼロだからやめておけ。

『ぷぷ、ぷぷ。魔王と戦うのに、ここまできて転落死するとか、ぷぷ。ギャグですね』と、大神官のセラフィンは笑いをこらえていた。

　……と、まあ、そんなやりとりをさっきの作戦会議中にしていた。

　尖せん塔とうめがけてロープをかけ、音もなく影から影を移動する。

　正々堂々正面からなんて、勇者のやること。

　俺は、正々堂々不意を打たせてもらうことにする。

　ロープを握ったまま尖塔を壁伝いに走り、勢いをつけて飛ぶ。

　魔王がいる謁見の間──その絶対不可能な侵入ルートの窓に到達した。

　息をすっと吸い込んで、ゆっくりと吐き出す。

　人差し指に魔力を込めて、窓ガラスを突つく。

　強固な魔法結界を一点だけ破り、同時に窓ガラスに穴を開けた。

　面で展開される防御系の結界には、点での攻撃が有効だ。

　かかっていた鍵かぎを解錠し、そっと中に飛び降りた。

　玉座の真後ろ。

「面白い客が来た」

　さすが魔王といったところか。俺の来訪は一瞬にして見抜かれた。

　禍まが々まがしい魔力を放ちながら席を立つ。俺は魔王と正対した。

　仰々しいマントを羽織り、切れ長の瞳ひとみでこっちを見ている。

　燃えるように赤く長い髪に、血のように赤い瞳。

　美しい魔族の女だった。

　言葉はいちいち交わさない。

　スキル発動──全力でこいつを殺す。

　俺が動くと同時に、魔王は黒い雷のような魔法を放つ。

　初見の魔法だが、回避に苦労はしなかった。

　見当違いの場所へ撃っているからだ。

「ん……？」

　魔王が異変に気づいた。

　だが、威力はさすが。

　魔法結界をあっさり破り、轟ごう音おんとともに壁を吹っ飛ばしている。

　俺に直撃したら、塵ちりも残らなかっただろう。

　二発目もまったく違う場所へ放った魔王。

　これも見当違いの方角への攻撃だった。

「──またか……！」

　さっきからずっと俺は『影が薄い』スキルのオンとオフを繰り返している。

　スキルは本来、即座に切り替えられるようなものではないのだが、照明のスイッチのように俺はオンとオフを使いこなせた。

　目の前にいたはずなのに消える。かと思えば、やっぱり目の前にいる──。

　これを素早く交互に繰り返すと、相手は混乱してくる。

　視界に捉とらえようと躍起になればなるほど、ドツボにはまる。

　俺は、一歩も動いてないのに。

　完全に混乱すると、生物はみんなこんなもんだ。

「小こ賢ざかしい……！」

　魔王が苛いら立だちはじめた。

　魔力、魔法技術、魔法センス、それらの戦闘力は確かに群を抜いて高い。

　だが──。

「……魔王、最後に戦ったのはいつだ」

　王はそう易々と戦わない。

　前線に姿を現したという話も聞いたことがない。

　常に敵と戦い、感覚を研ぎ澄ませていた俺を相手に、そのブランクは致命的。




　とはいえ、俺のスキルは、英雄にはなれない外れスキル『影が薄い』。

　だが言い換えれば、外れスキルというのは、誰だれも使わないスキルということ。

　だから外れスキルというのは、誰も対処法がわからないスキルということでもある。




　馬鹿となんとかは使いよう──。

　創意工夫。

　たったそれだけで、外れスキルは、誰も真似できない『最強スキルスペシヤルワン』になる。




「俺のスキルはさすがに初見だったか？」




　声に反応した魔王が、振り向きざまに魔力で固めた闇色の長剣で攻撃する。

　スキルをオンにした俺はそこにはもういない。

「チッ、どこに──」

「……目の前だ」

　正面をむいた瞬間、魔王の眉み間けんに短剣を突きつけた。

　子供でも小遣いを貯めれば買える短剣。お値段一七〇〇リン。

　特別な武器なんか要らなかった。

　武器はあくまでも道具に過ぎない。

　自分自身が最大最高の武器である──。

　暗殺者として、それが理想なのだと教え込まれた。

「く……妾わらわの負けを認めよう……。魔王軍を縮小、そののち解散。人間に害をなさぬよう、残党にはキツく言いつけ撤退させる」

　魔王は膝ひざをついた。

「そういう話ではない」

　こいつが本気で魔王軍を解体し、人間に危害を加えないようにしても、魔王という旗印が生きている限り、戦乱の火種を常に抱えているようなもの。

　勇者パーティのお守りと魔王暗殺──それが俺の任務だ。

　放棄することはできない。

「言い残すことがあるのなら聞こう」

　俺が言うと、うなだれていた魔王は、顔を上げた。

　安心したような表情だった。

　背負った重荷がようやく下ろせる、とでも言いたげだ。

　だから、覚悟はしていたのだろう。

　俺は魔王を殺した。

　これで任務完了。

　俺は正面の扉から出ていき、魔王城を一人あとにした。













　こうして、最強と呼ばれた魔王を倒した暗殺者は、人知れず伝説となった──。








２　王城での報告









「──というわけで、魔王はもういない」

　国王の私室。

　魔王を倒した後、俺は依頼主のランドルフ王に報告をしていた。

「おお！　おお……！　よくやってくれた！」

　ランドルフ王は、年のころは四〇を少し超えたくらいの、堅物でも阿あ呆ほうでもない気の良い中年男とでも言えばいいだろうか。

「まさか、史上最強、最悪とまで言われた魔王をこうもあっさりと……」

「報告だけでは、あっさりと聞こえるかもしれんが、アルメリアたちがいなければ、魔王城にすら辿たどり着つけなかっただろう」

　一対一の強さならおそらく俺が一番だろうが、一対多数になると、勇者アルメリアや、魔導士リーナが強い。俺の能力は火力が無さ過ぎる。

　大神官のセラフィンは意外と頭がキレるし、聖騎士のエルヴィは、壁役としてみんなを守り、その正義感で道を示してきた。

　みんな、それぞれの特性を活いかしたいいチームだったと思う。

「依頼をしておいてなんだが、単独で魔王を撃破したという事実が、まだ信じられない……」

「暗殺者というのは、一対一の戦いに特化している。それだけのことだ」

　他の暗殺者がどうか知らないが、俺の暗殺技術は、一対複数を想定していない。

　俺はそれを教わり、自分で突き詰めていっただけなのだ。

　勇者、魔法使い、その他職業は、色んな場面を想定して鍛錬を積むが、暗殺者はそうじゃない。特定の状況下を待つ、もしくは作り出し、自分が確実に殺せる機会を狙ねらう。

　それが、暗殺という仕事だ。

「何か特別なスキルでも使ったのか？」

「いや、何も」

　俺が使えるのは『影が薄い』だけ。特別とはさすがに言えない。むしろ外れスキルの部類だ。

　多少魔法も使えるが、魔王相手にそんなもの、児戯にも等しいレベルの代物だ。

　直接的な、攻撃・防御・回復・強化系のスキルは、程度によるが当たりのスキル──という認識が一般的らしい。パーティ帯同中、色んなところから聞こえてきた。

　確かに、常人が使えば、俺のスキルはほんの少しの間、認識を阻害するだけの外れスキル。

　消えるわけでもないし、透明になるわけでもない。

　だが、裏打ちされた暗殺技術と身体能力、あとは戦闘経験を積んでいけば、その外れスキルの見え方が変わってくる。

　暗殺技術と相乗効果があると気づいてからは、スキルの活かし方に苦心する毎日だったように思う。

「魔王暗殺は、そなたのこれまでの努力の賜たま物ものによる結果、といったところか」

「そんな大層なことじゃない。ただ……生きる上で必要だっただけだ」

「まったく、謙虚な男だ」

「事実だ」

「いや、アルメリアや他の者たちから個々に報告を受けておってな。ヘボパーティで上手うまくいかなかったが、ロランが合流してからというもの、戦闘能力や連携が飛躍的に向上した、と」

「買い被りすぎだ」

「そんなことはない。現に、不可能とまで言われた魔王討伐をやってのけた。しかも単独で。アルメリアだけでなく、エルヴィ聖騎士、リーナ大魔導士、セラフィン大神官……彼女たちが口をそろえて同じことを言っている。ロランがいなければ、魔王城にすら辿り着けなかっただろう、と」

「持ちつ持たれつ……お互い様だろう」

「手柄をまったく主張せんな、おまえは。魔王を倒したことにより、伝説の暗殺者として知られるであろう。まさにレジェンドなわけだ」

「勘弁してくれ。二つ名が重すぎる。俺の柄じゃないし知られたくもない」

「まあよい、宴うたげの準備をさせる。しばらく城内でゆっくりと過ごすがいい」

「遠慮しておく。あくまでも『魔王を倒したのは勇者アルメリアたち』……そうだろ？」

　俺みたいな日陰者には、世間の光は眩まぶしすぎる。

「確かに、当初の依頼ではそう言ったが……」

　ランドルフ王からの依頼は、端的に言えば勇者パーティへの助力と魔王暗殺。

　だが、魔王を倒したのは勇者たちということにしてほしい、という要望もあった。

「フェリンド王国、第一王女にして勇者のアルメリア・フェリンド。家柄、能力ともに英雄として祭り上げるにはもってこいの人材だ。そうだろ、お父さん？」

「才色兼備が抜けているぞ、ロラン」

　そうだったな、と俺はランドルフ王の親バカ発言に苦笑する。

　才色兼備も同感だ。

　フェリンド王国は、今後世界中の国から注目され、他国への政治的発言力を強めていくだろう。

　それが、魔王暗殺とアルメリアたちのお守りを依頼した理由だと思っていたが……単純に娘のことが心配だったのかもしれない。

「だがな、ロラン。伝説の暗殺者を手ぶらで帰したとあっては、フェリンド王室の名折れというもの。何か望みはないのか？　絶世の美女でもあてがってやれる。金がほしいならいくらでも額を言ってくれ。家がほしいのであればすぐに準備させよう」

「望み……」

　俺は小さい頃ころの記憶がほとんどない。

　ただ、親代わりの師匠に育てられ、あのスキルを磨いて暗殺者となった。

　本当の名前も知らない。

　何を望んでいいのか、さっぱりわからない。

「人の殺し方ならすぐにわかるのに、自分の望みとなるとさっぱりわからない」

　これまで、魔物や人を数えきれないほど殺してきた。

「あっ」

　声を上げたランドルフ王が俺に待ったをかける。

「絶世の美女と言ったが、アルメリアはいかんぞ。アルメリアは。まだ一六。嫁に行くような年ではない！」

　一六歳の王女なら、どこかの王子と婚約してても珍しくないと思うが、嫁に出す気はさらさらないんだろう。出さずとも、婿に来たがる男は星の数ほどいるだろうし。

　むむむ、と腕を組んでランドルフ王が唸うなっている。

「だ……だが、ロラン……おまえがアルメリアを嫁に欲しいと言うのであれば……！　このランドルフ、血の涙を流して送り出そうと──」

「いや、アルメリアは要らん」

「要らんのかい！」

　はぁーよかったぁー、と心底安心しているランドルフ王。

　なかなか好感が持てる王様だ。

「だが、要らぬと言われるのも、それはそれでなんかモヤっとする……」

　俺のアルメリア不要発言に納得がいかないらしい。

　アルメリアの名前を聞いて思い出した。

　いつだったか、アルメリアが「普通の生活をしてみたい」と言っていた。

　普通って何だろう、と俺たちは考えたが、誰だれもわからなかった。

　そもそも、誰も「普通の生活」とやらを送った人間がいなかった。

　俺が知っている生活といえば、山奥で師匠と暮らした修行の日々とこの暗殺稼業の日々だ。

　たぶん、これは普通ではないと思う。




「……普通の生活」




「ん？　それがどうかしたか？」

「普通の生活というのを、送ってみたい。暗殺者ではなく、普通の、ただの人間として、ありふれた生活を送ってみたい」

　人や魔物を殺さなくても金がもらえて。

　誰かを騙だまさなくても安穏としていられて。

　誰かに裏切られる心配をしなくてもいい。

「そんなものでよいのか？　美女数人を囲ってイチャイチャする毎日でもよいのだぞ？」

「ランドルフ王と一緒にするな」

「何を言うか。子作りも私の立派な仕事だぞ」

　冗談ぽくランドルフ王は憤慨してみせた。

「まあよい。『普通』というのも、中々どうして得難いものであることは、私も理解しているつもりだ。その『普通の生活』というものを送る上で、必要なものがあれば準備させよう」

　そもそもの報酬は、望みをすべて叶かなえる、だった。

　当面の生活費が必要だろう、と俺は一〇〇万リンほどの資金を受け取った。

　足りるのか？　とランドルフ王は不安そうだった。

「十分だ。助かる。ありがとう」

「何を言うか。こちらこそありがとう」

　俺とランドルフ王はがっしりと握手を交わした。

　かりかり。かりかりかり。

　外で扉をひっかくような音がすると、少し開いた隙すき間まから黒猫が入ってきた。

「猫……？　野良猫が迷い込んだのか……？　いや、首輪をしてるな」

　みゃお、と黒猫はひと鳴きした。

　俺の足下に近づいてきた黒猫の頭を撫なでて、喉のどをくすぐった。

「ロラン、もしまた何かがあれば……」

　俺は首を振って言葉を遮る。

「よせ。俺に依頼する『何か』がないような世の中にするのは、あんたの役目だ」

　ランドルフ王は苦笑した。

「そうだな。では、もう二度と会わないことを祈ろう。とくに、敵として」

「大丈夫だ。『普通の生活』を送るんだから、王様になんて二度と会わない」

　そう言って、俺は王の私室をあとにする。

　黒猫もあとについてくる。

　みゃお、みゃお、と鳴いて、後ろ足で首輪をかきはじめた。

「わかった、わかった」

　魔法具の一種である首輪。

　かなりレアアイテムだったが、持っていてよかった。




　俺が首輪を触って魔力を流すと、黒猫が淡く光り、人の形へと姿を変えた。




「猫の姿というのは、窮屈で仕方ない」




　肩にかかった赤い髪を手でさらりと払った。

　彼女の名前は、ライリーラ・ディアキテプ。

　本名は長いから、ライラと呼べと言われた。




「まあ、それもすぐに慣れるだろう」

「妾わらわを……魔王を倒した伝説の男が、何を望むのかと聞き耳を立てていれば『普通の生活』などと……おかしな男だ」

　くすくす、とライラは笑った。

「そのおかしな男に、一〇分も持たず倒されたつまらん魔王が何を言う」

　首輪は姿を変えられる他に、魔力量が多ければ多いほど力を減少させる反比例の効果があった。

　対魔王専用に、と持っていたアイテムで、ライラにとっては、最悪のアイテムといえるだろう。

　売れば、城が建てられるほどの額になったはずだ。

　あのとき、魔王は死んだ。

　ライラが作った偽の死体をあの謁えつ見けんの間に残し、俺は魔王城を去った。

『妾の魔法技術の粋を集めて作った傑作だ。魔王軍幹部が生き残っていたとしても、見破れないだろうな！』

　と、ライラは自信満々だった。

　人間側に関しては、魔王を間近で見たことがあるのは俺だけだ。

　そして、永遠に外れることのない首輪をはめた。

　あのとき、魔王という存在は死んだのだ。

「そなたは存外、優しい男であるな」

「おまえを生かしたのは、首輪の使いどころがなかっただけだ。売ったとしても、悪用される可能性があるし、売って得た金も要らない」

　これからは猫として生きるといい。そう言って放り出したのに、ライラは勝手についてきた。

「魔王という首輪を外してくれた貴き様さま殿どのには、これでも感謝している」

　歌うように言うと、ライラが手を絡めてきた。

　なぜか気に入られてしまった。

「まったく、暗殺者のくせに詰めが甘い。くふふふ」

「ああ、そうだな。だから暗殺稼業は今日から休むんだ」

「それで、これからどこへゆくのだ？」

　わくわく顔のライラが、俺の腕に抱きついて訊きいてくる。

　歩きづらいので振り払おうとしたら、がっしりと摑つかんでいて離れなかった。

　魔法の力がなくなったとはいえ、一般的な女の筋力はあるらしい。

「決まってる。都会でも田舎いなかでもない、『普通の町』に行く」

「また『普通』……妾は、全然トキめかんのだが……」

「おまえをトキめかせるためにやってるんじゃないんだよ」

　不満そうに口を尖とがらせるライラと俺は、王都の人ごみに紛れた。







　この続きは現在配信中の『外れスキル「影が薄い」を持つギルド職員が、実は伝説の暗殺者』にてお楽しみください


(C)Kennoji, KWKM 2019
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